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は じ め に

わが 国の情報化の進展 に伴い情報処理技術者の質量両面での不足が生 じている中で情報処理

教育 の レベルア ップ と情報処理技術者の育成促進が緊急 な課題 とされて います。

とりわ け,情 報処理技術者の養成 において重要 な役割を担 っている コンピュータ専 門学校 は

産業界が求める大量の人材を派出 し,一 応期待 に応えて いるもののなお,一 層の発展 を期す る

ためには教育 内容の充実,教 育施設の拡充 とともに教員の質的向上 を図 ることが重要 な問題 と

されて います。

この よ うな状況を背景 に して当調査研究助成事業 は情報化人材育成連携機関委嘱校制度の一

環 として通商産業省,文 部省のご指導 の もと,全 国専修学校各種学校総連合会の ご協力を得て,

実施す る事業で,日 頃教育の現場において生徒の情報処理能力の伸長 に努力 してい る教員の方

々に研究成果発表の場を提供 し,教 員 の質的向上の一助 とな ることを目的 としてお ります。

平成元年度 にお きま しては,全 国143校 の委嘱校の教員を対象 に当調査研究助成 の募集を

行 い,27件 の応募を受 け,10件 を選定 して調査研究を依頼 しま した。

当調査研究報告書 は,選 定 された10件 の成果を とりまとめた ものです。 この報告書 にとりま

とめた内容 は情報処理教育の高度化 に関す る調査研究成果であ り,こ の成果は委嘱校 にお ける

情報処理教育の充実,効 率化高度化 に資す るもの と期待 してお ります。

最後に,当 事業の推進に当たり,ご 指導,ご 協力をいただ きま した関係各位 に対 しま して,

深 く感謝の意を表す る次第であ ります。

平成2年3月

財団法人 日本情報処理開発協会

中央情報教育研究所

◎鳳π町
財団法人 日本情報処理開発協会中央情報教育研究所
所蔵 書 之 印
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調査研 究助成 の概 要

平成元年度情報処理教育高度化 に関する調査研究助成 は,下 記の募集要領によ り実施 し,全

国の情報化人材育成連携機関委嘱校143校 よ り27件 の応募があ り,そ の中か ら10件 を選

定 して,調 査研究成果を とりまとめた ものです。

1.募 集要領

(1)目 的

わが国の高度情報化を推進するにあた り,そ の担 い手であ る情報処理技術者 の育成 ・確

保が重要な課題 とされています。

このため,当 事業は情報化人材育成連携機関委嘱校を対象に情報処理教育高度化 のため

の調査研究 を委託(助 成)す ることを通 じて,わ が国の情報処理教 育の発展を図 ることを

目的 と しています。

(2)調 査研究 テーマ

(別保氏1)

(3)委 託(助 成)件 数及 び金額

7件 ～10件(50万 円/件 ～70万 円/件)

(4)対 象

情報化人材育成連携機関委嘱校143校

(昭和62年 度105校,昭 和63年 度24校,平 成元年度14校)

(5)応 募資格

情報化人材育成連携機関委嘱校に在籍す る教員(個 人及び グル ープ)た だ し,委 嘱校

1校 よ り1件 。

(6)応 募方法

所定 の様式(別 紙)に 所要事項を記入 し,学 校長を通 じて下記宛送付の こと。

(7)応 募締切及 び委託(助 成)先 決定 スケジュール

応募締切 日 平成元年10月31日(火)必 着

委託(助 成)先 決定 平成元年11月10日(金)

(8)調 査研究成果

① 調査研究成果提 出 平成2年2月28日(水)必 着
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② 原稿用紙(400字 詰)510枚 ～70枚(図,表 含む)

③ 調査研究成果は未発表の もの

④ 調査研究成果 は報告書 として取 りまとめ全国の委嘱校 に発表 する。

⑤ 調査研究発表会を開催 した時 は講演をお願いす る。

(9)委 託(助 成)方 法

応募 を受けた調査研究計画の中か ら有識者等 による審査を経て,委 託(助 成)先 を決定

し,直 ちに当研究所か ら所定の方法 によ り委嘱校の学校長を通 じて,担 当者(グ ループの

場合は代表者)に 調査研究を依頼する。

2.応 募状 況27件

(内訳)(1)CAIコ ースウェアrCAROL」 の効果的利用法

(2)情 報処理教育指導者(教 員)の 確保 と早期育成方法

(3)地 域の求 める情報処理技 術者像 とその具体的な教育指導方法

(4)教 育の評価

(5)そ の他

9件

2件

6件

1件

9件

3.選 定委託(助 成)件 数および金額

10件(51.5万 円/件)
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(別紙)

情報処理教育高度化に関する調査研究計画
No.

学 校 名

理 事 長 名 学校長名 印

住 所
電話( ) 『

調査研究者
(所属) 低 名)

印

情 報 処 理 教 育 高 度 化 に 関 す る 調 査 研 究 計 画

調査研究

テーマ

調査研究 の
ね らい

(目的、意義

必要性)

調査研究の

概 要

(個条書 き)

使用機器 ・装置名

原 稿 枚 数 約 枚(図 、表 枚含む)
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第1部

CAIコ ー ス ウ ェアrCAROL」

の 効 果 的利 用 法 に関 す る調 査 研 究





第1部 第1編

CAIコ ー ス ウ ェ アrCAROL」

の効果的利用法

札 幌 商 工 会 議 所 付 属 専 門 学 校
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1.調 査 研究テーマ

CAIコ ースウ ェア 「CAROL」 の効果的利用方法

2.調 査研究担当者

佐伯典夫(電 子計算室)

甲斐正純(産 業教育研究所)

小笠原誠(電 子計算室)

鈴木勇人(電 子計算室)

池田 進(電 子計算室)

岩上謙二(電 子計算室)

3.調 査研究の概要

3.1ね ら い

CAIコ ースウ ェア 「CAROL」(以 下CAROL)導 入は、一斉授業 に よる集合

教育の難点 を個別化の方向において克服 しようとしたCAROLシ ステムを、その長所 を

生か しなが ら集合教育に組み込んでい く事を目指 したもの です。本校の情報処理関係の学

科か ら3つ のモデル を作 り、CAROLシ ステム(音 声装置付)を 使用 して学習効果 の測

定 と、CAROLに 対す る学生意 識の把握を目的に、今後本校 におけるCAIコ ー スウェ

ア 「CAROL」 に よる授業(以 下CAROL授 業)の カ リキュラム内での位置 づけ、

効果的利用方法 を確立 する。
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3.2構 成

3.2.1学 科編成について

本校は、昭和30年 開校以来、札幌商工会議所が運営する専門教育機関として、今日ま

で多くの人材を輩出してきました。昭和60年 からは工業分野の情報処理技術者養成に力

を注ぎ、昭和63年3月 には通商産業省の情報化人材育成連携機関委嘱校となり、同年12

月には工業分野の認可校として、文字通り校名にふさわしい商業 ・工業両分野の専門学校

の体制を整えています。

情報処理をはじめとする昼間部2年 制および1年 制の各学科を編成 し、学科編成は表3

-1の 通 りです。

表3-1学 科構成

分野 学 科 名(コ ー ス名) 修業年限 募集定員

工

業

情 報 処 理 学 科
情報 システム コース

2年

50名

情報短大併修コース 50名

コンピュータ会計学科 2年 100名

商

業

経 営 情 報 学 科 2年 50名

税 務 会 計 学 科 2年 50名

総 合 ビ ジ ネ ス 学 科 2年 50名

ビ ジ ネ ス 科 1年 50名

3.2.2対 象学生について

今回の調査研究 を実施す るにあた って、前記学科の うち情報処理学科2ク ラスおよび コ

ンピュータ会計学科1ク ラスを対象 としました。調査対象の人数 、男女別の人数は表3-

2の 通 りです。

表3-2調 査対象学生

学 科 名(コ ース名) 男性 女性 合計

情 報 処 理 学 科
情報 システムコース 27名 13名 40名

情報短大併修コース 17名 14名 31名

コンピュー タ会計学科 12名
318名

50名
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3.2.3実 施授業について

情報処理学科情報 システムコー スは、情報処理の基礎 か ら高度 な専門知識 ・技術 まで を

学習す るとともに在学中に、通商産業省情報処理技術者試験第1種 お よび第2種 の認定資

格取得 を目指す コースで、卒業後はシステムエンジニア ・上級 プログラマと して活躍で き

る人材を養成 しています。 したが って本 コースは、情報処理専門科 目が中心であ り、情報

処理技術者の養成に対応するコースとなっています。

情報処理短大併修コースは、本校入学 と同時に産能短期大学通信教育部能率科情報処理

コースに入学 し、卒業時には高度な情報処理の知識 ・技術 と短期大学卒業 の資格が取得可

能 なコースとな ってい ます。 したがって科 目は情報処理関連科 目を中心 と してい ますが、

それに加えて教養科 目も設定 されてお り、幅広 い知識修得 が可能 とな ってい ます。

コン ピュー タ会計学科 は、初級情報処理技術者育成指針の1年 課程 にの っと りカ リキュ

ラムが編成 されてお りますが、情報処理 の知識 ・技術修得 と同 時に経理を始 めとす るビジ

ネス分野の知識 ・技術 を修得 し、情報処理か らビジネスまで対応す る人材 を養成 してい ま

す。 したが って、情報処理関係の単位数 は、情報処理学科 よ りも下回 ってお ります。

この論文 をまとめるにあた りC言 語科 目において、情報処理学科情報 システムコースに

ついては、講義形式の授業 を9.5諸 行 ってか ら、CAROL授 業 を5講 行 い、同 じく情

報短大併修 コースについては、通常の授業 を1.5講 、CAROL授 業 を9講 実施 しま し

た。又、コンピュー タ会計学科 については講義形式の授業 を10講 、CAROL授 業 を0.

5講 行 い、その結果を資料お よび アンケー・トで把握することとしました。

なお、C言 語のCAROL授 業 を実施 した2年 次3ク ラスの 他に、情報処理学科 ・コン

ピ ューーータ会計学科1年 次生4ク ラスについては、 「フローチ ャ・一一・ト」のCAROL授 業 を

行 っていますが、今回の調査研究 では第4章 の アンケー ト調査対象学生 とな っています。

情報処理学科 ・コンピュー タ会計学科2年 次3ク ラスの現行のカ リキ ュラムは表3-3

(1)、(2)に 示す通 りです。なお、単位数は週1講(90分)の 授業 を15週 行 うこ

とによ り2単 位 として計算 しています。
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(1}対 象学科カ リキ ュラム表3-3

】

 

目専 門 科

 

【

情 報 処 理 学 科 コンピュー タ

会計学科科 ・ 国 名

情 報 システム]一ス 短大併修]一ス

年次 単位 年次 単位 年次 単位

ハ ー ド ウ エ アIn 1 8 1 8

ハ ー ド ウ エ ア 皿 2 2

ハ ー ド ウ エ ア1 1 4

ハ ー ド ウ エ アn 2 6

ソ フ ト ウ ェ アln 1 8 1 8

ソ フ ト ウ ェ アHI 2 2

ソ フ ト ウ ェ ア1 1 6

ソ フ ト ウ ェ アn 2 5

フ ァ イ ル 1 2 1 2 1 2

コ 口 ー チ ャ ー トIU 1 6

フ ロ ー チ ャ ー ト1 1 3 1 3

コ 口 ー チ ャ ー トn 2 2

コ ボ ル111 1 16

コ ボ ル1 1 10 1 10

コ ボ ルn 2 4 2 4

コ ボ ル 皿 2 4

コ ボ ル 実 習IU 1 16

コ ボ ル 実 習1 1 10 1 7

コ ボ ル 実 習n 2 6 2 6

コボル オンライン実習 2 8 2 8

コボルオンライン実習1 2 4

フ ォ ー ト ラ ン1 2 6 2 6

フ ォー トラ ン実 習1 2 4 2 4

C言 語 2 2 2 2

CASLI 1 4 2 4

CASLn 2 2

システム開発と運用 2 4 2 4

情報処理システム1 2 2 2 2 1 4

情報処理システムn 2 2

情報処理 とコンピュー タ 2 2 2 2 2 6

デ ー タ 通 信ln 2 8 2 8

デ ー タ 通 信1 2 2

デ ー タ ベ ー ス1 2 4 2 4 2 2

事 例 紹 介 2 2
'一
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【 一 般 科 目

表3-3(21

】

対象学科カ リキ ュラム

情 報 処 理 学 科 コ ン ピ ュー タ

科 目 名 会計学科
情 報 システム]一ス 短大併修]一ス

年次 単位 年次 単位 年次 単位

基 礎 数 学 1 5 1 5 1 5

確 率 ・ 統 計 1 5

経 営 数 学 2 3 2 3

ドキュメンテーシ ョン1 2 3 2 3

コ ン ピ ュー タ英 語1 1 4 1 4

コ ン ピ ュー タ英 語H 2 3 2 3

商 業 簿 記1 1 5 1 4 1 6

会 社 会 計1 1 4 1 6

工 業 簿 記1 1 3 1 5

原 価 計 算1 1 3 1 5

会 計 学1 1 4 1 5

会 計 学H 2 8

所 得 税 法1 1 3 1 5

法 人 税 法1 2 4

財 務 分 析1 2 4

資 金 管 理1 2 2

ワ ー プ ロ 実 習1 1 2 1 2

ワ ー プ ロ 実 習n 2 3

アプ リケーション実習1 2 4 2 4 2 4

アプ リケーション実習H 2 4

社 会 保 険1 2 1 2 1

経営者講話 ・企業実習 2 1 2 1 2 1
一 般 経 済1 2 2
一 般 経 済III 1 4

文 書 技 法1 2 6 1 3 1 4

文 書 技 法11 2 3 2 2

職 業 指 導1 2 1 2 1 2 1

体 育1 1 1 1 1 1 1

体 育n 2 1 2 1 2 1

合 計 155 155 155

3.2.4実 習 設 備 に つ い て

本校 の コン ビュー一・タ実習 室 は、 ワー ク ステ ー シ ョン ・ル ー ム(WSル ーム)、 オ フ ィス

・オー トメー シ ョンル ー ム(OAル ー ム)お よび ワープ ロ ・ル ー ム(WPル ー ム)の3室

が あ り、WSル …一・ム は汎 用 コ ン ピ ュー タNECACOSシ ステ ム410モ デ ル30、

NECN-5200MARKHを 専用 端 末 と して30台 、 ス タン ドアロ ン型 と して30台 で運 用 して

い ます。 今 回のCAROL採 用 に あ た り、OAル ーム に富 士 通FMR-70HXIM460台 を導 入

し、 ス タン ドアロ ン型 で運 用 して い ます。
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表3-4ハ ー ドウ ェア構 成

コ ン ピュー タ 富士通FMR-70HXlM4 60台
ハー ドデ ィスク40MB内

蔵、主記憶容量2MB

プ リ ン タ 富士通 漢字プリンタ15 30台
プ リンタ切替器により本体
2台 に1台 を接続

音 声 装 置
日鉄教育システム

ブテ ィエ コール装置 60台
CD方 式
ヘ ッ ドホン付き

CAI教 材

日鉄教育システム
CAROL基 礎編(流 れ図編) 60

日鉄教育システム
CAROL基 礎編(C言 語編) 60

なお、上記におけるハ ー ドデ ィスクの使用内訳を表3-5に 示 します。

表3-5ハ ー ドデ ィスクの使用 内訳

ドライブ ソ フ ト 名 称 ディスク容量

Cド ラ イ ブ

日本語MS-DOSVer3.1

エデ ィターRED++

Dド ラ イ ブ

COBOL/2

RM/FORTRAN

Mi,,。 、。ft6

F-BASIC86HG

LOTUS1-2-3

dBASE皿Plus

Eド ラ イ ブ デモ ンス トレーシ ョン プログラム 10MB

Fド ラ イ ブ 学生作業用領域 12.9MB

注:A・Bド ライブ はフロッピーデ ィスク ドライブの割 り当てとな っています。
Gド ライブをRAMデ ィスク(1.2MB)と して用意
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1

3.2.5実 習室について

CAROL授 業 の実習室における、コンピュー タ機器の配 置を図3-1に 示 します。
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4.調 査研究の内容

4.1授 業運営について

4.1.1ハ ー ド管理について

CAROL授 業を実施 した結果な らび に学生アンケー トを通 して、コンピュータ、付属

装 置等に関す る現状 と今後の運営 について検討 します。 なお、学生 アンケー トについては

情報処理学科、コンピュー タ会計学科1年 次生の一部 を対象 として行 いました。

(1)通 常授業での運用方法 につ いて

現状 では授業時間のみ使用 し、学校資産管理のため放 課後 の貸出等は行 ってい ません。

実習室の鍵の管理 については各教科担 当が把握 してい ますが、フロ ッピーデ ィスク(FD)

ならびにコンパク トデ ィスク(CD)のCAROL教 材 は5人 を1グ ループと して各グル

ープが授業の始め と終わ りに枚数 と種類 とを確認 し、グループ代表が報告する方法 をとっ

ています。コ・・…スウェアは現在rC言 語」、 「フローチ ャー ト」と2種 類採用 しています。

実習の都度、破損 ・紛失等 に対応す るため全部のFDな らび にCDを 確認 させています。

学生のなかには煩わ しいという意見 もあ りますが、 この 内容物確認 の必要性をアンケー ト

により調査 しました。

表4-1ア ンケー ト1

[質問事項]実 習毎に2セ ットのCAROL教 材を確認 していますが、必要
だと思いますか

上記の結果、面倒 ではあるが、授業 を円滑に進め るためには確認が必要であ るとい う意

見が半数に近 く、学生 自身の行動 に自信の無いことを示 しています。別の アンケー トに よ

れば、学生 の相当数がCDプ レー ヤー等を持 ち、 またそ れを上回 る使用経験者 がいますの

で、学習機器 としてではな く生活用具の一部 として受 け止め られてい るために、この よう

な結果 にな ったと思われ ます。

FDな らびにCDのCAROL教 材 が現在 までに紛失 した例はあ りませんが、今後 の管

理面での参考 として学生 に意見を求 めた結果、表4-2の よ うにな りました。
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表4-2ア ンケ ー ト2

[質 問事項]CAROL教 材 を確認 しな いで自由に使用 した場合、

授業のなかで無 くな った り紛失 すると思 いますか。

(2)放 課後の使用 について

現在、放課後の開放については実施 していませんが、将来 、自学 自習 という観点か ら前

向きに検討すべ きだと考えています。 しか し管理上の考慮すべ き点 も多 くこれか らの課題

であるといえ ます。 この点に関 して、学生の意識を調査 した結果を表4-3に 示 します。

表4-3・ アンケー ト3

[質 問事項]放 課後、CAROLの 使用を開放 した場合、利用 したいと思 い

ますか。

利用したいという意見は比較的少ない結果になりましたが、少数の学生で利用したいと

いう意見を重視して、放課後の開放については実施する方向で取り組むべきだと考えてい

ます。放課後、CAROL実 習室の使用を開放した場合、常時監督者を配備させるべきか

どうか、その他考慮すべき問題として教材 ・備品等の紛失という問題を含んでいますが、

後者の点について学生の考えを表4-4に 示します。

表4-4ア ンケー ト4

[質 問事項]放 課後 、CAROLの 使用を 自由に して開放 した場合 、コン ピ
ュータ本体 ・CD装 置 ・その他CAROL教 材 ・備品等 が無 くな

ると思いますか。

表4-4の 結果から、自己管理のできない学生も少数ながら認められますが、おおむね

自ら管理して放課後のCAROL使 用を望んでいると見ることができます。
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(3)ヘ ッ ドホンの使用について

本校では音声装置付 きコースウェアを採用 しているため、ヘ ッ ドホ ンの使用 は不可欠 で

す。少数意 見ではありますが、ヘッ ドホンの共同使用について不満を訴 える学生 の反応 も

あ り、男女別に意識を調査 した結果 を表4-5に 示 します。

表4-5ア ンケー ト5

[質 問事項]CAROL授 業 にはヘ ッ ドホンを使用 しますが、他学生 との共同
使用で良いと思いますか。

調査前は女子学生の多くは個人別使用を望むのではないかという結果を予想していまし

たが、意に反して全体の2割 り程度と比較的少数の意見であることが判明しました。前の

質問で個人別使用を希望する学生を対象として、個人別ヘッドホンをどのように用意する

のかについて調査した結果を表4-6に 示 します。

表4-6ア ンケー ト6

[質問事項]学 生個人別ヘッドホンをどのように用意したら良いと思いま
すか。

各個人負担とし、適当なものを購入し使用する

3の 回答が圧倒的に多 いですが、1・2年 合わせて400人 の学生各個人に配布す る予

算、そして保管 スペースの限界 もあ り実現が困難 です。折衷的な案 として来年度 は、個人

所有のヘッ ドホン利用を希望す るもの は認め、その他の学生 は学校の共同使用ヘ ッ ドホ ン

を利用す る予定です。

CAROL授 業を行 ってい る実習室 では他の実習 も行われてい ますので、管理上、ヘ ッ

ドホンについては毎 回、各教科担 当が配布 と回収を行 ってい ます。ヘッ ドホンの配布 と回

収を全く行わないで自由に使用させた場合、紛失の可能性はどの程度と考えられるか、学

生 に質問 した結果 を表4-7に 示 します。
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表4-7ア ンケー ト7

[質 問事項]ヘ ッ ドホンを確認 しな いで自由に使用 させた場合、無 くなっ
た り又 は紛失することはな いと思 いますか。

上記の結果を見るかぎり、今後も現状のような管理方法を踏襲することが望ましく、今

後、放課後の課外授業でCAROLを 使用する場合はヘッドホンの貸出体制を整える必要

があると考えられます。

(4)ハ ー ドウェアの問題点につ いて

図3-1の 実習室配置図 に示 したように、富士通FMR-70HXIM460台 を導

入 し、プ リンタは、2台 のコンピュータに1台 とし切替機 によ り使用可能 としてい ます。

機器の レイアウ トは図4-1の ようになっています。CRTデ ィスプ レイとコン ピュー

タ本体の間 に音声装置が設 置されていますが、これは教室 のスペー スの関係上、現状 では

やむを得ない状況です。音声装置 を付属 させない場合に比べ、高さはおよそ10㎝ 高 くな

り、通常の場合 よりもデ ィスプ レイが上部にきて見上げ る感 じにな り、疲労感 を訴 える学

生の原因の一つにな っていると考 え られ ます。ただし、椅子 については昇降装置付 きの製

品を使用 してお りますので、ある程度 までは高さ調整 を行い使用 して います。

↑

460mm

↓

CRT

CD音 声装置

コ ン ピ ュ ー タ本 体

FMR-70HX

1

↑

↑

1530mm

95mm

330mm

120mml

↓ ↓

図4-1機 器 レ イ ア ウ ト
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4.1.2学 生管理について

CAROL授 業を実施 し、授業時間内の学生への指導内容等 の指針 を探 りだしていきた

いと思います。

(1}教 師の必要性

現在、CAROL授 業 においては1名 の指導教師が担 当 し、CAROLシ ステムの管理 ・

学生の授業準備、学生への指導 と助言 、マシン トラブルへ の対応及び進行指導・休み時間

の管理等 を行 っています。

本来、CAROLシ ステムによる授業展開で は、教師が学生指導 を個別に実施 しな くて

も学生自身が 自分の学習進行 に応 じて 自学 自習がで きます。そのため・学生が進 んで教師

に質問することが殆 どないのが現状 です。そこで、CAROL授 業での担 当教師 に対す る

学生の意識について調査 した結果 を表4-8・9・10・11に 示 します。

表4-8ア ンケ ー ト8

[質 問事項]CAROL授 業 には先生 はついていたほうが良 いと思 います
か。

表4・ 一一9ア ン ケ ー ト9

[質問事項]CAROL授 業中に先生に質問したいと思ったことはありま
す か。

表4-10ア ンケ ー ト10
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表4-11ア ンケ ー ト11

[質 問事項]先 生がコンピュー タ室 にいな いと眠る又は遊ぶ学生が いると
思 いますか。

上記 の結果 より、CAROL授 業 においても教師がコンピュータ教室 内にいることが有

形、無形の存在感を学生 に与えているようです。 また、CAROLの 操作 に関す る質問 に

は、教師が タイム リーに学生対応す る事がで き、不必要な時間 ロスを排除す ることが出来

ます。

しか し、ロス時間 を出すような現在のCAROLの 教材及び内容 にも多 くの問題点が内

在 して いると思われ ます。さらに、バグの発生に対 して、時期 をみて交換 などを無料で行

って欲 しい と思います。

(2)助 手の必要性

前述の ことか ら、CAROL授 業中に学生に適時対応す るためには、現在の1ク ラス約

50名 のCAROL授 業においては、教師1名 で対応 しきれな い面 があ ります。

本校で は、言語実習教育において助手 を1名 配置 し、マシー ン操作、プログ ラムのデバ

ッグ作業等 に対応 していますがCAROL授 業 という前提か ら、助手 は配置 しな くても授

業展開に支障は起 こらないと確信 し、早計 に結論 を出し授業 に入 りま した。

しか し、現在のCAROL授 業の現状 か らみてハー ド・ソフ ト面での トラブル等にも対

応す るため には助手の必要性が認め られ ます。

助手の選定条件 として以下のものが、必要 であると思 います。

① 担 当科 目を熟知 していること。

② 操作方法およびハー ド・ソフ ト面 での トラブル等に十分対応で きること。

なお、本校の助手 としては、上記の2つ に情報技術者試験2種 以上の資格を有する者で

す。
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(3)履 歴に よる評価の有無

CAROLの 学習制御 システムか ら学習結果の 記録お よび学習記録デ ータ(TIME

LOGフ ァイル、RESPLOGフ ァイル 、HISTLOGフ ィル)の 収集 ・印刷が

行 えるようにな っています。この学習 した履歴 によ り学生 を管理す ることができます。

学習履歴 によると、1回 目と2回 目の解答 までの時間が短か った り、誤答があ るにもか

かわ らず訂正せずに2回 目の解答を行 う学生 もいることが判読 され ます。 この ことか ら、

学習履歴 を今以上 に重視する必要があ ると思われ ます。

また、ある箇所では正解できなければ、必 ず復習 し直 してか らでなければ、先 に進めな

いようなシステムにすれば良いのではないか と思 います。

学生の意 見にコンピュー タは 「注意 をして くれな い!」 「質問で きな い!」 等の回答も

小数意見なが らあ りました。 これは、血の通 っていないコンピュータへの学生の不満か教

師に甘えているのか分 りませんが、CAROLに 対す る微妙な学生 の心理が表れて いるの

ではないで しょうか。

表4-12ア ンケ ー ト12

[質問事項]自 分が学習した履歴(結 果)で 、成績が評価されるとしたら

今以上に真剣に勉強すると思いますか。

勉強すると思う

上記の結果 より定期試験の結果 だけの成績評価でな く、CAROLの 確認 テス トの履歴

による成績評価も行な うとしたな らば 、 「今以上 に真剣に勉強 する」などの回答 も得 てお

ります。

偏差値で学習慣れ して きた学生にとっては、必要な評価がなければ学習意欲が減退 す る

のかもしれません。意欲 的な学習をさせ るのは、本 当に難 しいと改めて感 じます。

このことか らも、CAROL授 業 においては、学習履歴に よる成績評価を行 うことに よ

り学生の集中力を向上 させると共に、各学習項 目修了ご とに学生への 目標達成の喜び を実

感 させたいと一層思 えるようにな りま した。
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(4)VDT作 業における学生の健康管理

CAROL授 業においては、学生の健康管理の面も考え る必要があ ります。具体的な例

と しては、画面 を見ている時間が多 いことから、普通 の授業ではみ られ ない目の疲れ を訴

える学生 がいることです。このVDT作 業の時間 を適切に設定 しなければ学 習能率が低下

するばか りか、健康障害(肩 こり、目の痛み等)が 起こ ります。

この ことにつ いて、学生の意識調査 を行 った結果を表4-13に 示 します。

表4-13ア ンケー ト13

[質 問事項]CAROL授 業 で疲れて くるのは、何分程度ですか。

1.5分 以内 5名(6.0%)

2.10分 程 度 8名(9.6%)

3.20分 程度 13名(15.7%)

4.30分 程度 30名(36.1%)

5.45分 程度 12名(14.5%)

6.60分 程度 13名(15.7%)

7.70分 以上 2名(2.4%)

(無 回答24名)

上記の結果 によると、 「授業開始後、30分 程度で疲れ る」との回答が36%(83名

対象)を 占めています。学生本人の学力 によっても違いがあ ります。過去 あま り集中 して

勉強 した経験がない、つ まり集中す る事に よる疲れもあるのではないか とも思 います。テ

レビなどを長 時間見 ているの とは、根本的 に違 いがあ ります。デ ィスプ レイの画面、ヘ ッ

ドホンか ら聞 こえて くる音 に、長時間神経 を集中 させる事 自体 に疲れ るのでないかと思い

ます。 この結果 を参考 に授業 の展開方法を検討す る必要 があ ります。

また、時間管理のみではな く、部屋の照明 ・換気、椅子 ・机の 高さな どの設備面 におい

も考慮すべき点があ ります。なお、本校においては椅子の高 さが 自由に調整 でき、学生は

自分の身長に合わせて使用 して います。
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(5)CAROL授 業後の学生の フォロー

CAROLに よる授業形態には様 々あ ります。講義形式の授業の予習型、講義形式の授

業の復習型、講義形式の授業との併用型等あげ られ ますが、CAROL授 業 で理解できな

かった学習項 目の フォ[1一 が必要 とされます。それは、CAROLに は自分のベースで学

習 することができ、また反復学習はで きますが、質 問を受付け る機能がないためで す。

人間の記憶力は、何回かの反復 を繰 り返す ことによ り高まって行 くものと思 います。O

HPの 場合 もそうですが、1回 見 ただけでは直 ぐに忘 れて しまいます。よ り記憶 に残すた

めには文字の大 きさに変 化をつけた り、色 をつ けた り、 白黒 を反転させた りする必要があ

ります。CAROLの 場合 、画面 には色がついて いますが原色系の色ばか りが使われ、学

習者 は非常 に疲れ るのかも知れ ません。 また静 止画ばか りでな く、動画 も挿入 されるな ら

記憶効果は今以上に増すのではないで しょうか。

また、各学習項 目修了ご とに設け られた確認 テス トは、誤答 があっても2回 の判定 を受

けると正解 が表示され、次の項 目へ進め るとい う問題点もあ ります。CAROL授 業の終

了後のペーパーテス トの実施や、CAROLの 内容で理解で きなかった学習項 目の確認 と

フ ォローがCAROL授 業では必要 とされ ます。

(6)CAROL授 業導入への動機づけ

イラス トと音が出るというイメージ は学生 に、安心感 と同時に安易感 を与え過 ぎて遊び

感覚だけでな く、遊びそのものになって しまう学生 も中には見受け られ ました。更 に、音

楽用CDを 実習室に持ち込み、音楽を聞 いてい る学生が若干見受 けられま した。

また、学習履歴 か ら真剣 にCAROL授 業で学習 していない学生が、何名か見受け らま

す。このような学生の指導 お よび管理 をどの ようにするか?ま た、どの ように した ら数 を

減 らすことが出来 るのか を考 える必要が あ ります。

例えば、CAROL授 業の開始前 にCAROLの ね らいや学習方法 を解説 し、CARO

L授 業に対す る動機づけを行い、授業を展開す ることも必要で あると思い ます。
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(7)授 業時間数の設定 に伴 う学生管理

CAROL授 業をカ リキ ュラムに設定す ることを考え ると、授業時間数を設定 しなけば

な りません。4.3.2の 学習進行データ結果か らは習熟度の速 い学生 と遅 い学生 とでは

講義形式の授業 と同様 に差が現 れています。そのため、安易 な授業時 間数の設定 を行 うと、

自分の スケジ ュール に合わせ、フ リー タイムで学習 ができるとい うCAIの 利点を失 う恐

れがあ ります。 この点 を考慮 した上で、CAI教 材の内容 や学習履歴 のデー タ等 による研

究 も十分1こ行 い、各学習項 目毎 の授業時間数の設定および学生 の進行度チ ェックを行 う必

要があ ります。

また、授業時間内に学生全員が範囲を終了できるように、学生指導 を行 う必要 があ りま

す。例 えば、進行度の遅 い学生には放課後の補習時間を設 けた り、逆 に進行度の速い学生

には、各学習項 目終了時のペーパ ーテ ス トの実施や、CAIの 利 点を生 か した反復学習 に

よる復習指導 を行 う方法な どがあ ります。

というの は、学習履歴のデー タより各学習項 目終了時の確認 テス トの結果 にかかわ らず

次の学習項 目へ進む学生が多 いということです。 また、必ず しも進行度 が速い学生が定期

末試験で良い点数 をあげて いません。 このことか らも、授業時間数の設定 に伴 う学生指導

お よび管理方法 を考えていかな くてな りません。
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4.2学 生による評価について

4.2.1操 作性 について

学生は、各 自の学習制御 システムFD・ コースFD・ コースCDを セ ッ トし学習 に入 っ

てか らは、表4-14の1に もあ るよ うに操作性は良い と受 け取 っています。通常の学習

で は画面を見ながら、ヘ ッ ドホンで解説を聞 き、その画面が終 了 した ら次の画面 に移 るた

めPF1キ ーを押下げ るだけの操作です。節の終了時にあ る確認テ ス ト ・章の終了時 にあ

る練習問題 ・学習時のシュミレーシ ョン操作の場合で も、入力はテンキーで、判定 はPF

1キ ■・…一であ り操作は非常に簡単なためであると考 えられ ます。 しか し、表4-14の3、

4に 見 られるように、FD装 置 ・CD装 置の2つ があるため使 いに く く、FDとCDの 枚

数 が多いという意見 が半数弱を占めて います。

表4-14ア ン ケー ト14

No 質 問 項 目 回 答 者 数
① ② ◎ ④ ⑤

1 学習を進める上で操作はし易かったですか。
①大変し易かった ②し易かった 7 31 14 11 0

◎ どち らとも言 えな い ④少 ししに くか った

⑤大変 しに くかった 11.1 49.2 22.2 17.5 0.0

2 復習はし易か ったと思 いますか。 11 34 16 一 一

①復習し易い ②どちらとも言えない
◎復習しづらい 18.0 55.7 26.2 無回答2名

3 FD装 置 とCD装 置 を使用 しますが、使い易

すか ったと思 いますか。 35 11 17 一 一

①両方あって面倒臭い ②どちらとも言えない
◎使い易い 55.6 17.5 27.0

4 FD(フ0ッ ピーディスク)とCD(]ンll外 ディスク)の 枚 数

は多 いと思 いますか。 0 30 33 一 一

①少ない ②どちらとも言えない
◎多い 0.0 47.6 52.4

[その他記述意見]
・椅子や机も考 えたほ うが良い。
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参考のため以下 にキーの分担を示 します。

表4-15操 作キー

状 態 キ ー 名 動作 内 容

学 習
PF1 実行 現在表示 している画 面か ら終了 した後 、次の画

面 に実行 を移す。

PF10 終了 終了 してモジュール選択画面に戻 る

確認テ ス ト

練習問題
シュミレション

テンキー 解答入力

PF1 判定 1回 目解 答でOKの 場合 は、次の画面へ い く。

NGの 場合 は2回 目解答。2回 目判定後 は正解表

示で終了。

PF8 取消 解答の再入力へ。

PF10 終了 終了してモジュール選択画面に戻る

RETURNキ ー 2回 目の解答へ。2回 目解答後の正解表示、解説
へo

アンケー ト結果にもあった ように、学習開始時 とコース変更 時はFD・CDが 次表の通

り枚数 が多 く、特 に初めの数講は必要なFD・CDを 捜 すのに手 間取 った り、間違 えてセ

ッ トす る学生が見受け られ ました。

表4-16CAROL使 用FD・CDの 枚 数

コー ス ウ ェ ア FD枚 数 CD枚 数 テキス ト 備考

フ ロー チ ャー ト 10枚 12枚 3冊 FDの 内1枚 は学習制御システム

C言 語1 10枚 9枚 3冊 〃

u 11枚 11枚 4冊 〃

FDを ハー ドデ ィスクに登録すればFDに 関す る操作 が省 略されますが、当校導入の

CAROLに ハ・一…ドデ ィスク対応版がな く、またあ っても登録 す ると他 ソフ トのデ ィスク

容量 を圧迫 するため 、現状 の利用環境ではやむをえない状況 であるといえ ます。
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4.2.2音 声について

本校では、音声入 りコ・・…スウェアを採用 していますが、実際に学生は画 面解説のみのC

AIと 比べて判断 して いる訳ではあ りませんが、音声入 りのほ うを高 く評価 しているとい

えます。音声装置にはCD版 とテープ版 とが あ りますが、当校で導入 したのはCD版 であ

り、立ち上が り時間も気にな らない程度です。

しか し、学習途中で前画面に戻 って復習 する場合 は、一旦その コースの選択画面 まで戻

り再度該 当コースを選択 して見 たい画面 まで通常の学習の過程を経 て到達するため、非常

に時間がかか ります。 コース途中で授業 時間のため終 了 した場合 も同様 です。

1年 次生 はコースウェア 「フローチ ャー ト」 を学習 しま したが、講義授業が終了 してか

らCAROL授 業 を実施 したため、画面 を見て理解 してい る内容 の場合には解説が遅 いと

いう印象を持った学生がいま した。

また、CAROL授 業授業 が始 まって間 もな く1年 次生のなかか ら音楽用CDを 授業中

に聞 く学生が若干名でて きました。

ヘッ ドホ ンは共同使用 としましたが、前述 したように若干の問題点が発生 しました。



■

表4-17音 声に関 するアンケー ト (単位 上段:人 下段:%)

No 質 問 事 項 回 答 者 数
① ② ◎

1 音声入 りでなか ったものと して(た だ し、解説 は画面に)、

音声入りと音声無しはどちらが良いと思いますか。 4 8 51

①音声は無い方が良い ②どちらとも言えない
◎音声は有る方が良い 6.3 12.7 81.0

2 FD(刀 ッピーディスク)とCDG∫1外 ディスク)の 枚 数 は多 い と思 い

ます か。 0 30 33

①少ない ②どちらとも言えない

③多い 0.0 47.6 52.4

3 ヘ ッ ドホンを使用 しましたが、聞 き易いと思 いましたか。 18 19 26

①聞きづらい ②どちらとも言えない
◎聞き易い 28.6 30.2 41.3

4 使用 していた音楽に関 して、どんな印象を持ち ましたか。 24 25 14

①なかなか良い ②どちらとも言えない
◎悪い 38.1 39.7 22.2

5 解説の内容に関 して、 どんな印象を持ち ましたか。 20 35 8

①なかなか良い ②どちらとも言えない
◎悪い 31.7 55.6 12.7

6 解説の話 し方に関 して、どんな印象 を持ち ましたか。 28 25 10

①なかなか良い ②どちらとも言えない
③悪い 44.4 39.7 15.9

7 あなたは、CD装 置(CDラ ジカセ、ステ レオのCO装 置等) 44 19 一
を持 っていますか

①持 っている ②持 っていな い 69.8 30.1

8 CAI実 習授業の最初にCD装 置を見たとき、音楽用CD

は聞けると思 いま したか。 8 48 7

①聞けると思わなかった ②聞けると思った

◎全く考えなかった 12.7 76.2 11.1

[その他記述意見]
・音楽をもっと色 々入れて欲 しか った。
・BGMの 曲がいつも同 じで、勉強 していて、ものすご く気にな った。 も っど

気 にな らな い(BGMが あ るのかないのか くらい)静 かな曲を希望 。
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4.2.3学 習の進行について

学生の多 くは、最初CAROL授 業 に興味をもって受講 していま したが、何講 目かでそ

の単調さか らか興味を失 ってい く学生 が見受け られ ました。 また、前画面に戻 るのに時間

がかかるため、学習途中 ・確認 テス ト等で復習をす る学生が非常 に少ない結果 にな りまし

た。

学習順序 ・内容 は適当であるとす る解答が多 くな っていますが、学生 自身が学習内容を

判断する レベル に達 して いないので このような結果 にな ったもの と考 えられ ます。

テキス トは、各セッ トに1部 つつであるため学生の個人 的な使用(書 き込み等)は で き

ず、内容 はノー トに書 き写すこととな り、画面全体 または数画面の内容 をまとめるときは

非常 に時間がかかって いました。ハー ドコピーが取れ ると時間効率 が良 くな ると思 います。

CAROLの 効率的な利用 を考え ると、例えば重要な点のみをメモできて、残 りの部分

は記述されているようなサブテ キス トが、是非必要 とな ります。 したがって、試験前 はあ

らか じめ ノー トをとって いないと復習で きないとい う欠点が指摘 され ました。

また、学習の中にシュミレーションがあ りますが数値を入れて結果だけ見 るだけではな

く、適宜実習を任意にできる形 に授業 を構成す るのが効果的です。 当校では学生がCAR

OLで 使用 しているパ ソコンのハー ドデ ィスクにエデ ィタ ・Cコ ンパ イラが登録 してあ り

ますので、CAROLを 一旦終了すればす ぐにプ ログラム実習が行 えます。効果的な利用

の ため来年度か らは、CAROLと 実習の ミックス授業の構成 としてみ たいと考 えてい ま

す。

表4-18学 習進行につ いてのアンケー ト (単位 上段:人 下段:%)

臨 質 問 事 項 回 答 者 数
① ② ◎ ④ ⑤

1 コースの学習順序 はあなたに合 って いました

か 。 21 37 5

①合っていた ②どちらとも言えない
一 一

③合って いなか っ 33.3 58.7 7.9

2 コース全体の量はおおかったですか。

①大変少なかった ②少なかった 1 1 23 32 6

◎適当で あった ④多か った

⑤大変多かった 1.6 1.6 36.5 50.8 9.5

3 コース全体の内容はむずか しか ったですか。

①大変分かり易かった ②分かり易かっ 0 15 25 19 4

③どちらとも言えない ④むずかしかった
⑤大変むずかしかった 0.0 23.8 39.7 30.2 6.3
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Na 質 問 事 項
① ② ③ ④ ⑤

4コ ース全体の例題の量 は多か ったですか。

①大変少なかった
◎適当であった
⑤大変多かった

②少なかった
④多かった

21141 9 0

3.217.565.014.30.0

5コ ー・一ス全体 での演習問題の量は多か ったです

か。
①大変少なかった
◎適当であった
⑤大変多かった

②少なかった
④多かった

11343 5 1

1.620.668.37.91◆6

6一 画面の情報量は理解するのに適当だと思い

ましたか。
①多すぎた
③適当であった
⑤少なすぎた

②多かった
④少なかった

11644 1 1

1.625.469.81.61.6

7画 面 は見易かったですか。48132

①はい ② どち らとも言えない 一 一
◎ いいえ76.220.63.2

8イ ラス トは分 か り易か ったですか。302310

①はい ② どち らとも言 えない 一 一

③いいえ47.636.515.9

9ア ニメー ションは分か り易 かったですか。262710

①はい ② どち らとも言 えない 一 一

◎いいえ41.342.915.9

10学 習の進行中、途中で終了して復習をしまし

たか。
①全く復習をしなかった ②時々復習をした
③良く復習をした(密 議)

3031

47.649.2

2

3.2

11確 認テス ト・練習問題 で解答 を誤った とき、

復習 を しましたか。

①全 く復習 を しなか った ②時 々復習を した

◎良 く復習 した(毎 講)

3425 4-一

54.039.76.3

12上 記10.11.で ① と答えた方 だけお答え くだ

さい。復習 を しなか った理 由は何故ですか。

①面倒臭さい
◎次に進みたい

②どうでも良い

17 022一

43、60.056.4

13学 習進行に関 して、友 達の進行度合いは気に

な りま した か。 30 9 24 一 一

①気になった ②どちらとも言えない
◎気 にな らなか った 47.6 14.2 38.1

14上 記 で① と答 えた方だけお答 え ください。

友達 よ りも進む ために頑張 りま したか。 13 13 5 一 一

①頑張った ②どちらとも言えない
◎頑張らなかった 41.9 41.9 16.1
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[そ の他記述意見]
・わか らなか った所 をもう一度見 たい時などが、そこだけ繰 り返 すことがで き

ないので不便。
・絵が変!
・アニメーションが雑で見 に くいな。
・ハー ドウェアの機能 を生 か した授業を して欲 しかった。

・単元 ごとの内容 を、 ノー トにまとめ るのが大変 だった。

他学科コンピュー タ会計の学生 にCAROLの 紹 介と して1講 使用 させ ると、CARO

Lに 対する興味 ・好意的意見が多 く見 られます。この印象を是非最後まで持ち続けるよう

な授業に したいと考えます。ただ、1講 のみですが既にCAROLの 単調な学習に飽 きる

恐れを抱 く学生がお ります。そのデー タを下表に示 します。

表4-19CAROL利 用 アンケー ト

26人

①予習として
②平行 して
③復習 として

1名

12名

13名

講義のみで

[記述意見]
・先生が丁寧に教 えて くれた後 で、復習の意味で使 ったほ うが良いと思いま

す。
・授業で使用す るの は、 あま り賛成 しない。

・画面で学習 した後 、先生が補 足解説 した方 が良 い。
・眠 くな っても起 こ して くれ る人がいないのが欠点。

・先生 に教えても らったほ うが、理解で きると思 います。

・CAROLの 方 が面 白 くて良い。

・ずっとコンピュー タの方が良い。

・もっと早 くこうい う授業 を取 り入 れて欲 しか った。

・どっちでも同 じだと思 う。家で 自学 自習のつも りで復習に使 うのな ら効果

的かも しれない。
・機械 に教えても らうよ り、人間に教 えても らった方が良い。

・人それぞれ好 き嫌 いがあると思 う。わた しは まあまあ よか ったと思 う。
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4.2.4CAROL学 習の成果について

学生のほとん どはCAROL授 業 を受けたことがな く、今回が初 めての経験 です。個人

でパ ソコンを所有 して、パ ッケージ ソフ ト、BASIC言 語などを活用 してい る学生 も年

々増 えていますが、まだ本当の意味で身近 に感 じている者 は少ない ように見受 け られ ます。

また、パ ソコン所有の要因がゲームな どのホ ビーの要素が強いの も大方の事実 であると思

われます。この ように、動画に慣れ親 しんできた世代に、静止画像であるCAROL学 習

にどの くらい成果が上が り評価 したかを、また疲労度合 いは どの程度であ ったかをアンケ

ー ト調査 しま した。

表4-20CAROL学 習の成果につ いての アンケー ト(単 位 上段:人 下段:%)

NG

1

2

3

4

5

6

7

質 問 事 項

このコースでのCAROL学 習 ではあたかも

個人授業 を受 けているようで したか。

①はい ② どち らとも言 えない
③ いいえ

マ イペ ースで学習 できましたか。

①はい ② どち らとも言 えない

◎ いいえ

このコースでのCAROLに よる授業 に先生

は必要 だと思い ますか。

①はい ② どち らとも言 えない

◎ いいえ

このコースでのCAROL学 習で成果 があが

った と思 いますか。

①はい

◎ いいえ

②どちらとも言えない

今後、CAROL学 習の機会があれば受けた
いと思 いますか。

①はい

◎ いいえ

②どちらとも言えない

CAROL実 習時間は、どの位が適当だと思
いますか。

①週1講 ②週2講
◎週3講 ④週4講
⑤週5講

CAROL実 習科目はどの位が適当だと思い

ますか。
①1科 目 ②2科 目
◎3科 目 ④4科 目
⑤5科 目

①

20

31.7

32

50.8

21

33.3

11

17.5

18

28.6

24

39.3

31

50.0

②

24

38.1

19

30.2

19

30.2

37

58.7

28

44.4

24

39.3

19

30.6

◎

19

30.2

12

19.0

23

36.5

51

8
　32

17

27.0

8

13.1

10

16.1

④ ⑤

無 回 答2名

23

3.34.9

無 回 答1名

02

0.03.2
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1回 の実習時間の中で、CAROLの 連続使

用時間は何分が適当だと思いますか。
①30分 ②45分
◎60分 ④75分
⑤90分

あなたは平均すると何分程度で疲れを感じま
すか。

19

31.1

4

6.6

一
10341503

16◆154.824.20◆04.8

11582

18◆08◆213・13.3

22

3.33.3

回無
答

2

[その他記述意見]

・寝ても起 こして くれる装置を付 けて ください。

・90分 連続 やったので、最初は良いが だんだん疲れて くるので、途中で休み

時間な どを入れたほ うが良 いと思 い ます。後 、急 に前の画面 を見たいときに見

れるようなものがで きれば いいな と思 います。

CAROL授 業は、マイペ ースで学習できる点 を過半数の学生が評価 しています。 ただ、

3.2.3ハ ー ドウェア構成で触 れたように、コンピュー タの配置が個 々の学生を隔離す

る形式で配置 されているわけではな く、隣の学生 との距離が近 く会話等を交 わ しやすい環

境になっています。 したがって、通常 の講義授業 と違 ったオープ ンな授業 であるという錯

覚をもった学生も少ないなが らいま した。 この点が前述のマ イペースという言葉の中に多

少含まれているものと思われます。

CAROL授 業の科 目数につ いて は1な い し2科 目という解答が圧倒的に多 く、使用時

間数については45分 が適当とす る意見 が多 く見受 け られ ました。それを裏付け るデー タ

と して、疲れ を感 じる時間が30分 ないし45分 程度の者が多い ことがあげ られ ます。T

V画 面 を漫然 と見ているの とは違 って、集中 してデ ィスプ レイを見つめ るため、上記の よ

うな時間結果 になったものと考え られます。
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4.2.5講 義 とCAROLと の比較 について

今回の調査研究対象であ るCAROL学 習と、従来の講義学習 とを比較 して学習者で あ

る学生が持 った印象、理解の度 合い、講義式授業の必要性、お よび望 ま しい授業体系等 に

ついてアンケー ト調査 を行いま した。

アンケー'一ト結果の中で単調で あったとい う意見が6割 りもあることは注 目すべきです。

学習時の画面解説に動 きを取 り入 れる、解説中に効果音を入 れ る、多様な シミューシ ョン

がで きるよ うにする等のソフ ト面での改善 と、授業進行の中での変化、例 えばCAROL

学習中の知識確認のためのプログラム実習の挿入等の工夫 が必要 です。

また学生 は、CAROLに よる理解度 の方が、講義形式の授業に よるものよ り効果が少

な いと感 じて いるのも気にな ります。達成感、満足感を感 じても らうためにも実習併用が

良 いようです。

(単 位 上段:人 下段:%)
表4-21講 義 とCAROLと の比較 についての アンケー ト

No 質 問 事 項 回 答 者 数
① ② ③ ④ ⑤

1 このコースでのCAROL学 習 は、講義形式

の学習に比べて単調だと思いましたか。 38 19 6

①単調であった ②どちらとも言えない 一 一

◎変化があった 60.3 30.2 9.5

2 この コー スでのCAROL学 習は、講義形式

の学習 に比べて理解 し易 いと思 いましたか。

①大変分かり易かった ②分かり易かっ 2 21 29 10 1

◎どちらとも言えない ④理解しにくかった
⑤非常に理解しにくかった 3.2 33.3 46.0 15.9 1.6

3 講義形式の学習に比べて楽しかったですか。 16 30 17

①はい ②どちらとも言えない 一 一
◎いいえ 25.4 47.6 27.0

4 CAROL学 習があれば、教室での講義は必 無回答1名
要な いと思 いますか。 6 15 27

①必要が無い ②どちらとも言えない 一 一
◎必要が有る。 12.5 31.3 56.3

5 COBOL科 目をCAROLの みを使用 して 無回答1名
学習 したとすれば、現在 より理解で きるよう
にな っていると思 いますか。

①現在より理解できるている 8 27 27 一 一
②どちらとも言えない
◎現在ほど理解はしていない。 12.9 43.5 43.5
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次の授業形態の中で、どれが一番理解し易い
と思いますか。
①CAROL実 習授業
②CAROL実 習中心で講義授業を補助的に
使用
◎講義授業中心でCAROL実 習を補助的に

④講義授業

回
3
無
答

[その他記述意見]

・単調で眠 りた くな って、俺は嫌 いだ。

・目と耳が、やや疲れ易い。

・CAROL学 習 は、全然為 にな りませんで した。疲れ るだけで全然覚 えれな

かった。先生が教 えて くれ る方がいい。
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4.3授 業効果 につ いて

本校では、C言 語教育 を行 うに当た り、講義形式で授業を行 い、その復習にCAROL

を利用 したクラス(情 報処理学科情報 システムコース)、CAROLの みで授業 を行 った

クラス(情 報処理学科情報短大併修コー・一ス)及 びCAROLを 全 く利用せずに講義形式の

授業 とC言 語実習を行 ったクラス(コ ンピュー タ会計学科)の3つ の モデルにわけて、実

験 的に授業 を行い ました。

本章では、各モデル に対 して同一のテス トを行い、テス ト結果 よ り各 モデル の授業効果

について検討 します。

4.3.1モ デ ル 説 明

(1)各 モデルの授業の進め方と授業時間数

本校では、C言 語教育を行うに当たり、3学 科を3つ のモデルに分けましta。次に各モ

デルの授業の進め方を記述します。

モデル1

モデル2

モデル3

講義形式で授業を行い、その復習にCAROLを 利用 したクラス

CAROLの みで授業を行 ったクラス

CAROLを 全 く利用せずに講義形式の授業とC言 語実習を行った

クラス

それぞれのモデルになった学科名と各モデルの授業時間数を表4-22に 示 します。

表4-22各 モデルの学科名と授業時間数 (単 位 時間)

モデル名 対 象 学 科 名 講義数 CAROL授 業数 実習時間数

モデル1 情報処理学科情報システムコース 9.5 5.0 1.5

モデル2 情報処理学科情報短大併修コース 1.5 9.0

モデル3 コン ピュー タ会計学科 10.0 0.5 5.0

モデル1と モデル2の 授業は、2年 次後期(平 成元年9月 より)週1.5時 間平均で行

いました。モデル1と モデル2の 授業合計時間数に5時 間の開きがあるのは、モデル2の
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授業 が色 々な学校行事 にぶつか り、重なった為です。

モデル3の 授業は、平成2年1月 よ り毎 日1.5時 間ずつ集中的に行 いました。

(2)入 学時におけ る数学実力試験結果

本研究論文の対象学生の入学時におけ る数学の実力試験結果 をモデル別 に表4--23ez

示 します。

表4-23モ デル別入学時数学実力試験結果 (単位 点)

出 題 内 容 配点
ク ラ ス 平 均 点

モデル1 モデル2 モデル3

①分数、平方根、因数分解 10 7.2 7.4 7.1

②方程式と不等式 10 3.7 4.1 3.3

③平面図形と式 10 4.9 5.6 3.0

④指数関数、対数関数 10 1.4 1.6 2.1

⑤確 率 10 3.6 2.9 3.9

⑥集 合 10 4.0 4.7 3.4

⑦行 列 10 6.3 2.6 2.0

⑧ベク トル 10 5.7 5.5 4.1

⑨三角関数 20 2.6 3.3 2.4

合 計 100 39.4 37.7 31.3

(注)

・モデル1は 情報処理学科 ・情報システムコ■・・一命ス

情報処理科目および関連科目を履修し、情報処理系への就職希望者が多い。

・モデル2は 情報処理学科 ・情報短大併修コース

簿記、情報処理科目を本校で履修すると共に産能短期大学の情報処理学科を併修し

事務系への就職希望者が多い。

・モデル3は コンピュータ会計学科

簿記、情報処理科目を履修し、商業系の科目を重視しており事務系の就職希望者が

大多数を占める。

上記の結果より、各学科およびクラスの特性から平均点に多少の差は見られますが、本

研究論文を作成するにあたっての対象クラスとしては、問題はないものと思われます。
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(3)テ ス ト内容 とテス ト実施方法 について

① テス ト内容

テス トはCAROLの 確 認テス ト、練習問題お よび本校 で作成 した統一 テス トを利用 し

ました。

② テス ト実施方法

(a)コ ースウェアC言 語の確認テス ト、練習問題の実施方法

モデル1と モデル2に ついては、CAROL授 業の学 習中に各問題 が出力 され るため、

各人の進度 に合わせて、個別にテス トを行い ました。

モデル3は 、教師がCAROL授 業の内容 に沿 って講義 を行 い、コースウ ェアで出題 さ

れる問題 をそその まま学生に与 えて、テ ス トを行 いました。

(b)統 一 テス トの実施方法

モデル1と モデル2は 、学期末試験期間 を利用 してテ ス トを行 いま した。 また、モデ

ル3に ついては、授業の最終時間に行いま した。

4.3.2学 習進 行 デ ー.一夕に つ いて

モデル1は 、平成元年度後期9月 よりC言 語の講義形式の授業を開始 し、10月 にCA

Iコ ースウェア 「C言語」を導入後CAROL授 業を平行的に実施 した。モデル2は 、1

0月 導入後すぐCAROLこ のみによる授業を開始 しました。 両コースとも同一の指導

担当1名 が指導に当た り、CAROL授 業時は杭間を巡回 し、学生よりの質問、機器 トラ

ブル等に対応しました。

最終的コース進行度は、実施授業の項で記述した通りモデル2が モデル1に 比べて4講

少ないのにもかかわらずCAROL授 業のみのため進行が先に進んでいます。しかし各学

習分野および確認テスト等に費やす学習時間は講義による重複した学習の結果モデル1が

やや少ない時間で進行 しました。図4.2,4.3に 両クラスの各学習分野の累積学習時

間と学習時間の平均を示します。
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(1)成 績上位グループと下位グループとの学習進行比較

モデル1と モデル2の 学生を、コー スウェア内の確認 テス トおよび練習問題の合計正答

数 の中央値 より上位のグループと下位のグループに分 け学習速度 を比較 します。

上位グループ と下位グループとの間に際立 った違 いは見 られ ませんが、全体的に上位グ

ルt-・-iブの速度 が速 くなっています。Cプ ログラ ミング入門4の みで全体平均の上位 グルー

プの学習時間が下位グループを約7%上 回 っています。 これ はモデル1と モデル2共 に同

様です。 この章 までの学習内容 は入 出力関数 ・条件判断 ・繰 り返 し ・配列 ・ポ インタであ

り、COBOL(モ デル1は アセンブラ ・フォー トランも、モデル2は フォ・一 トランも)

を学習 した学生にとって取 り組み易い内容で、それまでの習熟度が出て きているもの と思

われ ます。 これに対 して この章 は、main関 数 ・自作関数 ・標準 ライブ ラ リ関数 ・値 を

返 さない関数 ・返 す関数 とC言 語の特徴である関数を内容 と してお り、上位グループの学

生 が新 た らしい言語修得のヤマとみて時間 をかけ、下位グループ はこの学習のコツに気 が

付かないでこれ まで通 りの進行を したのではないかと思 われます。学生 と しては全 く意識

していません。

表4-24学 習時間 ・累積学習時間比較 (単位 上段 ・下段 分)

コー スウェア内容

全 体 モ デ ル1 モ デ ル2

平 均 上位G 下位G 上位G 下位G 上位G 下位G

Cの 概説

(累計)

64.0

64.0

58.0

58.0

69.5

69.5

54.8

54.8

57.8

57.8

62.4

62.4

8L2

81.2

Cカ クラミンク入門1

(累 計)

26.4

90.4

25.7

83.7

27.0

96.5

26.6

81.4

30.0

87.8

24.5

86.8

24.0

105.2

C戊oクラミンク 入 門2

(累 計)

22.9

113.2

21.8

105.4

23.9

120.3

23.O

lO4.3

26.2

114.0

20.2

107.0

21.5

126.7

Cカ クラミンク入門3

(累計)

26.1

139.3

25.8

131.2

26.4

146.7

26.6

130.9

27.4

141.4

24.6

131.6

25.4

152.1

Cカ クラミンク入門4

(累計)

15.8

155.1

16.4

147.5

15.2

162.0

16.4

147.3

15.7

157.1

16.2

147.8

14.8

166.8

Cカ クラミンク入門5

(累計)

30.1

185.2

28.5

176.0

31.5

193.5

29.3

176.6

33.6

190.7

27.4

175.2

29.4

196.2
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(2)併 用 クラスとCAROLの みのクラスとの学生別進行比較

表4-25に 示す ように、各 モデル とも学習進度の1番 遅 い学生に対 して1番 早い学生

はモデル1の 場合で約50%、 モデル2の 場合 で約55%の 学習時 間で進行 しています。

デー タ分析の結果 を受 けての学生面接聞 き取 り調査の結果 、モデル1の 最 も早 い学生(

最早学生)は 、真面 目で学習意欲の ある学生であ り情報処理技術者試験2種 を合格 してお

り、 メモは取 らなかったが真剣に解説 を聞きなが ら画面 に集中 していたとの ことで した。

対 して、最 も遅い学生(最 遅学生)は 非常 に真面 目な学生であ り、画面情報のほ とんどを

ノー トしていました。解説 まで はノー トしきれなか ったが重要な部分は適宜 メモ してお り

、この ノー トを期末試験の準備 に使用 した との ことです。 また ノー トをキチンと取 ってい

なか った学生数名か ら貸出 を求 め られ、貸 し出 したとの ことで した。

モデル2の 最早学生 は、優秀で あ りプ ログラム作成に能力 を発揮 し、情報処理技術者試

験2種 においては合格を予想 されなが ら、午前の問題 で足切 り点 まで達す ることができず

不合格 に終 わっta学 生です。最遅学生 は、モデル1の 最遅学生 と同 じように ノー トを多 く

取 ることによ りコースウェアの学習進行が他学生 に遅れた理 由です。

概 してノー トの取 り方に より学習進行の時間が決定されて お り、理解 の差 による進行度

合いの差は少ないという結果 とな りま した。CAIコ ースウ ェアの長所 である個人のベー

スに よる学習の効果がでな い授業 とな りま した。

コースウェアの進め方 ・学習 に対す る姿勢の指導の重要性 を認識 し・翌年度 は学生 が効

果的 な学習を行え る様、指導担 当の授 業運営の改善を行 う予定です。

また、テキス トは1セ ッ ト各 コー スウェアに付 いていますが、共用の為書 き込み等がで

きず学生が 自由に使えるサブテキス トが必要です。 テキス ト自体 はコースウ ェア画面 を印

刷 しただけのものであ り、内容に乏 しいものです。是非 、翌年度中に練習問題 ・実習問題

の整備 されたサブテキス トを開発 したいと思 います。開発要員 の確保 が困難な状況ですが

情報処理系の指導担当の協力に より実現 を目指 します。

各学生の学習進行度合 いは、コー スウェアの一時点での学習時間 および学習開始後一定

時間を経過 したときの コースウェアの位置によ り、測定す ることとします。図4--8CZ第

1章 を終了 したときの学習時間(単 位:分)、 図4-9に 学習開始後200分 経過時のコ

ースウェア位置を示 します。よ り多 くの学生 によるデー タを収集 したな らば、正規分布 に

近づ くと考 えられ、一般的な分布 を示 して います。
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表4-25最 早学生 ・最遅学生学習時間 (単位 分)
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4.3.3テ ス ト結果の比較について

(1)CAROLの 確認テス トと練習問題の結果比較

各モデルのCAROL授 業の確認テス トの正答数と、練習問題の正答数を加え合計正答

数を求め、さらに平均及び標準偏差を求めた結果を表4-26に 示 します。

また、合計正答数に対する人数分布の関係を図4-10に 示します。

今回、確認テストの正答数と練習問題の正答数を加えて合計正答数を求めたのは、出題

範囲の内容がコンピュータに関する一般常識的問題だったためです。

モデル1と モデル2は 同じ情報処理学科で、他の科目の平均点(詳 細については、校内

資料のため提示はできないが)で はモデル2の 方が上でしたが、表4-26よ りモデル1

の平均点及び標準偏差が、他の2の モデルに比べて高い値を示しました。

ここで考えられる一つの要因として、モデル1の 授業は、講義授業の後CAROLを 利

用 して復習を行ったため、反復学習の効果が表れたものと思われます。

表4-26各 モデルの確認テス トと練習問題の合計正答数の平均及び標準偏差

モ デ ル1 モ デ ル2 モ デ ル3

平 均 24.2(点) 21.5(点) 22.4(点)

標 準 偏 差 3.0 5.3 4.8

人
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※確認テストと練習問題の合計問題数は29問 である。 7

0
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閣 モ デ ル1

図4-10(a)モ デ ル1の 合 計 正 答 数 に対 す る人 数 分 布
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これに対 して、モデル3の 学生は、講義の中で復習 を行 っていないため、反復学習 を受

ける環境下 にはあ りませんで した。 またモデル2の 学生 は、CAROLで 個別学習を受け

てお り、個 々人が望めば復習 も出来 る環境下にあ りま したが、CAROLの タイムログを

調べた結果、テス トを受 ける前に復習 を行なわなか ったことが判わか りました。

モデル2の 学生 が、復習 を しなか った理由 として、

① 本校で導入 したCAROLの 復習機能が弱い(前 画面 に戻 ることが出来ない等)

② 音声入 りのため、フレームの進む速さが遅 い

◎ 他の学生 より早 く進 みたい

が主な理由としてあげ られ ます。

上記のことよ り、学生の個別学習 に対す る意識の低さを否む ことは出来 ません。

しかし、CAROLの 改良改善 も今後の課題 としてあげざ るをえないで しょう。

図4-9よ り、モデル1と モデル3の 正答数 に対す る人数分布の型 は似てい ることが判

ります。 しか し、モデル2の 人数分布 は、他の2つ と異な り、大 き く2グ ループに分かれ

ています。

モデル2が 、大 きく2つ に分かれたのは、モデル となった学科、つま り情報処理学科情

報短大併修 コースの特異性が出たもの と思われます。

このコースは、情報処理関係の専門知識 を得 ようと志をもって入学 して きた学生群 と、

産能短期大学の通信教育 を受けたいが為に入学 して きた学生群 との2タ イプに分かれてい

ます。前者の学生は、意欲的 に学習を進め た結果 、正答数 が高な りました。 しか し、後者

の学生群は情報処理の勉学 にアレル ギーを示すものも多 く、したがって、CAROLの 個

別学習 を受けてもあ まりや る気が起 きなかったため、テ ス トの正答数が低 くな りました。

以上の事が起因 して、モデル2の 正答数 に対する人数分布が、大 きく2つ に分 かれて し

まいま した。

(2)統 一テス トの結果の比較

統一テス トの結果 を表4-27に 示 します。
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表4-27統 一テス トの結果

各モデルの平均正答数(単 位 点)

番号 問 題 内 容 設問数 モ デ ル1 モ デ ル2 モ デ ル3

① 関連常識問題 9 7.60 6.55 5.68

② printf関 数 に 関 す る問題 4 2.83 2.74 2.13

◎ プ ログラムを フローチ ャー
トに書 き直す問題 1 0.95 0.74 0.16

④ 繰り返しプログラムの問題 1 0.55 0.29 0.26

⑤ ポインタ変数に関する問題 4 2.88 2.84 0.13

⑥ 演算子を利用した問題 4 0.85 0.42 0.42

⑦ トータル処理 4 3.20 2.48 1.24

平 均 点 18.85 16.06 10.03

統一テス トの結果 も、や は りモデル2の 成績 が一番 良い もの とな りま した。 これは、

(1)で 説明 したように、反復学習の効果 によるもの と考 え られます。

(1)と 違 う傾向になったのは、モデル2の 成績がモデル3よ り平均点で6.03点 高

く成 っているところです。

この要因と して、モデル3の 学生は、C言 語科 目が取得単位 に関係 しないため 、殆 ど勉

強 をせずに統一テ ス トを受 け結果 、他のモデル との差 が大 き くな ったと考 えられ ます。

CAROL授 業 の特徴が表れ たのは、表4-27の 番号⑤ のポ インタ変数 に関する問題

で しょう。C言 語 を理解 する上でネ ックとな る概念の1つ が 、このポ インタ変数ですが、

モデル1と モデル2の 平均点の差が0.04点 しかあ りませんで した。

モデル1の 学生 は、1年 の後期 より2年 の前期 までCASLを 習 っていたため、ポ イン

タ変数 を理解 しやすい環境にあ り、 さらに反復学習の効果が加わ って、よ く理解 していま

す。

しか し、モデル2の 学生については、C言 語授業以外で、他の履修科 目のな かにポ イン

タ変数の考え方の基 とな る科 目は含 まれていませんで した。つ まり、モデル2の 学生は、

ポ インタ変数に関する知識をCAROL授 業のみで学ん だだけで したが、よ く理解 してい

ます。これはやは り、CAROL学 習の効果 と言えるで しょう。

他の項 目については、残念 なが らCAROL授 業によ る効果 を観 る事は出来 ませんで し

た。
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5.調 査研究の まとめ

CAROL導 入後、学生のCAROL授 業に対す る期待 は大 きなものが あ りま した。言

語講義形式授業においては成績 が優秀 でな い学生でも、コンピュー タを使 った言語実習で

は喜 々として実習する学生 にとって、CAIコ ースウェアに対す る興 味 ・好奇心 も加味 さ

れて、大 きな動機づけが行われ ました。ただ、授業が進行す るにつれて、 この気持ちが薄

らいでいく学生が見受け られたの は残念 で した。

学校側で も同様で、授業内容の標準 化 ・個別学習進行 ・教師負担の軽減 ・学生の学習意

欲の喚起等の期待があ りました。

昨年10月 よ りのCAROL授 業の施行 において準備不足の面 が多 々有 り、多 くの反省

点 が明 らかにな りました。

(1)CAROL実 習前の教材準備 ・後始末に授業時間をと られ る。

(2)教 師のCAROL学 習内容下調 べの不足。

(3}学 習の進行を学生 の 自主性のみに任せ、学習記録 のチ ェックを十分 に行わなかっ

た。

{4)適 切なテキス ト等を用意 していな いため、学習内容の定着 に疑問が残 った。

(5)CAROL教 材等の学校の資産管理に手間がかか った。

⑥ モデル クラスによ り比較を したが、期末の統一テス トにおいて効果 を鮮明 に出す

出題内容を盛 り混んでいなか った。

(7}学 習中にプログラムのバグ と思 われる トラブルが発生 した。

⑧ 音声装置に トラブルが発生 した。

⑨ 放課後の開放がで きなか った。

翌年度のCAROL授 業の実施 に向 けて次の様に改善す る予定です。

(1}担 当教師のCAROL学 習内容の把握。

(2}学 習記録チ ェックに よる、進行遅れ ・成績不 良の学生の補習体制。

(3)サ ブテキス5の 作成 。

(4)学 習時に実習の挿入。

(5)ハ ー ド ・ソフ トの トラブルの排除。

(6)放 課後の開放。
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CAROL授 業の評価は、

{1)操 作性はよい。

② 学習内容はおおむね適切、音声による解説も適切。

(3)プ リンターへの出力機能またはハードコピー機能が無いことは欠点。

(4)サ ブテキス ト等の必要がある。

{5)学 習内容の定着は講義形式授業と差はない。

(6}学 生の学習履歴を把握できる。

(7)学 習時間の短縮が計れる。

⑧ 学生個々が学習進行を決めることができる。

であり、特に(5)、{7)は大 きな評価項目にな ります。講義形式授業に比較して学習内容の定

着度に差がなく、学習時間の短縮ができるのがCAROLの 最大特長とな ります。要は講

義、CAROL、 あるいは本による自学等学習手段は色々ありますが、いかに効果的に目

的を達成するかに主眼を置き工夫すべものだと思います。その中でCAROLは 学生の動

機づけが他のものより有利であり、これを活用して実習とともに他科目の動機づけにも良

い影響を与えるような方向に学生指導をしていけば良い結果を得られると思います。

実習も効果的な教育手段ですが、独立してではなくCAROL授 業内への組込みにより

これまでにない授業運営を行うことができます。来年度は実施して、効果を測定したいと

思います。

学習時間の大きな割合をノートを取ることに費やされます。適当なサブテキスト・練習

問題集できれば実習テキストがあればより効果的に学習を進めることができます。この整

備が現在の急務となります。

学習履歴は学生別FDの3つ のログファイルにあり、担当教師が管理することはかなり

の手間となります。しかし是非学生記録簿を作成し、教師のみではなく学生自身も記録出

力 ・確認をして学習進行の意欲の向上 ・反省材料に使用することができます。

以上CAROLは 、かなり魅力的な教育手段であり、その利用方法と教材の改善によっ

てはまだまだ良い点を作りだせる可能性を感じます。

来年度以降のCAROL授 業の実施を通 じ、新たな可能性を求めて工夫をしていきたい

と思います。今回このように有意義な機会を与えていただき、有難うございました。

指導に当たる諸先生の学生指導の一端になればと、蛮勇をおこし、筆を起こしました。

先輩諸先生のご意見を頂ければ幸いです。
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1.調 査研 究 テ ーマ

CAIコ ー ス ウェア 「CAROL」 の効果 的利用方 法

2.調 査研究担当者

情報処理学科 鷲尾 哲二

黒岩 正明

武井 宣之

清水 直美

3.調 査研究の概要

3.1ね らい

本校では初級†青報処理技術者育成を目的 とした教育工具と してのCAROLを1989

年4月 か ら授業の中に取 り入れてお り,そ の経験をもとにCAROLの 効果な らびに今後

の検討点などを考察する。

3.2構 成

調査研究 該 当学科 の説 明並 びに カ リキ ュ ラムの説明等,コ ン ピュー タ室 の レイア ウ ト等

のハ ー ドウ ェアの説 明,採 用 して い るCAROLコ ース ウ ェア の説明 並 び にCAROLの

利用 状況,運 用 方法,ア ンケー トの実 施 とその評価 な どか ら成 る。

4.調 査研究の内容

4.1は じめに

4、1.1学 園全体 での コンピュータ導入の現状

山崎学園 は調理師系の群馬調理師学校,東 日本調理師専門学校,ビ ジネス系 としての東

日本電子専門学校(調 査研究対象校),東 日本会計専門学校,東 日本デザ イ ン専門学校,

そして当学園の前身である前橋 クッキ ングスクール,合 計5つ の専修学校,1つ の各種学

校か ら成る。

調理師系の学校を含めていずれの専修学校 において もコンピュータが導入 されてお り,

最低限,日 本語 ワー ドプロセッサの技術修得が可能にな っている。 その他のコ ンピュータ

利用については,東 日本電子専門学校で得た教育ノウハウの うち,他 の学校で も導入可能

と考え られる部分は徐 々にカ リキュラムの中に導入 している。その理 由は,現 在,ど のよ

うな企業に就職 して もコンピュータ関連技術を避 けて通 ることがで きないだけでな く,

もっと積極的にコンピュータを利用 した体制に徐々に移行 している点を考慮 しての ことで

ある。企業,特 に中小企業 における人材の適用 は臨機応変であ り,専 門職 にこだわ ってい
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ては専門学校卒業生 の就職先を狭めて しまうことになろう。

電子専門学校 は情報処理学科(調 査研究対象学科),電 子情報工学科,知 能工学科,ビ

ジネスOA学 科か ら成 る。それぞれの学科の目的は,情 報処理学科においては事務処理の

ためのコンピュータの利用がで きる技術者の養成であり,電 子情報工学科並びに知能工学

科においては制御のためのコンピュータ利用ができる技術者の養成であ り,ビ ジネスOA

学科においてはコンピュータ化 されたオフィスにお ける女性事務員の養成である。

東日本会計専門学校 は簿記試験,税 理士試験を目指すための学校であり,日 本語 ワー ド

プロセ ッサ及び コンピュータを利用 した会計が授業に導入 されている。東 日本デザ イン専

門学校はデザ イナー養成のための学校であ り,日 本語ワー ドプロセ ッサ,CAD(Comput-

erAidedDesign),DTP(DeskTopPublishing)な どが導入 されている。

4.1.2ソ フ5ウ ェア ・クライシスと専門学校

漠然 と言われているソフ トウェア ・クライシスに対 して,専 門学校が具体的に対処でき

ることは何であり,ま たそれに対 してCAROLの 利用がいかにあ るべきか,を 考えるに

当たっては,次 に掲 げるような点を考慮 しておかなければな らない。そ して専門学校生の

能力を正 しく評価 し,社 会の担い手 としての適材適所を誤 りな く考えねばな らない。巷で

はやや もすると専門学校を過大評価 しており,高 校を卒業 して大学へ進むか専門学校へ進

むかを選択する,と いった表現に見 られ るように,大 学 と対等の関係にあるかのごとき印

象を持つことは,現 実の専門学校 の レベルを見れば誤りである。

(1)コ ンピュータ技術者の活躍する分野を,OS(オ ペ レーテ ィング ・システム:Oper-

atingSystem)の 開発,事 務処理,科 学技術計算,制 御並びにデータ通信,の4分 野に分

けると,専 門学校生が活躍できる分野 は事務処理 と制御である。OS開 発や科学技術計算

ソフ トの開発は,バ ックグラウンドとして必要な情報処理工学,物 理 化学,機 械などの

学力が欠如 している専門学校生にとっては進出が難 しく,大 学生 の活躍す る分野 となろう。

(2)パ ーソナルコ ンピュータやエ ンジニア リング ・ワーク ・ステーションの発達によっ

て,従 来,大 型汎用 コンピュータが行 っていた分野が,こ れ らの機器によって受 け持たれ

るようになりつつある。専門学校生の就職先が所有 しているコンピュータの種類 も様々で

ある。従 って情報処理教育が大型汎用 コンピューター辺倒 では,社 会 の変化に対応できな

いであろ う。

(3)パ ソコ ンのゲームソフ トは別 として,経 済活動に必要な多 くの ソフ トが市販されて

いるが,た とえば市場で人気がある構造計算 ソフ トや日本語 ワー ドプロセ ッサソフ トの

バージョンア ップに対応できるほどの能力を持 った情報処理技術者を専門学校 が作 り出す

ことがで きるカ、 また,そ のような教育に耐えるだけの学生が入学 して くるか。

(4)一 般のソフ トウェアハウスは小企業 であ り,大 部分の理科系大学生 はそのよ うなソ
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フ トウェアハ ウスに就職を希望しない。

(5)科 学技術計算で用い られている大規模な ソフ トウェアの大部分は外国製であり,日

本の ソフ トウェアハウスが担当しているのはその日本語バージ ョンの作成に過 ぎない。

従 って,理 科系大学生が科学技術計算ソフ トの開発に進出す ることが望 まれる。

(6)最 近の傾向 として,理 科系大学生の経済界への進出があるが,こ れによって日本全

体において機械産業への理科系学生の進出が少 な くなっては,日 本経済全体が破綻する可

能性がある。現に,工 学部の卒業研究,修 士 ・博士論文などにおいて コ ンピュータシミュ

レーションが幅 を利 かせている。

(7)情 報処理関係 の学生の就職先として,① 企業内にお ける電算室,② ソフ トウェアハ

ウス,の2つ があるが,企 業内電算室が外注も引き受けるソフ トウェアハウスへと発展、

独立する例 も多 く,情 報処理技術者の将来は極 めて流動的である。

(8)文 科系大学生を就職後に社内教育で情報処理技術者に仕上 げてい く形式 もある。

(9)ソ フ トウェア産業における製品はフnッ ピーディスクに記憶 させて簡単に持 ち運び

できるものであるか ら,韓 国,台 湾,マ レーシア,フ ィリピン,中 国 などの東南アジア諸

国の技術者への依存によって解決が図 られる可能性 もある。

(10)従 って,大 学の理科系学生,文 科系学生,そ して東南アジア諸国の情報処理技術者

と競合しないような就職先を専門学校卒業生に見つけてや る必要があ る。

(11)こ れは地方の専門学校生の特徴であると思われるが,自 宅が農家 や商家の者の中に

は,将 来を専門職 で生 き抜いていかなければな らないとい う切実 さに欠 ける者 も多い。ま

た・外食産業,ス ーパーマーケ ッ ト,あ るいはガ ソリンスタ ン ドなどのサー ビス業でのア

ルバイ トによって勉強時間がとられ,学 力の向上の邪魔になってい るだけでな く,そ こで

の収入が大きいため,一 生,ア ルバ イ トで食べていけるのではないか といったように,将

来の生活設計に甘えが見 られる。

4.1.3CAROLに 対する本校の基本姿勢

本来,勉 強好 きな学生はどのような教材を用いてもよ く勉学す るものであ り,ま た,勉

強の嫌いな学生 はい くら教材を工夫 しても勉強は しない。 この両者の中間層 の学生 に対 し

て教材の工夫が効果を持つ。 もちろん,よ く勉強す る学生に対 して も,教 材 の工夫 の効果

は必ずあるのではあるが,問 題は教材への投資額 とそれによる効果の大 きさとの比較 ,す

なわちコス トパ フォーマ ンスである。

また,新 しい教育方法としてCAI(ComputerAsistedInstruction)が もてはや され

ているが,メ ーカーの宣伝に踊 らされている面も否定できない。 そ して宣伝 の割に普及 し

ていかないのは,コ ス トパフォーマンスに関係な く,と にか くその投資額が大 きいことが

最大 の理由である。



さらに,ど のよ うな教育方法をとろうとも,覚 えておかな くてはいけない知識 は厳 とし

て存在す るのであ り,そ のよ うな知識に関 しては,差 し当た っての口当たりをよ くした と

ころで,覚 えるとい う苦労がな くなるわけではない。多 くの学生 はCAIの 面白さにはじ

めのうちは興味を示すが,学 問に王道 はない,と いう事実 にやがて気が付 き落伍 してい く

者 も少な くない。通産省の情報処理技術者試験第2種 の レベルは,大 学生にとって は勉学

の片手間に獲得で きるものであるが,専 門学校の学生にとってはすべての努力を傾 けて は

じめて得る ことのできるものである。

我々は,CAROLの 導入が教育に効果があるかど うかを調査するというよ りも,CA

Iの 良い点 を積極的に利用 し,よ り効果的に使 いこなす ことに努力を集中 して いきたい。 `

4.2調 査研究該 当学科

4.2.1学 科の説明

本校において は 「情報化人材育成連携機関」 として委嘱 されたことを機に昭和63年 度

より情報処理技術者育成用CAIコ ースウェア 「CAROL」 を導入 してまいりま した。

初年度、導入 した学科 は情報処理学科1年 生 の全クラス(180名)で した。今回の調査

研究の該当学科(ア ンケー ト実施等)も 同様に平成元年度4月 入学の情報処理学科1年 生

(240名)の 全 クラスです。

本校は下記表4-1の ような学科編成になっております。(平 成元年度現在)

表4-1

募 集 人 員 修業年 限 入 学 資 格 入学許 可方法

知 能 工 学 科 男女20名 3年 高卒以上

推薦入学または

一般入学

電 子 情 報 工 学 科 男女40名 2年 〃

情 報 処 理 学 科

〔シス泓工滅ニア 専攻 コースプログラマー専攻コース 〕
男女200名 2年 〃

ビ ジ ネ スOA学 科 女40名 2年 〃

ビ ジ ネ スOA学 科 女40名 1年 〃

学生は現役 の高校卒業者が91%で あ り、浪人生や勤務経験者はご く少数です。そのほ

とんどの者が情報処理に関する教育やコンピュータの操作等未経験 のものであ ります。

現状 としては 「学生間の能力差」 「基礎学力不足」 「何 のために学習す るのか とい う人

生目標の欠如」等、 山積する問題点を抱えており、前述のように勉強す る学生 と勉強 しな

い学生のバラ ンスを とるために毎年試行錯誤的に習熟度別クラス編成を とっているという

一58一



状態です。

情報処理学科のカ リキュラムは表4-2に 示す通りです。(平 成元年度学則)

1年 次 は、数学、ハー ドウェア、ソフ トウェア、流れ図、簿記等基礎的な科目、プログ

ラミング言語 としてはCOBOL、BASICに よる基本的なアルゴ リズムの理解を主

眼 としてお り、同時に10月 に実施 される 「情報処理技術者試験第2種 」に的を絞 ったカ

リキュラムにな っています。

又、2年 次 は、よ り幅広いプログラミング技術の習得 と情報処理 システムの理解を目的

とし、経営学、 システム設計、データベース等を学び、プログラミング言語はCOBOL

の他 にアセ ンブラ、C言 語などを選択で習得 させます。又、情報処理技術者試験第2種 合

格者 には、第1種 受験対策 も行 っています。

4.2.2ハ ー ドウェア

本校 の コ ン ピュー タ実 習室 は、1号 館2階 に汎用機 室1(NECACOS3300・

端 末40台)、 汎用 機 室2(NECACOS410・ 端 末20台)、 パ ソコ ン室1(N

ECPC-980140台)、 パ ソコ ン室2(NECPC-980140台)、

パ ソコ ン室3(NECPC-880140台)、 電子実 習室(TK-8566台 ・

オ シmス コー プ20台)等 が あ ります。

汎 用機 室1,2の システ ム構成 図を図4-1,4-2に 、 パ ソコ ン室L2の レイア ウ

ト図 を 図4-3,図4-4に 示 します。

コ ンピュー タ実 習 の カ リキ ュラムを表4-3に 示 します。
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表4-2情 報 処理学科(2年 制)カ リキ ュラム

科 目

必

修
選
択

1学 年 2学 年
合

計
年間授業

時 間 数

週間授業時間数 年間授業

時 間 数

週間授業時間数

前 期 後 期 前 期 後 期

一

般

科

目

簿 記 必 144 4 4 144 4 4 288

経 営 学 必 72 2 2 72

数 学 必 72 2 2 72

統 計 学 選 (36) (2) (36)

情 報 数 学 選 (36) (2) (36) (2) (72)

文 書 技 法 必 108 2 4 108

経 営 科 学 必 36 2 36

英 語 選 (36) (2) (36)

専

門

科

目

情 報処 理 関 連 知 識 必 72 2 2 72 2 2 144

ハ ー ド ウ ェ ア 概 論 必 72 2 2 72

ソ フ ト ウ ェ ア 概 論 必 72 2 2 72

プログラム設 計(流 れ図) 必 72 2 2 72

マ イ ク ロ コ ン ビ 。 一 夕 論 必 36 2 36

ワーけ ロセッサ文 書 処 理 必 72 2 2 72

デ ー タ ベ ー ス 必 72 2 2, 72

シ ス テ ム 設 計 必 144 4 4 144

CAROLコ ー ス ウ ェ ア 必 72 2 2 72

アプ リケー ショ ンソ フ トウェア 必 72 2 2 72

BASIC実 習 必 144 4 4 144

COBOL実 習 必 216 8 4 288 8 8 504

ア セ ンブ ラ(CASL) 必 72 4 36 2 108

FORTRAN実 習 選 (72) (4) (72)

C言 語 選 (72) (4) (72) (4) (144)

ア ル ゴ リ ズ ム 設 計 選 (36) (2) (36)

人 工 知 能 選 (36) (2) (36)

合 計

必

傷
み
1080 32 28 1080 30 30 2160

選
択含

む
(1260) (34) (36) (1332) (40) (34) (2592)
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システム3300

Mode18

(中央処理装置)

主記憶16MB

○口口CC口
磁気デ ィスク装置315MB×6

○

フ ロッピィデ ィスク装置

1MB×2

磁気 テ ープ装 置

1600bpi

ワー クステー ショ ン

N5200/05mkH

日本 語ライン

カンタ装置
×1台

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

PC-9801RX2

×40台

日 本 語

シリアルプリンタ

×20台

図4-1汎 用機室1シ ステム図(ACOS3300)
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ACOSシ ステム410モ デル20

システ ム構成図

中 央 処 理 装 置

4MB

SPV

154MB

154MB

154MB

154MB

N7828-01

KB

N5200モ デル05mkll

LP

KB

(ETOS-52G)

N7324-22

日本語

SP

日本語

SP

N5233-50

N5233-23

×20セ ッ ト

MT

SVPSFL

図4-2汎 用機室2シ ステム図(ACOS410)
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図4-3 パ ソコ ン室1 レイア ウ ト (PC9801RX2 40台,HD 20台)
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黒 板

¶旬日圃田圃 圃田圃圏回目

¶回¶.圖■日匡正『弓田薗屑回屑

¶回園圃困剛 圃回㌣自画圃

㌣困圃¶困¶ ¶困剛圃回¶

団回目自画圃 ¶田圃圖田圃

図4-4パ ソコン室2レ イアウト(PC9801VM2140台)
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表4-3コ ンピュー タ実 習室 カ リキ ュラム

汎 用 機 室I

ACOS3300

端末40台

汎 用 機 室H

ACOS410

端末20台

パ ソコ ン室I

PC9801

40台

パ ソコ ン室 皿

PC8801

40台

月

1
COBOLH

情2PG-B

COBOLI

情2SE-1

C言 語

情2SE-2

パ ソ コ ン室H

PC9801

40台

撚灘1
アプリケーション

情2PG-C
2
COBOLI

情2PG-B

COBOLH

情2SE-1

C言 語

情2SE-2

機 械 語

電子1A

3
COBOLH

情2PG-A

C言 語

電子2A

アプリケーション

情2SE

BASIC

電子1B

4
COBOLH

情2PG-A

言 。。C
電子2き 繍 灘BASIC 電子1B

1
COBOL∬

情2PG-C

COBOL

情報1C

アプリケーション

情2PG-A

BASIC

情報1D

2
COBOL∬

情2PG-C

COBOL

情報1C

アプリケーション

情2PG-B

BASIC

情報1D

3

4

1

撚灘 COBOL

情報1B

デ ータ ベー ス

情2SE

BASIC

情報1A

j

i

繊繊
COBOLH

情2PG-A

COBOL

情報1B

デ ータベ ー ス

情2SE

BASIC

情報1A

火

水

1

COBOL

情報1A

アプリケーション

電 子2

BASIC

情報1B

2
COBOLH

情2PG-A

COBOL

情報1A

アプリケーション

電 子2

BASIC

情報IB

3
COBOLn

情2PG-B

COBOL

情報1E

デ ー タ ベ ー ス

情2PG-A

BASIC

情報1F

4
COBOLH

情2PG-B

COBOL

情報1E

デー タベ ース

情2PG-A

BASIC

情報1F

木

1
CASL

情報1A

COBOLn

情2SE-1

COBOL

情報1B

デ ー タベ ース

情2PG-C

ア セ ンブ ラ

電子2B

2
CASL

情報1A

COBOLH

情2SE-1

COBOL

情報1B

デ ー タ ベ ー ス

情2PG-C

l－ 笏
∨一難 ∨
C言 語

電子2B

ア セ ンブ ラ

電子2B

3
COBOLI

情2P6-C

COBOLH

情2SE-2

COBOL

情報1F

BASIC

情報1E

4
COBOLn

情2PG-C

COBOLn

情2SE-2

COBOL

情報1F

BASIC

情報1E

金

1
CASL

情報1B

COBOL

情報1A

BASIC

電子1A

2
CASL

情報1B

COBOL

情報1A

C言 語

電子2B

BASIC

電子1A

3
ア セ ン ブ ラ

電子2A

COBOL

情報1D

デ ー タベ ース

情2PG-B

BASIC

情報1C

4
ア セ ン ブ ラ

電子2A

COBOL

情報1D

デ ー タベ ース

情2PG-B

BASIC

情報1C

土

1
FORTRAN

電子2B

COBOLn

情2SE-2

C言 語

情2SE-1

FORTRAN

電子2A

機 械 語

電子1A

2
FORTRAN

電子2B

COBOLH

情2SE-2

C言 語

情2SE-1

FORTRAN

電子2A

機 械 語

電子1A
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4.2.3ソ フ トウェア

本校で現在導入 しているCAROLコ ースウェアは 「ファイ'ル』及び 『プmグ ラム流れ

図の作成』 の2コ ースウェアで あり、学習はスタ ンドア ロン形式です。

まず、1年 生 の前期(4月 ～10月)に 『ファイル』を30時 間(90分 ×20回)、

1年 生後期 に 「プ ログラム流れ図 の作成』を30時 間(同 様)を 学 習 します。

コースウェアの標準学 習時間 は各々20時 間、25時 間 とな っていますが、昨年度 の運

用結果を見た場合、ど うして も後半部分の学習に時間がかか り、標準時間内でコースウェ

アを全章学習 しきれないとい う状態が起 きたため、 このよ うな時間設定 に致 しま した。

(特に進捗度の遅 いものは放課後の自習で補 う形式を とった。)

又、平成2年 度 より情報処理学科2年 生 に言語系 として 『COBOLi又 は 『アセ ンブ

ラ』を導入予定 です。

4.3CAROLの 利用状況

4.3.1導 入の意義 と授業の位置づ け

CAROL運 用 にあた り、一斉授業形式(rCAROL』 とい う授業枠を とり、独立 し

た科目とす る)と す るか、関連 の深 い科目の中で その授業 の一部に 『CAROL』 を利用

するとい う講義 との併用 にす るか は、職員の間で検 討は したのですが、前述 の実習室 カ リ

キュラム(表4-3)で おわか りのよ うに、学生数、パ ソコンの台数、実習教科 の関係か

らどうして も一斉授業 とい う形態を取 らざるを得 ない状況 であります。

(このよ うな適用形態が最 も効果的であるか どうか は、導入2年 目の現在 において、問

題点等があることが分か り、次年度以降、今回の調査研究の結果 をよ くふまえ、再検討 し、

改善せねばな らない と思 っています。)

まず、1年 次 の前期に 「フ ァイル』を導入 しま した理 由ですが、本校で は昭和63年 度

までは、プログ ラミング言語 として1年 生 はBASICとCASL、2年 生 はCOBOL

という形態であ ったため、1年 生 のファイル についての概念 が、 ソフ トウェア概論 の中の

一分野として しか学習 しない ことになり
、非常 に抽象的 に しか とらえ られず、 フ ァイルに

ついての知識が不十分で あ ったためです。CAROLの 導入 によ り、 フ ァイルにつ いての

知識をより充分 なものに してお きたい とい う目的 がありま した。(平 成元年度か らは、1

年次はBASICとCOBOL、2年 次 にCASL、COBOL、Cと プnグ ラ ミング言

語を変更 しま した。)

今年度 は特にCOBOL演 習、実習 とソフ トウェア概論 の授業 と並行す るよ うな形でC

AROLの 授業を運営す るよう努めてきま した。授業 とCAROLと の関係を表4-4に

示 します。
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表4-4

"フ
ァイル"コ ー ス ウ ェア と他 教科(ソ フ トウェア概 論, COBOL)と の関連

月 ソ フ トウェ ア概 論 COBOL CAROL 時間

オ ペ レー テ ィング 概 念(コ ンピ ュータ と 操作法,CAIに

4月 シス テ ム 事務処理) ついて 3

システムの基本構成 プ ログラム構成 第1章 ファイルの概 念

プ ログラ ミング言語 文法 第2章 媒体の構造

5月 ファイルの概念 第3章 ファイ,}編成 の 6

データ構造 ファイル操作 種類

情報処理システム ・コントロール九 イク 第4章 ファイル編 成 と

6月 ・処理方式 ・マ ッチ ング ファイ1}の処 理 6

・デ ー タ ベ ー ス ソ ー ト,サ ー チ 磁気テープフ ァイル

ソフ トウ ェア開 発 索 引編成 ファイル 同 上

7月 ・システ ム の開 発 と 磁気デ ィスク 3

運用管理 フ ァ イル

・信頼性と安全保護 プ ログ ラミング実習 第5章 ファイルの計算

8月 磁気 テープの計算 3

問題演習 同 上 同 上

9月 磁気 デ ィスクの計算 6

問題演習 同 上 第6章 ま とめ

10月 まとめ 総合問題 3
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又、 『プ ログラム流れ図の作成 』を1年 次 の後期 に導入 しま したのは、流れ図 の理解、

アルゴ リズムの習得 について は初期 の段階においてはどうして も教員によ るきめ細かな演

習作図 の指示、指摘が不可欠な もの と思われるためで した。

よ って、1年 次前期には流れ図の学習において はCAROLに よる学習で はな く、講義、

言語(COBOL,BASIC)に よる演習、実習で体験的 に習得 させ るよ う指導 し、後

期のCAROL授 業 において整理 と総復習、完全な理解、進捗度、理解度 の遅れて いる学

生への補講等 を目的 として導入 しま した。

尚、今回の調査研究について はコースウェアは 「フ ァイル』を念頭 にお いて行いま した。

(ア ンケー ト等)

4.3.2運 用方法(「 ファイル』 コースウェアについて)

(1)テ キス ト 「はじめてのCAROL」

導入 に際 して注意 した点 は、学 習者が新入1年 生 のコンピュータ操作未経験者であ り、

後述のア ンケー ト結果でわか りますよ うにCAIに よる学習経験の無い ものが殆 どである

ということです。

そこで、新入生のためのCAIテ キス ト 「はじめてのCAROL」 を作成、使用 し、 コ

ンピュータの概論か らOSの 話、CAIと は何かなどを簡単に説明 し、学生 がCAROL

に興味をも って学習に臨め るよ う努めま した。

又、画面の操作や補助説明 はOHP(液 晶式デ ィスプ レーパ ネル使用)を 使 い、初期段

階の操作面での トラブルをな るべ く少 な くし、学生の操作 に対す る煩わ しさを少 しで も軽

減 させています。

尚、 このテキス トは平成元年度実施 したCAROLの 授業 に於 いて、 その都度担 当教員

がプ リン トとして配 布 したものをま とめた もので す。

② 授業形態

学習者はスタ ンドアロ ン形式で、個 々のペースによ り学習を進めます。(た だ し、初期

の段階の操作説明時 は足並をそ ろえ、テキス トに沿 って行 う。)

1ク ラス40人 の実習室で90分 一 コマの学習 とします。

大切なポイ ン ト等 は学生に必 ずノー トを取 らせ、 コース ウェアで はど うして も問題点が

はっきりしない場合 は、必ず手 を挙 げて質問 をさせ、教師が進捗度 を確認 しなが ら・ 習熟

度 に応 じた きめ細か な指導を与え るよ うに しています。

1～2ヵ 月 に一度程度 ノー トの提出、確認のための豆テ ス ト等を行 い、学生の理解度を

正確に把握 し、学習指導に活か しています。

豆テス トの内容 はCAROLの 演習問題を形式、数値な どを変え るな ど若干手 直 しし、
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難易度を考慮 して作 ります。

その うえで理解度の低い もの、進捗度 の遅い ものは放課後 の自己学習(実 質 的には強制

的 に残 し、学習 させて いるとい う状況ですが)、 レポー ト等 を課 し、学生が コー スウェア

の内容を完全に理解 してお くよ う注意を払 って指導 しています。

(3)放 課後 のCAROL借 用状況

本校 は平 日は午後4時10分 の4限 終了後、午後8時30分 まで学校施設(教 室 ・汎用

コンピュータ ・パ ソコン)を 開放 しており(但 し、土曜 日は午後2時30分 よ り午後7時

まで、 日曜 日は午前9時 より午後5時 まで)、 書籍や ソフ トウェアに関 して も職員室 にあ

る貸出記録簿 に記載す ることによ り、学生 は自由に利用 出来 るシステムにな ってお ります。

平常 の授業期間の学生 のCAROL借 用状況は平均3～4名/1日 ですが、 レポー ト提

出時、試験直前や夏季休 暇中の補習時などは20名 前後 にな ります。

4.4評 価

4.4.1学 生 の評価

(1)ア ンケー トの実施

利用者 であ る学生 のCAROLに 対す る評価をみるために、下記 のよ うなア ンケー トを

情報処理学科1年 生240名(回 収ア ンケー ト208名)に 実施致 しま した。

以下にア ンケー トの集計結果 を示 します。

② ア ンケー トの集計

CAIやCAROLに つ いて初 めての経験の学生がほ とん どであ り、そ の意味でCAI

学習に対す る興味 は非常 にあ り、有効的利用 によ り学習効 果が期待で きる。

学生 のあま りにも正直な(我 がままな)意 見が数字 とな ってお り、適切 な評価で はない

と思われ る面 もあるが、傾 向を把握することは出来る。
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ア ン ケ ー ト 集 計(生 徒の評価)

1.パ ソ コ ンに つ いて

Q.自 宅にパ ソコ ンを持 って いますか Q.持 って い る人 、機種 は

その他

28.3%

'7,..㎡

PC9801

21.7%・

、r'イ'......"..

FMR

PC8801

11!1鼎

2.2%

Q.主 な使用 目的

饗 …1…勲 予習 ・復 習

睾
繋

ゲ前

30.4%

‖
35.4%

Q.使 用 ソフ トウェア

データベース

i………iiil

[

騰㌍他

鰹 べ 》i…三1

ワ ー プ ロ

言 語

ii,

多亥藷 、 …
嬰l!跳

51.8%
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ll.CAI,CAROLに つ い て

Q.CAIに 興 味 が あ る Q.CAROL以 外 のCAIソ フ トを使用 した ことがあ る

あ る2.5%

Q.入 学 以前 にCAROLコ ースウェアを知 って い ま したか

知 らない

って い た

.1

/
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皿.CAROLの 授業 ・操作性 ・性能 ・講義 との比較 につ いて

5段 階 評 価 くi,…

一講義 に関 して 一

1.CAROLの 授業 は好 きか。

好 き

2.

好 き

多 い

.i・・◆5,IMI…4,修 ・◆・3,iiiii…2,ぶ …1>

慧魏 離　18.9

illl
ROLの授⌒ より蹴 ⊇1

緬 靱饗37.7

、し嫌

9
◆
1〆

、し

い

渇

な

4.教 室 レイア ウ トは現行 で よ い。

よ い

5.ス タ ン ドア ロー ンで な くLAN形 態 が よ い か。

よ い

よ くない

よ くない

0 10 20 30 4050
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6.

必 要

7.2人 で1台 で よ い か。

よ い

8.

必 要

9.

必 要

必 要

CAROLの 授業に先生 は必要か。

(現1人1台)

CAROLの 授業で レポー ト提出は必要か。

CAROLの 授業 でテス トは必要か。

10.授 業時間外貸出は必要か

0 10 20 30 0605

37

04 70 80 90

要必不

いなくよ

要必不

要必不

要必不

%

ー

ー

ー

ー

殉(む

一

10



一内容(性 能 ・操作)に 関 して 一

11.内 容 はわか りや す い か。

い

イマ

易

捻

る来出

に くい

3.1

出来 な い

13.講 義 よ り疲 れ な い。

疲 れ な い

14.

よ い

CAROLの 授業でな く授業の中に取 り入れた方 がよCl。

15、 操作が し易 い

易 い

16.画 面が見易い。

易 い

138 盟冊 雛蹴9.3

・....■ ■

疲れる

314

箭r‖

　㎜隅㎜撚

よ くな い

2.5

に くい

に くい

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)
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多 い

1.3

少 ない

18.説 明が わ か り易 い。

レ三 綱 い・ 3.2

馳 困難㎜壁
.、、、 、、、1

麗
い

体

い

全

高

.

多

妻必

の内容量が多い。 3・8、

欄 開脚購 少15.3

22.ア メー シ ョ ンは必 要 か 。

、し

ーる

低

6
◆0'

>iiiiiiiii不 必要
".、.



一学 習効 果 一

23.も っ と色 々 な科 目を や りたい。

や りた い

24.今 後 もCAROLの 学 習 を希 望 す る。

す る

25.学 習成果 が あ ったか。

あ った

役立 った

しない

な い

鷺



一 学 生 の ナ マ の 声 一

・講義よ り楽 しいので もっとCAROLの 授業 が増えた らよい。

・自分 のペースで学 習できてよい。

・画面をプ リンタ出力で きるように してほ しい。

・絵がお もしろい。

・出て くるキ ャラクターが楽 しい。特に黒子が好きだ。

・なんかお もしろい けどち ょっとね!

・ず っと続けて。2年 生 にな って もや りたい。

・CAROLは や っぱ りあ った方がいいと思 う
。わか らなか った ら後 にかえ ってみなお

しできるし、テス ト形式 もあ り、合否 もあるので自分の得意 な所、不得意な所 がわか

る。

・いつで も復 習がで きるので便利。

・CAROLは テス トで点が とれるか らうれ しい。

' ・もう少 し説明をわか りやす くして ほしい
。

・他 に色々な科 目をや りたい
。CAROLを な くしてほ し くない。

・お もしろくて楽 しい
。

・マイペースで出来 る し、 自分が理解出来 ない ところがわかるか らよい。

・もっと試験に役立つ学習に して ほしい
。

・ところど ころに問題を入れてほしい
。

・もっと処理速度 を速 くしてほ しい
。

・講義を受 ける前 にや ってお くとよいと思 う。

・全体 の量が多いわ りに問題量が少ない
。問題 レベルは このままでよい。

・講義 よりもCAROLの 方がよ くわか る所があ った
。

・電卓が付いていますが
、 とて も扱いに くい。

・長 くや るとあ きる
。

・授業 の方がわか りやすか った。

・CAROLは 授業 の復 習がわ りに使 いたい。
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4.4.2情 報処理担 当高校教員 の評価

(1)ア ンケー トの実施

現在、情報 リテ ラシー(活 用能力)と い う広 い視野か らの教育が構想 されてお り、高校

教育界 も教育課程の改定 により、商 業高校や工業高校 はもちろんの こと、普通高校や農業

高校等にお いて も、 コ ンピュータの導入、活用 が増えてお ります。

平成元年度 は新学習指導要領の発表に伴 い、 コンピュータ教育利用の一般化 がスター ト

した年 とも考え られますが、 そのスター トにあた り、 コンピュータ教育、情報教育の環境

はどこまで整 ってい るのか、また、高等学校 の現場ではCAIを どのように捉えているの

か、 コンピュータ教育やCAIソ フ トに携 わる教員のCAIに 対する考えやCAROLに

ついての認識や要望 はど うであ るのかを調査 し、CAIに 対す る今後 の対処、CAROL

の導入運営に活 か した く、下記 のよ うなア ンケー トを県内の高校83校 の情報処理関連科

目担 当教員 の方々に実施致 しま した。

②ア ンケー トの集計

高校のCAI教 育では主 に理数系及び コ ンピュータ関係 の教員がA'一ーサ リング システム

により教科、学生 の実情にあ った教材を作成 し、 ネッ トワーク形式でCAI教 育 システム

を導入 してい るか、プ ログラ ミング知識のあ る教員がオ リジナルな自作教育 ソフ トを作成

し、 自己の教科 の補助 として活用 している とい う形態が多い様 である。
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ア ン ケ ー ト 集 計(高 校教員)

1.コ ンピュータについて

Q.職 場または自宅で主に使用 している機種Q.マ イコ ンの利用形態

Q,マ イコ ンの利 用状況

修

∴
に

修
1

」 毎 日

42.9%

'に ψ

lll酬llll
45.2%

レ/

Q.1回 あたりの平均使用時間



ll.CAI,CAROLに つい て

Q.CAIに 興 味 があ る Q.使 用 した こ とがあ る



Q.CAROLを 知 って いま すか Q.CAROLセ ミナ ーに参加 したい と思 います か

Q.CAIは 教育手段 として有効だと思いますかQ.CAI教 育を実施 していますか

＼
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Q.導 入 していない方、今後の予定は
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4。4.3情 報処理関係企業 ・教育機関関係者の評価

現在、情報処理関係 の大学や高校 の担 当者、 ソフ トウェアハ ウス等でCAI開 発経験の

ある方、及び多 くのソフ トウェアを扱 っているコンビ・・一一夕関係販売店 の方響にCARO

Lの モ ニタにな っていただき、内容 ・操作などについての感想 ・提言をお願 いしました と

ころ下記のよ うな意見があげ られま した。

(1)ソ フ トウェアハウス勤務経験者(CAIプ ログラム開発経験有)本 校非常勤講師

高度情報化社会 ・マルチメデ ィア社会 ともいわれ る現在、 コンピュータを教育現場 に持

ち込む ことは全 く自然であるし、一般 にも語 られる様多 くの効用があることは否定できな

い。実際、全 くの初心者である学生達がCAROLコ ースウェアを用 いることにより、

キーボー ドの操作か ら始まり、計算機についての基礎的知識を習得 してい く様子を観察 し、

CAIが 確かに我々教師のア シスタン ト役を こな していることを実感す る。

もちろん現時点 の教材 についての不満は数多 くある。例えば説明的 な学 習箇所において

教育用テ レビなみの映像、音声が欲 しい、用語 の解説の解説 とい うよ うな質問、解説の階

層化が必要に応 じて存在すれ ばとか、問題に対す る解答が記述式 にできれば、等 々。 これ

らの要求の うち、 あるものはハー ドウェアの低価格化によ り実現可能であろうし、又あ る

ものは 「人工知能」 と呼ばれ る一連 の研究の成果を期待すべ きことであ ろう。

ここではCAROLの 現在 の時点 で解決可能 な問題点(も ちろんCAIを どう捉えるか

により、問題かどうかの議論があるだろう。)を 考えてみたい。

まず、先 にも不満を述べた説明的 な学習箇所 についてだが、 この説明 はCAIに とって

本質であろうか。学習に とって本質的であ ることは明 らかであるが、CAIを あ くまで も

学習の補助 と考え る我 々教師 にとってはCAROL教 材の大半を占めている説明的箇所 は

無駄に思 えることがある。 もちろん授業につ いていけない学生 が何 回 も学習 しなおせ る教

材があるとい うことは大切で あるが、そのためであるならばすでに教材 としての歴史を も

つ本(教 科書)の 方が優れてい る点が多いので はないか
。

もちろん、説明、解説の類が全 く無駄 とは考えていない。例えば最近の多機能 なワー ド

プロセ ッサにお けるヘルプ機能、UNIXシ ステムのmanコ マ ン ド等 は、計算機上の説

明として成功 している例であ ろう。つまり、押 しつけられた説明でな く、真に要求のある

ときの説明であ ることが大切なのである。(CAROLの 検索機能 はCAIと してはあま

りにも貧弱 な気がす る。)

次に、演習であるが、筆者 として は、む しろこち らの方がCAIの 本質であ ると考え た

い。演習に対 して も、古 くか ら本(小 ・中学校 等でいう ドリル)が 用 い られているが
、実
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は学習者 自身に とってどんな問題を解いたら良いかとい うことほど難 しい ことはないので

ある。

知識を確実にす ること、理解を深めることが演習の目的 であろうが、記憶 ・理解度 の低

い学生には前者的な演習が時間をおいて繰 り返 し必要であ るし、概念 の整理が されに くに

学生 は後者的な演習を少 しずつ形を変えて数多 くこなす必要があろう。

その学生 の個性、学習の経過をみて、適切な演習問題 を与えるとい った作業 は熟練 した

教師にとって も難 しい。 しか し、 その難 しさも、初心者の学習に対 し、大量の情報の裏付

けがあれば、コ ンピュータによって行 うことも可能であろうと思われ る。 しか るに、現在

のCAROLで はどの程度 そうした個別の問題選択を行 っているのであ ろうか。

最後に、本稿 は筆者があ くまで教師 としてCAROLを 学習の補助 として用いる場合に

ついて記 したことをお断 りしてお く。生涯教育や一般的な情報処理普及 の教育(通 信教育

的 な教材)と してはかな り十分な効果 は持 っているであ ろう。

しかし、授業の補助 という意味ではまだまだ改良の余地があると思われ るのである。

(2)工 業系大学(CAIプ ログラム開発研究者)

CAROLコ ー ス ウ ェアの評 価

評価者のCAIシ ステムの レベル と比較 した結果を下記 に示す。評価 は、次のようない

ろいろな立場 ・使用形態を想定 して行 った。また、評価内容 は下記項目を基準 に評価 した。

最後に、意見 ・感想を コメ ン トを示す。

評価者

教師の立場

一 立場⊥
意欲あり

意欲なし
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学習形態

個人学習(自 己学習)

集団学習

授業

補習

自習

一 一 ⊥
補習あり

補習な し

一 相一 ⊥
相談あり

相談なし

評価の

視 点
言平{面 内 容

評価の システムとして以下の内容を コー スウェア と して以下 の内容 を満足

対 象 満足 しているか してい るか

創 1.未知の問題の考え方、類推に対す る 1.創造性、自主性を育成する目的で件

数 造 支援ができるか 成されているか

性

育 2.結果でな く、考える過程を重視 して 2.考える過程を重視 して作成されてい

成 いるか るか

問 1.ヒ ン ト機 能が 有効 ・適切か 1.ヒ ン トの内容 が有効 ・適切

育 題 2.参 照(検 索 ・辞書)機 能が有効 ・適 2.参照(検 索 ・辞書)す る内容が有効

解 切か ・適切 か

決 3.対 話機能が有効 ・適切か 3.対 話 メニ ューが有 効 ・適切 か

能 4.誤 り発見 ・指導機能が有効 ・適切か 4.誤 り発見 ・指導メニューが有効 ・適切か
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力 5,各 個人の能力、既習事項に適応 して 5.各個人の能力 ・既習事項に対応 して

育 いるか いるか

的 成 6.質 問 ・問題等に乱数等を使用 してい 6.質 問 ・問題等に乱数等を使用 してい

るか るか

学 1.学習の動機付、目標の設定を してい 1.学 習の動機付 、目標の設定を してい

るか る説明文があるか

習 2.途 中結果、学習過程全体を見通せる 2.途 中結果、学習過程全体を見通せ る

配 か メニ ューが ある

意 3.フ ィ ー ドバ ッ ク情 報 、KR(メ ッセージ・ 3.フ ィー ドバ ック情 報 、KR(メ ッセーシ・

励ま し ・注意)が あるか 励 ま し ・注意)が あるか

欲 4.興 味の持続、息抜きができるか 4.興 味 の持続、 息抜 きがで きるか

5.学 習の習慣性を育成できるか 5.規 則的に学習の持続を呼び掛けるメ

喚 6.自主性、積極性を育成できるか ッセージが あ るか

慮 6.自 主的、積極 的に学習す るメ ッセ ー

起 ジ、 内容 があ るか

教 1.掲示順序が適切か 1.掲示順序が適切か

学 2.進度が適切か 2,進度が適切か

習 3.枝分かれ後の展開の一貫性があるか 3.枝分かれ後の展開の一貫性があるか

育 内 4.分 量に対 す る配 慮 4.分 量 に対す る配慮

容 ①一回の分量は適当か(注 意力 は持 ①一回の分量 は適当か(注 意力 は持

の 続するか) 続するか)

工 理 ②制限時間は適当か ②難易度を考えて制限時間は適当か

解 5.図 等が理解補助に役立 っているか 5.図等が理解補助に役立 っているか

学

6.理 解補助機能、HELP機 能が適当か 6.理 解 補 助 、HELPメ ニューが適 当 か

1.ま とめが適切 か 1.ま とめ の内容 が適切 か

記 2.重 要事項が分か るか 2.重要事項が分かるか

的 憶 3.例 題 ・演習問題が理解の確認、記憶 3.例題 ・演習問題の内容が理解の確認

の 定着のため用意 されているか 記憶定着のため適切か

定 4.評 価問題が適切に挿入 されているか 4.評 価問題の内容が適切か

配 着 5.学 習記録により、学習結果が評価で 5.学習診断の内容は適切か

■ きるか 6.学 習 ア ドバ イスの内容 は適切 か
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評 6.学 習結果か ら、学習診断ができるか

慮 価 7.学 習診 断か ら、 学習 ア ドバ イスがで

きるか

操 1.キ ーボ ー ド操作 が容 易か 1.キ ー ボー ド操作 メニ ューが適切か

2.応 答 キ ー入力(キ ー指定)が 適切 か 2.応 答 キー入 力(キ ー指定)が メニュ

人 3.誤操作 に対 して、その対応方法を適 一が適切か

作 切に指示 しているか 3.誤操作 に対 して、その対応方法を適

4.学 習 の中断、 再開、戻 りの操作 が容 切に指示 しているか

間 易か 4.学 習 の中断、再開 、戻 りの指 示 メニ

性 5.読 み込み時間は適 当か ユーが適 切か

工 1.音響効果への配慮適切か 1.音響と学習内容の関係 は適切か

感 2.グ ラ フ ィ ッ ク ス に つ い て 2.グ ラ フ ィ ッ ク スに つ い て

①表示速度は適当か ①表示速度は適当か

学 覚 ②大きさは適当か ②大 きさは適当か

③ 色彩(フ ォア ・バ ックグ ラ ン ド) ③ 色彩(フ ォア ・バ ックグ ラ ン ド)

は適切か は適切か

的 ④使用 す る画面(フレーム)は適 当か ④使 用 す る画面(フレーム)は適 当か

精 ⑤使用する画面上の位置は適当か ⑤使用する画面上の位置は適当か

3.点 滅は適当か 3.点滅は適当か

配 神 4.画 面(フレーム)の切 り替 え は適 当か 4.画 面(フレーム)の切 り替え は適 当か

5.文 字 ・記号 につ いて 5.文 字 ・記 号 について

衛 ①表示速度は適当か ①表示速度は適当か

慮 ②大きさは適当か ②大きさは適当か

生 ③間隔は適当か ③間隔は適当か

④数字 ・記号等の表記法 は適切か ④数字 ・記号等の表記法は適切か

そ シス テムの運用 コース ウ ェアの作成 、修正 は容易 か

① マニュアル ・取扱説明書が適切か コース ウェア に誤 りがな いか

の ②修正、改良が容易か

補助教材との整合性は良いか

他 他のメデ ィアとの併用 は可能か
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意 見 ・感 想 ・コメ ン ト

教育的配慮

・創造性育成 には欠 けるよ うに思われ る。

・考 える過程があま り考慮 されていない。

・学習目標をはっきりさせ たほ うがよい。

・デ ィスクの交換が面倒で ある。

・参照語句を見つ けるのにマニュアルを参照す るのが面倒である。

・KR(メ ッセージ ・励 ま し ・注意)が わか りやすい

・習慣性、 自主性 が育成で きる

教育工学的配慮

・分量は豊富である。

・難易度が高 いのに考え る時間が短 いものがある。

・図等 は効果的、有効、分か り易 く理解補助 に役立 ってい る。

・HELP機 能 は改良必要 と思われ る。

・まとめは適切でよ くま とま っている。

・学習結果の評価、学習診断、学習ア ドバ イスに改良が ほしい。

人間工学的配慮

・キー操作で ファンクションキー割 り当てが分か りに くい。

・誤操作の ときその指摘が ほしい。

・グラフ ィックス関係に関 して は大きさ、色等ほぼ良い。

・文字、記号について は大 きさ、表示速度等適当である。

(3)高 等学校教諭(情 報処理科目担当)

IPACAROLに つ いて

本校は来年度よ りCAROLを 導入 し、情報処理教育を行 う予定である。今回実際 にC

AROL(「 プログ ラム流れ図 の作成」 ・ 「フ ァイル」)を 利用 した結果、次のような点

が挙 げられ ると思 う。
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全体を通 して

情報処理を初めて学習す る生徒に対 して有効である。理由 として、次のような長所があ

げ られる。

① 最近の生徒は活字だ と抵抗を感 じ、拒否反応をお こ して しま うが、CAROLの 場合

はアニメー ションが多 く取 り入れてあるため、余 り抵抗な く学習に取 り組 める。

② 学習の進路内容 に応 じてコースウェアが選択出来 る。

③ 比較 的難 しい内容 も、段階を追いなが ら学習出来 るよ うに構成 されてい る。

④ 情報処理の知識が ある生徒には復習ができ、学習効果を高めることが出来 る。

⑤ 説明の後、章 末テス トが組まれてお り、また最後に 「まとめ」があり、各個人が学習

内容を理解できたかを確認で きる。

短所

以下 のよ うな点が短所 として考え られる。

① 図やアニメーシ ョンが数多 く使われているので、一部の生徒が飽 きて しまうおそれが

ある。

②CAI全 般に言 えることであるが、その画面の説明を理解 しないうちに、次の画面ヘ

スクロール して しま うお それがある。

③ 実際 にCAROLを 使用 して感 じたのであるが、学 習内容が極端に難 しくなる箇所が

若干み られた。

④ 全体的に章末問題 が最初の1～2問 までは易 しいが、 それ以降 は非常 に難 し くなる傾

向があるので、知識の乏 しい生徒にはかなりきついようである。

⑤ 各節や項目の所要時間がやや長いような気がする。又、学習時間に も個人差が あり、

学校等 の一斉授業形式 で行 う場合には不向きであろう。

CAROLの 有効利用について

どのようなCAIコ ース ウェア、ソフ トウェアにも長所、短所 はある。 ここではCAR

OLの 有効的な利用方法について述べる。

①CAROLを 学習する前に、 コースウェアに出て くる内容 をあ らか じめ学 習させてお

く必要がある。CAROLの 説明 は先に述べたよ うにアニメー ションや図を数多 く取 り入

れ・わか りやす く学 習で きるようになっているが、ある程度 の前段階の学習を しておかな

いと・現在ミ何 の学習を しているのか、また学習目標 は何かがわか らな くなり
、 より多 く

の知識を習得す ることが困難にな って しまう。

②CAROLとCAIネ ッ トワーク



本校にはCAIネ ッ トワークが あるが、 それを利用 してCAROLを 学習するとより効

果があがるので はないだろうか。CAROLを 全体的に流 し、教師が説明を行いなが ら学

習を進める方法 によ り、授業時間を効率的に使え、流れ図や コンピュータの構造、磁気

テープ装置の図 などの説明が し易 くなり、又、CAROLの 説明の不十分な点を教師がタ

イミングよ く補足で きる。

③CAROLを 利用 したマンツーマ ン教育

CAROLの 特長 の1つ として、各個人で学習できることがあげられ るが、個人で学習

した場合、画面の説明で不十分なとき、その箇所を とばして しまったり、 「説明がわか っ

たつもりjで 次 の画面へ と進んで しまう場合がある。そのような点を防 ぎ、より学習効果

を上げるため、指導者(教 師)と 学 習者(生 徒)、 理解度の高い学習者 と進度の遅い学習

者 とが組み(ペ ア)に なり、学習をするのがよい方法であろう。

CAROLを は じめ、CAIソ フ トウェアなどは主に 「目」で行 う学 習である。 した

が って 「耳」か らの学習が少な くなって しまう。指導者がいた場合には説明の補足や、重

要な部分の指摘等が行える。又、問題で誤答が生 じた場合CAROLで は 「どこが どうま

ちがえたか」の指摘が出来ないが、指導者がいた場合は適切な指摘、指導が行 える。

④CAROLと 問題集、指導書

CAROLに は章末問題があるが、 それだけでは不十分 なときが多い。 また、CARO

Lを 個人で購入す るには価格が高 く、学校等の授業や放課後利用す る以外に方法はない。

ここにおいて、CAROLに 併用 した問題集、事前 ・事後学習ので きる教科書、及び指導

書の充実が望まれ る。 このよ うな教材の利用により、より高 い学習効果があげられると思

う。

最後に

CAROLは 情報処理教育を行 う上で大変効果があが るCAIコ ースウェアである。初

歩の段階か らかなり高度な知識 までを習得でき、個人学 習が出来 る。

しか し、実際 に学ぶ のは人間であ るか ら、CAROLやCAIだ けに頼 るのではな く、

有効 に利用す る方法を見出すのが重要ではないだろうか。CAIに よ る学習を進めるため

には、まず、事前 ・事後の学習体系が確立 されなければな らないであ ろう。

CAROLを 単に使 うだけでな く、学習の一手段 として有効利用 して こそ、本当の意味

で学習効果があが るであろう。
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(4)コ ンピュ ータ関 連 販売 業務 店長

「IPACAROL」 試用 記

使 用 ソフ ト:IPACAROLス タ ン ドア ロー ン型

コース名:プ ログ ラム流 れ図 の作成Ver.2.00

口は じめに

三菱総研 の1990年 代の見通 しによると、情報サービス産業の伸長 は、90年 代前半

で年率8.7%と 高い成長性が確保され ると見込まれている。 これ は、企業の情報化 に加

えて、家庭、公共部門で も情報処理のニーズが強まるか らであ って、OA、 コンピュータ

機器の発展に加えて、データ及び ソフ トカの整備が進むためである。特にソフ トウェア開

発 は90年 代 に入 って も16%前 後の伸長が期待 されてい るとい う事である。問題 はこれ

だけ高まるソフ トウェアのニーズに応えるソフ トウェア技術者が確保できるか ど うか とい

う事である。通産省の試算 によれば、2000年 には約97万 人の ソフ トウェア技術者が

不足す るとみている。 いわゆる 「ソフ トウェアクライシス」である。 このソフ トウェアク

ライシスに行政機関が動 きだ したというのは、 この業界に関与する ものに とって大変明る

い話題であ った。

今 回、 「CAROL」 の試用をさせていただいて、 自分な りに感 じた事 を率直に書かせ

ていただいた。あ くまで も、OA業 界に関与する一個入 として の感想 であるか ら、的外れ

な表現があるか も知れませんが、あらか じめご容赦下さい。

プログ ラムは、 コースの最初か ら順をお って履歴を取れる 「G:ガ イデ ッ ド」、 自分 の

不得意分野等を選択 して学 習できる 「S:ソ ロ」、演習問題 のみを学習で きる 「D:ド リ

ル」と三部構成 になってい る。学習者コー ド及びパ スワー ドを入力すると学習スター トと

なる。

全体的な構成 は、主な受講対象者である青年層の活字離れの世相を反映 してか、 マ ンガ

チックにな ってお り好感が持てる。カ リキュラム進行 も、基本的にはスペースキー とES

Cキ ーだけ、1部 設問時 には若干のアルファベ ットの使用 とファ ンク ションキーと、 シン

プルな操作性であ る。また、学習の終了時には通過モジュール及び フレー ム数、学習時間

が表示 され進捗状況を確認で きる等、細かな配慮がなされて いる。

但 し、画面切 り替え時 は(お そ らく、意図的であるとも思 われるが)ス ピー ドに多少 の

不満を感 じる。また、途中セーブ した場面か ら再開す る場合、 いきなり次 の場面か ら始 ま

るのも戸惑いをおぼえた。あ る程度区切りのあ る場面か ら再開 させ、受講者 にど こか ら専
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閉 したいのか選ばせ る様 に した方が親切ではないか。

カ リキュラムの内容は、情報処理の教科書準拠 とい った感 じで、非常に懇切、丁寧であ

る。情報処理技術者試験受講生が要求 されている項目について、指導の順序を効果的に組

み合わせた内容 は、パ ソコンの利点を生か してい ると言え るであろう。

問題点 は、流れ図を実際 に書かせ る時 などに起 こる事であるが、理解の暖味な受講者に

対 して確実 に理解の定着をはか る配慮が ない事で あろう。パ ソコ ンの性質上、技術者に非

常に難 しい問題ではあ ると思われ るが、この問題 をクリア して こそ優秀なCAIソ フ トと

言え るのであろう。また、ガイデ ッド終了後の ドリル実行時に は、 自分の不得意な項目を

一瞥出来 るよ うな(例 えば、予め合格点設定を してお き合格点以下の項 目については、赤

で表示させ る等)配 慮が、 あって もよいので はないか。

冒頭にも触れたように、来 るべ くソフ トウェアクライシスに対応するために開発 された、

ソフ トウェア技術者養成のためのCAIソ フ トとい うことで、大変期待感を持 って試用 さ

せていただいたが、情報処理試験受験者にはほぼ充分な内容 であろう。

ただ、 このソフ トで ソフ トウェア技術者 の均質化 は計れ るであろうが、本来開発現場で

求め られ る独創性の育成 という観点か ら見た場合、若干の不満が残 るの は私だけであろう

か。 この 「CAROL」 を使用 して、授業 を行 った場合まず懸念 されるのが、先生不在の

授業であ り、主役 はコンピュータとなる。受講者が 自宅で学習するのには問題のないソフ

トであろうが、前述 した独創性を育て るとい う観点か ら見た場合、あ る程度手直 しができ

る柔軟性をもたせ るなどの工夫が ほしいところである。
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4.5適 用のあ り方

今までに述べて きたよ うなCAROL授 業での運用や評価分析等の結果を基 として、 こ

こでは本校にお けるCAROL授 業の活用のあり方、適用のあり方について考えてみたい。

CAROL導 入時点 、我 々が最 も期待 した ものはやはり学習効果(理 解度の向上)と 個

人学習によ る自己学 習能力 の啓蒙 で した。

はた して、講義 や演 習、実習 という従来の授業に比べてCAROLに よるCAI教 育の

学習効果 はど うなのであろうか。

今回の調査研究 にお いて は、利用環境の整備不足やCAIの 教育手法に対 しての認識不

足等のためはっきりしませんで した。又、CAROL授 業の実施 ・非実施 クラスの成績比

較 のデータはあ りません。CAIが 教育に有効であるとい う前提の もと導入 したわけであ

り、モルモ ッ トとして非実施 クラスを作 ることは教育的に疑問を感 じたか らであります。

冒頭の基本姿勢で も述べたよ うに、今回の調査研究はそれが 目的 はありません。

しか し、CAROLに よる学 習の利点やCAI教 育の特性がア ンケー ト等である程度明

確 になったわけですか ら、 この点を最大限に活かす努力をすべきであり、不備 な点、改善

点を指摘、フ ィー ドバ ックする ことによ り、より改善されたCAROLを 有効的に活用す

ることが大切であると考えます。又、CAROLの 学習において も教員の管理、 きめ細か

な指導が必要であるこ とは確か なことですが、学生のア ンケー ト結果に顕著なように 「マ

イペースで何度で も勉強できる」 という点は非常に有効な点であります。学生が答えを

誤 って も恥ずか しい思いを しないで何回でも練 習出来 る。 これはCAIの 優れた特長では

ないで しょうか。

押 しつけ られて、 やむを得ず勉強す るという意識が少 しで も学生 の気持 ちか ら遠のいた

とするな らば、CAROLに よるCAI教 育の一つの目的は達せ られたと考えて も良いの

で はないか と思います。

専門学校生 の質か ら考慮 した場合(少 な くとも本校においては)、 自 ら進んで問題を見

つ け勉強す るとい う自己学習能力 ・自己学習意欲に欠 け、我 々が四苦八苦 している現状が

あるわけですが、CAROLを 利用 したCAI教 育によ り、 その足がか りが試行錯誤的 に

得 られよ うとしてい るわけです。

以上 のことを踏 まえ、適用のポイ ン トを考えると、

(1)理 解度、進捗度 に応 じた個別指導に非常に有効であ る。(講 義形式で はなかなか出来

ない個人授業の感触)

(2)補 習、復習等 の利用 によ り、学習効果のバラツキを少 な く出来 る。

(3)コ ンピュータの特質 とコース ウェアの特徴、を充分に活か した活用を、各学校 のカ リ

キュラム、利用環境 を考えて実施すべ きである。

(4)自 己学習への意欲を学生に持 たせ るような運用は非常 に効果的である。(例 えば、 自
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宅学習のためのラップ トップパ ソコ ン及びコースウェアの貸出等が考え られる。)

㈲ 学生に 「成功感」を感 じさせ るよ うなコースウェア(思 考を活性化 させ るようなKR

情報をタイミングよ く与え る等)を 教師の適切な管理指導 のもとに与えるべ きである。

以上のよ うな点になると思い ます。

5.調 査研究のまとめ

今回の調査を機に、CAROLを 通 して、CAI教 育について改めて考えさせ られま し

た。

教育 とは教師 と学生の人間的交流の もとで成立す ることはまぎれ もない事実 であ り、実

際の講義の授業過程を考えれば、教師の説明、提示 とそのペース、質問 とそのタ イミング、

生徒の反応、KRの 与え方、獲得等、学生 と教師の複雑な心理過程がそ こにあります。

この意味で授業の場 においてCAIが 教師の代行 を出来 るはず もな く、 させ るべきで も

あ りません。CAIはCAIと いう教材であり、学 習を促進す るツール として教師の補佐

の役割を果たすべきです。

今後、コ ンピュータの普及によ り、CAI教 育 も広域に渡 って普及す るで しょうが、 そ

うなると学習者である学生の思考や論理の形成にコ ンピュータが大 きな影響力を与え るわ

けですか ら、知識、技術の伝達 だけを重視 したよ うな教育でな く、 コ ンピュータの導入 に

よ り、情報を処理 し、操作 しなが ら学生が主体的に知識を 自らのものにし、追及 していけ

るよ うな教材が望ま しいとい うことになるわ けで、そのような点 の充分考慮 された コン

ピュータの特性を活か したCAIと してのCAROLコ ースウェアの開発、改善を望む も

のであります。

最後 に、本論文作成に当た り、埼玉工業大学講師 荒木慶和氏、群馬県立勢多農林高校

教諭 根岸邦夫氏、小林勝氏、東京都立大学大学院生 今泉正雄氏、パ ソコ ンラン ド21

店長 柳沢慎二氏、及び県内高校情報処理担当の先生方の御協力 に厚 く感謝致 します。

また、今回の調査研究 の機会を与えていただいた㊥ 日本情報処理開発協会中央情報研究

所の方々に感謝をこめてお礼 申 し上 げます。 この調査研究を本校 の これか らの教育 に役立

て 「より質 の高い教育」を目標 に努力 してい きたい と思 ってお ります。
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1.調 査 研 究 の テ ー マ

効 果 的 な ク ラ ス 編 成 とCAROL(ComputerAidedRevolutiononLearning)の 活 用

2.調 査研究担 当者名

教務室 に所属 する教員で構成す るCAROL委 員会の委員

委 員 長 吉 本 恒 雄

副委員長 中 島 浩 行

委 員 天 野 豊

〃 小 川 英 邦

〃 川 戸 幸 弘

(注)本 稿 では,下 記の2つ の用語 にっいて,明 確に区別 して使用す る。

(1)基 礎学 力

「高校卒業まで に修得が必要な知識」の吸収度

(2)習 熟度

「専 門学校 に入学後,修 得が必要な コンピュー タ知識」の吸収度

3.調 査研究の概要

3.1調 査研究のね らい

能力(基 礎学力および習熟度)別 クラス編成により,入 学時の基礎学力差 をどの程度 まで

吸収す ることが可能かを研究す る。

CAROLを 活用 して反復学習す ることによ り,「 各 レベルの学生が,ど のよ うな学 習姿

勢(意 欲)を 持つか」にっ いて分析 し,情 報処理教育 に反映 させ る。

3.2調 査研究の概要

・基礎学力別 クラス編成の効果

・基礎学力別 クラス編成か ら習熟度別 クラス編成へ の移行(試 行)

・情報処理技術者試験への対応

・入学時学力試験 と情報処理技術者試験の 自己採点結果 との比較

・習熟度 とCAROL

・CAROL有 効活用 と問題点
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4.調 査研究の内容

4.1本 校 の 現 状

4.1.1専 門学校を とりま く状況

近年,高 校を卒業 して入学 して くる学生 の基礎学 力差が非常に大 きくなっている。また

一方では
,コ ンピュー タのハー ドウ ェア ・ソフ トウェアの発展が著 しく,よ り高度 にな っ

て きている。 また,初 級情 報処理技術者 としての認定試験であ る第2種 情報処理技術者試

験の内容 は,よ り広 く専門家 しつつあ る。

そこで,本 校で は基礎学力差の広が った学生 に対 して,よ り有効な教育を実施す るため

に,入 学時点で基礎学力別の クラス編成を行 い,一 部 の クラスについて,後 期 よ り習熟度

別の クラス編成を試行す ことに した。

4.1.2学 科 編 成

本校におけ る学科編成 は 〔表4-1〕 ～ 〔表4-3〕 に示す とお りである。

〔表4-1〕 工業専門課程 の学科構成

学 科 名 募集人員 修業年限 昼夜間部別

情報 システム工学科 20名 3年 昼間部

情報処理学科 200名 2年 昼間部

メカ トロニ クス学科 40名 2年 昼間部

建築 グラフ ィック学科 30名 2年 昼間部

測量情報工学科 30名 2年 昼間部

通信情報学科 30名 2年 昼間部

情報処理科 40名 1年 昼間部

情報処理学科 80名 1年 夜間部

〔表4-2〕 商業実務専 門課程の学科構成

学 科 名 募集人員 修業年限 昼夜間部別

コ ン ピュー タ ビジネ ス学 科 80名 2年 昼間部

コンピュー タ会計学科 40名 2年 昼間部

コ ンピ ュー タ ビ ジネ ス学 科 40名 1年 夜間部
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〔表4-3〕 文化 ・教養専門課程の学科構成

学 科 名 募集人員 修業年限 昼夜間部別

音響芸術学科 40名 2年 昼間部

映像 メディア学科 40名 2年 昼間部

音響芸術学科 40名 1年 夜間部

4.1.31年 次の カ リキュラム構成

本校のカ リキ ュラムは,昭 和61年 に配布 され た 「(財)日 本情報処理 開発協会情報処理

研修セ ンター」の 「初級情報処理技術者育成指針」に沿 って,昭 和63年 度 の新入生 よ り

〔表4-4〕 のよ うに改訂 し,実 施 した。

〔表4-4〕1年 次 の カ リキ ュ ラム

前 期 後 期

ハ ー ドウ エア

ソフ トウ ェア

ハ ー ド ウ エ ア

ソ フ トウ ェ ア

コ ンピュ ー タ概 論 情報処理 システム

フ ァ イ ル デ ー タ通 信 入 門

コ ン ピュー タ実 習 デ ー タベ ー ス入 門

関 連 知 識

情報処理 数学

情報処理英 語

簿 記

関 連 知 識

言 三五
ロ ロロ

プ ロ グラ ミ ング

COBOL

(CASL)

一101一



(注)「 関連知識 」は,コ ース別 に下記の内容を学習 してい る。

(1)Aコ ー ス:商 業関連知識… …簿記 ・販売士

(2)Fコ ー ス:工 業 関連知識 一ー一…電気回路 ・電子回路

初年度である昭和63年 度 の授業 は,教 員 ごとに専門の教科を持ち,そ の教科のみ責

任を持 って指導す るとい う体 制で1年 間行 ってみた。いわゆる,大 学で行われてい る

よ うな講義形式であ るが,次 のよ うな問題点が指摘 された。

(1)本 校で は入学半年後,試 験に対応す るクラスがあるの に,カ リキ ュラムが1年 後の

情報処理試験に,照 準が合わ されている。

(2)教 科 ごとの分類が多いので,内 容 の重複す る部分が発生 しやす く,教 員間の調整が

取 りに くい。

(3)関 東教員が,1ク ラスを受 け持つ時間が少ないため,学 生一人一 人を把握 しに くい。

そ こで,平 成元年度 はカ リキ ュラムを変更 しないが,教 員が1ク ラスの複数の教科を

担当するとい う体制に変更 した。

このため,1ク ラスに対 して教員が受け持つ時間が多 くな り,ク ラスに及ぼす教員

の影響を大 き くす ることがで きた。

4.21年 次 のクラス構成

前期3課 程の うち,情 報処理試験 は 「工業専 門課程」 と 「商業実務専門課程 」に対 しての

み行 ってい る。 この2つ の課程の学生 にっいては,「 情報系の専門学校の卒業生 と して コン

ピュータ知識 は不可欠であ る」 という立場か ら,1年 次の間は,所 属す る学科に とらわれず,

共通のカ リキ ュラムとしている。

工業系の うち 「情報 システ ム工学科」 と 「情報処理学科」は基礎知識 として簿記 の力が必

要 なので,商 業系の学科 と一緒に して,OA系 の クラス として 「表4-5」 のよ うに編成を

行 っている。 また,「 情報 システ ム工学科」は,教 科数が多少多いカ リキ ュラムにな ってい

るので,他 の学科 と混合せず,単 独で クラス(A1ク ラス)を 形成 して いる。
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〔表4-5〕 コースの 分類

Aコ ー ス(OA系)

50名8ク ラス

Fコ ー ス(FA系)

42名3ク ラ ス

情報システム工学科 メカ トロニ クス学科

情報処理学科 建築 グラフィック学科

コ ン ピュー タ ビジネ ス学科 測量情報工学科

コンピュー タ会計学科 通信情報学科

入学直後,全 員に 「数学」 と 「英語 」の2教 科 にっいて,実 力試験 を行 った。 この結果 に

数学3,英 語2の 加 重合計を降順SORTし て,Aコ ースはA2か らA8ク ラスまで,Fコ

ースはF1か らF3ク ラスまで順番に クラスを編成 した
。

〔表4-6〕 は,そ の クラス編成の結果である。 この表か らわか るよ うに本校 における学

生の質 は,「 ひ らめ きが鋭 く ・回転の早い」成績上位の学生が存在する反面,「 四則演算が

や っと」 とい う非常 に基礎学力の低い学生が多 く存在 している。

〔表4-6〕 実力試験結果 によ るクラス編成

クラ ス

数 学(100) 英 語(100) 加重合計(500)

最 高 最 低 最 高 最 低 最 高 最 低

Al 100 10 92 36 432 106

A2 100 50 98 44 496 300

A3 70 30 84 30 296 228

A4 50 20 80 34 228 188

A5 40 10 76 26 186 162

A6 30 10 74 26 160 138

A7 30 0 66 22 138 104

A8 20 0 50 12 102 44

Fl 90 30 88 26 400 206

F2 40 20 62 26 206 140

F3 30 0 52 16 138 32
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4.3基 礎学力別 クラス編成 とその効果

本校の入学試験 は,数 回に分けて行われ る。同 じよ うな水準ではあ るが,前 述 したように

入学 して くる学生の基礎学力差 は非常 に大 きい。そ こで,教 育効果を高め るために,仕 方な

く基礎学 力別の クラス編成を行 うことに したのであ るが,入 学時の クラス編成を入学試験の

得点で行 うことにす ると,数 カ月のひ らきが 出来て しま う。 クラス編成 は,入 学直後に統一

的な試験(呼 称:実 力試験)を 実施4.,そ の結果によ りクラスを編成 している。 クラス編成

の得点データによ り,A1・A2・A3・A4・F1の5ク ラスを情報処理試験対策 として,

主 として入学後半年 に実施 される情報処理技術者試験 に,ま た,そ の他の クラスについて は,

半年で情報処理技術者試験 に照準を合 わせて学習 して行 くと,ク ラスのほとん どの学生 を

「落ちこぼ し」て しま うので,1年 間でゆ っくりと学習を行 うことに した。

本学 園で は,「 落ちこぼれ」 と言わず,「 落 ちこぼ し」 と表現 している。 自分か ら

「落 ちこぼれ」よ うとしている学生 は誰 もいな いはずであ る。 もし,授 業の進度 につい

て行 けない学生が発生 したな らば,そ れは学校や教員が一斉授業の関係で,「 成績上位

の学生」や 「クラスの平均的な レベルの学生 」に進度 を合わせてい るか らである。つま

り,「 落ち こぼれ」が発生す るので はな く,「 落 ちこぼ し」を発生 させて いるとい う解

釈を行 っている。

基礎学力別の クラス編成を行い,し か もクラスによ って,そ の内容が異な るとい う教育方

法に対 して は,学 内で も 「同 じ学科 に入学 してい るのに,内 容が異 なると,教 育機会の平等

制が失われ る」 という反対があった。 しか し,教 育機会の平等 とい うのは,内 容や進捗状態

だけを指すのではな く,「 何かを理解 し,身 に付け ることがで きる」 とい うことも含めての

ことである。従 って,無 理な内容や進度 で学習 して何 も身 に付かないよ りも,内 容や進度を

クラスによ って調整 して,学 生個人の基礎学 力に見合 った実力を身 に付 ける機会を提供す る

とい う平等 制を重視 した。

本校における入学者 は,高 校の卒業学科によ り普通科,工 業科,商 業科,そ の他 の学科に

分類で きる。さ らに,普 通科で も理系 ・文系に分 け られ る。 この出身学科 によ っては,高 校

時代に学 習 して いない教科が存在す ることにな る。従 って,本 来は,所 属学科別 ・出身高校

別 ・基礎学力別の クラス編成を実施す ることが望 ま しいが,現 在の本校の規模で実施す ると,

1ク ラスの人数が非常 に少な くな って しま う。東京 や大阪などの大規模校でなければ不可能

で あろ う。
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4.4基 礎学力別 クラス編成か ら習熟度別 クラス編成への移行(試 行)

4.4.1習 熟度別 クラス編成への移行

10月 中旬か らの授業 より,A3・A4の2ク ラスは,ク ラス再編成を実施 した。 クラス

編成 は,ク ラスごとの目的を下記のよ うに位置づけ,学 生本人の希望調査を実施 した。

(1)A3ク ラスの目的:各 種資格取得

(2)A4ク ラスの目的:1っ の言語(COBOL)の 重点修得

クラスの変更 は,な るべ く本人の希望を重視す る方向で行 ったが,担 当教員が,か

な り学生の習熟度を把握 してお り・,最終的には担 当教員の判断 によ り行 ってい る。 し

か し,本 人の希望 と教員の判断は,9割 方一致 してい るため,学 生 の意識の中には,

「自分の意思が尊重 された」 という意識が残 ったようで ある。

担 当教員の学生の習熟度把握 の資料 となっているの は,次 の よ うなデータであ る。

(1)通 常 の授業内容の理解度

(2)前 期末定期試験結果

(3)情 報処理技術者試験の模擬試験結果

A3・A4の2ク ラスのみ クラスを変更 し,他 の クラスにっいては,ク ラスを変更 しな

かったのは,次 の理 由である。

D

劉

⑨

(4)

A3・A4の2ク ラスは,実 力試験 の3・4番 目の クラスで あ り,

学生に次 ぐ力を持 って いる者か ら,基 礎学力の非常 に劣る者 まで紛れ込んで いる。10月 の

時点でボーダーライ ン上 に位置す る学生,教 育効果を高 めるたあ に,ク ラス編成を行わ ざ

るを得 なか った。

2つ の クラスが クラス再編成で きたのは,全 教科の担当教員が同 じで あるため,下 記の

条件が満た されていたか らであ る。

(1)教 科書や内容が同一であ る。

(2)連 携が充分 に とれてお り,授 業進度が合わせやすい。

(3)ク ラス全体 の習熟度に とらわれず,学 生個人の習熟度 を充分 に把握 している。

A1・A2ク ラ ス…実 力 試験 で 選 ばれ て お り,ク ラ ス内 のバ ラツキ が小 さ い。

A5～A8ク ラス … クラス ごとの授 業進 度 が大 き く異 な って い る。

F1ク ラ ス ク ラス 内の バ ラツキが比 較 的 小 さい。

他 の クラ ス(F2・F3)と 進 度 が 合 わ せ に くい。

F2・F3ク ラ スー一授 業 を急 いで 進 め てお らず,ク ラス 内の バ ラ ツキが 小 さい。

A1・A2ク ラ スの
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4.4.2ク ラス変更 における問題点

(1)学 生 の側の意識

前述 したよ うな理由で クラス変更を行 うのであ るが,学 生側には,「 エ ライやつ」 と

「ニブイやつ」(学 生 の言葉)を 分け られ るとい う意識が根強い。 クラス変更の 目的を

説明 して,こ の意識を変え られないのであれば クラス変更は実施 しない方 がよい。

(2)教 科書 ・学習内容の共通化

クラス変更を行 うクラスは,そ の クラス同士が教科書 ・学習 内容 の共通化を行 って い

ることが必要である。本校 においては,教 科名が同 じで あって も,指 導教員に担 当 クラ

スの教科書選定 は任 されている。従 って,教 科書の順番 に学 習を行 って い くと,1年 後

には,ほ ぼ同 じ内容 は学習 してい るが,途 中の時点で は,か な り内容が異 なっている こ

とが考え られ る。・(クラスごとに教科書を選定す ることは,ク ラスの基礎学力 に合わせ

ることがで きるとい うメ リッ トもあ るが …)

(3)授 業進度の調整

入学時 のクラス編成 は,実 力試験の上位か ら順番に編成 して いる。従 って,そ の まま

授業を進 めていると,当 然上位 の クラスの進度が早 くなるはずである。基礎学 力の異な

るクラス間で,授 業進度の調整を行 うためには,か な り綿密 な連絡を要す る。

(4)ク ラス内の雰囲気

クラスを変更する人数が少ない と,新 しく入 った学生が孤立化 しやす くなる。また,

あまりにバラバ ラになった時 は,ク ラスと してのまとま りにかける恐れが ある。大学受

験の予備校のよ うに,「 周囲 はみな敵 」とい ったギスギス した関係で は,か え って習熟

度を上 げる障害 となる。 これを防 ぐには,各 クラスの学生の素質 ・性格を しっか り把握

してお く必要があ る。

4.5情 報処理技術者試験への対応

情報処理技術者試験 に対 して は,情 報系の専 門学校である以上,非 常に重要視 してい る。

特 に,情 報処理技術者の不足が叫ばれて以来,卒 業後の学生 を採用す る側である 「企業」,

生徒を専門学校 に進学 させ る 「高校」,共 に情報処理技術者試験に対す る知識が豊富 にな っ

て きている。

このため,前 述 したよ うに,昭 和63年 度よ り,「 初級情報処理技術者育成指針」に従が っ

たカ リキュラムに改訂を行 った訳であ るが,基 礎学力別の クラス編成 も,そ れ に伴な って実
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施 した ものであ る。成績の上位の クラスに所属す る学生 は,あ る程度の基礎学 力を持 って入

学 して きた学生である。 このよ うな学生 は,情 報処理技 術者試験に最 も必要 である論理的思

考能力や文章読解力 などの 「基礎 的な知識 」と,「 学習する姿勢 」を既 に有 しているので,

試験 に必要な最低限の知識 を学習す ることによ って,各 自の努力の積み重ね によ り,合 格水

準に達す ることがで きる。

しか し,「 基礎的な知識」 と,「 学習す る姿勢」のいずれかが欠落 した者(共 に欠落 して

いる者 は,情 報処理対策 クラスに入 って こない)に 対 しては,そ の部分を補な うための補講

が必要 となる。今回の クラス編成 では,F1・A3・A4ク ラスがそれ に該当すると クラス

編成の資料か ら推測 された。

本校 においては,通 常次の時間帯で,授 業が行われている。

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

8:50～10:30

8:50～10:30

8:50～10:30

8:50～10:30

8:50～10:30

8:50～10:30

10:50～12:30

10:50～12:30

10:50～12:30

10:50～12:30

10:50～12:30

10:50～12:30

13:20～15:00

13:20～15:00

13:20～15:00

13:20～15:00

しか し,F1・A3・A4ク ラスの レベルで,A1・A2ク ラスと同様 に,こ の時間帯で授

業 を行 っていては,到 底多 くの合格者 は望めない ことは明白であ る。そ こで,こ の3ク ラス

に対 して は,月 火水金の各曜 日には補講 を,ま た木曜 日の午後か らはブライ ン ドタッチの練

習を義務づけ,入 学直後か ら実施 した。

補講の内容 と実施理 由は,以 下の とお りである。

(1)数 学(中 学 や高校の レベル)

高校の出身学科が さまざまで,ク ラス内の差が激 しい。

(2)ソ フ トウ ェア ・ハー ドウェア

最近 の2種 の必 須問題は,出 題範囲が広 く,昔 の1種 の範 囲まで含 まれている。

(3)関 連知識

情報処理 を専門 と している学生 は,本 来の専門分野が な く,試 験に合格す る上で,最

も難 しい部分であ る。

(4)CASL

授業の進度が6カ 月後の情報処理技術者試験に合わせてあ るので ,授 業の内容 をよ く
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理解で きない学生が いる。 また,授 業内容をよ く理解 してい る学生であ って も,同 じよ

うな内容を反復練習す ることによ って実力がつ く。

4.6入 学時学力試験 と,情 報処理技術者試験の 自己採点 との比較

〔表4-7〕 は,縦 軸 に 「本校の入学試験」,横 軸 に 「平成元年度 秋期第2種 情報処理技

術者試験 自己採点結果」をとり,度 数分布 を作成 した ものである。本 校 の入 学 試 験 は,英

語,数 学,国 語の3教 科 について実施 し,各 教科100点 満点で ある。従 って,合 計 は満点で

300点 とな る。

自己採点 は,配 点が公開されていないため,ど のよ うな配点で あろうとも最 も誤差がす く

ないと思われる下記 の基準で評価 し,午 前 と午後の得点 を合計 した ものである。

(1)午 前:各 問題 ごとに,均 等配点 を行い,必 須100点,選 択50点 の合計150点 満点で採

点 した ものを,100点 満点 に換算す る。

(2)午 後:問 題の難易度を教員が検討 し,100点 満点で採点す る。

対象は,平 成元年度に入学 した学生(1年 生)の うち,「 平成元年度秋期第2種 情報処理

技術者試験 」を受験 し,自 己採点の結 果を提出 した者が,対 象 とな っている。(受 験者の 自

己採点提出率 は90%)

〔表4-7〕 試験得点比較度数分布表

〔入学試験得点〕対 〔第2種 情報処理技術者試験 自己採点結果〕

入学試 験得点 人 数 0～99 100～149 150～200

～139 24 14 6 4

140～149 11 3 6 2

150～159 15 3 10 2

160～169 15 7 7 1

170～179 26 10 10 6

180～189 37 14 16 7

190～199 34 10 16 8

200～109 25 4 13 8

210～219 20 3 10 7

220～229 18 1 13 4

230～239 16 2 9 5

240～249 15 4 5 6

250～300 7 0 2 5

合 計 263 75 123 65
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〔表4-7〕 の横軸 は,次 の基準で集計 している。

(1)合 計点が150点 以上

今回の試験(入 学後半年)で 合格が期待で きる者

(2)合 計点が100点 以上

次回の試験(入 学後1年)で 合格が期待で きる者(上 位の者 は,配 点や合格基準の

関係で,今 回の試験に合格す る可能性 もあ る)

〔表4-8〕 は,前 述 した 自己採点 の結果を クラス別に集計 して,「 午前」 「午後」のそ

れぞれについて,平 均点を算 出 した ものである。また,右 端 の列には,12月 に発表のあ った

合格者を列記 した。 、

平均点,合 格者数の いずれ を見て も,Al・A2ク ラスの成績に匹敵す る成績を,A3・

A4(特 にA3ク ラス)の 学生 は,取 っていることがわかる。

〔表4-8〕1年 生の クラス別平均点 と情報処理技術者試験合格者数

クラ ス 午前平均点 午後平均点 人 数 合格者数

A1 65 61 42 14

A2 68 62 46 14

A3 66 60 45 13

A4 61 57 41 9

A5 58 53 24 3

A6 57 50 11 2

A7 75 80 3 2

A8 50 47 12 2

Fl 71 74 25 13

F2 59 49 14 4

F3 一 一 0 0

その他 〔表4-8〕 のデ ータ収集の対象 にはなっていないが,夜 間課程(1年 課程)に 入

学後半年で合格 した者が9名 存在す る。(夜 間学生は,学 歴 ・経験が昼間部学生 と異な るの

で対象外 とした。)

A5～A8,F2～F3ク ラスの学生 にっいては,〔 表4-6〕 の入学試験結果か ら判断
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す ると,合 格す る基礎学力は有 していない。 しか し,〔 表4-8〕 を見てみ ると,F3ク ラ

スを除 き,わ ずかな人数ではあるが合格者が出て いる。 これは,こ の6ク ラスについてはC

AROLを 使用 していることが多少影響 していると思われ る。CAROLに ついて は後述す

るが,基 礎学力の低い学生に対 して は,情 報処理の初期学習には適 しているよ うであ る。 た

だ し,こ の6ク ラスの合格者 も現時点では,「 授業」 とrCAROL」 の使用のみで合格 し

た訳ではな く,担 当の教員が かな り 「サポー ト」を行 っている。基礎学 力の低い学生の情報

処理技術者試験の6カ 月後合格 は,こ の3手 法の教育が融合 して,初 めて可能になると思わ

れ る。

〔表4-9〕 は,情 報処理試験対策 クラスの学生 に対 して,自 己採点の結果が午前 ・午後

と も70点 以上の者 に対 して調査 した ものである。入学試験の成績で10点 刻みにどの位の人数

がい るかを 「数学」 「英語」 「国語 」の各教科別に分析 した もので ある。

〔表4-9〕 情報処理試験対策クラスの自己採点高得点者の入学試験成績

ラス

得点

A1 A2 A3 A4 F1

数学 英語 国語 数学 英語 国語 数学 英語 国語 数学 英語 国語 数学 英語 国語

90～100 7 2 4 3 3 1 4

80～89 4 5 2 4 1 2 1 3 1 2 2 1

70～79 2 3 9 5 1 6 3 4 3 2 3 4 3 4

60～69 3 5 5 2 4 3 5 5 4 1 4 1 4 5

50～59 2 1 2 1 2 2 3 1 2 2

40～49 1 1 1 1 2 2 1 2 2

30～39 1 3 1

20～29 1

10～19

0～9

該当人数 16 13 13 8 14

A1・A2ク ラスの学生 に対 し,A3・A4の 学生 の点があま り顕著で はない ものの,や

や低あであることが認識 され る。 つま り,入 試成績 の低 い学生が,入 学後頑張 って合格 レベ

ル まで達 している訳であ る。A1・A2ク ラスは,入 学試験上位 の学生が多 く存在 して いる

はずだか ら,放 課後の補講で入学時の基礎学力が,か な り埋 まっている ものと推定され る。
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4.7習 熟度 とCAROL

4.7.1基 礎学力の低い学生の タイプ

(1)高 校時代 までに,自 分が理解す るの に必要 な時間数よ り,授 業時間が少なか ったため,

授業内容を充分に吸収で きなか った。

現在の高校 までの教育 は,ど うして も時間に追われた形 となる。授業内容の吸収には

個人差が大 き く,個 々に合わせ た時間で教育を行 うことがで きないために,基 礎学 力が

低 くな ったいわゆ る 「落 ちこぼされた学生 」である。

(2)高 校時代か ら勉強す る意欲が少な く,遊 びな どへ心が動 いたため,授 業内容を吸収で

きなか った。

こうなるには,(1)の 現象が 中学校 までに起 きた学生 も多いと思われ るが,現 在で は,

自分か ら勉強す ることを嫌が っている学生であ る。 この タイプの学生 は,大 学で は見か

けることは少ない。

この2っ の タイプの学生 は,専 門学校で高校 と同 じような形で教育す ると,習 熟度が

上 らない可能性 が強い。 このよ うな学生 に対 して,CAROLを 使用す ることによ り2

つの タイプの学生 に対 して習熟度を上げ ることが出来 るので はないか と思われ る。そ こ

で,ク ラス編成上,基 礎学 力の低いクラスA5～A8,F2～F3を 中心 に授業で使用

してみた。CAROLを 授業で取 り入れるには,い ろいろと問題 も多 いので,今 回 はそ

のことを熟考 した上で一斉授業で 「落 ちこぼす」可能性 のある学生 に対 して,CARO

Lの 効果を期待 して実施 した。

4.7.2LAN方 式 のCAROLを 使用す るメ リッ ト

本校 は,LAN方 式のCAROLを 導入 しているが,授 業でCAROLを 使用す るのに

非常に便利であ った。 まず,フ レキ シブルデ ィスクの管理が不要で,授 業 の前後の準備 ・

後始末が簡単 であ り,多 くの先生に授業で採用 しやす い環境 を提供で きた。 さ らに,各 学

生 ごとの進行状態 や理解度 を,講 師用モニ タで即座 に把握で き,即 座 に結果を授業 に反映

す ることが可能で ある。また,授 業中の学生か らの質問など学生 との コ ミュニ ケー ション

を音声 と画面で簡単 に行 うことが可能である。 このため,学 生 と しては,コ ンピュータを

相手 に授業を して いるが,常 に側 に先生が いて,マ ンツーマ ンで指導 して もらって いるよ

うに感 じられ るよ うである。
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4.7.3CAROL使 用 の効 果

5

4

3

2

1

A5A6A7A8

クラス(数 値 は5段 階表現)

〔図4-1〕 普通授業 と比較 した,CAROL授 業への関心度

〔図4-1〕 は,CAROLを 利用 したA5～A8ク ラスの学生 について,普 通授業 と

比 べた場合のCAROL授 業への関心度の ア ンケー トを集計 した結果であ る。A5～A7

クラスにおいては,基 礎学力が低 いほどCAROL授 業 に高い関心 を示 している。 この理

由 として,基 礎学力が低 い クラスほど一斉授業では味わえ ない 「自分 に合 った進度で授業

を受 け られる」という実感を持 っている。一方,A8ク ラスは値が低 く,5段 階評価の中

間値に近い値 とな っている。 これは,「 普通授業 もCAROL授 業 も受 けた くない」 とい

う気持 ちの表れで,学 習意欲が備わ って いない ことが ア ンケー ト上の意見か らも推察で き

る。高校卒業までに身 に付いた学習姿勢を,半 年や1年 です ぐに変 えることは容易で はな

い。黒板 と机で学習す る一斉授業 に対 して,CAROLで の学習は,

① 個別学習を可能 とし,自 分が納得 のい くまで繰 り返 して学習を行 うことがで きる。

② 黒板 と違い,カ ラフルな色彩や,個 性 あるキ ャラクターの登場 によ り,学 習の興

味を湧かせ ることがで きるとい う特徴を備えている。

基礎学力の低 い学生には,ま ず,学 習への興味を湧かせ ることが必要であ り,「 授業の

中での繰 り返 し学習」を徹底 し,「 学生個人に合 った学習進度」を保つ ことが必要 となる。

CAROLを 使用す ることで,基 礎学力の低い学生の 「やる気」の引 き出 しが容易 とな り,

基礎的な学力の引き上 げが可能 になる もの と考え られ る。

また,本 校で は放課後各種設備機器等を 自由に利用で きる体制 を確立 しているうえ本校
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のCAROLがLAN方 式 と して いるため,教 材 フロ ッピー等の管理が不要で ,学 生 は全

く自由自在に好みの コースウェアを 自習で きるようにな って いる。 この こともCAROL

利用の効果 にっ なが ったよ うであ る。

4.8CAROL有 効活用 と問題点

CAROLも 含めて,現 在市場 に出回 っているCAIに おいて,一 番問題なのが,「 コー

スウェアの単調 さ」である。本校 の学生にCAROL学 習を実施 し,学 生の意見を聞 いてみ

ると,学 習開始まで と学 習開始 直後の学生の意欲 は大変旺盛であ る。 これ は,出 題 され る問

題に対す る学 習者の反応 は様 々であ るのに,パ ソコン(コ ースウェア)側 の反応が 「正答 か」

「誤答か」の2通 りしか ない ことに起因 している
。(〔 図4-2〕 参照)

〔図4-2〕 現 在 のCAIの 流 れ

現在のCAIが,〔 図4-2〕 のよ うな流れである以上,教 員が学生に教 える場合に比 べ

て,次 の点で問題があ る。

(1)同 じ問題を,違 う理 由で間違えて も,同 じ説明 しか表示 されない。

(2)同 じ問題を,何 度 間違えて も,同 じ説明 しか表示 され ない。

この問題を解決 するには,コ ースウェ アのプログラムを膨大な ステ ップ数 に して,正 答者

や1・2回 の学習で は,通 ることのない 「隠れたルーチ ン」を沢山準備 してお くことであ る
。

この よ うな コースウェアが実現す ることにより,同 じコースウェアを飽 きることな く何度
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で も学習 してみ ようとい う意欲が芽生えて くる。CAIの 特徴 は,同 じ所を個人が理解す る

まで何度で も学習できるとい う点にあるが,現 在の コースウェアで は,ソ フ トウェアの奥の

深さがないために,実 際 に何度 も学習 してい る学生 はいない。

また,内 容 的には基礎学力を身に付 けるのに役立っか もしれないが,国 家試験に合格で き

る レベルにまで上げ ることを考え ると,今 一歩の感 じがする。CAIの ソフ トを1本 作成す

るには,か な りの時間を必要 とす るので,秒 追分歩で変化す る技術を追 いかけることは難 し

いと思 うが,CAROLの 使用頻度が上が らない一つの理由だ と思われ る。

5.調 査研究のま とめ

5.1基 礎学力別,習 熟度別 クラスの現状

基礎学力別に して約1年 経過 したが,ク ラス内の雰囲気 は,当 初予測 した ほどの問題はな

い。特に,下 の クラスでは学習意欲が下 が り,学 校に来な くなるのではないか と心配 してい

たが,各 クラスのチューター(担 任)な らびに,各 教科担 当の努力による ものが大 きい。今

迄ほとん ど理解で きず にいた授業が,自 分達 に理解出来 るとい うことが,自 信につなが って

いるよ うで,勉 強する姿勢が 出来っっ ある。また,ク ラスの中で国家試験 に合格 した学生は,

「おごる」 ことな く友人を指導 しなが ら,次 の 目標 に向 って勉強 してお り,い いクラスの雰

囲気 になっている。

上の クラスで は,国 家試験に合格 した学生が多いので,前 回不合格の学生 は,合 格者 に追

い付 こうと努力 している。合格 した学生 も誰が早 く次の資格を取 るか競争を して いる。

全体 として,い い方 向に向いてい るが,今 回は実験的にA3・A4の2ク ラスだけ途中で

習熟度別 にクラス替えを したので,一 部 の学生の中には,残 念なが らクラスの雰 囲気 に馴染

めないでいる学生 もい る。 これ らの学生 に対 して,ど う対処すべ きか を検討す る必要があ る。

5.2ク ラス編成 について

現時点での学 生の実力 と,卒 業まで に身に付 けて ほ しい内容を照 らし合 わせてみ ると,か

な りの学習内容 となる。 これ を2年 または3年 の短かい間に修得 して,社 会の即戦力 となる

力をつけるには,ど うして も入学時の基礎学力別 の クラス編成は避 けることがで きない。 ま

た,ク ラス編成を した以上は,そ れぞれの基礎学 力に合 った学習内容を提供す ることが,一

人一人の学生 に実力を付 けさせる上で必要であ る。今回実施 した基礎学力試験は,「 数学 」

「英語」 ∫適正検査」で あるが,あ る程度 の相関が出たと判断で きる。今後 は性格 や粘 り強
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さ,学 習意欲 など心理学 的な ものを取 り入れて,出 来れば各職種 ごとのそれ ぞれの素養 と し

て,ど のよ うな ものが必要であるかを研究 していきたい。

5.3CAROLに ついて

現在のCAI(CAROLも 含めて)に 望 む ことは,次 の2点 であ る。

(1)学 習内容をホ ワイ トボ ックス化 して,学 習範囲 と学習 目的を明確 にす る。

(2)学 習者の応答 によ るコースウェアの反応を,ブ ラックボ ックス化す る。

コースウェ アの開発者の立場では,「 非常 によ く出来た コースウェアは,な るべ く沢山の

学 習者の 目に触れ させたい」とい う希望を必ず持つはずで ある。 しか し,こ の希望 は,「 奥

の深 いコースウェア」を作成す るための障害 となる ものであ り,コ ースウェ ア開発者の意識

改革が必要である。

6.参 考 文 献

な し(本 稿 は,本 校 におけ る教育方針 ・方法をまとめた もので ある。)
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1.調 査 研 究 テ ー マ

CAIコ ー ス ウ ェ ア 「CAROL」 の 効 果 的 利 用 方 法

2.調 査 研 究担 当者 名

教 務 部 吉川 君 子

河 野 肇 子

3.調 査 研 究 の 概 要

3.1ね ら い

CAIコ ー ス ウ ェ ア の 効 果 は 、 そ の 開 発 思 想 も さ る こ と な が ら、 利 用 方 法 に 大 き く依 存

す る も の と 考 え ら れ る。 本 研 究 は、CAROLの 実 際 の 使 用 例 を も と に、CAROLの 効

果 的 利 用 法 を 探 る も の で あ る 。

3.2構 成

「CAROLCOBOL」 の 実 際 の 使 用 例 を も と に、 下 記 の よ う な サ ブ テ ー マ を 設 定

し、 効 果 的 利 用 法 を 探 求 す る。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

ネ ッ ト ワ ー ク 型 と ス タ ン ドア ロ ン 型 の 違 い と そ の 効 果 的 利 用 法

正 課 モ ー ド、 独 習 モ ー ド、 演 習 モ ー ドの 違 い と そ の 効 果 的 利 用 法

検 索 モ ー ドの 効 果 的 利 用 法

CMIレ ポ ー トと そ の 効 果 的 利 用 法

CAI学 習 に お け る イ ン ス トラ ク タ ー の 役 割 と 効 果 的 指 導 法

言 語 系 コ ー ス ウ ェ ア に お け る 実 習 の 位 置 づ け と 効 果 的 指 導 法

「CAROL」 の 実 際 の 使 用 例 に も と つ い たCAIソ フ トウ ェ ア へ の 提 言

4.調 査 研 究 の 内 容

4・1ネ ッ ト ワ ー ク 型 と ス タ ン ドア ロ ン 型 の 違 い と そ の 効 果 的 利 用 法

4.1.1ネ ッ ト ワ ー ク 型 と ス タ ン ド ア ロ ン 型 の 違 い
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CAIシ ス テ ム の 学 習 形 態 に は、 ネ ッ ト ワ ー ク 型 と ス タ ン ドア ロ ン 型 が あ る.

ネ ッ トワ ー ク 型 は 複 数 台 の パ ソ コ ン をLAN(LocalAreaNetwork)で 接 続 し て 学 習

す る 形 態 で あ り、 ス タ ン ドア ロ ン 型 は1台 の パ ソ コ ン で 学 習 す る 形 態 で あ る。

本 校 で は、CAI教 材 を 数 年 前 か ら利 用 し て い る が、 最 初 は ス タ ン ドア ロ ン型 で 運 用 し

して い た 。 し か し、 現 在 は 主 に ネ ッ ト ワ ー ク 型 で 運 用 し て い る。 幸 い に、 両 形 態 を体 験 し

て き た の で あ る。

以 下 に 、 本 校 に お け る 両 形 態 の 実 態 と、 そ の 違 い を ま と め て み た 。

(1)ネ ッ ト ワ ー ク 型

① ハ ー ド ウ ェ ア の 構 成

1台 の 固 定 デ ィ ス ク 付 き ホ ス ト用 パ ソ コ ン(教 師 用)と 複 数 台 の 端 末 用 パ ソ コ ン

(学 習 者 用)をLANで 接 続 し て い る 。

本 校 はOMNI-NETを 使 っ てLANを 構 築 し て い る。

② ソ フ トウ ェ ア の 構 成

ソ フ ト ウ ェ ア は、 ホ ス ト用 と 端 末 用 が 必 要 で あ る 。

・ホ ス ト用MS-DOS

〃 学 習 実 行 プ ロ グ ラ ム

・端 末 用

〃

… …CAI学 習 時 に ホ ス ト用 パ ソ コ ン で

使 用 す る プ ロ グ ラ ム

イ ン ス トー ル プ ロ グ ラ ム … … コ ー ス ウ ェ ア を フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ・

ら 固 定 デ ィ ス ク へ 移 す プ ロ グ ラ ム

CMIプ ロ グ ラ ム … …CMI資 料 を 出 力 す る プ ロ グ ラ ム

MS-DOS

学 習 実 行 プ ロ グ ラ ム … …CAI学 習 時 に 端 末 用 パ ソ コ ン で

使 用 す る プ ロ グ ラ ム

③ コ ー ス ウ ェ ア の 構 成

コ ー ス ウ ェ ア は ホ ス ト用 パ ソ コ ン の 固 定 デ ィ ス ク に イ ン ス トー ル す る。

各 端 末 の 学 習 者 に は、 ホ ス ト用 パ ソ コ ン の 固 定 デ ィ ス ク か らLANを と お して 提

'供 さ れ る
。

20MBの 固 定 デ ィ ス ク に は、10コ ー ス ウ ェ ア 程 度 が 格 納 で き る の で、 端 末 ご

と に 別 の コ ー ス ウ ェ ア を 学 習 す る こ と が で き る。

④ 運 用 担 当 者 の 仕 事

(a)CAI授 業 を 始 め る た め の 準 備

・コ ー ス ウ ェ ア の 準 備

イ ン ス トー ル プ ロ グ ラ ム を使 っ て 使 用 す る コ ー ス ウ ェ ア を 固 定 デ ィ ス ク に イ ン ス

トー ル し て お か な け れ ば い け な い。

固 定 デ ィ ス ク の 容 量 に も よ る が 、 該 当 コ ー ス ウ ェ ア が 固 定 デ ィ ス ク に 入 りき れ な
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い 場 合 は 、CAIの 使 用 計 画 と照 ら し合 わ せ て、 す で に 入 っ て い る コ ー ス ウ ェ ア

を 削 除 す る 必 要 が あ る。

た だ し、 イ ン ス トー ル 関 連 の 作 業 は コ ー ス ウ ェ ア の 販 売 会 社 が サ ー ビ ス で 行 っ て

い る の で そ れ を 利 用 す る 方 法 も あ る 。

・学 習 者 情 報 フ ァ イ ル と 学 習 履 歴 フ ァ イ ル の 作 成

学 習 者 の 学 習 履 歴 を と る た め に、 ホ ス ト用 学 習 実 行 プ ロ グ ラ ム と コ ー ス ウ ェ ア の

イ ン ス トー ル シ ー トのVo1.00を 使 っ て 学 習 者 情 報 フ ァ イ ル と 学 習 履 歴 フ ァ イ ル を

固 定 デ ィ ス ク に 作 成 す る。 学 習 履 歴 を と ら な い 場 合 は、 学 習 履 歴 フ ァ イ ル は 作 成

す る 必 要 は な い。

学 習 者 情 報 フ ァ イ ル に は、 学 習 者 の 名 前、 学 習 者 コ ー ドお よ び パ ス ワ ー ド を 登 録

す る 。

(b)CAI授 業 実 施 期 間 中

'MS-DOSと ホ ス ト用 学 習 実 行 プ ロ グ ラ ム で ホ ス ト用 パ ソ
コ ン を立 ち 上 げ る。

・初 め てCAI学 習 を す る 学 生 に 対 して
、CAIの 起 動 手 順 と 終 了 手 順 、 各 種 キ ー

の 機 能 、 電 卓 機 能 ・検 索 機 能 ・解 答 入 力 の 仕 方 な ど、 操 作 法 を 説 明 す る 。

●ホ ス ト用 パ ソ コ ン の モ ニ タ 画 面 を通 じ て
、 全 学 習 者 が 正 常 に 学 習 を 開 始 で き た か

ど う か 確 認 す る.ま た、 学 習 中 は、 全 学 習 者 の 学 習 の 進 捗 を 監 視 す る。

'随 時・ 固 定 デ ィ ス ク で 一 元 管 理 さ れ て い る 学 習 履 歴 ア ァ イ ル か ら 空 き 端 末 を使 っ

て、 必 要 なCMI資 料 を 出 力 し、 教 師 や 学 習 者 に 提 供 す る。

'1日 のCAI授 業 終 了 後 は
、 固 定 デ ィ ス ク の 学 習 履 歴 フ ァ イ ル の 内 容 を 固 定 デ ィ

ス ク の 内 容 の 破 壊 に 備 え て、 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に セ ー ブ し保 管 して お く。

◆定 期 的 に 固 定 デ ィ ス ク の 内 容 を
、 固 定 デ ィ ス クの 内 容 が 破 壊 さ れ た 場 合 に 備 え て、

フ ロ.ッ ピ ー デ ィ ス ク に セ ー ブ し て お く。

(c)CAI授 業 実 施 期 間 が 終 っ た と き の 後 始 末

'固 定 デ ィ ス ク で 一 元 管 理 さ れ て い る 学 習 履 歴 フ
ァ イ ル を使 っ て 、 集 団/評 価 のC

MI資 料 を 出 力 し、 評 価 用 と し て 保 存 す る。

⑤ 学 習 者 の 操 作

'MS-DOSと 端 末 用 学 習 実 行 プ ロ グ ラ ム で
、 端 末 を 立 ち 上 げ る。

'固 定 デ ィ ス ク に 入
っ て い る す べ て の コ ー ス ウ ェ ア の 名 前 が 、 コ ー ス 選 択 メ ニ ュ_

で 表 示 さ れ る の で 、 学 習 す る コ ー ス ウ ェ ア の 名 前 を 選 択 す る
。

'CAI学 習 を正 常 に 終 了 させ る
。 正 常 終 了 す る と、rCAISystemShutDown」

の メ ッ セ ー ジ が 端 末 に 表 示 さ れ る。
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(2)ス タ ン ドア ロ ン 型

① ハ ー ド ウ ェ ア の 構 成

1台 の パ ソ コ ン で よ い。

② ソ フ ト ウ ェ ア の 構 成

MS-DOS

教 師 用 ユ ー テ ィ リ テ ィ シ ー ト … … 学 習 者 情 報 フ ァ イ ル と 学 習 履 歴 フ ァ イ ル を

作 成 す る プ ロ グ ラ ム

CMIプ ロ グ ラ ム … …CMI資 料 を 出 力 す る プ ロ グ ラ ム ③

③ コ ー ス ウ ェ ア の 構 成

コ ー ス ウ ェ ア はrlPACAROLス タ ン ドア ロ ン 型 」 の シ ス テ ム シ ー トと コ ー ス シ

ー トで あ る。

シ ス テ ム シ ー ト1枚 と コ ー ス シ ー ト.1枚 以 上 で 構 成 さ れ て い る.

例 え ば、COBOL入 門 編 コ ー ス ウ ェ ア の コ ー ス シ ー トは 、 「IPACAROLス タ ン

ドア ロ ン 型COBOL入 門 編 コ ー ス シ ー ト」Vol.01か らVo1.03ま で の3枚 で あ る。

④ 運 用 担 当 者 の 仕 事

(a)CAI授 業 を始 め る た め の 準 備

・コ ー ス ウ ェ ア の 準 備

シス テ ム シ ー ト と コ ー ス シ ー トが 入 数 分 あ る か ど う か 確 認 し て お く.

・学 習 者 情 報 フ ァ イ ル と 学 習 履 歴 フ ァ イ ル の 作 成

学 習 者 の 学 習 履 歴 を と る た め に、 教 師 用 ユ ー テ ィ リ テ ィ シ ー ト と シ ス テ ム シ ー ト

を使 っ て、 学 習 者 情 報 フ ァ イ ル と 学 習 履 歴 フ ァ イ ル を フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 作 成

す る。 ネ ッ ト ワ ー ク 型 と 同 様 、 学 習 履 歴 を と ら な い 場 合 は、 学 習 履 歴 フ ァ イ ル は

作 成 す る 必 要 は な い 。 こ の 二 つ の フ ァ イ ル は1人1枚 の フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 学

習 者 用 シ ー トと して 作 成 す る。

(b)CAI授 業 実 施 期 間 中

・MS-DOS 、 コ ー ス ウ ェ ア の シ ス テ ム シ ー ト と コ ー ス シ ー ト、 そ し て 学 習 者 用

シ ー ト を 配 布 す る 。

'CAIで 学 習 す る 範 囲 を す べ て 終 了 し た 学 習 者 に、 そ の 学 習 者 の 学 習 者 用 シ ー ト

を使 っ て、C .MIの 個 人 レポ ー ト を 出 力 し て、 渡 す。

(c)CAI授 業 実 施 期 間 が 終 っ た と き の 後 始 末

'フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 全 員 の 学 習 者 情 報、 学 習 履 歴 を収 集 す る た め の 集 団 の フ ァ

イ ル を 作 成 す る。

・学 習 者 全 員 の 学 習 者 用 シ ー ト を集 め る。

・学 習 者 用 シ ー ト の 個 人 の 学 習 者 情 報 と 学 習 履 歴 を、 集 団 の フ ァ イ ル に 収 集 す る。

こ の 集 団 の フ ァ イ ル を使 っ て、 集 団/評 価 のCMI資 料 を 出 力 し、 評 価 用 と し て
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保 存 す る。

⑤ 学 習 者 の 操 作

・MS-DOSと シ ス テ ム シ ー トで 、 パ ソ コ ン を立 ち 上 げ る。

・学 習 の 開 始 時 と 終 了 時 に は
、 学 習 者 用 シ ー ト を セ ッ トす る。

・シ ス テ ム の メ ッ セ ー ジ に 従
っ て 、 学 習 者 用 シ ー トや コ ー ス シ ー ト を 入 れ 替 え な け

れ ば い け な い。

(3)ネ ッ ト ワ ー ク 型 と ス タ ン ドア ロ ン型 の 違 い

① ハ ー ド ウ ェ ア の 構 成 の 違 い は 表4-1-1の と お りで あ る。

表4-1-1ハ ー ドウ ェ ア の 構 成 の 違 い

ネ ッ ト ワ ー ク 型 ス タ ン ド ア ロ ン 型

パ ソ コ ン 台 数

・ホ ス ト用1台

(固 定 デ ィ ス ク付 き)

・端 末 用 人 数 分

・1人1台

LANの 構 築 必 要 で あ る。 必 要 な い。

② ソ フ トウ ェ ア の 構 成 の 違 い は 表4-1-2の と お り で あ る。

表4-1-2ソ フ ト ウ ェ ア の 構 成 の 違 い

ネ ッ ト ワ ー ク 型 ス タ ン ドア ロ ン 型

MS-DOS 台 数 分 台数分

ホ ス ト用 学 習実 行 プ ロ グラ ム 1枚 な し

端 末 用 学 習 実 行 プ ログ ラム 1枚/端 末 な し

ホ ス ト用 インストールプ ロ グ ラ ム 1枚 な し

CMIプ ロ グ ラ ム 1枚 1枚

教 師 用 ユ ー テ ィ リ テ ィ シ ー ト な し 1枚

③ コ ー ス ウ ェ ア の 構 成

コ ー ス ウ ェ ア は ・ ネ ッ トワ ー ク型 で は ホ ス トマ シ ン の 固 定 デ ィ ス ク か ら 学 習 者 に

提 供 さ れ ・ ス タ ン ドア ロ ン型 で は フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら学 習 者 に 提 供 さ れ る
。

購 入 コ ー ス ウ ェ ア 数 の 違 い は 表4-1-3の と お りで あ る 。

表4-1-3購 入 コ ー ス ウ ェ ア 数 の 違 い

ネ ッ ト ワ ー ク 型 ス タ ン ドア ロ ン 型

購 入 コ ー ス ウ ェ ア 数
インストール用 シ ー ト

1セ ッ ト

パ ソ コ ン1台 に

1セ ッ ト
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④ 運 用 担 当 者 の 仕 事

運 用 者 の 仕 事 の 違 い は 表4-1-4の と お り で あ る。

表4-1-4運 用 担 当者 の 仕 事 の 違 い

ネ ッ ト ワ ー ク 型 ス タ ン ド ア ロ ン 型

授 業 の た

めの 準 備

・コ ー ス ウ ェ ア を 固 定 デ ィ ス ク

に イ ン ス トー ル す る 。

(販 売 会 社 が サ ー ビ ス す る)

・固 定 デ ィ ス ク に 学 習 者 全 員 の

学 習 者 情 報 フ ァ イ ル と 学 習 履

歴 フ ァ イ ル を 作 成 す る。

・コ ー ス ウ ェ ア の シ ス テ ム シ ー

ト と コ ー ス シ ー トを 必 要 台 数

分 、 用 意 す る。

・人 数 分 の 学 習 者 用 シ ー トを 用

意 し、 学 習 情 報 フ ァ イ ル と 学

習 履 歴 フ ァ イ ル を 作 成 す る 。

授 業 実 施

期 間 中

・ホ ス ト用 パ ソ コ ン を 起 動 す る

・1日 の 終 了 時、 モ ニ タ 画 面 で

全 端 末 の 終 了 を確 認 し ホ ス ト

用 パ ソ コ ン の 終 了 操 作 を 行 う

・モ ニ タ 画 面 で 監 視 す る。

・空 き 端 末 で 集 団 のCMI資 料

を 出 力 で き る。

・固 定 デ ィ ス ク の 内 容 を 定 期 的

に セ ー ブ す る。

・1コ ー ス ウ ェ ア ご と に シ ス テ

ム シ ー ト と コ ー ス シ ー ト を 配

布 し、 終 了 時 は、 集 め て 確 認

す る。

・学 習 者 用 シ ー トも 配 布 し、 終

了 時 は 集 め る 。

・CMI資 料 の 希 望 者 に は 、 授

業 終 了 後 に 、 出 力 して 渡 す 。

授 業 実 施

期 間 終 了

後 始 末

・シ ス テ ム シ ー ト と コ ー ス シ ー

トを 整 理 し保 管 す る。

・学 習 者 用 シ ー ト を 集 め る。

・全 学 習 者 の 学 習 情 報 と学 習 履

歴 を収 集 す る 。

⑤ 学 習 者 の 操 作

学 習 者 の 操 作 の 違 い は 表4-1-5の と お りで あ る。

表4-1-5学 習 者 の 操 作 の 違 い

ネ ッ ト ワ ー ク 型 ス タ ン ド ア ロ ン 型

学 習 者 ・扱 う フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の

枚 数 は 少 な い。

・途 中 で フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク

の 掛 け 替 え は ほ と ん ど な い。

・扱 う フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の

枚 数 が 多 い。

・途 中 で フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク

の 掛 け 替 え が 何 回 か 起 き る。
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4.1.2ネ ッ ト ワ ー ク 型 と ス タ ン ド ア ロ ン 型 の 効 果 的 利 用 法

ネ ッ トワ ー ク 型 と ス タ ン ド ア ロ ン 型 の 効 果 は、 両 形 態 の 違 い か ら そ の 特 性 を 生 か し た 利

用 法 に あ る と考 え る。

ネ ッ トワ ー ク 型 と ス タ ン ド ア ロ ン型 の 大 き な 違 い は、 使 用 す る 媒 体 が 片 方 は 固 定 デ ィ ス

ク で あ り、 片 方 は フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で あ る と い う こ と で あ る。

本 校 で は、 運 用 に お け る 煩 雑 な 作 業 を で き る だ け 少 な く し た い と い う 理 由 で、 基 本 的 に

は ネ ッ トワ ー ク 型 を 採 用 し て い る。

本 校 に お け る 実 際 の 体 験 を と お して 考 え ら れ る 両 形 態 の 効 果 的 利 用 法 を、 以 下 に ま と め

て み た。

(1)ネ ッ ト ワ ー ク 型

① 運 用 に お け る 煩 雑 さ が な い。

主 に ネ ッ ト ワ ー ク 型 で 煩 雑 な の は、 販 売 会 社 が サ ー ビ ス で・行 っ て く れ る が 、CA

I授 業 準 備 と し て の コ ー ス ウ ェ ア の イ ン ス トー ル 作 業 だ け で あ る。

し か し、 ス タ ン ドア ロ ン 型 で はCAI授 業 実 施 期 間 中 か ら授 業 終 了 の 後 始 末 ま で 、

フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 係 わ る 煩 雑 な 作 業 が 多 い。

② 学 習 者 の フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 取 扱 い ミ ス に よ る 障 害 が 少 な い。

③ フpッ ピ ー デ ィ ス ク の 保 管 場 所 が 少 な く て 済 む 。

④ 学 習 者 情 報 フ ァ イ ル に は、CAI学 習 を す る 学 習 者 の 学 習 者 コ ー ドと パ ス ワ ー ド

を登 録 す る が、 年 度 の は じめ に 全 校 生 徒 を 登 録 して お け ば、 い っ で も 誰 で も 利 用 で

き る。

⑤ 手 持 ち の コ ー ス ウ ェ ア を 誰 で も 学 習 で き る よ う に 、 固 定 デ ィ ス ク に イ ン ス トー ル

し て お け ば、 指 定 し た 学 習 時 間 よ り早 くCAI学 習 を 終 了 し た 学 習 者 は、 コ ー ス 選

択 メ ニ ュ ー で 他 の コ ー ス ウ ェ ア を選 択 して 学 習 す る こ と が で き る。

⑥ 全 学 習 者 の 進 捗 を、 机 間 巡 視 しな く て も、 ホ ス ト用 パ ソ コ ン の モ ニ タ 画 面 で 把 握

す る こ と が で き る。

上 記 よ り、 ネ ッ ト ワ ー ク 型 は 集 団 を 一 括 管 理 しや す い こ と か ら、 集 団 が 学 習 す る に は 最

適 の 形 態 で あ る と 考 え ら れ る 。

(2)ス タ ン ドア ロ ン 型

①1台 の パ ソ コ ン が あ れ ば、 自 宅 な ど所 定 の 場 所 以 外 で も 利 用 で き る た め、 教 師 の

研 究 用 、 ま た は 学 生 の 補 講 用 に 利 用 さ せ る こ と が で き る。

② 急 に コ ー ス ウ ェ ア の 内 容 を 見 た い 場 合 に は、 イ ン ス トー ル の 必 要 が な く、 即 座 に

見 る こ と が で き る。

上 記 よ り、 ス タ ン ドア ロ ン 型 は 小 回 りが き き、 個 人 が 学 習 す る に は 最 適 の 形 態 で あ る と

考 え ら れ る。
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4.2正 課 モ ー ド、 独 習 モ ー ド、 演 習 モ ー ドの 違 い と そ の 効 果 的 利 用 法

4.2.1正 課 モ ー ド、 独 習 モ ー ド、 演 習 モ ー ド の 違 い

CAI学 習 に 入 る と き、 学 習 者 は 学 習 の モ ー ド を 選 択 し な け れ ば な ら な い 。 モ ー ドに は 、

正 課 モ ー ド、 独 習 モ ー ド、 演 習 モ ー ドの3種 類 が あ る。 学 習 者 は3種 類 の 中 の い ず れ か の

モ ー ド を 選 択 し な け れ ば い け な い。 そ れ ぞ れ の モ ー ドの 選 択 は、 「G」 、 「S」 、 「D」

の1文 字 で 選 択 す る。

「G」 は 「Guide」 の 頭 文 字 で 正 課 モ ー ド、 「S」 は 「Solo」 の 頭 文 字 で 独 習

モ ー ド、 「D」 は 「Dri11」 の 頭 文 字 で 演 習 モ ー ドで あ る。

各 モ ー ドの 機 能 と特 徴 を ま と め る と、 以 下 の よ う に な る。

(1)正 課 モ ー ド

こ の モ ー ドで 学 習 す る と、 コ ー ス ウ ェ ア で 決 め ら れ た 順 序 に 従 っ て 逐 次 学 習 す る 。

した が っ て、 任 意 の 箇 所 を 飛 ば して 学 習 す る こ と は 出 来 な い。

学 習 履 歴 は 残 る。 学 習 の 履 歴 は 事 前 に 用 意 し た 学 習 履 歴 フ ァ イ ル に 蓄 積 さ れ 、 こ の

フ ァ イ ル を使 っ てCMIの 資 料 を 出 力 す る こ と が で き る。

毎 回 の 学 習 開 始 は、 前 回 学 習 を終 了 し た 画 面 の 次 の 画 面 か ら で あ る。

学 習 履 歴 フ ァ イ ル に は、 コ ー ス ウ ェ ア で 指 定 し た 範 囲 の 正 答 率 が 、 時 間 や 学 習 の 経

過 に 従 っ て、 履 歴 と し て 蓄 積 さ れ て い る 。

ま た、 コ ー ス ウ ェ ア で 指 定 し た 範 囲 内 で 規 定 の 基 準 に 到 達 し な い 場 合 は、 そ の 指 定

し た範 囲 内 は 無 条 件 に 再 履 修 と な る。 再 履 修 時 に は 、 そ の 評 価 範 囲 内 を す べ て 学 習 し

直 す の で は な く、 一 定 限 度 以 下 の 成 績 の 部 分 だ け を 抽 出 し て 学 習 し 直 す よ う に な っ て

い る。

(2)独 習 モ ー ド

章 や 節 の 単 位 で 任 意 の 箇 所 を 学 習 す る 。 学 習 履 歴 は 残 ら な い。

学 習 目標 選 択 メ ニ ュ ー で 「章 」 レベ ル の 単 位 を 選 択 、 学 習 選 択 メ ニ ュ ー で 「節 」 レ

ベ ル の 単 位 を 選 択 し て 学 習 に 入 る 。

正 答 率 は 評 価 さ れ る が 、 規 定 の 基 準 に 到 達 し て い な く て も、 再 履 修 と は な ら な い.

(3)演 習 モ ー ド'

基 本 的 に は 独 習 モ ー ドと 同 じ だ が 、 問 題 だ け を 学 習 す る。 学 習 履 歴 は 残 ら な い。

独 習 モ ー ド と 同 様 、 学 習 目標 選 択 メ ニ ュ ー で 「章 」 レ ベ ル の 単 位 を 選 択 、 学 習 選 択

メ ニ ュ ー で 「節 」 レ ベ ル の 単 位 の 問 題 を 選 択 し て 学 習 に は い る.

ま た、 正 答 率 も 評 価 さ れ る が 、 規 定 の 基 準 に 到 達 し て い な く て も、 再 履 修 と は な ら

な い。
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ど の モ ー ドで 学 習 す る 場 合 で も、 学 習 者 情 報 フ ァ イ ル は 必 要 で あ る 。 運 用 担 当 者 はCA

I学 習 を 開 始 す る・前 に 作 成 して お か な け れ ば い け な い。

こ の 学 習 者 情 報 フ ァ イ ル に は 、 学 習 者 コ ー ド、 パ ス ワ ー ドお よ び 名 前 を 登 録 す る。

正 課 モ ー ドの 場 合 は、 こ の ほ か に コ ー ス ウ ェ ア ご と に 学 習 履 歴 フ ァ イ ル も 作 成 し て お か

な け れ ば い け な い。

4.2.2正 課 モ ー ド、 独 習 モ ー ド、 演 習 モ ー ドの 効 果 的 利 用 法

本 校 で は、CAI授 業 を 正 規 の 授 業 時 間 に 実 施 して い る た め、 基 本 的 に は 正 課 モ ー ドで

あ る.し か し、 時 間 や コ ー ス ウ ェ ア に よ っ て 臨 機 応 変 に 、 独 習 モ ー ドや 演 習 モ ー ド を採 用

し て い る。

本 校 に お け る 実 際 の 体 験 を と お して 考 え ら れ る 各 モ ー ドの 効 果 的 利 用 法 は、 次 の と お り

で あ る。

(1)正 規 の 授 業 で 利 用 す る と き

正 規 の 授 業 で 利 用 す る な ら ば、 正 課 モ ー ドで 利 用 す る こ と が 望 ま れ る。

① 本 校 で も、 学 習 履 歴 が 残 る こ と、 ま た 学 習 が 前 回 の 学 習 の 続 き が ら始 め ら れ る こ

と、 学 習 履 歴 フ ァ イ ル か らCMIの 資 料 が とれ る こ と な ど か ら、 正 規 の 授 業 は 正 課

モ ー .ドで 実 施 し て い る。

当 然 ・ 科 目担 当 の 教 師 はCAI授 業 の 開 始 ま で に、 コ ー ス ウ ェ ア の 内 容 を 把 握 し、

CAIを ど の よ う に 授 業 に 組 み 入 れ る か、 授 業 設 計 を 済 ま せ て お く必 要 が あ る。

② カ リ キ ュ ラ ム の 学 習 時 間 が コ ー ス ウ ェ ア の 標 準 学 習 時 間 よ り短 い 場 合、 正 課 モ ー

ドで は あ る 箇 所 を 飛 ば して 学 習 す る と す る と い う こ と は 出 来 な い の で、 途 中 か ら で

も 独 習 モ ー ドに 切 り替 え さ せ 、 必 ず 学 習 さ せ た い 節 だ け を 学 習 さ せ る 方 法 も あ る 。

③CMIプ ロ グ ラ ム を使 っ て 、 学 習 履 歴 フ ァ イ ル か らCMI資 料 を 出 力 で き る の で、

あ る 範 囲 を 終 了 し た 学 習 者 に 個 人 用CMI資 料 を 渡 し、 復 習 の た め の 参 考 資 料 と し

て 利 用 さ せ る 。

ま た・1日 のCAI授 業 終 了 時 に は、 科 目担 当 の 教 師 は 集 団 用CMI資 料 に よ っ

て・ 学 習 者 全 員 の 学 習 進 捗 と 評 価 結 果 を 把 握 で き る 。 こ れ は 、 翌 日 の 個 別 指 導 に 大

い に 役 立 っ。

(2)復 習 や 補 習 用 と して 利 用 す る と き

復 習 や 補 習 で 利 用 す る 場 合 は、 独 習 モ ー ドや 演 習 モ ー ドが よ い 。

① 学 習 者 が 学 習 の 範 囲 を 任 意 に 選 べ る こ と か ら、 自 分 の 弱 点 を 中 心 に 学 習 す る こ と

が で き る・ し か し、 学 習 者 に よ っ て は ど こ を 学 習 して よ い か 自分 で 判 断 で き な い 者

も お り・ そ う い う と き に は 科 目担 当 の 教 師 が 「コ ー ス ウ ェ ア の て び き 」 で 学 習 さ せ

る 箇 所 を 指 摘 して や る こ と も 必 要 で あ る。
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② 本 校 で のCOBOLCAI授 業 で は、 通 常 の 学 習 時 間 よ りCAIで 学 習 す る と

7割 程 度 に 学 習 時 間 が 短 縮 さ れ る。 そ の た め、 正 課 モ ー ドで 学 習 を 終 了 し た 学 習 者

に は、 個 人 用CMI資 料 な ど を 参 考 に し て、 独 習 モ ー ドで 自 分 の 弱 点 を 学 習 さ せ た 。

③ 学 習 し て ほ し い 箇 所 を 必 ず 学 習 さ せ る た め に は 、 学 習 し た 内 容 を 申 告 さ せ る よ う

に す る 。

④ 本 校 で は 新 任 の 教 師 の 教 育 用 と し て は 正 課 モ ー ドで 、 ま た 教 師 の 予 習 ・研 究 用 と

して は、 独 習 モ ー ドで 利 用 さ せ て い る 。

⑤ 正 課 モ ー ドで は、 説 明 を 見 て、 そ の 直 後 に 問 題 が 提 示 さ れ る の で 、 あ る 程 度 の 知

識 の 定 着 で も 解 け る と 思 わ れ る 。 そ の た め に 本 校 で は 、 正 課 モ ー ド を 終 了 し、 独 習

モ ー ドで の 学 習 も 終 了 し た 学 習 者 に は 、 演 習 モ ー ドで 学 習 さ せ て い る 。 演 習 モ ー ド

は、 説 明 な し に 問 題 だ け を解 く た め 、 学 習 の 定 着 度 を 確 認 す る こ と が で き る 。

⑥CAI学 習 者 以 外 の 学 習 者 に も 、 学 習 の 最 後 の 仕 上 げ に、 演 習 モ ー ドで 問 題 に チ

ャ レン ジ さ せ る の も よ い。

4.3検 索 モ ー ドの 意 義 と そ の 効 果 的 利 用 法

4.
.3.1・ 検 索 モ ー ド と は

検 索 モ ー ドと い う の は、CAI学 習 時 、 っ ま り正 課 、 独 習、 演 習 の い ず れ の モ ー ドで 学

習 して い る と き で も 「検 索(f・6)キ ー 」 を 用 い て 、 コ ー ス ウ ェ ア に 登 録 さ れ て い る キ

ー ワ ー ド を学 習 者 が 自 ら 入 力
、 選 択 し て 学 習 す る モ ー ドの こ と で あ る 。

キ ー ワ ー ドと は、 コ ー ス ウ ェ ア 内 の 重 要 用 語 や 文 法 の 説 明 ・形 式 ・例 な ど に 単 語 を 付 け

て 検 索 で き る よ う 登 録 し て あ る も の を い う。 キ ー ワ ー ドに は、 属 性 が あ り、 「1」 は 説 明 、

「2」 は 形 式 、 「3」 は 例 で あ る。 キ ー ワ ー ドは コ ー ス ウ ェ ア に 付 属 し て い る 「コ ー ス ウ

ェ ア の て び き 」 に 掲 載 さ れ て い る。 検 索 は 、 ま ず 検 索 キ ー を 押 し、 検 索 モ ー ドに は い る 。

そ して 、 キ ー ワ ー ドと 属 性 の 入 力 待 ち 画 面 と な る。 こ こ で キ ー ワ ー ド と 属 性 を 入 力 す る と

検 索 し た 画 面 が 表 示 さ れ る 。 例 え ば、COBOLコ ー ス ウ ェ ア のrlF文 の 例 」 に つ い て

検 索 す る 場 合 、 キ ー ワ ー ドrIFプ ン 」 で 、 属 性 「3」 を 選 択 す る と よ い。

た だ し、 頭 文 字 だ け で も 検 索 は 可 能 で あ り、 そ の 場 合 、 そ の 頭 文 字 で 始 ま る キ ー ワ ー ド

の 一 覧 が 表 示 さ れ 、 そ の 中 か ら 目 的 の も の を 選 択 す れ ば よ い。 例 え ば、COBOLコ ー ス

ウ ェ ア の 「IF文 の 例 」 に つ い て 検 索 す る 場 合 、 キ ー ワ ー ドrI」 で 、HELPキ ー を押 す と、

fI」 で 始 ま る キ ー ワ ー ドの 一 覧 が 表 示 さ れ
、 矢 印 キ ー を 使 っ て 「IF文 の 例 」 を選 択 す

れ ば よ い。

検 索 終 了 時 は、 現 在 学 習 中 の 画 面 に 戻 る。 学 習 者 は、 問 題 を 解 い て い る と き で も い っ で

も 任 意 に こ の 検 索 キ ー を 利 用 して 学 習 で き る。
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4.3.2検 索 モ ー ドの 効 果 的 利 用 法

こ の 学 習 法 を 利 用 す る こ と に よ っ て 、 既 に 学 習 した こ と で 忘 れ た り、 も う1度 復 習 し た

い 内 容 に っ い て 再 確 認 しな が ら 学 習 を 進 め る こ と が で き る 。

本 校 で は、 下 記 に 示 す 要 領 で 検 索 モ ー ド を利 用 す る よ う 指 導 し て い る。

① 問 題 を 解 く と き な ど、 忘 れ て し ま っ た 学 習 内 容 に っ い て 検 索 モ ー ドで 確 実 に 理 解

し て か ら解 く よ う に 指 導 す る。 辞 書 を使 っ て 忘 れ た 用 語 を 調 べ る よ う な 使 い 方 が で

き る。

② ネ ッ ト ワ ー ク 型 学 習 の 場 合 、 固 定 デ ィ ス クに イ ン ス トー ル さ れ て い る も の で あ れ

ば、 ど の コ ー ス ウ ェ ア の キ ー ワ ー ドで も 検 索 で き る。

例 え ば 、 「COBOL応 用 命 令 編 」 を 学 習 中 で あ っ て も 「COBOL入 門 編 」 の

キ ー ワ ー ドで 入 門 編 の 文 法 を 確 認 す る こ と が で き る 。

4.4CMIレ ポ ー ト と そ の 効 果 的 利 用 法

4.4.1CMIレ ポ ー ト

正 課 モ ー ドで 学 習 す る と・ 学 習履 歴 フ ァイ ル に学 習 者 の 評 価 や 時 間 が履 歴 と して蓄 積 さ

れ る。CMIレ ポ ー トに は、 個 人 レ ポ ー ト、 集 団 レポ ー ト、 学 習 過 程 お よ び コ ー ス ウ ェ ア

分 析 レ ポ ー トが あ り、CMIプ ロ グ ラ ム を 使 っ て 出力 す る。

各 レ ポ ー トに つ い て、 そ の 使 用 目 的 と 内 容 を ま とめ る と、 以 下 の と お り で あ る。

(1)個 人 レポ ー ト

学 習 者 の 学 習 状 況 を個 人 別 に 見 る こ と が で き、 学 習 者1人 に っ き 一 つ の リス トが 出

力 さ れ る 。

個 人 レ ポ ー トの 種 類 は 表4-4-1に 示 す と お り で あ る。

た だ し文 中 の ユ ニ ッ ト、 コ ン ポ ー ネ ン ト、 モ ジ ュ ー ル は 以 下 に 示 す 単 位 で あ る 。

・ユ ニ ッ トは
、 章 に 相 当 す る。 再 履 修 の 単 位 で あ る。

'コ ン ポ ー ネ ン トは
、 節 に 相 当 す る 。 独 習 モ ー ド、 演 習 モ ー ドの 選 択 の 単 位 で あ る。

・モ ジ ュ ー ル は
、 評 価 の 最 小 単 位 で あ る。

ま た・ レポ ー ト中 の 「◎ 」、rO」 、r× 」 は、 そ れ ぞ れ 「優 秀 」 、 「合 格 」 、

「不 合 格 」 を 表 し て い る
。
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表4-4-1個 入 レ ポ ー ト の 種 類

出 力

内 容 目 的
フ。リンタ 画 面

個 人 コ ー ス 内 金 ユ ニ ッ ト の ユ ニ ッ ト 大 ま か に個 人 の 現 在 の 可 可

学 習状 況 ご と の 評 価 回 数、 学 習 時 間、 得 学 習 進 捗 状 況 を 見 る。

点 率、 日付 な ど の 情 報 。

学 習 通 過 し た モ ジ ュ ー ル 番 号 、 モ ジ 個 人 の 現 在 まで の 学 習 可 可

シーケンスリスト ユ ー ル 数 、 ユ ニ ッ ト評 価 デ ー タ
1

経 路 を モ ジ ュ ー ル 番 号

な ど の 情 報 。 で 見 る 。

推移順 モ ジ ュ ー ル 通 過 順 と モ ジ ュ ー ル 個 人 の 現 在 まで の学 習 可 可

学 習 履歴 表 数 と モ ジ ュ ー ル ご と の 日 付 、 学 評 価 を モ ジ ュ ー ル ご と

習 時 間、 評 価 得 点 率 な どの 情 報 に ◎ ○ × の 印 で 見 る 。

モジ ュール別 コ ン ポ ー ネ ン ト内 モ ジ ュ ー ル 履 個 人 の現 在 ま での 学 習 可 不可

学 習履 歴 表 歴 デ ー タ と し て 日付 、 学 習 時 間 状 況 を モ ジ ュ ー ル 別 に

、 評 価 、 得 点 率 な ど の 情 報 。 詳 し く 知 る。

本 校 で は 正 課 モ ー ドで 学 習 を 終 了 し た 者 に、 独 習 モ ー ドや 演 習 モ ー ドで 学 習 す る と

き の 参 考 資 料 と し て、 モ ジ ュ ー ル 別 学 習 履 歴 表 を 渡 し て い る。

モ ジ ュ ー ル 別 学 習 履 歴 表 の 出 力 例 を 図4-4-1に 示 す.

学 習 者:KIA111河 野 一 郎 コ ー ス:CICOBOL入 門 編

累 積 学 習 時 間:1hOm

ユニ モジ ュール 累 積 通 過 通 過 学 習 得 満 評

ットID学 習 時 間 回 日 付 時 間 点/点 価

01第1章COBOLの 概 要

一 一 ー コ ン ポ ー ネ ン ト:OO1第1節COBOLの 特 徴

0010h2m189-05-080h2m40/40◎

一 ー ー コ ン ポ ー ネ ン ト:002第2節COBOLの 歴 史

0020h2m189-05-080hlmO/40×

289-05-080hlm40/40◎

0030h2m189-05-080h2m40/40◎

一 一 ー コ ン ポ ー ネ ン ト:003第3節(1)プ ロ グ ラ ム の 構 造

0040hlm189-05-080hlm40/40◎

得 点

率

100%

0%

100%

100%

100%

図4-4-1モ ジ ュ ー ル 別 学 習 履 歴 表
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(2)集 団 レ ポ ー ト ・ 一

学 習 者 全 体 の 学 習 状 況 を 見 る こ と が で き、 複 数 の 学 習 者 の 情 報 が1っ の リ ス ト中 に

一 覧 形 式 で 出 力 さ れ る
。

集 団 レポ ー トの 種 類 は 表4-4-2に 示 す と お り で あ る。

表4-4-2集 団 レポ ー トの 種 類

内 容
出 力

目 的
プ リンタ 画 面

集 団 特 定 の ユ ニ ッ トに っ い て、 評 価 特 定 ユ ニ ッ トに っ い て 可 可

学 習 状況 回 数、 評 価 、 通 過 モ ジ ュ ー ル 数 の 学 習 者 集 団 の 学 習 状

こ 学 習 時 間 、 得 点 率 な ど の 情 報 況 を 同 時 に 見 る。

学 習進 捗 コ ー ス 内 で の ユ ニ ッ・ト進 捗 状 況 学習 者 集 団 の現 在 ま で 可 可

一 覧 表 と 累 積 学 習 時 間。 の学 習 状 況 を大 ま か に

ユ ニ ッ ト終 了 日、 経 過 時 間 、 評 把 握 す る

価 回 数 、 評 価 な ど の 情 報 。

評価成績 特 定 の ユ ニ ッ トに っ い て、 評 価 特 定 ユ ニ ッ トに っ い て 可 不 可

一 覧 表 回 数 、 評 価 、 評 価 モ ジ ュ ー ル 数 の 学 習者 集 団 の 評 価 成

、 学 習 時 間 、 日付 、 評 価 基 準 と 績 を 同 時 に 見 る。

得 点 率 な ど の 情 報 。

本 校 で は、 学 習 進 捗 一 覧 表 を 現 在 長 も 利 用 し て い る 。 週 の 最 後 、 コ ー ス ウ ェ ア ご と

のqAI授 業 実 施 期 間 の 最 後、 ま た 科 目 担 当 の 教 師 が 必 要 と す る 場 合 に 出 力 し て い る。

学 習 進 捗 一 覧 表 の 出 力 例 を 図4-4-2に 示 す。
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***学 習 進 捗 一 覧 表***

学 習 者 指 定:********(40名)コ ー ス:CICOBOL入 門 編 ユ ニ ッ ト 数:8

コ ー ス 学 習 状 態

学 習 者 履 修 済 み ユ ニ ・ ト 数01020304

.05'"

累 積 学 習 時 間

KIAIO1終 了IO1◎1◎1◎0一

相 浦i郎 ・889-・5-・889-・5-・989-・5-1189-05-15・*一 ・*一 ・・ …

10h32mlh3mlh27mlh43mlh54mOh19m

KIA102終 了101◎202◎0一

井 上 和 雄0889-05-0889-05-0989-05-1289-05-19**一**一**…

17h34mlh5mlh15m2h59m4h36mOh14m

KIA103終 了1◎1◎1◎1◎0一

上 野 省 太0889-05-0889-05-0989-05-1189-05-15**一**一**…

9h5mOh52mlh12mlh37mlh53mOh15m

図4-4-2学 習 進 捗 一 覧 表

(3)学 習 過 程 お よ び コ ー ス ウ ェ ア 分 析 用 レポ ー ト

学 習 者 の 学 習 過 程 を 診 断 して 学 習 の 指 導 方 針 を決 定 し た り、 コ ー ス ウ ェ ア の 使 用 状

況 を分 析 して そ の 改 善 を 行 っ た り す る た め の レポ ー トで あ る。

学 習 過 程 お よ び コ ー ス ウ ェ ア 分 析 用 レポ ー トの 種 類 は 表4-4-3に 示 す と お り で

あ る。
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表4-4-3学 習 過 程 お よ び コ ー ス ウ ェ ア 分 析 用 レ ポ ー トの 種 類

内 容
出 力

目 的
プ リンタ 画 面

モジ ュールテニ タ モ ジ ュ ー ル 履 歴 デ ー タ を モ ジ ュ 各 モ ジ ュ ー ル の 学 習 時 可 不 可

集 計 表 一 ル 単 位 で 集 計 した も の。 間 と得 点 率 の平 均 お よ

モ ジ ュ ー ル 平 均 使 用 回 数 、 学 習 び バ ラ ツ キ を調 べ る。

者 集 団 内 の学 習 時 間 の平 均 と標

準 偏 差、 得 点 率 の平 均 と標 準 偏

差 な ど を初 回 と最 終 回 で分 析 し
'

た 情 報。

累 積 指 定 範 囲 内 の ユ ニ ッ トに っ い て 学習 者 集 団 の 中 で 累積 可 可

学 習 時間 、 累積 学 習時 間 を人 数 の 度 数 分 学習 時 間 の バ ラ ツ キ を

度数分布表 布 グ ラ フ と し て 表 し た も の 。 調 べ る 。

人 数 、 最 大 学 習 時 間 、 最 小 学 習

時 間、 平 均 学 習 時 間、 標 準 偏 差

な ど の 情 報 も 付 加。

評価成績 特 定 ユ ニ ッ トに っ い て、 得 点 率 学習 者 集 団 の 中 で評 価 可 可

度数分布表 を人 数 の 度 数 分 布 グ ラ フ と して 成 績 の バ ラ ツ キ を調 べ

表 し た も の 。 る 。

人 数、 最 大 得 点 率、 最小 得 点 率

、 平 均 得 点 率 、 標 準 偏 差 な ど の

情 報 も 付 加 。

本 校 で は 、 上 記3願 の レポ ニ トをCAI実 施 期 間 が 終 わ っ て カ、ら、 評 価 用 に 出 力

して い る 。

モ ジ ュ ー ル デ ー タ 集 計 表 の 出 力 例 の 一 部 を図4-4-3に 示 す。
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***モ ジ ュ ー ル デ ー タ 集 計 表***

学 習 者 指 定:KIAI****(40名)コ ー ス:CICOBOL入 門 編

ユ ニ ッ ト:Ol第1章COBOLの 概 要

,初 回,1最 新 回,
コ ト ロ コ

モジ ュール!学 習 時 間 得 点 率!!2回 以 上 学 習 時 間 得 点 率!

ID平 均SD対 象 平 均SD通 過 者 平 均SD対 象 平 均SD

-一 ー コンポ ーネント:001第1節COBOLの 特 徴

0014m2m4087.5%24.9%81mOm896.8%8.2%

一 ー ー コンポ ーネント:002第2節COBOLの 歴 史

0023mlm4081.9%25.4%111mOm1187.8%21.4%

0031mOm4093.0%20.3%61mOm688.8%24.8%

一 ー ー コンポ ーネント:003第3節(1)プ ロ グ ラ ム の 構 造

0042mOm4074.4%32.8%141mOm1489.2%26.2%

0052mlml4092.1%21.7%61mlm6100.0%0.0%

図4-4-3モ ジ ュ ー ル デ ー タ 集 計 表

累 積 学 習 時 間 度 数 分 布 表 、 評 価 成 績 度 数 分 布 表 の 出 力 例 の 一 部 を 図4-4-4、

図4-4-5に 示 す 。

ユ ニ ッ ト:04第2章COBOLの 基 本 文 法 弟4節 手 続 き 部

時 間 人 数01020得 点 率 人 数01020

0hOm～1hOm10**********0%～10%0

1hO・ ～2hO。25**・**・ … テ・,*。.**,*。*。10%～20%0

2hOm～3hOm5*****:

3hOm～4hOm:

::60%～70%4****

::70%～80%6******

14hOm～15hOm80%～90%22*******************京**

90%～100%8*****京**

図4-4-4累 積 学 習 時 間 度 数 分 布 表 図4-4-5評 価 晟 績 度 数 分 布 表
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4.'4。2CMIレ ポ ー トの 効 果 的 利 用 法

ど の よ う な と き に 、CMIレ ポ ー トを 利 用 す れ ば 効 果 的 か を、 本 校 の 使 用 例 を も と に 、1ま

と め て み た。

(1)章 の 学 習 を終 了 し た 学 習 者 に 対 して

章 の 学 習 を終 了 し た 学 習 者 に は、 「モ ジ ュ ー ル 別 学 習 履 歴 表 」 を 出 力 して 渡 す 。

「モ ジ ュ ー ル 別 学 習 履 歴 表 」 に は 、 評 価 の 印 と し て 「◎ 」 、 「○ 」 、 「× 」 の3種

類 が あ る が 、 「× 」 の 印 の 多 い コ ン ポ ー ネ ン トを 復 習 さ せ る。

(2)1日 の 終 わ り に、 個 人 レポ ー トを希 望 者 に 対 して

COBOLの 授 業 で は、1日 の 学 習 を終 っ た 学 習 者 の う ち、 希 望 者 に 「モ ジ ュ ー ル

別 学 習 履 歴 表 」 を 出 力 し て 渡 した。

(3)週 末 な ど の 区 切 り に、 科 目担 当 の 教 師 に 対 して

区 切 り ご と に、 科 目担 当 の 教 師 へ 「学 習 進 捗 一 覧 表 」 を 渡 す 。

「学 習 進 捗 一・覧 表 」 の 学 習 時 間 と 評 価 に よ っ て、 他 の 学 習 者 に 比 べ、 極 端 に 時 間 が

か か っ て い る 学 習 者 に っ い て は 、 ど の ユ ニ ッ トで っ ま ず い た か が 確 認 で き、 指 導 の ポ

イ ン トを 把 握 で き る。

COBOLの 授 業 で は 、 週 の 最 後 、CAI授 業 実 施 期 間 の 最 終 日 に 出 力 し、 科 目 担

当 の 教 師 へ 学 生 指 導 の 参 考 資 料 と して 渡 して い る。

本 校 の 教 師 は 、 こ の 「学 習 進 捗 一 覧 表 」 を 最 も よ く 利 用 し て い る。

(4)CAI授 業 実 施 期 間 終-了 後 に、 科 目 担 当 の 教 師 に 対 し て

CAI授 業 実 施 期 間 終 了 後 に、 科 目 担 当 の 教 師 に 対 し て、 「累 積 学 習 時 間 度 数 分 布

表 」 と 「評 価 成 績 度 数 分 布 表 」 を 渡 す 。

「累 積 学 習 時 間 度 数 分 布 表 」 に よ っ て、 コ ー ス ウ ェ ア のCAI学 習 時 間 の 設 定 が 妥

当 で あ っ た か ど う か の 見 直 し が で き る 。 ま た、 こ れ を も と に 次 回 の カ リ キ ュ ラ ム に 反

映 させ て い る。

「評 価 成 績 度 数 分 布 表 」 に よ っ て 、 章 ご と の 理 解 度 を 大 ま か に 把 握 で き、 座 学 な ど

に よ る 補 習 を 行 う か ど う か な ど、 今 後 の 指 導 方 針 の 参 考 と す る。

ま た、 「モ ジ ュ ー ル ・デ ー タ 集 計 表 」 に よ っ て 、 学 習 者 全 員 の モ ジ ュ ー ル の 理 解 度

を把 握 で き、 再 度 独 習 モ ー ドや 演 習 モ ー ドで の 学 習 を 義 務 づ け る か ど う か な ど、 今 後

の 指 導 方 針 の 参 考 と す る。

4.5CAI学 習 に お け る イ ン ス トラ ク タ ー の 役 割 と 効 果 的 指 導 法

4・5.1CAI学 習 に お け る イ ン ス ト ラ ク タ ー の 役 割
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イ ン ス トラ ク タ ー は、CAI学 習 に お け る す べ て の 仕 事 を担 当 す る 一 人 の 人 と い う 考 え

も あ る が、 本 校 に お い て は 、CAI専 従 の 運 用 担 当 者 と科 目 担 当 の 教 師 で 役 割 分 担 し て い

る。

そ の 主 な 理 由 は、 次 の2点 で あ る。

① す べ て の 科 目担 当 の 教 師 が 、CAI授 業 を実 施 す る に 当 た っ て の 一 連 の 作 業 を 覚

え な く て 済 む 。

② 専 従 の 運 用 担 当 者 が、 学 生 を指 導 で き る 程 度 に コ ー ス ウ ェ ア の 中 身 に 精 通 し て い

な くて 済 む。

上 記 よ り、 本 校 に お い て は、CAI授 業 の 計 画、CAI授 業 実 施 期 間 中 の 学 習 指 導 、C

MI資 料 に よ る 管 理 な ど は、 科 目担 当 の 教 師 の 役 割 で あ る。 そ の ほ か の、 科 目 に 依 存 し な

い 部 分 でCAI授 業 に 関 す る 作 業 は、 運 用 担 当 者 の 役 割 で あ る。

CAI授 業 に 関 す る 作 業 は、CAI授 業 の 計 画 、CAI授 業 の 準 備 、CAI授 業 実 施 、

CAI授 業 の 後 始 末 に 分 け ら れ る。 こ の 中 で、 運 用 担 当者 は 準 備 、 実 施 、 後 始 末 に 係 わ る

部 分 を 担 当 して い る 。

本 校 に お け る 運 用 担 当 者 と 科 目担 当 の 教 師 の 実 際 の 作 業 を こ こ に 紹 介 し、 イ ン ス トラ ク

タ ー の 役 割 を 明 確 に した い。

た だ し、 文 中 の()内 の 時 間 は、 学 習 者40人 分 の 作 業 時 間 で あ る。

(1)CAI授 業 の 計 画 〈 科 目担 当 教 師 〉

① 科 目担 当 の 教 師 は 、CAI授 業 を 科 目全 体 の ど の 部 分 で 取 り入 れ る か を 検 討 す る.

② コ ー ス ウ ェ ア を 見 て 、 時 期 、 時 間 数 、 学 習 内 容 が 適 切 で あ る か ど う か をチ ェ ッ ク

す る。

③ 科 目 全 体 の 授 業 設 計 を行 う。

④CAI運 用 担 当 者 に 依 頼 す る。

'(2)CAI授 業 の 準 備 〈 運 用 担 当 者 〉

① コ ー ス ウ ェ ア の 準 備

'ス タ ン ドア ロ ン 型 の 場 合 は 、 シ ス テ ム シ ー ト と コ ー ス シ ー トの 枚 数 を確 認 す る。

(約30分)

・ネ ッ ト ワ ー ク型 の 場 合 は、 ホ ス トマ シ ン の 固 定 デ ィ ス ク に イ ン ス トー ル す る.

こ の 作 業 は 販 売 会 社 が サ ー ビ ス で 行 っ て い る が、 本 校 で は 手 持 ち の コ ー ス ウ ェ ア

も あ り、 運 用 担 当 者 が 行 っ て い る 。 ま ず 、 容 量 を 調 べ イ ン ス ト ー ル 出 来 る か ど う

か を 確 認 す る。 も し、 容 量 不 足 な ら ば、 使 用 頻 度 と コ ー ス ウ ェ ア 容 量 を 考 慮 し て ・

す で に イ ン ス ト ー ル さ れ て い る コ ー ス ウ ェ ア の 中 か ら伺 本 か の コ ー ス ウ ェ ア を 削

除 し、 そ の 後 新 し い コ ー ス ウ ェ ア を イ ン ス トー ル す る。 こ れ ら の 作 業 は す べ て

「イ ン ス トー ル プ ロ グ ラ ム 」 で 処 理 で き る。

ま た 、 現 在 の 固 定 デ ィ ス ク 内 の コ ー ス ウ エ ア ー 覧 の メ モ を ホ ス トマ シ ン の と こ ろ
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に 貼 っ て お く。(イ ン ス トー ル 時 間 は、 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク3枚 で 約100分)

② 配 布 教 材 の 準 備

ス タ ン ドア ロ ン 型 と ネ ッ ト ワ ー ク 型 で は 少 々 異 な る が 、 学 習 者 用 フ ロ ッ ピ ー デ ィ

ス ク を 各 端 末 ご と に 箱 を用 意 し、1セ ッ ト分 の フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 箱 に 入 れ る。

各 端 末 に1冊 ず つ 設 置 す る 「コ ー ス ウ ェ ア の て び き 」 の 冊 数 確 認 を 行 う。

CAI学 習 の 操 作 法 を 指 導 す る た め に 作 成 し て い る プ リ ン ト を 人 数 分 用 意 す る。

③ 学 習 者 登 録 と学 習 履 歴 フ ァ イ ル の 作 成

・ス タ ン ドア ロ ン 型 の 場 合 は
、 学 習 者1人 に1枚 の 学 習 者 用 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を

用 意 す る.こ れ に 学 習 者 情 報 フ ァ イ ル を 作 成 し、 学 習 者 コ ー ド、 学 習 者 名 、 パ ス

ワ ー ド を 登 録 す る。(約20分)

ま た、 正 課 モ ー ドで 学 習 す る 場 合 、 同 じ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に そ の コ ー ス ウ ェ ア

用 の 学 習 履 歴 フ ァ イ ル も 作 成 す る。(約15分)

・ネ ッ トワ ー ク 型 の 場 合 は、 ホ ス トマ シ ン の 固 定 デ ィ ス ク に 学 習 者 情 報 フ ァ イ ル と

コ ー ス 別 学 習 履 歴 フ ァ イ ル を作 成 す る。 そ し て、 学 習 者 コ ー ド、 学 習 者 名 、 パ ス

ワ ー ド を 登 録 す る。(登 録 約20分 、 履 歴 約5分)

④ 動 作 の 確 認(正 常 立 ち 上 が り と 正 常 終 了)

・ス タ ン ドア ロ ン 型 で は
、 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 掛 け 替 え が あ る た め、 確 認 す る セ

ッ ト数 が 多 く な れ ば な る ほ ど 時 間 が 掛 か る。(約100分)

'ネ ッ ト ワ ー ク 型 で は
、 ホ ス トマ シ ン と の や り と りの た め 、 ス タ ン ドア ロ ン 型 に 比

べ、 時 間 は 掛 か ら な い。(約30分)

(3)CAI授 業 実 施 期 間 中 の 運 用(開 始 か ら終 了 ま で)

① 学 習 の 開 始/終 了 の 操 作 く 運 用 担 当 者 〉

'ス タ ン ドア ロ ン 型 の 場 合
、 用 意 し た 端 末 ご と の 箱 と サ ブ テ キ ス ト を端 末 番 号 順 に

並 べ て お き、 各 自 に 取 ら せ る。(約3分)

'ネ ッ トワ ー ク 型 の 場 合
、 ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ の 立 ち 上 げ と終 了 の 操 作 を 行 わ な け

れ ば な ら な い。(約5分)

②CAI学 習 操 作 法 の 指 導(CAI授 業1回 目 の み)〈 運 用 担 当 者 〉

出 席 番 号 順 に 端 末1台 に1人 ず っ 着 席 さ せ る。 各 人 に 学 習 者 コ ー ド と パ ス ワ ー ド

を 伝 達 す る 。 ま た、 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ラ ベ ル と 枚 数 を確 認 さ せ る。

用 意 し て い た 操 作 法 の プ リ ン トを 配 布 し、CAIの 起 動 と終 了 の 操 作 やCAI学

習 の 進 め 方 な ど を、 実 地 に 指 導 す る。(約30分)

2回 目 も、 復 習 程 度 に 指 導 し て い る。

3回 目 以 降 は、 ほ と ん ど 指 導 す る 必 要 は な い。
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③ トラ ブ ル 対 処 〈 運 用 担 当 者>

CAI学 習 中 に、 何 ら か の トラ ブ ル 、 例 え ば 操 作 ミ ス な ど が 発 生 し た 場 合 、 速 や

か に 対 処 し て や る。

ま た、 ハ ー ドウ ェ ア 障 害 、 ソ フ トウ ェ ア 障 害 、 コ ー ス ウ ェ ア 障 害 、 操 作 の ミ ス に

よ る 障害 な ど に っ い て 、 普 段 か ら そ の 対 処 の 手 順 や 連 絡 網 を確 立 し て お き、 障 害 の

履 歴 を残 す よ う に す る。 本 校 に お い て は、 次 の 手 順 で 実 施 し て い る。

(a)運 用 担 当 者 に 障 害 の 状 況 を 連 絡 す る。

(b)運 用 担 当 者 は 、 障 害 の 状 況 か ら、 ハ ー ドウ ェ ア に よ る 障 害 か 、 ソ フ トウ ェ ア

に よ る 障 害 か 、 ま た は コ ー ス ウ ェ ア に よ る 障 害 か、 操 作 ミス に よ る 障 害 か を 判

断 す る。

(c)ハ ー ドウ ェ ア 障 害 と 判 断 し た 場 合 は、 ま ず 学 習 者 を別 の 端 末 へ 移 動 さ せ 、 学

習 を 続 け さ せ る。 学 習 履 歴 は あ る 単 位 で 更 新 さ れ て い る よ う で あ る が、 障 害 発

生 時 に 最 新 の 状 態 で あ る と は 限 ら な い の で、 学 習 者 に 納 得 さ せ る。

授 業 終 了 後 、 ど の 機 器 に 障 害 が あ る か 調 査 す る。

(d)ソ フ トウ ェ ア 障 害 と 判 断 し た場 合 は、 そ れ が 全 端 末 に 発 生 し た の で あ れ ば、

当然 そ の 状 況 を 詳 細 に 記 録 し、 購 入 元 へ 緊 急 連 絡 す る。

1端 末 に 発 生 し た の で あ れ ば、 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を交 換 し て み る。

正 常 動 作 しな い 場 合 は、 ネ ッ ト ワ ー ク 障 害 か ど う か の 確 認 の た め に、 詳 細 を

記 録 し、 購 入 元 へ 緊 急 連 絡 す る。

(e)コ ー ス ウ ェ ア の 障 害 は、 画 面 に 表 示 さ れ た エ ラ ー メ ッ セ ー ジ を記 録 し、 マ ニ

ュ ア ル に し た が っ て 対 処 す る。

(f)ハ ー ドウ ェ ア か ソ フ トウ ェ ア か い ず れ か が 不 明 の 障 害 に 付 い て は、 す べ て

記 録 を取 り、 連 絡 す る と 同 時 に、 履 歴 と し て 残 し て お く。

具 体 的 な 障 害 の 例 を2,3記 載 して お く。

'パ ソ コ ン の 日 付 や 時 刻 を変 更 して し ま っ て
、 履 歴 の 時 間 の 計 算 を正 し く な い も の

に して し ま っ た。

→[対 処]日 付 、 時 刻 を 設 定 し直 す 。

・画 面 が 乱 れ て
、 学 習 が 中 断 し た。

→[対 処]代 替 パ ソ コ ン を用 意 して お き、 そ の パ ソ コ ン に 替 え る 。 そ の 後 、 ど の

機 器 に 原 因 が あ る か そ れ ぞ れ に っ い て テ ス トす る。

・キ ー が ス トー ル 状 態 に な っ た
。

→[対 処]代 替 パ ソ コ ン を 用 意 し て お き、 そ の パ ソ コ ン に 替 え る。 そ の 後 、 ど の

機 器 に 原 因 が あ る か そ れ ぞ れ に つ い て テ ス トす る。
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④ 学 習 内 容 の 指 導 〈 科 目 担 当 の 教 師 〉

・学 習 者 の 質 問 に 答 え る
。

・極 端 に 学 習 の 遅 れ て い る 者 に は
、 ど こ で っ ま つ い て い る か をCMIの 資 料 で 確 認

し て、 個 別 指 導 す る。

⑤ 配 布 教 材 の 後 始 末 く 運 用 担 当 者>

CAI学 習 で 使 用 し た フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク、 「コ ー ス ウ ェ ア の て び き 」 な ど を 整

理 し、 保 管 す る。

⑥ 学 習 履 歴 フ ァ イ ル の 収 集/セ ー ブ 〈 運 用 担 当 者 〉

・ス タ ン ドア ロ ン 型 の 場 合
、 全 員 の 履 歴 フ ァ イ ル を1枚 の フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 収

集 す る 。(約45分)

・ネ ッ ト ワ ー ク 型 の 場 合
、 固 定 デ ィ ス ク 内 の 履 歴 フ ァ イ ル を フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に

セ ー ブ す る。(約15分)

⑦CMI資 料 の 出 力 と 配 布 く 運 用 担 当者 〉

必 要 に 応 じ て、 学 習 者 と 科 目 担 当 の 教 師 に 資 料 を 提 供 す る。

⑧ 学 習 履 歴 フ ァ イ ル の 収 集/セ ー ブ 〈 運 用 担 当 者 〉

・ス タ ン ドア ロ ン 型 の 場 合
、 全 員 の 履 歴 フ ァ イ ル を1枚 の フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 収

集 す る。(約45分)

'ネ ッ ト ワ ー ク 型 の 場 合
、 固 定 デ ィ ス ク 内 の 履 歴 フ ァ イ ル を フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に

セ ー ブ す る。(約15分)

(4)CAI授 業 実 施 期 間 終 了 後 の 後 始 末

① 配 布 教 材 の 後 始 末 く 運 用 担 当 者>

CA
,1授 業 で 使 用 し た フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク、 サ ブ テ キ ス ト等 を 整 理 し、 保 管 す る。

② 学 習 履 歴 フ ァ イ ル の 収 集/セ ー ブ 〈 運 用 担 当 者 〉

'ス タ ン ドア ロ ン 型 の 場 合
、 全 員 の 履 歴 フ ァ イ ル を1枚 の フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 収

集 す る 。(約45分)

dネ ッ ト ワ ー ク型 の 場 合
、 固 定 デ ィ ス ク 内 の 履 歴 フ ァ イ ル を フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に

セ ー ブ す る。(約15分)

③CMIの 資 料 の 分 析 く 科 目担 当 の 教 師 〉

学 習 の 出 来 具 合 を 調 べ 、 座 学 で 調 整 す べ き と こ ろ は 調 整 す る 。

(・5)運 用 上 の 留 意 点

① 正 常 にCAI学 習 を終 了 す る よ う 徹 底 す る。

ネ ッ ト ワ ー ク 型 で は、 ス タ ン ドア ロ ン 型 の よ う に 、 「学 習 者 シ ー トを セ ッ ト し な

さ い 」 と い う よ う な メ ッ セ ー ジ は 表 示 さ れ な い た め 、 正 常 終 了 画 面 が 表 示 さ れ る ま

で 、 正 し く 操 作 す る よ う に 指 導 す る 。 学 習 者 の 中 に は 、 最 後 ま で 終 わ ら ず、 電 源 を

落 と し て し ま う 者 も い る 。 そ の 場 合 、 履 歴 が 正 常 に 書 き 込 ま れ ず 、 次 回 の 学 習 は そ
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の 日 の 続 き が ら と は な ら な い。

② ス タ ン ドア ロ ン 型 で は、 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 掛 け 替 え が 数 回 あ る が、 そ の 場 合

必 ず フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 交 換 の 要 求 が 表 示 さ れ る。 し か し、 要 求 が な い に も か か わ

ら ず、 勝 手 に フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 交 換 し た り、 ま た は 間 違 っ た フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス

ク をセ ッ ト した り す る 者 も い る。 そ れ に よ り、 フ ァ イ ル の 内 容 が 壊 れ る 恐 れ も あ り、

指 導 を徹 底 して お く必 要 が あ る 。

4.5.2CAI学 習 に お け る イ ン ス トラ ク タ ー の 効 果 的 指 導 法

こ こ に、 実 際 の 体 験 に 基 づ い て、CAI学 習 に お け る イ ン ス トラ ク タ ー の 効 果 的 指 導 法

は、 こ う あ る べ き だ と い う考 え を、 下 記 に ま と め て み た。

①CAI授 業 中 は、 座 学 に 比 べ 机 間 巡 視 の 量 を増 や せ る の で、 学 習 者 に 対 し て 質 問

を し た り、 冗 長 度 の あ る 説 明 を 加 え た り、 頻 繁 に 個 別 指 導 す る.

② 各 種CMI資 料 か ら、 学 習 者 の 弱 点 な ど を把 握 し、 指 導 上 の 参 考 に す る。

③ 学 習 者 に は、 画 面 に 目 を近 づ け す ぎ る な ど、 姿 勢 の 悪 い 者 も い る.こ の よ う な 学

習 者 は 目 が 非 常 に 疲 れ る と訴 え る 場 合 が 多 い。 、机 間 巡 視 の と き、 正 し い 姿 勢 で 学 習

す る よ う 指 導 す る。

④ ホ ス ト用 パ ソコ ン の モ ニ タ 画 面 に 表 示 さ れ る 学 習 者 の 学 習 モ ー ドG/S/Dの 表

示 を 見 て、 教 師 が 指 定 し た 学 習 モ ー ド で 学 習 し て い る か を チ ェ ッ ク す る。 ま た、 学

習 中 の モ ジ ュ ー ル 内 学 習 時 間 が 異 常 に 長 い 学 習 者 に は、 そ の 理 由 を 聞 い て 対 策 を 講

じ る。

⑤ 学 習 者 か ら 学 習 内 容 に っ い て 質 問 を 受 け た ら、 工 夫 し て 解 説 す る な ど 学 習 者 へ 適

切 な ア ドバ イ ス を し て や る。

⑥CAI学 習 は 学 習 者 の 進 捗 に バ ラ ツ キ が あ る の で 、 そ の 管 理 の 仕 方 を 確 立 して お

く こ と が 大 事 で あ る 。 例 え ば 、CAI学 習 が 早 く 終 っ た 学 習 者 に は、 他 の モ ー ドで

学 習 させ た り、 課 題 を 与 え た り、 重 要 用 語 に つ い て 質 問 し た り し て 指 導 す る 。 逆 に・

CAI学 習 が 決 め られ た 学 習 時 間 内 で 終 ら な い 学 習 者 に は 、 課 外 に 残 す な ゼ し て 、

引 続 きCAI学 習 を さ せ る 。

た だ し、 終 了 し な く て も 構 わ な い コ ー ス ウ ェ ア に つ い て は、 そ の 限 り で は な い ・

⑦CMI資 料 を 利 用 し て 学 習 者 に 学 習 の 指 針 を 与 え る。 例 え ば、CMI個 人 レポ ー

ト 「モ ジ ュ ー ル 別 学 習 履 歴 表 」 を 出 力 し て 渡 す。 学 習 者 は こ の 資 料 に よ っ て 、 自 分

の 復 習 の 重 点 項 目 を 見 つ け 出 す こ と が で き る。

ま た、 そ の 他 のCMI資 料 を 出 力 し て、 学 習 者 の 弱 点 を把 握 し、 学 習 者 各 人 へ の

適 切 な 指 導 をす る た め の 参 考 と す る。
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⑧CAIの 授 業 に 入 る 前 に コ ー ス ウ ェ ア を 見 て そ の 内 容 を 把 握 し、CAI授 業 と座

学/実 習 と を 組 み 合 わ せ た 授 業 の 設 計 を して お く の が 大 事 で あ る。

つ ま り、 座 学 とCAIの 組 合 わ せ 方 、1日 当 た り の 時 限 数 、 学 習 目標 と の 整 合 性

な ど で あ る。

事 前 に こ の よ う に 内 容 を 見 て お く こ と に は、 二 つ の 目 的 が あ る。

一 つ は
、 コ ー ス ウ ェ ア の 内 容 を知 っ て い る と、CAI学 習 中 の 学 習 者 へ 教 え る と

・き、 コ ー ス ウ ェ ア と の 整 合 性 を考 え な が ら教 え ら れ る と い う こ と で あ る。

も う 一 つ は、 コ ー ス ウ ェ ア と該 当 す る 科 目 の 教 科 範 囲 と を比 較 し、 相 違 す る 部 分 、

例 え ば、 不 足 す る 部 分 や 過 剰 な 部 分 を 事 前 に 把 握 レ て お き、 座 学 な ど と の 授 業 の 組

合 せ を 計 画 し て お く と い う こ と で あ る。 こ れ に よ り、CAI学 習 を よ り有 効 に カ リ

キ ュ ラ ム の 中 に 組 み 入 れ る こ と が で き る。

4.6言 語 系 コ ー ス ウ ェ ア に お け る 実 習 の 位 置 づ け と効 果 的 指 導 法

4.6.1言 語 系 コ ー ス ウ ェ ア に お け る 実 習 の 位 置 づ け

言 語 系 コ ー ス ウ ェ ア に は 、CAI学 習 中、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 可 能 な も の(例 え ば、 イ ン タ

プ リ タ組 み 込 み のBASICコ ー ス ウ ェ ア)と 、 そ う で な い も の(例 え ば、COBOLコ

ー ス ウ ェ ア)が あ る
。

言 語 学 習 で は 実 習 は 必 須 で あ る。 言 語 は 、 正 し い プ ロ グ ラ ム を 完 成 さ せ る こ と が 、 終 局

の 目的 で あ り、 そ の た め に は プ ロ グ ラ ム を コ ン ピ ュ ー タ 上 で 実 行 さ せ て そ の 正 当 性 を 確 認

す る 実 習 が 不 可 欠 で あ る 。

BASICコ ー ス ウ ェ ア の 場 合、CAI学 習 中 に 実 習 が 可 能 で あ り、 特 に 実 習 と の 切 り

わ け は 生 じ な い・ し か し、COBOLコ ー ス ウ ェ ア の 場 合 、CAI学 習 の 途 中 で 、 あ る 区

切 り を 設 定 し、 実 習 を 取 入 れ た 方 が よ い。

本 校 に お い て は、COBOLの 実 習 を3回 に 分 け て 取 り入 れ て い る
。 各 回 はCOBOL

コ ー ス ウ ェ ア の 三 つ の 編 に 対 応 さ せ て い る
。 区 切 り と して は 順 当 で あ り、 本 校 で は そ れ ぞ

れ の 編 ご と に 実 習 課 題 を 与 え て マ シ ン実 習 を 取 り入 れ て い る。

4.6.2言 語 系 コ ー ス ウ ェ ア に お け る 実 習 の 効 果 的 指 導 法

(1)CAI学 習 を 区 切 り、 実 習 を 取 り入 れ る。

COBOLコ ー ス ウ ェ ア の 場 合 、 「COBOL入 門 編 」、 「COBOL応 用 命 令

編 」、 「COBOLデ ィ ス ク編 」 の3編 で 構 成 さ れ て い る が、 実 習 は 各 綱 の 終 了 時

に 取 り 入 れ る・ こ れ に よ り各 線 の 学 習 目 標 に 合 致 し た 実 習 課 題 を 提 供 で き る
。
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(2)机 上 の 演 習 を取 り入 れ る。

コ ー ス ウ ェ ア で は 文 法 の 知 識 は 修 得 で き る が、 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 演 習 が 不 足 す る。

そ れ を 補 う た め に、 座 学 で プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 さ せ 、 プ ロ グ ラ ム 作 成 の 仕 方 に つ い

て 指 導 す る 必 要 が あ る。 っ ま り、 入 門 編 終 了 時 に は 、 文 法 の 学 習 内 容 か ら、 順 編 成

フ ァ イ ル を 使 用 す る 簡 単 な プ ロ グ ラ ム 演 習 、 例 え ば 、 「成 績 フ ァ イ ル を 入 力 し て 、

成$rt-一・覧 表 を 作 成 せ よ。1ペ ー ジ に は 見 出 し と25人 分 の 明 細 を 印 字 す る こ と。 」

と い う よ う な プ ロ グ ラ ム 作 成 演 習 を座 学 で さ せ た 後、 実 習 に は い る。

応 用 命 令 編 終 了 時 に は、 表 操 作 処 理 、 サ ブ ル ー チ ン処 理 、 整 列/併 合 処 理 な ど の

プ ロ グ ラ ム 演 習 を行 っ た 後 、 実 習 に は い る。 例 え ば、 「電 気 利 用 料 金 表 を使 っ て 電

気 利 用 料 金 を 計 算 せ よ。 」 と か、 「順 編 成 フ ァ イ ル の 更 新 処 理 」 と い う よ う な 実 習

の 課 題 で あ る。

最 後 に、 デ ィ ス ク 編 終 了 時 に は、 索 引 編 成 フ ァ イ ル 処 理 、 相 対 編 成 フ ァ イ ル 処 理

の プ ロ グ ラ ム 演 習 の 後 、 実 習 に は い る。 例 え ば、 「索 引 編 成 フ ァ イ ル の 更 新 処 理 」

と い う よ う な 実 習 課 題 で あ る。

(3)早 期 学 習 終 了 者 の 対 策 を あ らか じめ 決 め て お く。

CAI学 習 を決 め ら れ た 時 間 よ り早 く終 わ っ た 学 習 者 に は、 プ ロ グ ラ ム 演 習 問 題

を 与 え、 分 か らな い と こ ろ は 独 習 モ ー ドで 学 習 さ せ な が ら、 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 演 習

を させ る こ と も 効 果 的 で あ る。

ま た、CAIの パ ソ コ ン で プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 習 で き る 場 合 は、 そ の パ ソ コ ン を使

っ て 臨 機 応 変 に 実 習 を さ せ る の も 良 い 方 法 で あ る。 し か し、 管 理/運 用 は 煩 雑 に な

る。

4・7「CAROL」 の 実 際 の 使 用 例 に も と つ い たCAIソ フ ト ウ ェ ア へ の 提 言

4.7.1本 校 に お け るCAI学 習 者 の 反 応
、

本 校 に お い て 「COBOL入 門 編 」 学 習 者 に 実 施 した ソ フ ト ウ ェ ア に 関 す る ア ン ケ ー ト

結 果 を表4-7-1に 示 す。
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日 時 平成2年9月20日(木)
・10:00～15:00

場所 東條 会館
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方法」

株式会社 メイテ ックメカ トロ研修セ ンター
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10時00分 開会挨拶

⑱日本情報処理開発協会

中央情報教育研究所

所長 青木 利雄

10時05分 挨拶

MITI

10時15分 「情報処理教育における学習目標分析の到達度の評価法」

中央情報専門学校

11時00分 「地域の求める情報処理技術者像とその具体的な教育指導

方法」

学校法人 筑波研究学園専門学校

11時45分 休憩

13時00分 「CAIコ ース ウェ アrCAROL」 の効果的利用方法 」

札幌商工会議所附属専門学校

13時45分 「地域の求める情報処理技術者像とその具体的な教育指導

方法」

株式会社 メイテックメカ トロ研修センター

14時30分 質疑応答

14時55分 閉会挨拶

㈱ 日本情報処理開発協会

中央情報教育研究所

総務部長 山川 浩二

15時00分 閉会



4C

〆



表4-7-1ソ フ ト ウ ェ ア に 関 す る ア ン ケ ー ト

質 問 は い
ど ち ら で

も な い
い い え

画 面 の 表 示 速 度 は適 当 で したか 56.3% 12.5% 31.2%

CAIの 開 始 方 法 は す ぐ 覚 え ら れ ま し た か 81.3% 6.3% 12.4%

操 作 の 案 内 を す る メ ッ セ ー ジ は 適 当 で し た か 72.9% 16.7% 10.4%

問 題 の 所 で 誤 り指 摘 はあ っ た方 が 良 い で す か 91.7% 4.2% 4.1%

問 題 の 所 で 残 り時 間 表 示 はあ った 方 が 良 い で

すか
58.3% 12.5% 29.2%

ス ク ロ ー ル の 操 作 は わ か りや す か っ た で す か 50.0% 22.9% 27.1%

CAIの 終 了操 作 は簡 単 に わ か り ま した か 83.3% 12.5% 4.2%

ソ フ トウ ェ ア に 関 す る 学 生 の 反 応 は、 概 ね 良 好 と受 け と め て よ い だ ろ う。

4.7.2CAIソ フ ト ウ ェ ア へ の 提 言

CAROLコ ー ス ウ ェ ア を 有 効 利 用 す る た め に は、 そ れ を 取 り巻 く 環 境 に も 大 き く依 存

す る と 考 え る。 そ こ で、 そ の 中 の 一 つ ソ フ ト ウ ェ ア に つ い て 、 机 間 巡 視 の 時 な ど に 耳 に は

い る 学 習 者 の 意 見 も 参 考 に し て、 考 察 して み た。

ソ フ トウ ェ ア に は、 学 習 実 行 に 関 す る も の 、 教 材 作 成 に 関 す る も の 、CMIに 関 す る も

の 、 イ ン ス トー ル に 関 す る も の が あ ろ う。 こ こ で は、 次 の 三 つ の ソ フ ト ウ ェ ア に つ い て 提

言 し た い。

(1)学 習 実 行 に 関 す る ソ フ トウ ェ ア へ の 提 言

① 自 分 の ペ ー ス で 学 習 し た い と い う 意 見 も あ る の で、 画 面 の 表 示 速 度 を 学 習 者 が 選

`択 で き る 方 向 で、 検 討 し て ほ し い。

② 学 習 に 熱 中 す る と 目 も 疲 れ る の で 、 自 由 に 中 断 で き る よ う な 配 慮 が 必 要 で あ る。

現 在 は 問 題 の 画 面 で 学 習 を 「中 断(f・2キ ー 押 下)」 し た 場 合 、 時 間 の カ ウ ン

トは 継 続 さ れ た ま ま で あ る た め、 こ こ で 中 断 し て 休 息 し て い る と、 制 限 時 間 を 超 過

し 誤 解 答 入 力 と 同 じ 扱 い に な る。

時 間 の カ ウ ン ト も 「中 断 」 中 は 、 中 断 し て お く 方 が よ い と 考 え る。

③ 電 卓 の 機 能 は 科 目 に よ っ て は 非 常 に 便 利 で あ り、 よ く利 用 さ れ て い る が、 操 作 が

分 か り に く い、 や や こ し い と い う意 見 も 多 く、 電 卓 画 面 を 大 き く し て 操 作 を 視 覚 的

に 行 え る よ う す る な ど の 改 良 を 考 慮 し て ほ し い。
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④ ス ク ロ ー ル の 時 の ア ッ プ ダ ウ ン は、 数 字 の 入 力 で 操 作 す る よ う に な っ て い る が 、

一 般 的 で な い
。 特 別 な 操 作 は 覚 え な く て は い け な い の で、 矢 印 キ ー や 、ROLLUP/

ROLLDOWNキ ー へ の 変 更 を考 慮 して ほ し い。

⑤ 解 答 キ ー 入 力 後 のKRメ ッ セ ー ジ に っ い て は、 賛 否 両 論 で あ り、 表 示 す る か し な

い か を 学 習 者 が 学 習 開 始 時 に 選 択 で き る よ う に し た ら ど う か 。

⑥ 解 答 欄 が1個 の 場 合 、 リ タ ー ン キ ー で も 解 答 の 入 力 と な る.こ れ は、2個 以 上 の

解 答 欄 の 場 合 は、 次 の 解 答 欄 へ の 移 動 で あ る た め 学 習 者 は 戸 惑 う。

解 答 欄1個 の 場 合 で も、 解 答 キ ー は、f・10キ ー に 統 一 し た 方 が よ い。

全 般 的 に、 学 習 者 に よ る キ ー ボ ー ドの 操 作 は、 一 般 的 な 使 い 方 を採 用 す る 方 が 望

ま し い と 考 え る。 ま た、 そ の 学 習 環 境 に 合 わ せ た シ ス テ ム を構 築 で き る な ど の 方 向

も考 慮 し て ほ し い。

⑦ コ ー ス 選 択 の メ ニ ュ ー 画 面 か ら、 逐 次 レベ ル ダ ウ ン し て メ ニ ュ ー 画 面 が 表 示 さ れ

る が、 階 層 化 が 明 確 に 見 え に く い の で、1画 面 の 中 に メ ニ ュ ー、 サ ブ メ ニ ュ ー と レ

ベ ル ダ ウ ンの 状 態 が 表 示 さ れ る と、 一 目 で 学 習 の 位 置 づ け が 明 確 に な る と 思 わ れ る。

⑧ 学 習 実 行 プ ロ グ ラ ム の 初 期 画 面 の 表 示 を も う 少 し 速 く し て ほ し い。 ま た は、 立 ち

上 が り 中 は 何 ら か の 画 面 を 表 示 し て お く こ と も 考 え ら れ る。

⑨ 将 来 的 に は 説 明 画 面 だ け で も 音 声 の 取 り入 れ を 考 慮 し て ほ しい 。

(2)CMIに 関 す る ソ フ トウ ェ ア へ の 提 言

① 評 価 は、 「○ 」 、 「◎ 」 、 「× 」 の 印 で 提 示 さ れ て い て、 一 見 し て お お よ そ の 判

断 が で き る の は よ い。 し か し、 こ の 印 が モ ジ ュ ー ル 単 位 で 提 示 さ れ る と、 学 習 者 に

は そ の 明 確 な 位 置 が 分 か らず 、 ど の 部 分 の 評 価 で あ る か 明 確 に 掴 み に く い。COB

OLの 場 合 は、1問 題 が1モ ジ ュ ー ル で あ る こ と がCMI資 料 か ら判 断 で き る た め、

コ ン ポ ー ネ ン トの 中 の 何 番 目の 問 題 で あ る か 明 確 に な る。 し か し、 ど の コ ー ス ウ ェ

ア も そ の よ う に な っ て い る と は 限 ら ず、 何 ら か の 解 決 策 を考 慮 し て ほ し い。

② 全 体 に レイ ア ウ トが 複 雑 で あ り、 何 を 提 示 し た い か が 明 確 で な い よ う に 思 わ れ る。

例 え ば 、 グ ラ フ ィ ッ ク な 表 現 に し て、 見 や す く か つ 分 か り や す い も の が よ い。

今 後 の よ り 良 い 方 向 へ の 改 善 を 望 み た い。

③ 同 じ 情 報 を い く つ か の レポ ー トで 重 複 し て 出 力 し て い る が 、 個 々 の 利 用 目 的 に 合

わ せ ら れ る よ う、 必 要 な 出 力 情 報 を 一 部 選 択 で き る よ う に し た ら ど う か。

(3)イ ン ス トー ル に 関 す る ソ フ ト ウ ェ ア へ の 提 言

① イ ン ス トー ル の 進 捗 状 況 が 分 か り に く い。

イ ン ス トー ル の 進 捗 状 況 の 経 過 を 図 な ど で、 視 覚 的 に 表 示 し て ほ し い。
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5.調 査 研 究 の ま と め

COBOLコ ー ス ウ ェ ア の 使 用 例 を も と に 調 査 研 究 を 行 っ た。 今 後 本 校 に お い て もCA

ROLコ ー ス ウ ェ ア の 導 入 数 は、 ま す ま す 増 え る と 考 え ら れ る。

CAROLを 効 果 的 に 利 用 す る た め の 要 因 は、 い ろ い ろ 考 え ら れ る。

しか し、 先 生 の 黒 板 に よ る 授 業 と は 異 な っ た、 パ ソ コ ン に よ る 授 業 は 、 学 習 者 の 興 味 を

引 く も の で あ る こ と は 事 実 で あ る。

こ れ か ら もCAROLの 利 用 に 当 た っ て は 、 よ り高 い 教 育 効 果 を 求 め て 試 行 錯 誤 を繰 り

返 して い き た い。

今 回 の 発 表 は、 本 校 に お け る 現 状 か ら 考 察 で き る 範 囲 の も の に と ど め た。

独 断 と偏 見 で は あ る が 、CAROL導 入 に 当 た っ て の ヒ ン トに な れ ば 幸 い で あ る。

6.参 考 文 献

・フ ジテ ク ノ シ ス テ ム:CAIハ ン ドブ ッ ク

・情 報 処 理 振 興 事 業 協 会:IPACAROLコ ー ス ウ ェ ア の て び き

・㈱SCC:PINE-CAI/H導 入 説 明 書

'㈱SCC:PINE-CAI/H学 習 実 行 説 明 書

.㈱SCC:plNE-CAI/HCMI説 明 書
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第2部

情報処理教育指導者(教 員)の 確保 と

早期育成方法に関する調査研究





第2部 第1編

情報処理教育指導者の確保と早期育成方法

麻 生 電 子 ビ ジ ネ ス 専 門 学 校
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1.調 査研究 テーマ

情報処理教育 指導者の確保 と早期育成方法

2.調 査研究担当者

教 務 部 坂 谷 善 規

教 務 部 立 石 宏 昭

3.調 査研究の概要

3.1ね ら い

情報処理教育を行 う学校の教師の採用方法には,コ ンピュータ業界の経験者を教師 として

採用す る方法 と,新 しく学校を卒業 した人材を採用する方法 とがあ る。 コンピュータ業界 自

体が人材が不足 してい る状況では経験者 をいっ も採用で きるとはか ぎらない。上記の理由で,

コンピュータの実務経験 を もたない人材 を,自 らの学校の教師 として紙の上 だけで はない実

務知識 を もーって実力派の教師 と して育成す ることが,今 後の情報処理教育機 関の課題 とな っ

ている。 ここに教師の実務知識の習得を 目的 とす る学内の情報 システム開発機関 を設置 し,

そのカ リキュラム,運 営,開 発対象業務 の調査研究をお こな う。

3,2概 要

実務知識 と して,以 下の項 目が考え られ る。

1)シ ステム分析,設 計,開 発,運 用の知識

2)シ ステム対象業務の知識

上記 の知識習得 のためには,実 際にシステムズ ・エ ンジニア,プ ログラマと して企業等で

経験す ればよいのであろうが,学 内で は,特 別に実務知識習得のための機関 を設 けて対応 し

ないと教師の レベルを一定に保つ こと,あ るいは早期 に教 師と して育成 す ることは難 しい。

従 って,そ の手段 として実務知識の習得のための機関を以下の条件で学 内に設置 して,対

象業務 を開発 しなが ら,そ の機関の形態,規 模,運 営のあ り方 を調査研 究す る。

1)開 発対象業務

学校事務管理 システムの開発を行 う。

2)開 発環境

① 汎用機のDB/DCソ フ トウェアを使用す る。
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② パ ソコンとの分散処理が可能で ある。

③ システムの分析か ら運用 まですべてが対象 とな る。

3)開 発要員

教 務 部 坂 谷 善 規

教 務 部 立 石 宏 昭

3.3構 成

4章 において,情 報処理教育機関が行な っている教育内容 につ いて述べて,コ ンピュータ

業界が希望 している人材 を育成するために必要な技 術を習得す る方法を実例を通 して述 べる。

4.調 査研究 の内容

4.1情 報 処 理 教 育

4.1.1情 報処理教育の現状

本校 は,昭 和61年4月 に開校 した コンピュータ系の専門学校である。学生 は高校卒業者

が主であ り,情 報 処理技術者を 目ざ して,2～3年 間情報処理技 術者育成のカ リキ ュラム

に したが って教育 され る。

本校の学科の中で3年 間の教育を行 う情報 システム工学科の カ リキ ュラムを表4-1に

示す。

表4-1情 報 システ ム工学科における主カ リキュラム

科 目 内 容

電子計算機概論 コ ンピュー タ全般にわたる知識 と電子計算機 の使用法 に関す る知識

の習得を行 う

OS オペ レーテ ィ ングシステムの働 きを学習す る

COBOL 事務処理用の コンピュータ言語の習得及 びACOS3400を 使 っての

プ ログラム実習を行 う

シ ス テ ム 設 計 システ ムの概念,分 析 システム設計,運 用保守 について学習する

デ ー タ ベ ー ス ネ ットワー ク型,階 層構造型,関 係 モデル等の代表的DBを 理解す

る

オ ン ラ イ ン オ ンライ ンシステムの考 え方,通 信手段,構 成等を学 習す る
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OR 待 ち行列,在 庫管理,線 形計画法,パ ー ト等の技法を身につ ける

CASL 情報処理試験1種 の為のプログラ ミングの学習を行 う

プ ログラム設計 ロジ ックの表 現 で 多用 され て い る フ ロー チ ャー トにつ い て学 習 す る

C言 語 問題解決型の システムとして,C言 語 を理解 し,学 習する

UNIX C言 語の開発環境を理解 し操作出来 る事を目標とする

実 習 ・ 演 習 バ ッチ システム ・オ ンラインシステム ・デー タベ ースシステ ム等 の

演習を行 うにあた り,グ ループに分かれての システ ム開発 ・運営 ・

管理 までを身を もって学習す る

4.1.2情 報処理教育指導者に要求 され る知識 ・経験

4.1.1の 表4-1に 記述 されて いるカ リキ ュラムで は,以 下の事を 目的 と して いる。

① コンピュータの知識習得

(ハー ドウェア,ソ フ トウェアの理解)

② プログラ ミング言語の理解,作 成

(COBOL,C言 語,CASL等 の言語を使 いこなす)

③ システム設計の知識 習得

(コ ンピュータを システム的視点で とらえ,そ の理解を促す)

① と② につ いては,第 二種情報処理技術者試験に出題 され る範囲であ り,情 報処理教育

指導者(以 下,指 導者 と記す。)と して は,こ の レベルの知識 は,習 得 されていなければ

な らない。

③ については,テ キス トの理解 だけで は,十 分 な指導を学生に行 う事 はで きず,シ ステ

ム設計 を実際に経験 した指導者で なければ,指 導が不備 とな る。

システム設計の指導 は,指 導者 自身が以前に ソフ トウ ェアハ ウス等で習得 した知識 を学

生 に対 し指導 しているのが現状であ る。 しか し,一 度習得 した知識 もいつかは古 くなるの

が,進 歩の早い コンピュータ業界の常識である。

上記のよ うに学外で システム設計 の経験を した者だけが システ ム設計の指導を行 うので

は,指 導者の量 的な拡大 ・質的な充実 は,思 うよ うに期待す ることはで きない。

そのために,シ ステム設計の経験のない指導者を,学 内で特別 なカ リキュラムを用いて

システム設計ので きる指導者へ と導 いて行 くことが必要 とな る
。

また ソフ トウェアハ ウス等で,経 験済みの指導者の知識を リフ レッシュさせ ,さ らに高
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度 な指導がで きる環境作 りも同時 に行わなければな らない。

4.1.3情 報処理教育指導者の採用状況

情報処理業界 は,慢 性的 な人材不足の状態が続 いてお り,本 校 において も指導者 として

十分なコンピュータの経験 と知識 を習得 してい る人材を確保 することが困難 な状態である。

指導内容 も高度化 し,経 験者の確保 も難 しい状 態で あれば,学 内指導者の レベル ア ップ

を行 うか未経験者 を指導により情報処理教育指導者へ育て る方法を とらなければな らない。

4,2今 後の情報処理教育

4.2.1情 報処理技術 の発展 と動向

情報処理技術の発展 は,目 を見張 る勢いで進歩 してお り,そ の動向について以下 にその

具体的な例を記述 す る。

(1)AI(エ キスパー ト・システム)

ビジネス上で,何 らかの判断を行な う場合,人 間に変わる コンピュータの判断で選択

を行 う事がで きるよ うになれば,コ ンピュー タの利用形態 もデータの大量記憶,計 算 の

早 さだけでない ものに拡大 されて行 くで あろう。

(2)コ ンピュータ ・ネ ッ トワーク

1台 の コンピュータが,別 の コンピュータと接続 され,デ ー タの受 け渡 しや コンピュ

ータ同志での会話 を可能 に し
,場 所を意識せずに利用 出来 る事が今後の コンピュータ ・

ネ ッ トワークの主 な利用形態 とな って行 くであ ろう。

(3)ソ フ トウ ェア工学

Σプロジェク トに代表 され る ソフ トウェアの生産性 向上技法,シ ステム分析か らシス

テムの開発 までの コンピュータによる自動設計法な ど,ソ フ トウェアの生産 にかかわ る

考え方は,常 に注 目しなければな らない ものだ と考え る。

(4)デ ータベースの動向

リレーシ ョナル ・データベースが一般的 とな り,標 準的な操作言語(SQL)がJI

S化 され,さ らに利用が広が って行 くで あろ う。

(1)から(4)までの技術 は,情 報処理環境の進歩,変 化 の状況を認識 させ るものであ る。 そ

れ に加えて,現 在,シ ステム開発の標準的な方法 と して,分 析を行い,シ ステム設計を行

い,プ ログラムを作成 し,シ ステ ムを稼動 させ ることが常識 とされているが,今 後の動 向

と して は,リ レー シ ョナル ・データベース利用 の発展に伴い,デ ータ中心 システム設計へ
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と大 きく変貌 してい くことだろ う。また,90年 代ソフ トウ ェアの設計 ・開発作業で必要 と

な る段階を,コ ンピュータによ り処理させ,プ ログラ ミングの 自動化を も可能にす る時代

が未来的発想で はな く,現 実 として1歩1歩 近づいて来ている
。 このような技術の発展 に

対 し,指 導者 と しては現在までの情報処理の範囲か ら大 きく越え るものを技術の進歩に対

応 し,知 識 と して理解 し,教 育 していか な くてはな らない もの と考え る。

4.2.2学 生 に対す るシステム設計の演習方法

4.2.1で 述べたよ うに,シ ステム的な ものの見方が
,学 生 にとって も必要 を課題であ る。

新 しい技術を使い こなすだけで はな く,そ の技術を使用 して どんな システムが組 立て られ

るかどうか考えなければ,十 分にその技術を生か して いるとは言えない
。

またそのよ うなシステム設計演習 こそが,学 生の自発的な演習参加 の意欲を高 める もの

となるのではないか。

したが って学生 に対する演習方 法として は,シ ステム設計を講義 と して行 うのではな く,

システ ム設計の知識を習得 した後で,実 際に システム作 りを経験 させる ことが効率的 な指

導ではないかと考える。演習内容 としては システムの分析 ,設 計,製 作,運 用方法を考え

なが ら,学 生 自身が システムの意味付け,工 夫を行 うよ うに指導す る事によ り意義あ る演

習を行 うことが 出来 る。

4.2.3情 報処理教育指導者の技術 レベル ア ップ

指導者は,学 生 に対 し新 しい知識を教え ると共 に,ど のよ うにシステムとしてと らえて

行 くかを指導で きなければな らない。

具体的に指導者に必要な技術 レベルを以下 に述べる。

① ハー ドウェアの知識

② ソフ トウェアの知識

③ プログラ ミング言語の知識

④ プ ログラ ミング作成能力

⑤

⑥

⑦

⑧

システム分析の知識 ・経験

システム設計の知識 ・経験

システ ム開発の実験

システム運用についての方法論

①か ら③ まで は・情報処理技術者試験の第二種程度であ り
,こ の知識 は,指 導者 に とっ

ては,前 提 にす ぎない。
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この上 に システム作 りが出来 る知識 ・経験を習得 してお く必要がある。

よ く言 われ る事であるが,シ ステ ム開発の経験者の経験年数が 内容の密度を必ず しも現

わ して はいない。 したが って単 に経験年数が長いことが,シ ステム設計の指導者の条件で

もないと考えている。

システ ム的思考の出来 る人 こそが,新 しい技術を取 り入れ,上 手 にその技術を使 う事 も

で きると考えて いる。

以上述べたよ うに,情 報処理教育 の高度化 のキーワー ドは,・rシ ステム』という言葉 に

尽 きるのではなかろ うか。

4.3か らは,具 体例の説 明を行 う。

4,3指 導者 養 成 の ため の シス テム開 発 の実 例

4.3.1学 校 内 システ ム開 発 環境

学 内に は,主 に学生 の実 習 を 目的 に設 置 され た コ ンピ ュー タが,5セ ッ トあ る。

そ の使用 内容 は以下 の通 りで あ る。

(1)第1コ ン ピュー タ室

機 器:NEC-ACOS3400

端 末 台数:48台

実 習:COBOL実 習,オ ペ レーテ ィ ング ・システ ム,シ ステ ム設計 演 習,オ ン

ライ ン演 習,デ ー タベ ー ス演 習

(2)第2コ ンピ ュー タ室

機 器:FACOM-16β

台 数:48台

実 習:COBOL演 習

(3)第3コ ン ピュー タ室

機 器:IBM-5540

台 数:48台

実 習 内容:COBOL演 習,医 事 会 計,オ ペ レー シ ョン演 習(表 計 算)

(4)第4コ ンピ ュー タ室

機 器:NEC-PC9801VX41

台 数:48台
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実習内容:オ ペ レー ション実習(ワ ープ ロ,表 計算 ,デ ータベース),会 計 ソフ トウ

ェア

(5)第5コ ンピュータ室

機 器:NEC-PC9801RA5

台 数:48台

実習内容:オ ペ レー ション実習(ワ ープロ,表 計算,デ ータベ ース) ,C言 語

5セ ッ トの コンピュータの中で,第1コ ンピュータ室の ホス トコンピュータは学生の実

習だ けでな く,学 内の事務処理の効率化のためにも使用 されて いる。ホス トコンピュー タ

にLANで パ ソコンを接続 し教務室 と事務局 とのネ ッ トワー クを構築 しているか らである
。

ハー ドウェア と基本 ソフ トウェアはすべてメーカー等により提供 された ものを使用す る

が,学 内業務 のアプ リケーシ ョン ・ソフ トウ ェアは,学 内にいる指導者で主 に作成 して い

る。つ まりは通常 の汎用機ユーザーの対応 と同様である。 しか し,形 態 は通常のユーザー

と似ていて も,実 際には3っ の意味を もっている。

① 学内業務の システム化

② 指導者の育成

③ 情報処理の高度利用の研究

その中で本校 の現時点の問題点 は,汎 用機 とパ ソコンで別 々に システムが開発 されてい

たため,デ ー タの重複,む だな処理が発生 している点である。

学内のネ ッ トワークを構築 したの も処理効率の向上,デ ータ資源の一元化を はか り,汎

用機 とパ ソコンの連絡が とれ る学 内の情報 システム作 りの環境 を整え ることが 目的である

か らであ る。

本校で は,こ のネ ッ トワー クにより,汎 用機 とパ ソコンとの機能 の振 り分けを行お うと

している。

汎用機:デ ー タベース ・マ シン,定 型業務の高速処理

パ ソコン:汎 用機データの加工を行 い
,グ ラフ表示,分 析表の出力を行 う使 いやすい

マ シン,非 定型業務の処理

本校 のネ ッ トワー ク構成 を次ページに示す。
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4.3.2開 発要員 と しての指導者の立場

4.3.1で 述べた システムの開発環境を使 って指導者 の早期育成方法 を考えてみ たい。

今回の システム開発は,2名 の要員で,期 間は,約3ケ 月間である。開発対象業務の ボ

リュームに対 して十分な余裕が あった。

これには,次 の目的があったか らである。

① 構造化プ ログラ ミングの作成方法 について検討を行 う。

② システ ム化対象の業務の分析か ら,運 用 まで至 るシステム開発の流れを理解 しすべ

ての工程の経験をする。

いわゆるOJT(オ ン ・ジ ョブ ・トレーニ ング)の 方式で システムの開発を行 った。

開発要員の うち1名 は,汎 用機での システム開発の経験者で あ り,も う1名 は,プ ログ

ラ ミング言語の知識 はあるが,シ ステ ム開発 についての経験が ないとい う前提 であ った。

実際の開発は,2名 が協力 しあいなが ら,シ ステム開発の各 フ ェーズごとに方法を検討

しなが ら行 った。

4.3.3開 発 したシステムの詳細 な内容

学校 システムは次のサブ システムか ら構成 されている。

① 成 績 管 理

② 就 職 管 理

③ 検 定 管 理

④ 出 欠 席 管 理

⑤ 校 納 金 管 理

⑥ 学 生 募 集

⑦ 校 友 会 管 理

⑧ その他 ・メ ンテナ ンス

この中で今回の開発テーマに したのは,① 成績管理であ り,そ のサブ システムで,特 に

開発の要望が多 いr模 擬試験結果の分析』を開発す る ことに決定 した。

その システムの名称 を以後r模 擬試験分析 システム』 と記述す る。

4.3.3.1模 擬試験分析 システムの概要

今までの試験分析の問題点を以下に述べる。

(1)得 点の集計が遅 い。

② 合計点で しか,デ ータを分析 で きない。
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(3)試 験の対策に利用で きない。

(4)個 人 ごとの弱点 が解 らない。

(5)出 題内容の理解度が どれ くらいなのかが解 らない。

(6)過 去の模擬結果 と現在 との比較を したい。

(7)学 内で の自分の順位が,早 く知 りたい。

上記は,指 導者 と学生 とか ら出て来た問題点であ り,こ の解決 にあた った。

学内においては,す で にOMR採 点 システムが稼動 してお り,模 擬試験の午前に対 し

ては自動 的に採点がで き,デ ー タとして は,十 分持 って いた。

問題点を整理 し解決すべ き点をまとめると,以 下のよ うになる。

(1)個 々の小問 ごとに得点を記憶す る。

(2)ジ ャンル(出 題 内容)ご とに理解度 を記憶す る。

(3)学 生 に見やす く,自 分で 自分の弱い ジャンルが分析できる。

(4)正 答率を現在 と過去 とで比較で きる。

(5)学 内の得点の平均がわか る。

⑥ 個人 ごとの順位がわかる。

(7)午 後の理解度の分析に も使える。

(8)学 生の個別指導に十分役立つデータがある。

(1)から(8)の解決点を検義 し,ど のよ うな資料を作成すればよいかの討論を行 い システ

ム分析か らシステム設計へ とスケジュールを移 した。

その中か ら導 き出された内容 は,個 人の弱点を学生が見て,十 分 に分析で きる資料を

作ろうで はないか とい う事だった。

午後の入力方法 は記述式なので,OMRで 採点す る事 はで きないが,自 己採点を し,

小問 ごとに正 しいか誤 ってい るかをマー クシー ト用紙 に記入 し採点する方法でデータの

収集を行 う事が出来 る。っまり,分 析内容が充実す る ものだ と考えてい る。

システム開発の資料 は以下の通 りであ る。

資料 ① システム概略図

② システムの詳細設計書

③ 構造化プログラミングの作成例

④ 個人成績表出力例

⑤RIQSの データ定義書
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① シス テ ム概 略図

試験結果 フ ァイル(OMR採 点 システムよ り)

試験実施 ファイル

酉己点 ファイノレ

パラメータファイル

問別分類 ファイル

試験実施 ファイル

ノぐラメータファイル

得点集計ファイル作成

ジヤンル集計

ファイル作成

試験実施 ファイル

試験 フ ァイル

問別分類 ファイル

受験者 ファイル

学科 マスタ

ジャンルマスタ

試験出力順 ファイル

ジャンル出力順 ファイル

個人成績表

パ ラメータファイル

得点集計ファイル

得点集計ファイルの順位付けと総合計ファイル作成

総集言十ファイノレ
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試験実施 ファイル

試験 ファイル

ジャンルマスタ

ジャンル出力順 フ ァイル

学生 マス タ

学科 マスタ

ジャンル集 計ファイル

クラス別 ジャンル分析表作成

クラ`ス別 ジャンル分析表

試験実施 ファイル

試験 ファイル

ジャンルマスタ

ジヤンル出力順 フ ァイル

学生マスタ

学科マスタ

教師 マスタ

ク ラスマスタ

クラス集計表作成

ジャンル集計フ ァイル

クラ榛 計表
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① シス テ ムの詳 細 設 計書

得点集計ファイル作成

試験実施 ファイル

配点 ファイル

パ ラメータファイル

試験結果 ファイル(OMR採 点 システムよ り)

GENRE-TSYUKEI

得点集計ファイル
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得点集計ファイル作成

(は じ め)

①
初 期 処 理

②

試験実施番号の取 り出し

③

必須 ・選択問題の取り出し

④

配点テーブル作成

⑤

得点集計ファイル作成

⑥
終 了 処 理

(お わ り)

OMR採 点 システムよ り作成 した試験結果フ ァイルを

試験実施 ファイル ・配点 ファイルを使 い,得 点集計 フ

ァイルを作成 する事を目的とす る。

① 初期処理

ファイルのOPEN

② 試験実施番号の取り出し

午前 ・午後の実施番号の識別を行う

③ 必須 ・選択問題の取り出し

問題群の中からいくつ選択するかを行う処理

④ 配点テーブル作成

各問ごとの得点を集計する(1つ の問に答え

る場所が何カ所かある場合の処理)

⑤ 得点集計ファイルの作成

午前 ・午後の総得点及び各問ごとの選択,配

点,得 点を書き込む処理を行う

⑥ 終了処理

ファイルのCLOSE
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ジャンル集 計ファイル作成

問別分類 ファイル

試験実施 ファイル

パ ラメータ ファイル

得点集計 ファイル

GENRE-SYUKEI

ジ ャ ンル集計 ファイル

一163一



ジャンル集計 ファイル作成

(は じめ)

①
初 期 処 理

②

試験実施番号の取り出し

③

問別分類テーブルの作成

④

ジャ)〃レ集計 ファイルの作成

⑤
終 了 処 理

P

(お わ り)

得点集計ファイル ・問別分類 ファイル ・試験実施 ファイル

等を使い各問ごとの把握度を集計す ることを 目的 とする。

① 初期処理

ファイルのOPEN

② 試験実施番号の取り出し

午前 ・午後の実施番号の識別を行う

③ 問別分類テーブルの作成

午前 ・午後に関 しての問ごとのジャンルの入っている

問別分類 ファイルを読み,集 計する

④ ジャンル集計ファイル作成

各問ごとの得点と配点から問ごとの把握度を計算 し

ジャンル集計ファイルを作成する

⑤ 終了処理

ファイルのCLOSE
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得点集計ファイルの順位付けと

総合計ファイル作成

得点集計ファイル

プ リ ン ト フ ァ イ ル

ノ寸ラ メ 一 夕 フ ァ イ ル

じ

GENREJYUNI

総 集 計 ファイル
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得点集計ファイルの順位付けと総合計ファイルの作成

)
①

理処期初

②
理処位順前午

③
理処位順後午

④
理処位順合総

⑤

劫初万計合総

⑥
理処了終

)
りわお

めじは

(

(

得点集計 ファイルに対 して,午 前,午 後,総 合の得点順 に

順位付 けを行 ない,総 合計 ファイルに対 しては,全 受験者 の

集計内容を出力す る。

① 初期処理

ファイルのOPEN

② 午前順位処理

午前の得点降順に並べかえて順位付けする。

③ 午後順位処理

午後の得点の降順に並べかえて順位付けする

④ 総合(午 前+午 後)順 位処理

総合計の降順に並べかえて1順位付けする。

⑤ 総合計 ファイル出力

得点集 計 ファイルを集計 し,総 合計 ファイルに出力す る。

⑥終了処理
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個人成績表

得点集計 ファイル

試験実施 ファイル

試験 フ ァイル

問別分類 ファイル

受験者 ファイル

学科 マスタ

ジャンルマスタ

試験出力1順ファイル

ジャンル出力順 フ ァイル

個人成績表

パ ラメータファイル

ジャンル集計 ファイル 総集計 ファイル

個人成績表
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クラス別 ジャンル分析表

試験実施 ファイル

試験 ファイル

ジャンルマス タ

ジャンル出力順 ファイル

学生マス タ

学科マスタ

ジャンル集計 ファイル

SORT付

クラス別 ジャンル分析表

クラス集計表

試験実施ファイル

試験 フ ァイル

ジャンルマスタ

ジヤンル出力順 ファイル

学生マスタ

学科マスタ

教師マスタ

ク ラスマスタ

SORT付

クラス集計表
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⑤RIQSの データ定義書

汎 用 レ イ ア ウ ト

試験実施ファイル

試 験 実 施 フ ァ イ ル

実施番号

9(6)

実 施 日

9(6)

試 験ID

×(6)

試 験 実 施 名 称

N(30)
・

一
$

ー

試験 ファイル

配点ファイル

試験 試験 問題
}ド コード 数 選始 選終 選数

9(3)9(3)9(3)

一 選始 選 終 選 数 選 始 終^

AAA

9(3)9(3)9(3}9(3)9(3)9(3)

試 験ID試 験
コー ド

×(6)×(4)

答

番 号

9(3)

配 点

9(3)

一 ノ
配点
A

試験結果ファイル

試 験 結 果 フ ァ イ ル

試験ID 実施 日 S 受験番号 氏 名 氏 名 フ リガ ナ
ツ学
…∫腕 ; 出席

点数 01
.09 読取番号

×⑥ 9(6) 9(6) N(10) N(20)

ス 番
号

9(2)b② 9(3) 9(3)
ノ

9(3) 9(6}
'、 11/、

9(|) 9(1)9(1)

/



汎 用 レ イ ア ウ ト

得点集計

得 点 集 計

学
科

肥

、、

一

フ

、

出

席
番

号

9(2

受験番号

9(6)

午前実施
番号

9(6)

午後実施
番号

916)

午前
川負位

9ω

午前
合計

9(3)

午後
順位

9(4)

午後
合計

9(3)

総合
順位

9(4)

総

合

計'

9(3)

午前選択 午前配点 午前得点 午後選択 午後配点 午後得点

問

1

㍗

～
閉

20

問

1

く(1D9(3)

～
問

20

9(3)

問

1

9(3)

～
問

20

9(3)

問

1

く(1

～

}

問

15

イ1

問

1

`9(3)
～
問

15

9(3)

問

ユ

9(3)

～
問

15

9(3)

1＼
9ω9ω

ー

ミ

O
ー

ジャンル集計

ジャンル集計

APATHGENRESYU

受験番号

9(6)

実施 番号

9(6)

ジ ャ ン ル

コ ー ド

×(6)

問別分類

試験IDジ ャ ンル

分 類

×(6)

分 類

ジ ヤ ン ノ

分 類

20

×(6)

受験者ファイル

受 験'者 フ ァ イ ル

受験番号

9(6)

氏 名

N(10)

氏 名 フ リ ガ ナ

N(20}

学

科

9(2

;一

、

出

席
番

号
9②

|＼
9(1)×(1)



1

学 生 マ ス タ

学 氏 学 w 出 生 コ出 受 学 評特奨 現〒 現 現 現 現T 帰〒 帰住 帰住 帰住 帰T 保氏
籍 氏名フリガナ 性 ラ席 年 1身 付 寮住% 住 住 住 住E 省% 省所 省所 省所 省E 護
番 科牢 番 月 ド校 番 力 価待学 所 所 所 所 所L 先 先1 先2 先3 先L 者名
号 名 号 日 号 1 2 3

9(6) N(10) ×(20)
'

9(2
、

9(2×(7) 9(5) 9㈲ 9(493.
、 、

×f6) NOθ N⑮ N田 ×⑫ ×(6} N⑮ Nα9 NO5 ×⑫ NOO

。h)911)＼ ～ ＼＼

学生マスタ

NωN(1)Nω9ω

学 科 マ ス タ

堂

科
コ

ー

ド

肥

略

称

N(勿

学 科 名

NOO

課 程

N⑩

年

数

1
1

学科マスタ

9(1)

ジ ャ ン ル マ ス タ

小 分 類

NO5

大 分 類

Naθ

ジャンル

コー ド

×⑥

ジ ャ ンル マ ス タ

川目

 

力出職試

実施番号

午後10

9(6)

 

10揃

鯛

》
実施番号

午 後1

9(6)

午 前1

9t6}

 

試
験
分
析
番
号

試験出力順

 

一

一
や
一
1



ジ ャ ンル1順

ジセ汐田一ド

ジゼ〃辺一ド

川頁

ク ラ スマ ス タ

クラス
コー ド

x④ N⑮

名

一

一
心

ー

教師マスタ
教

師

コ
ー

ド

氏 名 氏 名 フ ガ ナ

総合計ファイル

9(6)

総

9(6)

受験 人数

総得点 午前 午1(総 合

9(4)9(4)9(4) 9(6)

公
じ
糸 トニ=

n

得点合d・誓!籠
ノド11∬20

9(4)

.又験 合

1汁午 前 得 点 合 、㌃1'

20i・{:17t1

9④ 9(6)

受験 合
得点合計1'F午後

午後15

9(6)9(4)

悪 念午順 午後実
15施 番号 施番号

9〔6)



総合計ファイル

総合計ファイル

APATHSOUGOKEI

午前

実施番号

9(6)

午後

実施番号

9(6)

試 験結果ファイル

試験結果ファイル

APATH-SIKENKO1

試験ID

×(6)

実施日

9(6}

受験番号S

9(6)

読取番号

gr6}

9ω
ー

ミ
ω
ー

ジヤンル集計 ジ ャ ン ル 集 計

受験番号

9(6)

実施番号

9(6}

ジ ャ ン ル

コ ー ド

×⑥

把
握
度

③9

得点 集計

集
.
ー日

守
!イ

APATH_TSYUKEI

受験番号

9(6}

午前

実施番号

9(6}

午後

実施番号

9(6)



5,調 査研究のまとめ

今,情 報処理教育機関 は,何 をなすべ きか 。我 々は,そ の答えを,次 の言葉に集約 したい。

情報処理教育機関は,単 な る知識の習得 を行 う所で はな く,自 らが問題発見 し,そ れを 自

ら解決する所でな くてはな らない。

そのため,指 導者の技術的 ア ップ,特 にシステ ム開発の技術的ア ップ は,教 育機関は十分

な注 目を配 って行かなければな らない。

この論文で とりあげた システムは,第1回 目の模擬試験(90年2月28日)で 使用 され,運

用 も継続的 に行われよ うと している。

システム開発の対象は,学 内業務 にい くらで もある。陳腐化 した知識だけに しがみついて

いるのではな く,自 らシステム作 りの場で技術 ア ップをはか って行 くべ きである。

6.参 考文献

・ 『情報化人材育成連携機 関(委 嘱校)情 報処理教育高度化に関す る調 査研究助成 報告書

(平成元年3月)』 財団法人 日本情報処理開発協会中央情報教育研究所発行

・ 『情報 システム部門の戦力的管理』 前川良博編著 日刊工業新聞(1989)

・ 『ソフ トウ ェア進化論 』 今井賢一著NTT出 版(1989)
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第3部

地域の求める情報処理技術者像 とその具体的

な教育指導方法に関する調査研究





第3部 第1編

地域の求める情報処理技術者像 と

専門学校 としての教育指導方法

専 門 学 校 静 岡 ス ク ー ル ・オ ブ ・ ビ ジ ネ ス
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1.調 査 研 究 テ ー マ

地 域 の 求 め る 情 報 処 理 技 術 者 像 と 専 門 学 校 と し て の 教 育 指 導 方 法

2.調 査 研 究 担 当 者

教 育部 福 井 伸 明

3.調 査 研 究 の 概 要

3.1ね ら い

高 度 情 報 化 社 会 の 進 展 に と も な い 、 情 報 処 理 産 業 にSI(シ ス テ ム イ ン テ グ

レ ー タ ー:SystemIntegrater)と し て の ニ ー ズ が 高 ま り、 多 様 で 効 果 的 な イ ン

パ ク ト を も た ら す 「地 域 特 性 」 を 考 慮 し た ノ ウ ハ ウ が 不 可 欠 と な っ て い る
。

そ れ に 対 応 し た 情 報 処 理 技 術 者 像 と 専 門 学 校 と し て の 教 育 指 導 方 法 を 考 察 す

る。

3.2構 成

地 域 情 報 化 社 会 と は な に か、 そ の 地 域 特 性 と 情 報 化 社 会 を 有 機 的 な 結 合 さ せ

る べ く、 中 枢 ・ 中 核 で あ る 情 報 産 業 は ど ん な 人 材(特 に 専 門 学 校 卒 業 者)を 求

め て い る の か を 商 業 都 市 型 と 工 業 都 市 型 に分 け て 探 求 し、 そ れ ら を 勘 案 し た 専

門 学 校 の 情 報 処 理 技 術 者 教 育 の あ り 方 を 構 成 に 展 開 し た。

4.調 査 研 究 の 内 容

4.1は じ め に

昭 和60年9月 の ニ ュ ー ヨ ー クG5(先 進5ヵ 国 蔵 相 会 議:Conferenceof

MinistersandGovernorsOftheGroupofFiveCountries)の プ ラ ザ 合 意 を

き っ か け に 始 ま っ た 円 高 は 、 我 が 国 の 産 業 構 造 や 貿 易 構 造 を 、 さ ら に は 企 業 の

経 営 活 動 は 、 業 種 、 業 態 や 規 模 の 如 何 を 問 わ ず、 際 の な い 開 か れ た 協 調 型 へ と

変 貌 し て き た。 そ の グ ロ ー バ ル な 展 開 の も と、 情 報 通 信 技 術 の 発 展 、 コ ン ピ ュ
ー タ 処 理 の 普 及 に よ り

、 産 業 は も と よ り 社 会 生 活 、 行 政 の あ ら ゆ る 面 で 急 速 に
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情 報 化 が す す ん で い る。

し か し な が ら、 こ れ ま で の 情 報 化 は 大 都 市 中 心 ・企 業 中 心 の 業 務 か ら の 情 報

化 で あ り、 豊 か さ、 快 適 さ、 ふ れ あ い と し て の エ ロ ジ カ ル な 、 ま た 、 地 域 の 開

発 と 調 和 し た 情 報 化 の 進 展 は 遅 れ を と っ て お り、 今 後 の 展 開 は、 地 域 社 会 の 情

報 化 の 実 現 に 向 け て 、 個 人 、 企 業 、 教 育 機 関 、 行 政 機 関 が 主 体 性 を も ち、 地 域

に 応 じ た シ ス テ ム を 構 築 し、 経 済 的 に 文 化 的 に 自 立 し た 地 域 社 会 を 形 成 し て い

か な け れ ば な ら な い。

4.2地 域 情 報 化 社 会

4.2.1ア イ デ ン テ ィ テ ィ の あ る 地 域 社 会 の 確 立

地 場 産 業 を 中 心 と し た 経 済 的 基 盤 は 、 そ の 地 域 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ(主 体 性

・ 固 有 性)が 存 在 す る。 そ の 地 域 の 歴 史 、 風 土 、 産 業 、 文 化 、 人 材 、 地 域 の イ

メ ー ジ 等 の 資 源 を 活 用 し 「魅 力 あ る 地 域 社 会 」 と し て 確 立 し て い か な け れ ば な

ら な い。

4.2.2地 域 の 情 報 化 と は

産 業 活 動 の コ ン ピ ュ ー タ リ ゼ ー シ ョ ン の も と に 始 ま っ た 情 報 化 は

(1)情 報 関 連 技 術 の 飛 躍 的 な 発 展

(2)情 報 の 自 由 化

(3)情 報 関 連 基 盤 の 整 備

を も と に 高 度 情 報 化 は 急 速 に 進 展 し、 ひ と つ の 機 は 熟 し た と い え る。

そ して こ の 高 度 情 報 化 は 大 都 市 中 心(図4-1、 図4-2)で あ り、 今 後 の

課 題 は そ の 資 源 を 地 域 社 会 に 普 及 さ せ る 展 開 が 必 要 と な る。(図4-3)

そ の 「地 域 の 情 報 化 」 と は、 地 域 社 会 を 構 成 す る 個 人、 家 庭、 企 業、 産 業 団

体 ・公 共 団 体、 行 政 が そ れ ぞ れ の 立 場 と、 価 値 判 断 の も と で 進 め る 情 報 関 連 技

術 の 活 用 行 為 と し て 捉 え

(1)地 域 産 業 の 強 化 、 活 性 化t」"

(2)住 み よ い 生 活 ・社 会 環 境 づ く り

.を テ ー マ に 全 国 規 模 で 展 開 し て い く こ と で あ る。
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情報産業・事業所数
東京都占有率(東 京/全 国)

蹴

鋤

剛

職

鰍

敬

聴

諏

梛

ぽ

欧

1

年 年

一 ～ワトウェア業 ・情 報処 理サー七＼又業 ・情 報提供サービ 文業 一一 その 他 一一合 計

図4-1

情報産業・従業員数

東京都占有率(東 京/全国)

蹴

鋤

地

竜

鰍

諏

鋤

諏

批

協

暁

1

一 従業員数

図4-2

特 定 サ ー ビ ス 産 業 実 態 調 査 報 告 書 平 成 元 年12月
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高 度 情 報 化

情 報関連 技術 の 発 展 情 報 の 自 由 化 情 報 関連 基 盤 の整 備

高 性 能 コ ン ピ ュ ー タ

CATV

VAN

ビ デ ィ オ テ ッ ク ス

ハ イ ピ ジ ョ ン 他

第 一 種、 第 二 種 電 気 通

信 事 業 の 自 由 化

行 政 機 関 に よ る

情 報 提 供 他

INS計 画

シ グ マ 事 業

情 報 化 推 進 助 成 制 度

各 種 研 究 開 発 機 関

他

地 域 情 報 化 へ の 展 開

図4-3

4.2.3地 域 情 報 化 施 策

こ う し た 大 都 市 圏 と 地 方 圏 の 情 報 格 差 を 解 消 す る た め、 地 域 社 会 の 情 報 化 の

実 現 に 向 け、 こ の2～3年 、 各 諸 官 庁 の 主 導 の 下、 さ ま ざ ま な 情 報 化 構 想 に 取

り 組 ん で い る。 そ の 地 域 情 報 施 策 の 一 部 の 概 要 と、 現 在 実 施 さ れ て い る 地 域 ・

都 市 の 一 覧(表4-1)を 以 下 に 記 す る。

4.2.3.1テ レ ト ピ ア 構 想

「生 活 情 報 圏 に 対 応 し た 地 域 情 報 化 施 策 」 と し て 位 置 づ け・CATV・IS

DN、 キ ャ プ テ ン、 通 信 衛 星 等 の 各 種 ニ ュ ー メ デ ィ ア を モ デ ル 都 市 に 導 入 し、

家 庭、 経 済、 地 域 社 会 に 及 ぼ す 効 果 や 影 響 、 問 題 点 を 把 握 し、 対 応 策 し い て は

普 及 策 を 明 か に し、 来 る べ き 高 度 情 報 化 社 会 と し て の 未 来 型 コ ミ ュ ニ テ ィ社 会

を 実 現 す る。

4.2.3.2テ レ コ ム タ ウ ン 構 想

「経 済 活 動 を 中 心 と し た 広 域 な 情 報 圏 」 と し て 位 置 づ け、 中 枢 ・中 核 都 市 な

ど の 拠 点(テ レ コ ム タ ウ ン)に 光 フ ァ イ バ ー 網 、 衛 星 通 信 地 球 局 な ど の ハ ー ド

群 、 映 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス な ど の ソ フ ト群 を 組 み 合 わ せ て シ ス テ ム 構 築 を 行 い、

高 度 な 未 来 型 都 市 機 能 の 実 現 を 図 る。
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ま た、 さ ら に テ レ コ ム タ ウ ン 同 士 の ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 行 な い 、 広 域 圏 に お け

る 情 報 通 信 機 能 の 向 上 と、 情 報 流 通 の 活 性 化 を 図 る。

4.2.3.3ニ ュ ー メ デ ィ ア ・ コ ミ ュ ニ テ ィ 構 想

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ(産 業 、 社 会 、 生 活)の 各 分 野 に お け る ニ ー ズ に 即 応 す る

各 種 の モ デ ル 情 報 シ ス テ ム を 構 築 し、 そ の 運 用 を 通 じ て 、 そ の シ ス テ ム の 利 便

性 ・経 済 性 な ど の 評 価 を 行 う と と も に、 そ の 結 果 を 踏 ま え て 、 モ デ ル 情 報 シ ス

テ ム を 発 展 さ せ 、 そ れ を 全 国 へ 展 開 す る こ と に よ り、 バ ラ ン ス の と れ た 情 報 シ

ス テ ム の 普 及 を 図 っ て い こ う と す る も の で あ る。

4.2.3.4テ ク ノ ポ リ ス 構 想

高 度 情 報 シ ス テ ム に 向 け て、 最 先 端 技 術 産 業(産)と 学 術 研 究 機 能(学)、

住 環 境(住)と を 有 機 的 に 結 合 さ せ た 新 し い 都 市 づ く り を 目 指 す も の で あ り、

地 域 の 特 性 を 活 か し て 地 元 が 主 体 的 に 推 進 す る 地 域 開 発 で あ る。

4.2.3.5イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ シ テ ィ 構 想

高 度 情 報 化 の 進 展 に 伴 い、 都 市 に は 情 報 市 場 と し て の 機 能、 情 報 活 用 の 場 と

し て の 機 能 な ど 新 し い 都 市 機 能 が 要 請 さ れ て い る。 こ れ に 対 応 し た 住 み や す い

街 づ く り を 進 め る に あ た り、 高 度 情 報 通 信 シ ス テ ム と 都 市 の 基 盤 整 備 を 一 体 的

に 捉 え、 か っ 先 行 的 に 整 備 し て い く。

4.2.3.6グ リ ー ン ト ピ ア 構 想

農 山 漁 村 地 域 に お い て 情 報 化 を 推 進 し、 生 産 性 の 向 上 、 生 産 物 の 流 通 、 加 工

の 合 理 化、 そ し て 地 域 の 活 性 化 を 図 る。

4.3静 岡 県 の 地 域 情 報 化

静 岡 県 は 我 が 国 の 中 央 に 位 置 し、 大 都 市 中 心 に 製 造 や 流 通 、 サ ー ビ ス に と 幅

広 い 供 給 を し て い る。 従 っ て、 本 県 に は 各 地 域 に 多 種 多 様 な 地 場 産 業 が 立 地 し

て お り、 工 業 出 荷 額 が 全 国 一 の 製 品 が71を 数 え、 工 業 特 化 県 と 言 わ れ て い る。

そ の 中 で 本 県 は 東 部 、 中 部、 西 部 と3つ の 地 域 が 特 色 を 出 し、 地 場 産 業 の 発 展

一181一



表4-1 地 域 情 報 化 施 策 一 覧 表

テレトピ ア 、イピ ゾ ヨン テレコムタウン ニュづ テパ ア テクノポ リス ン刊 ゾ'エント
"リ
ーントピ ア

地域 ・都市 名 シ行 イ コミュニティ ノ行 イ

札幌市 ● ●

道 央 ●

北 函館市 ● ●

小樽市 ●

滝川市 ○ ●

海 旭川市 ●
ρ

紋別市 ●

北見市 ●

道 網走市 ●

釧路市 ○

根 室 ●

十勝広域 ●

青 青森市 ● ●

八戸市 ●

弘前市 ●

森 田子町 ●

岩手県 ●

岩 盛岡市 ● ● ●
一 関市 ●

手 北上川 ○

北上湯田 ●

宮城県 ●

宮 仙 南 ●

仙台北部 ●

城 仙台市 ● ● ● ●
`

気仙沼市 ●

秋 秋田市 ● ●

鹿角市 ●

田 若美町 ●

山形県 ●

山形市 ●

山 米沢市 ●

鶴岡市 ●

最上広域 ●

形 酒田市 o

長井市 ●

寒河江市 ●

福 福島市 ●

島 郡山市 ●

日立市 ●

茨 勝田市 ●

土浦市 ⑲

城 八千代町 ●

結城市 ●

栃 宇都宮市 o ●

足利市 ●

木 高根沢町 ●
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テレトピ ア 、イビ ジ ョン テレコムタウン ニズ メデ ィア テクノポ リス ンテリノ'エ ント
'リ
ーントピ ア

地域 ・都市名 シ行 イ コミュニティ ンィティ

群 前橋市 ●

高崎市 ● ●

館林市 ●

馬 太田市 ●

桐生市 ●

埼玉中枢 ●

埼 本庄市 ●

鷲宮市 ●

浦和市 ●

玉 大宮市与野市 ●

越谷市 ●

千葉市 ● ● ●

千 浦安市 ●

木更津市 ●

柏 市 ●

葉 野田市 ●

松戸市 ●

八王子市 ● ● ●

東 立川市 ● ●

東京湾臨海部 ●

青梅市

秋川市 ●

京 日の出町

特別区 ●

横浜市 ● ● ● ●

神 平塚市 ●

伊勢原市 ●

逗子市 ●

奈 藤沢市 ●

茅 ケ崎市 ●

湯 ケ原 町 ●

川 川崎市 ● ●

厚木市 ● ● ●

山 甲府市 ● ● ●

竜王町 ●

白根町 ●

梨 東八代郡 ●

新潟県 ●

新 新潟市 ● ●

上越市 ●

長岡市 ● ●

潟 柏崎市 ●

白根市 ●

上田市 ●

長 長野市 ● ● ●

諏訪広域 ●

野 松本市 ●

南安曇郡 ●
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テレトピ ア 、イピ ノ'ヨ ン テレコム舛 ノ ニューメテパ ア テクノポ リス ンテリノ'エ ント

'リ
ーントピ 了

地域 ・都市名 ノィティ コミュニティ シ行 イ

富 富山市 ● ● ● ●

高岡市 ●

山 黒部市 ●

石 金沢市 ● ● ●

小松市 ●

川 松任市
●

福 福井坂井郡 ●

勝山市 ●

井 武生市 ●

静 静岡市 ● ●

浜松地域 ●

岡 浜名湖西岸 ●

高山市 ●

岐 大垣市 ●

岐阜市 ● ●

阜 恵北地域 ●

池田町 ●

豊橋市 ●

愛 豊田市 ●

稲沢市 ●

瀬戸市 ●

知 名古屋市 ● ● ●

渥美地域 ●

三 四日市市 ●

重 紀 南 ●

滋 滋賀県 ●

大津 ・草津市 ●

賀 県中央部 ●

田辺町他 ● ●

京 丹波町 ●

福知山市 ●

都 船井地域 ●

京都市 ● ●

岸和田市 ●

大 貝塚市 ●

大阪市 ● ●

泉佐野市他 ●

阪 茨木市箕面市 ●

堺 市 ●

神戸市 ● ● ●

姫路市 ● ●

伊丹市 ●

兵 西脇市 ●

西宮市 ●

社 町 ●

加古川地域 ●

豊岡市 ●

庫 三田市 ●

尼崎市 ●

西播磨 ●

南淡路地区 ●
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ll

地域 ・都市名

テレトピ ア
.、イビ ジ

ョン

ンィティ

テレコムタウン ニューメデ ィア

コミュニティ

テクノホ'リ ス 1ンテリジ ェント

シィティ

プ リーントピ ア

奈

良

奈良 県

テクノハ㌧クな ら

五條吉野地域

●

●

●

和

歌

山

御坊田辺広域

紀北地域

和歌山市

●

●

●

●

鳥

取

鳥取市

米子市

東伯地域

●

●

●

●

島

根

松江市 ● ● ●

岡

山

岡山県

岡山市

蒜山地域

吉備高原

● ●

●

●

●

●

広

島

福山市

呉 市

広島市

尾道市

府中市

広島中央

世羅地域

●

●

● ● ● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

山

口

山口市

周南地域

下関市

宇部市

三隅町

● ● ●

●

●

●

●
徳

島

徳島市

吉野川

中 ・下流地域

● ●

●

香

川

香川県

香川市

高松市

丸亀市

大川地域

●

●

●

●

●

●

愛

媛

松山市

新居浜市

今治市

八西地域

西条市

愛 媛

肱川地域

●

●

●

●

●

●

●

●
高

知

高知市

土佐清水市

県東部

●

●

●

福

岡

久留米市

北九州市

福岡市

大牟田市

直方市

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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地域 ・都市名

テレトピ ア 1イビ ジ ョン

シィティ

テレコムタウン 二王 メデ ィア

コミュニティ

テクノポ リス ン刊 ジ ェント

シ行{

'll
－ントピ ア

佐

賀

伊万里市 ●

武雄市 ●

唐津市 ●

佐賀市 ●

鳥栖 ●

白石町 ●

長

崎

長崎市他 ● ● ●

佐世保市 ●

環大村湾 ●

諌早市 ● ●

熊

本

益城町 ●

熊本市 ○ ● ●

八代地域 ●

大

分

大分県 ●

大分 ・別府市 ● ● ● ●

日田市 ●

竹田市直入郡 ●

県北国東テクノ ●

宮

崎

宮崎県 ●

延岡市 ●

宮崎市 ● ● ●

都城北諸地域 ●

鹿

児

島

鹿児島市 ● ●

国分市隼人町 ● ●

鹿屋市 ●

川内市 ●

出水地域 ●

沖

縄

沖縄県 ● ●

那覇市 ●

宮古地域 ●
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に し の ぎ を 削 っ て い る。

今 回、 地 域 情 報 化 と し て 商 業 都 市 型 で あ る 中 部 地 域(静 岡 市)と 、 工 業 都 市

型 で あ る 西 部 地 域(浜 松 市)を 取 り 上 げ 調 査 し た。

尚、 両 市 の 産 業 構 造 形 態 が わ か る よ う に 表4-2を 付 加 した。

4.3.1中 部 地 域(静 岡 市)

県 都 と し て 古 く か ら発 展 して き た 地 域 で あ る が、 そ れ だ け に、 産 業 経 済 面 で

成 熟 化 傾 向 が 著 し く、 近 年 、 地 域 活 性 化 の た め の 様 々 な 地 域 開 発 構 想 が 持 ち 上

が っ て い る。

(1)テ レ ト ピ ア 静 岡 構 想 生 活 領 域 を ベ ー ス に 産 業 領 域、 教 育 ・文 化 領

域 か ら な る 複 合 型 情 報 シ ス テ ム を 軸 に 高 度 情

報 都 市 の 構 築 を め ざ す。

(2)新 地 場 産 業 集 積 圏 構 想 ・… 地 場 産 業 を 活 性 化 さ せ る べ く、 広 域 的 対 応 に

よ る 新 た な 複 合 的 産 業 集 積 の 形 成 を め ざ す。

以 上2構 想 が 柱 と な る が、 い ず れ も 情 報 化 、 ソ フ ト化 ・サ ー ビ ス 化 に 対 応 し、

情 報 の 受 発 信 機 能 の 強 化 を め ざ し た 高 度 情 報 集 積 地 域 づ く り と い う 考 え 方 が 根

底 に あ る。

中 部 地 域 は、 県 都 静 岡 市 を 中 心 に 行 政 サ ー ビ ス 機 能 、 金 融 機 能 と と も に、 卸

売 機 能 の 集 積 が 厚 く、 静 岡 県 の 管 理 中 枢 役 割 を 果 し て い る。、 当 地 域 の 就 業 構

造 に お け る 事 業 所 数、 従 業 員 数 で の 特 徴 は 見 ら れ な い が、 第 三 次 産 業 の 卸 小 売

業 の 集 積 は 特 に 高 く、 静 岡 県 の 卸 売 業 販 売 額 の う ち の30%が 当 地 域 で 占 め ら

れ て い る ほ ど で あ る。

こ の ウ エ ー トの 高 い 卸 小 売 業 分 野 で、 現 在 情 報 武 装 化、 ネ ッ ト ワ ー ク 化 の 動

き が 急 で あ る。

4.3.2西 部 地 域(浜 松 市)

浜 松 市 の 工 業 構 造 を 業 種 別 に 全 事 業 所 数 で み る と、 昭 和62年 で 、 第 一 位 が

繊 維 工 業 で1,295事 業 所 、 第 二 位 が 輸 送 用 機 械 で893事 業 所 、 と な っ て

い る。 ま た 工 業 出 荷 額 で み る と 楽 器(そ の 他 の 製 造 業 に 分 類)が1
,982億

円 と 桁 は ず れ に 大 き い。 こ れ は 浜 松 地 地 域 の 三 大 産 業 と 呼 ば れ て い る。

そ し て 製 造 品 出 荷 額 で み る と、 静 岡 市 の86 ,579,906万 円 に 比 べ、

164,198,199万 円 と 倍 額 と な っ て い る。 こ れ は ま さ し く 工 業 型 都 市

と い え よ う。
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その2慶某(中 分 顎)、 静岡興 ・静 岡市 ・浜松 市 、事某所 数及び 雀某 員数

"岡 桑 静 岡 市 浜 松 市 差
度 草 中 分 類 "岡 市 浜松 市 産 簾 中 分 類

享宴所 牧1旺 黄老 数 事項所 紋 県対 比 造菓 著数 倶対比 事纂 斬取 唄対 比 促 筆者数 貫 対 比 事業 所数 従業 者数 事某 所.数1這 異者数
卸 売 ・ 小 売 菓 ・ 飲8店 92.6B 427,459 14,735 16Z 80,726 19k 14,133 15駕 7s,144 18駕 602 5582 卸 売 ・ 小 売 業 ・ 飲 貧 店
卸 売 猿 13,858 ⑪9.691 3,日37 22乞 28,274 26駕 3,646 22駕 26,193 24X 2081 9 卸 売 業
名 相 商 品 卸 売 祭 53 965 22 42叱 414 43駕 16 39乞 187 19烏 6 227 各 稽 商 品 卸 売 纂
埠 鰻 ・鍛 高畠 具 ・鵠藁材 料等卸 売業 7."2 54,689 1,505 20ち 13,569 25乞 L838 2S駕 口.998 26老 333 489 婚 姥 ・磯 橿器 具 ・鵠 則 オw等 卸売 類
衣 服 ・ 食 輯 ・ 宏 貫等卸 売黛 6,206 54,231 ㌔475 2" 14」38 26之 1,185 19κ 口.996 22叱 299 2】34 衣 服 ・ 食 料 ・ 宝貝琴卸売 貧
代 理 商 ・ 仲 立 黄 157 896 35 22駕 221 27κ 7 4駕 12 1文 28 299 代 理 商 ・ 仲 立 類
小 売 菓 53,9S3 236,997 7,736 14κ 37,376 16ち 7,319 14κ 35,117 1s文 417 22S3 小 売 桑
名 稽 商 品 小 売 業 303 13』85 64 21駕 2,741 21x 39 13叱 2,791 2は 25 56 各 稽 商 品 小 売 鎖
鋸 篶 ・ 衣 服 ・ 身の團 り品小売 菓 7,863 25,613 1,236. 16文 4,θ49 19文 1,292 15考 3,881 15文 34 968 据 物 ・ 衣 服 ・ 身 の回 り品小 売頻
飲 食 偶 品 小 売 算 2Le68 88,729 2,857 13文 12,374 14駕 2,s97 t2駕 12,231 14% 260 143 飲 食 輯 品 小 売 菓
自 助 皇 ・ 自 転 車 小 売 業 3,547 22,219 472 13文 4.312119文 549 15駕 4,996 18文 312 77 自 動 車 ・ 自 転 皇 小 売 類
言 具 ・ 鵠 具 ・ じ ■ う 器 小 売 某 5,186 18,346 823 16ち 3,155 17駕 668 13駕 2,763 15文 1ss 392 家 具 ・ 鎗 昆 ・ じ ゅ う笛 小 売 業
そ の 他 の 小 売 莫 15,186 62』15 2,284 ハ5乏 9,939 16文 2,264 15駕 9,451 15文 29 488 そ の 他 の 小 売 簾
飲 食 店 24,802 86,761 3.9(i2 16烏 15,982 17駕 3,768 15X 13,834 t6欠 194 1248 飲 食 店
一 般 飲 食 店 14,485 69」47 2,264 15ち 9,7t6 16≧ 2,369 16ち 10,6日4 17ち t65 288 一 霞 飲 食 店

そ の 他 の 飲 食 店

金 融 ・ 保 隙 菓

19.31726,614

2.86、i、6.、9、
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17乞
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26文
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"之
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14κ
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359

31

1536

4346
そ の 他 の 飲 食 店

金 融 ・ 保 路 藁
飯 行 ・ 信 託 莫 331 9,589 50 15ち い858 19を 52 16x 1,599 17駕 251 2 頚 行 ・ 信 託 票
田 梓 水 産'金 融 莫
中小 企類 ・度 民 ・住宅等 特定 目的 金融 簾

44

い123

SO66
B.6731222

14た
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289

3,563

55之

27完

2
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5筒

口x
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1406
農 林 水 産 金 田 黛
中小企 県 ・度 民 ・住宅等特定 目的金田 某

福 助 的 金 融 業.金 融 付 帯 莫 20 278 了 35% 154 55文 3 15× 33 12文 4 121 補 助 的 金 融 累.金 融 付 帯 箪
投 資 簾 投 資 頗
証 券 貫.商 品 取 引 菓 田S 2,839 29 28考 943 33駕 32 36考 8㍗ 31駕 72 3 証 券 菓.商 品 取 引 菓
保 酸 類 674 18.2B e7 13文 5』31 28詫 105 16之 3』02 16ち 2929 1θ 保 傾 康
保蹟 媒介 代理 類.保 蹟 リービ ス 某 567 2,976 166 19ズ 530 26考 91 16叱 335 16乞 t5 195 保険媒 介 代 理 業.保 傾 リービ ス 類
不 動 産 菓 5,689 14,964 1,647 18駕 3,129 22考 826 15駕 2,307 16文 221 822 不 動 産 類
不 動 産 取 引 莫 L528 5,292 240 16之 932 18文 291 19駕 958 18髪 51 26 不 動 度 取 引 簾
不 動 度 賃 貸 ・ 管 理 莫 4,161 8,862 807 19ち 2,197 25% 535 13琉 1,349 15完 272 848 不 動 産 賃 貸 ・ 管 理 黛
ワ ー ピ ス 莫

物 品 賃 貸 某

48,145
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281.4626,237

4.36引124

13%

16叱

41,547

1,窃24

『15%

23%
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14零

22髪
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1,a13

16駕

23駕 11
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56

2225 サ ー ビ ス 鎮
物 品 賃 貸 其

旅 館.そ の 他 の 宿 泊.所 5,946 46,559 273 5駕 2,284 5% 284 5× 4,238 9考 11 1954 綴 館.そ の 他 の 宿 泊 所
洗 濯 ・ 理 容 ・ 潜 場 藁 12,381 38,972 い712 14詫 4,350 14考 L835 15乞 5,602 16ち 123 652 洗 濯 ・ 理 容 ・ 道 場 集

そ の 他 の 個 人 リ ー ビ ス 莫 1,394 7,755 292 14Z い543 29牝 2$6 .15文 1,287 17駕 256 14 そ の .他 の 個 人 ワ ー ビ ス 某
験 直 類 67 3θ5 18 27ち 125 32ネ 14 21ち 86 22乞 4 39 映 画 某

娯 楽 藁 2,267 21,733 264 92 1,784 8ち 243 11之 1,877 9ち 39 93 娯 楽 薬
放 送 菓 60 L557 17 28% 1,165 71% 10 〃17文

169 1臼 7 945 放 送 網
駐 車 場 頻 L167 2,299 182 16之 499 23た 150 13x 279 13化 32 226 駐 車 嶋 鎮
自 動 里 整 債 頻 2,181 田.122 310 14ち 1,493 15亥 286 13% 1,495 15ち 24 2 自 動 里 堅 田 類
そ の 「他 の 修 理 莫
協 同 組 合

869

1,871

3.69513215ち

1.6371162115,

526

2,124

14駕

13田

161

136

19ち

13文

675

1,74s

18診

107之 26 379

29 155 そ の 他 の 修 理 黛

協 同 組 合
情 報 り 一 ヒ.ス ・調 査 ・広 告 業 573 7、51611?、 36ち 2,390 32z 145 25之 1,651 22零 29 739 情 報 サ ー ビ ズ ・須 査 ・広 告 祭

そ の 他 の 事 業 リ ー ビ ス 第 い304 28.2691271
1

21ち 5,266 26% 223 17文 3,761 19文 48 1499 そ の 他 の 事 案 ワ ー ビ ス 累

算 【 り 一 ヒ ス 莫
医 解 禁

7.779126,379
4.947139,173

1,1臼6

66s

14文

13z

5,015

5,了99

19ち

15之

1,398

756

18ち

1s之

S,448

9,227

2R

24文

292

91

433

3527

専 門 サ ー ビ ス 簾
医 療 黛

保 険 衛 生 19 266 7 37ネ 177 67零 3 16叱 28 H% 4 149 保 険 衛 生

鹿 薫 物 処 理 集 283 3,494 24 8文 318 9又 27 10z 564 16文 3 246 廃 棄 物 処 理 業
宗 秒 2,842 7,939 253 9驚 746 9% 315 11駕 759 16% 62 19 宗 教

教 育 775 13,866 118 1s髪 2,596 19Z 117 15文 2,522 18% 1 74 教 育

社 会 保 障,社 会 福 祉 611 9,919 97 16ち L428 16× 89 15駕 1,338 15% 8 88 1 社 会 保 険.社 会 福 祉
掌 術 研 究 機 関 7θ 4,384 1 1ち 32 は 7 `が 158 4亥 6 126 掌 補 研 究、 概 国

政 治 ・ 経 済 ・ 文 化 団 体 659 3,923 173 26妻 924 31ち 66 9% 391 13% 113 533 政 治 ・ 経 済 ・ 文 化 団 体
そ の 他 の り 一 ヒ'フ 寅 93 4911 .12 13% 118 24乞 17 !8% 68 14之 56 5 そ'の 他 の り 一 ビ ス 纂
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こ う し た 浜 松 地 域 経 済 の 現 状 に 対 し て、 実 は 相 当 以 前 か ら、 将 来 の あ り 方 の

模 索 が 行 な わ れ て お りご 今 、 テ ク ノ ポ リ ス の 建 設 と な っ て 、 努 力 が 結 実 さ れ っ

つ あ る。 こ れ は、 昭 和55年 の 春 に 、 通 産 省 の 諮 問 委 員 会 で あ る 産 業 構 造 審 議

会 が 『80年 代 の 通 産 省 産 業 政 策 ビ ジ ョ ン 』 の 中 で、 初 め て 公 に し た。 こ の 中

に、 地 域 経 済 振 興 の 具 体 的 事 例 と し て 、 テ ク ノ ポ リ ス 構 想 が 上 げ ら れ 、 「高 度

情 報 シ ス テ ム と し て 、 会 話 型 画 像 情 報 シ ス テ ム、 超 高 速 フ ァ ク シ ミ リ シ ス テ ム、

双 方 向 通 信 に よ る パ ー ソ ナ.ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン シ ス テ ム 等 の ほ か 、 保 健 指 導

シ ス テ ム、 映 像 シ ス テ ム を 利 用 し た 診 療 シ ス テ ム 等 の 医 療 情 報 シ ス テ ム の 導 入

も 考 え て い る 」 。

他 に 細 江 町 に も テ ク ノ ラ ン ド が 造 成 中 で あ り、 浜 北 市 の リ サ ー チ パ ー ク も 建

設 途 上 に あ る。 こ う し て テ ク ノ ポ リ ス は、 い よ い よ 本 格 的 な 建 設 段 階 に 入 っ た

訳 で あ る が 、 い わ ゆ る ハ イ テ ク 型 産 業 が 将 来 の リ ー デ ィ ン グ ・ イ ン ダ ス ト リ ー

と な る た め に は、 ま だ ま だ 超 え な け ら ば な ら な い ハ ー ド ル が い く っ も あ る よ う

だ。 例 え ば 、 研 究 所=頭 脳 の 立 地 は 大 都 市 周 辺 に と ど ま っ て お り、 ま ず こ の 点

を ど う ク リ ア す る の か が 課 題 と な っ て い る。

4.3.3情 報 産 業 の 実 態

こ れ ら 中 部 地 域、 西 部 地 域 に お け る 情 報 化 に お い て 情 報 産 業 の 役 割 の ウ ェ イ

ト は 高 く、 社 会 ニ ー ズ と の 密 着 性 お け る ノ ウ ハ ウ 供 給 が 求 め ら れ て い る。 そ の

中 で 経 営 者 達 は 「企 業 は 人 な り 」 を 根 底 に、 人 材 を ど う 育 成 ・確 保 す る か、 又

い ま ま で 以 上 に 人 材 を 高 度 か っ 多 様 に 活 用 す る か 検 討 し、 さ ら に 飛 躍 し よ う と

し て い る。 ノ

今 回 こ の 中 部(静 岡 市)・ 西 部 地 域(浜 松 市)、 各7社 の 経 営 者 や 人 事 担 当

者 、 開 発 部 門 管 理 者 に 専 門 学 校 に か け る 期 待 や 評 価、 さ ら に 現 在 の 問 題 点 な ど

を 調 査 し た。

尚、 調 査 に 際 し具 体 的 な 要 望 等 を 知 る た め、 面 接 法 に て 行 な っ た。

4.3.3.1契 約 先 産 業

(1)農 林 ・水 産 業 、(2)鉱 業 ・製 造 業 、(3)卸 業 ・小 売 業 、(4)建 設 ・ 不 動 産 業 、

(5)金 融 ・保 険 業 、(6)サ ー ビ ス 業 、(7)公 務 、(8)そ の 他 の 中 か ら 売 上 高 の 最 も

多 い2業 種 を 選 択 し て 頂 い た。

一190一



回

答

数

公

務

金

融

・

保

険

業

3

鉱

業

・

製

造

業

一4
図

卸

業

・

小

売

業

回

答

数

プ

ロ

開

発

マ

イ

ク

ロ

応

用

金

融

・

保

険

業

卸

業

・

小

売

業

鉱

業

・

製

造

業

図4-4

一191一

■

(1) 静 岡市

(2)浜 松 市



4.3.3.2必 要 と さ れ る 職 種

(1)SE(シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア)、(2)プ ロ グ ラ マ ー 、(3)オ ペ レ ー タ ー 、(4)

パ ン チ ャ ー 、(5)そ の 他 、 の 中 か ら 現 在 人 材 面 で 不 足 し て い る 職 種 く ま た は 強 化

し た い 職 種 を2っ 選 択 し て 頂 い た 。

(両 地 域 合 計)
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4.3.3.3専 門 学 校 卒 業 生 に 必 要 と さ れ る 知 識 ・技 術

以 下 は 「情 報 処 理 専 門 学 校 教 育 標 準 カ リ キ ュ ラ ム 試 案 」 を 基 に 、 専 門 学 校 卒

業 生 の 必 要(要 求)と さ れ る 知 識 ・技 術 を2点 あ げ て 頂 き 集 計 し た。

(両 地 域 合 計)
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数
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連
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そ

の

他

そ の 他 は 「C、 ア セ ン ブ リ 言 語 」 「エ レ ク ト ロ ニ ク ス 関 連 」 各1社

図4-6

専 門 学 校 卒 業 生 の プ ロ グ ラ マ ー と し て の 能 力 は 高 く 評 価 さ れ、 専 門 学 校 教 育

も 社 会 的 に 確 立 さ れ て き た。 し か し そ れ 故 に ニ ー ズ は 高 く
、 そ の 対 応 が 急 務 と

な っ た。

そ して 今 回 の 結 果 は、SE教 育 に 対 す る 要 望 で あ っ た 事 も 見 逃 せ な い。
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4.3.3.4専 門 学 校 卒 業 生 に 必 要 な 能 力 ・ 資 質

各 社 で 就 業 し て い る 専 門 学 校 卒 業 生 を 基 に、 必 要(要 求)と さ れ る 能 力 ・資

質 を 自 由 に 述 べ て 頂 き、 集 計 し た も の で あ る。

(1)能 力 面

(両 地 域 合 計)
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4.3.3.5現 在 の 問 題 点

事 業 運 営 に 伴 う問 題 点 を 自 由 に 述 べ て 頂 い た。

・人 材 確 保 の 難 し さ(24社)

・事 業 繁 忙 で 人 材 育 成 が で き な い(16社)

・人 材 育 成 機 関 が な い(5社)

・研 究 開 発 費 用 の 増 大(1社)

以 上 の 事 か ら 人 材 の 確 保 ・育 成 が 如 何 に 困 難 で あ る か が 伺 え た。 そ して、 そ

の 解 決 方 法 と し て 人 材 確 保 面 で は、 大 手 企 業 に 匹 敵 す る 人 事 採 用 策 の 強 化、 高

賃 金 の 提 供、 余 暇 の 増 大、 中 途 採 用 者(Uタ ー ン 者)の 増 加 等 と し、 育 成 面 で

は・ 優 秀 な 上 司 の 下 で 仕 事=育 成 を と る、 繁 忙 日 を 避 け た メ ー カ ー 系 講 習 の 受

講 等 で 対 応 策 を 講 じ て お り、 特 に 育 成 面 に つ い て は 前 者 が 多 く 驚 嘆 し た。

ま た・ 大 学 生 新 卒 の 人 材 確 保 に つ い て は、 大 手 企 業 の 大 量 採 用 やUタ ー ン 者

の 減 少(図4-9)で 困 難 と さ れ、 専 門 学 校 生 に 対 す る 期 待 は ま す ま す 高 ま っ

て い る。
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日 本 リ ク ル ー ト 社 資 料 よ り 作 成

4.3.3.6専 門 学 校 に 対 す る 期 待 ・ 評 価
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い ま ま で の 調 査 を ま と め る と、 専 門 学 校 卒 業 生 が 情 報 処 理 技 術 者 と し て 就 業

し て い く 上 で の プ ロ グ ラ ミ ン グ 能 力(プ ロ グ ラ マ ー)等 に 対 す る 評 価 は 高 く、

あ ら ゆ る 面 で 非 常 に 期 待 し て い る こ と が 伺 え た。 し か し、 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア

へ の キ ャ リ ア パ ス を 考 え る と 要 望 は 多 く、 こ れ か ら の 専 門 学 校 に お け る 情 報 処

理 技 術 者 教 育 の ニ ー ズ 対 応 が 課 題 と な っ て い る。

さ き の 専 門 学 校 卒 業 生 に 必 要 な 知 識 ・技 術 、 能 力 ・ 資 質 調 査 の 他 、 指 摘 事 項

を 紹 介 す る。

(1)シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア、 プ ロ グ ラ マ ー は 実 際 ど の よ う な 仕 事 を し て い

る か 理 解 し て い な い。

(2)入 社 後 の 向 上 心(向 学 心)に 欠 け る。

(3)社 会 人 と し て の マ ナ ー に 乏 し い 面 が 一 部 見 受 け ら れ る。

(4)専 門 学 校 に 入 学 し た 動 機 が あ や ふ や の 者 は、 入 社 して も 継 続 性 が 見 ら

れ な い

(5)政 治 、 経 済 面 に て 疎 い、 ま た 地 域 内 に お け る 他 業 種 の 動 向 を 知 ら な い。

以 上 、 専 門 学 校 卒 業 生 だ け に 指 摘 す る わ け で は な い が … と 前 置 き し て 述 べ て

く る が 、 難 し い 課 題 で あ る。

4.4専 門 学 校 教 育

4.4.1専 門 学 校 教 育 の 目 的

学 校 教 育 法 第7章 の 二 で 施 行 さ れ て い る よ う に 「職 業 若 し く は 実 際 生 活 に 必

要 な 能 力 を 育 成 し、 又 は 教 養 の 向 上 を 図 る こ と を 目 的 と す る組 織 的 な 教 育 を 行

な う も の 」 で あ り、 必 ず 「職 業 」 に 結 び つ く教 育 を し な け れ ば な ら な い。 っ ま

り 職 業 に 必 要 な 能 力 と は 何 か を 根 底 に、 「心 ・技 ・体 」 が 確 立 し た 即 戦 力 と な

る 人 材 の 育 成・ さ ら に は、 産 業 構 造 や 就 業 構 造 が 急 速 に 変 化 す る 成 熟 型 社 会 に

順 応 す べ く 向 上 心 の 富 ん だ 人 材 の 育 成 が 必 要 で あ る。

4.4.2情 報 処 理 技 術 者 教 育 の 到 達 目 標
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前 述 し た よ う に 情 報 産 業 で は シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア の 不 足 が 問 題 と な っ て お り、

短 大 進 学 率 を 上 回 り、 専 門 学 校 教 育 が 社 会 的 に さ ら に 確 立 し た 今 日、 そ の 要 望

に 応 え て い か な け れ ば な ら な い も の と 考 え る。

し か し、 入 社 直 後 の 配 置 と し て シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア は5.0%に す ぎ な く、

ま た キ ャ リ ア パ ス と し て の 時 期 は3年 ～5年 未 満 が41.7%、5年 ～10年

未 満 が40.2%と 現 実 は 厳 し い。(図4-10、 図4-11)確 か に 卒 業 後

即 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア と し て の 教 育 を 専 門 学 校 で 行 な う に は 多 く の 問 題 が 山 積

さ れ 、 確 立 さ え し て い な い。

そ こ で 、 如 何 に シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア へ の キ ャ リ ア パ ス を 早 め る か が 急 務 で あ

り、 地 域 社 会 の ニ ー ズ を 加 味 し た 教 育 が 課 題 と な る。

専 門学校 卒 業 者 の配置

入社 直 後 の職種

SE(5.0川

オ ペ レー タ ー(26.6S;)

プ ロ グ ラマ ー(67.7劾

図4-10

SEへ の配置時期

配 置 しな い(4.5S;)

10年 以上

5～10年 未満(41.2%)

3年 未 満(11.4'■,)

3～5年 未満(41.T■ ・)

図4-11

高 度 情 報 処 理 技 術 者 育 成 に 関 す る ニ ー ズ 調 査 報 告 書 昭 和62年3月
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4.4.2.1知 識 ・ 技 術

専 門 学 校 で の 情 報 処 理 技 術 者 教 育 の 対 応 に は、 一 つ の 標 準 化 が よ く 問 題 提 起

さ れ て き た。 そ こ で 専 修 学 校 教 育 振 興 会 か ら 「情 報 処 理 専 門 学 校 教 育 標 準 カ リ

キ ュ ラ ム 試 案 」 が、 日 本 情 報 処 理 開 発 協 会 か ら 「初 級 情 報 処 理 技 術 者 育 成 指 針 」

が 出 さ れ た。 前 者 は 専 門 学 校 の 現 状 を 考 慮 し な が ら、 後 者 は 産 業 界 の 要 請 を 行

政 の 立 場 か ら 捉 え、 相 違 は あ る も の の 知 識 ・技 術 面 の 修 得 目 標 は 明 確 さ れ て き

た。

し か し 今 回 の 産 業 界 の 調 査 で は、 基 礎 的 な 知 識 ・技 術 修 得 目 標 の 相 違 は な い

が、 シ ス テ ム 分 析 ・設 計 能 力 や 適 応 業 務 知 識 の 教 育 要 望 が あ っ た。 適 応 業 務 知

識 の 修 得 に お い て、 商 業 都 市 型(静 岡 市)で は 「経 営 管 理 」 「事 務 管 理 」 に 関

す る 要 望 が、 工 業 都 市 型(浜 松 市)で は 「生 産 管 理 」 「品 質 管 理 」 「ニ ュ ー メ

デ ィ ア 」 に 関 す る 要 望 が 強 く、 試 案 、 指 針 の 基 本 的 考 え を く み、 地 域 産 業 特 性

の 実 状 に 合 わ せ た カ リ キ ュ ラ ム を 各 専 門 学 校 で 組 む 必 要 が あ る。

そ して2年 間(3年 間)の 教 育 上 で の 理 解 の バ ラ ツ キ や 高 度 の 知 識 ・技 術 の

修 得 に はCAIコ ー ス ウ ェ ア の 活 用 も必 要 で あ る。

4.4.2.2能 力 ・ 資 質

と か く専 門 学 校 卒 業 生 が 入 社 後 問 わ れ る の が こ の 能 力 ・資 質 面 で あ る。 今 回

能 力 面 で は 「コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 」 が、 資 質 面 で は 「責 任 感 」 が 重 要 視 さ

れ て い る こ と が 判 明 し た。 そ こ で 人 間 的 素 養 を 根 幹 と す る 能 力 ・資 質 を 向 上 さ

せ る た め に は ど ん な 方 法 が あ る か、 ほ ん の 一 部 で は あ る が 例 示 し て み た。

(1)コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力

・言 語 実 習 で 作 成 し た プ ロ グ ラ ム の 工 夫 し た 点 な ど を 発 表 さ せ る
。

・ グ ル ー プ で サ ブ シ ス テ ム の 開 発 を し
、 模 擬 ソ フ ト ハ ウ ス 実 践 授 業

を す る。

・政 治 問 題 や 経 済 問 題 を テ ー マ に パ ネ ル デ ィ ス カ
ッ シ ョ ン を さ せ る。

以 上 の も の に 情 報 収 集 、 文 書 化 を 盛 り 込 み、 継 続 的 に 行 な う。

(2)責 任 感

・清 掃 を 徹 底 的 に さ せ る。

・ 日 直 制 を 設 け
、1日 の ク ラ ス 管 理 を 行 な う。

・ 授 業 外 活 動 に お け る 委 員 会
、 ク ラ ブ 活 動 を 積 極 的 に 参 加 さ せ る。

4.4.3地 域 と の 連 携

4.3.3.1の 契 約 先 産 業 調 査 で は 僅 か な が ら で は あ る が 情 報 産 業 界 に も
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地 域 産 業 特 性 が 表 わ れ て い る よ う に、 専 門 学 校 に お け る情 報 処 理 技 術 者 教 育 の

地 域 ニ ー ズ へ の 対 応 を 心 が け て い か な け れ ば な ら な い。

ま た 今 回 の 調 査 で 、 「専 門 学 校 生 を 企 業 へ 研 修 に 出 して み て は 」、 「SE、

プ ロ グ ラ マ ー の 再 教 育 を 専 門 学 校 で して 欲 し い 」 等、 積 極 的 な 意 見 も 出 さ れミ

産 学 交 流 の あ り 方 も 課 題 と な っ た。

4.4.4生 涯 教 育 へ の 対 応

前 述 し た よ う にSE、 プ ロ グ ラ マ ー の 再 教 育 の 場 を 模 索 して い る こ と 等、 リ

カ レ ソ ト教 育(生 涯 教 育)へ の 関 心 が 高 い こ と が 伺 え る。 そ し て、 平 成4年 度

か ら の 小 ・中 ・高 校 に 行 な わ れ る 情 報 処 理 教 育 の 波 及 を 考 え た 場 合 、 そ れ ら 一

条 校 の イ ン ス ト ラ ク タ ー 育 成 に 関 す る 要 望 も、 専 門 学 校 し い て は 情 報 化 人 材 育

成 連 携 委 嘱 校 と し て の 担 う 期 待 は 大 き い も の と 考 え る。

5調 査 研 究 の ま と め

今 回 の 調 査 研 究 で、 如 何 に 地 域 の ニ ー ズ を い ち 速 く 感 知 し、 教 育 に 結 び つ け

る こ と が 大 事 か、 ま た 情 報 産 業 界 が 専 門 学 校 や 専 門 学 校 生 、 卒 業 生 に か け る 期

待 が 大 き い こ と に 改 め て 痛 感 し た。

し か し教 育 は 物 を 作 る 場 で は な い、 自 己 の 実 現 で き る 人 間 を 育 て 導 く場 で あ

る。 故 に 一 つ 一 つ の ス テ ッ プ を 確 実 に ク リ ア し な が ら 進 ん で い く こ と も忘 れ て

は な ら な い。

そ して 今 度 は、 そ れ に 対 応 し た 専 門 学 校 教 員 の あ り 方 を 探 求 し て い く こ と を

自 ら の 課 題 と す る。

最 後 に、 多 忙 な 時 期 で あ っ た に も か か わ ら ず 時 間 的 な ご 配 慮 等 頂 い た 中 村 忠

雄 理 事 長 ・校 長 先 生 を は じ め と す る 同 校 教 職 員 一 同、 ま た 調 査 に あ た り ご 協 力

し て 下 さ っ た 静 岡 市 、 浜 松 市 内 の 情 報 関 連 企 業 の 方 々 に 感 謝 申 し 上 げ ま す。

6.参 考 文 献

・高 度 情 報 処 理 技 術 者 育 成 に 関 す る ニ ー ズ 調 査 報 告 書 昭 和62年3月
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・情 報 処 理 専 門 学 校 教 育 標 準 カ リ キ ュ ラ ム 試 案 の 指 導 の 手 引 き

(財)専 修 学 校 教 育 振 興 会
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・情 報 化 と 地 域 振 興 戦 略
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学芸 図書
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L調 査研究テーマ

「地域の求める情報処理技術者像とその具体的な教育指導方法」

2.調 査研究担当者

教務課 伊熊 美博

3.調 査研究 の概要

3.1ね ら い

中部地区は,我 が国の航空宇宙産業の拠点であ り,自 動 車産業 に代表 され るよ うに

工作機械を中心 と した機械産業が盛んである。

一方
,情 報処理の分野か ら,コ ンピュータの地域別利用状 況をみ ると,設 置台数の

最 も多 い地域 は東京都であ〔て,全 設置台数に占める割合は35.1%と な っている。

ついで,大 阪府の13.8%,愛 知県の5.6%,神 奈川及び北海道 の3.3%と なってお

り,こ の5地 域で全体の61.1%を 占めている。(通 商産業省調:1987年6月 末)

かかる状況の中で,

(1)中 部地方 に合致 した情報処理技術者 とは,ど のよ うな実務能力 を具備 した ら

よいか,

(2)当 社の取 引先(中 部地方約100社)で 活躍す る当校 の卒業生 を追跡調査 しな

が らその実体 を探 り,

(3)21世 紀 へ向けて,情 報処理技術者 として必要 な実務能 力を教育 するには,ど

のよ うな方法が効果的か,

を考察する。

3.2構 成

本研究の構成 は以下の通 りであ る。

(1)卒 業生 の追跡調査

卒業生 を対象 と したア ンケー ト調査(技 術業務調査)と ヒア リング(面 談)を 実

施 し,問 題点を整理 する。

一205一



(2)公 的機関の調査

県 ・市 ・商工会議所等で行われている産業情勢に関する各種 アンケー ト結果等を

調査 し,分 析す る。

(3)地 域の求める情報処理技術者像

当方の調査結果 な らびに公的機関によるデータの分析を通 じて,中 部地区に合致

した情 報処理技術者像を明 らか にす る。

(4)rCAROL」 カ リキ ュラム

産業界において要請 される実務能 力 とrCAROL」 カ リキ ュラムとの間に乗離

,はないか考察す る。

(5)効 果的な教育方法

産業界において要請 される実務能 力を教育するに は,ど のよ うな方法が効果的か

考察する。
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4.調 査研 究の内容

4.1は じ め に

4.Ll当 研修所の設立 目的

近年の産業界で は,製 品開発競争の激化 によって,専 門領域の枠を超え たメカ ト

ロ技術者の育成が急務 となって きて いる。

こ うしたニーズ に応 えて,1985年7月 ㈱ メイテ ックの技術者育成機関 と して,

「メカ トロ研修セ ンター」(名 古屋市西区)が 建設 された。

ここで は,

(1)最 薪 の コ ン ピュー タ,CADシ ステ ム,NC機 器 な どが導 入 され,研 究 開発

か ら製品の試作 まで,実 戦的で総合的なメカ トロ技術を習得す ることがで きる。

(2)メ イテ ックに入社す る高卒の社員 は当初の1年 間(CAROL生 は,2年 間)

この セ ンターで密度 の濃 い研修 を受 け,各 職場に送 り出されてい く。

(3)ま た第一－kXで活躍す る技術者 の再教育やスキルア ップの場 と して も活用 され,

当社の技術 レベルを高め る中心 的な役割を果た している。

また,隣 接す る 「名 古屋テ クノセ ンター」(地 上8階 地下1階 建て,延 べ面積

7,755㎡)は,光 ファイバーによるネ ッ トワークシステムで,全 館をイ ンテ リジェ

ン ト仕様 とし,高 度情報通信化 に対応で きるよ う設計 されて いる。

こ こで は,

(1)当 社独 自の研究開発機能を強化 するとともに,全 国各地で活躍 するエ ンジ

ニアの情報 セ ンターとしての役割 りも担 う。

(2)さ らに,産 ・学 ・官各界の方 々が交流を求 める場 として,地 域社会 との コ

ミュニケー シ ョンスペー スとして多彩な設備が用意 され ている。

(3)ま た,茶 室や瞑想室,陶 芸教室な ども設置。技術者が伝統文化の心に触れ

なが ら,次 代の開発 アイデアをあみ出せる配慮が されてい る。

(1988年 全国優秀先端事業所賞 日経21〈 アメニテ ィー部門賞 〉受賞)
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CAROL生 は,2年 次 にOJT(OntheJobTraining)と し て,こ の テ ク ノ セ

ンター 内のICデ ザ イ ンセ ン ター また は,

受 け る。

表4-1に 当社 の ビジネ スス ケ ール を,

システ ム事業部で6ヵ 月間の実務研修を

図4-1に,経 営規模の推移を示す。

表4-1 メイ テ ッ ク ビジネ ス ス ケー ル

MEITECビ ジネススケール

●機械設計開発

ヒ

ー般機械設計

輸送用機械設計

精密機械設計

電気機械設計

電子機械殴計

●電気・電子殴計開発

名古屋 テクノセンター

●研究開発

メカトロ本科コース

電 子専攻 コース

マイコン専攻コース

総合技術者育成コース

企 莫別特別コース

短期メカト0技術 コース

CAOス クール

`

'.

■
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■売 上 高

(単位:債 円)

Ys7'88

■資本金推移

11,323.7

5、297.9

627

16『25Y、,'89

鶯鋼

■社員数推移

(単位位:人) 4.2004・300

3,500

、
3,000

2,600

2,100

＼

1,801

1,480

1,200

982＼

＼ '

川'88

ド87ド86

1唱5ド84

ド83i'82

1'81
i'80

図4-1メ イテ ック経営規模の推移
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4.1.2シ ステ ム技 術 科 の教 育 内 容

システム技術科 の授業内容 を表4-2,4-3に 示す。

その 目指す ところは,第2種 情報処理技術者試験合格以上の能力を身につけさせ

ることと,技 能照査試験(県 認定)合 格で ある。

1年 次 は,英 語,数 学 等の基礎学 力を身につ け,COBOL,FORTRAN,

アセ ンブラ言語 による応用プ ログラ ミング技術 の習得 と,コ ンピュー タシステ ムの

理解を主眼 と している。

また,シ ステムエ ンジニ アと しての基礎的な システム開発技法,プ ログラム開発,

文書化等よ り幅広いプロ グラ ミング技術の習得 と情報処理 システムの理解 を 目的 と

している。

2年 次の前半 は,6ヵ 月にわ たるOJT教 育で,業 務の実態 に触れ,シ ステ ムエ

ンジニア として基礎的な知識 を体得 していただ く。

後半 は,業 務関連知識の理解 を深め るとと もに,卒 業研究 によ り,仕 上げをす る。
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表4-2シ ステム技術科1年 次教育内容

前 期 後 期

科 目 名 時間数 科 目 名 時間数

一 数学 25 数学 36

般 英語 25 英語 36

科 体育及び一般教養 51 体育及び一般教養 74

目 特別講義 25 特別講義 36

演習 48 演習 36

情報処理 とコ ンピュータ 36 情報処理システム概論 11

電子計算機構造 電子計算機応用

専 ハ ー ドウ エア 51 フ ロ ー チ ャ ー ト 24

ソ フ トウ ェア 51 デ ー タベ ー ス 39

情報処理システム概論 40 COBOL 120

門 電子計算機応用 FORTRAN 153

フ ロ ー チ ャ ー ト 90 アセ ンブラ言語 78

フ ァイ ル 54 C言 語 27

科 COBOL 108 システム工学概論

経営管理 51 システ ム開発 48

簿記と財務 110 プログラム開発 45

目 情報処理一般 16

電子工学概論 126

経営管理 73

簿記と財務 73

計 765 計 1051
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表4-3シ ステ ム技術科2年 次教育 内容

前 期 後 期

科 目 名 時間数 科 目 名 時間数

一 数学 ll 数学 20

般 英語 11 演習 33

科 体育及び一般教養 22 情報処理受験講座 90

目 特別講義 11

演習 22

情報処理一般 33 システム工学概論

専 電子工学概論 22 システム運用 50

門 経営管理 22 経営管理 39

科 簿記と財務 22 簿記と財務 33

目 OJT 576 OJT 522

CAD 13 卒業研究 264

計 765 計 1051
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4.2卒 業 生 の ア ンケー ト調査

卒業生 のア ンケー ト調査(技 術業務調査)を 実施 し,問 題点を明 らか にす る。

4.2.1ア ン ケ ー ト調 査

(1)調 査方法 ・調査項 目

全国各地で活躍 している卒業生289名 に対 し,別 紙1の ア ンケー ト調査を依頼

した。

調査項 目は,回 答の容易性を高めるために,技 術的側面に重点を置 き,か つ,

当社の特色である派遣業務 に対応する質問項目を設 けた。また,ア ンケー トでの

調査結果を補完 し,調 査結果を裏付 けるための情報を入手す ることを狙 いと して,

さ らに全国12ヵ 所で卒業生 との ヒア リング調査(面 談)を 実施 した。

ヒア リング調査 は,対 象者全員 と行いたか ったが,仕 事の都合等 で,実 際に ヒ

ア リングを実施 したのは189名(全 体の65.4%)で あ った。

対象者 は,シ ステム技術科卒業生だけで なく,当 メカ トロ研修所の機電技術科,

電子技術科卒業生を含めることによ り,メ カ トロとい う分野での傾向をっかむよ

うに した。
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(2)調 査結果及 び分析

① 卒業生構成比

図4-2に 示 す。

システム技術科

卒業生19%

(55人)

電子技術科

卒業生35%

(101人)

図4-2卒 業生構成比

② 卒業研究

実習時間 として,卒 業研究(約200時 間)を あててい るが,卒 業研究が現業

務 に役立 っているかど うかを調査 した。

その結果を表4-4に 示す。

表4-4卒 業研究 と現業務

(対象289名)

lllllllll

直接役立 って いる

(技術的 に)
23%

何等かの形で役立 っている
40%

直接 には役立 って いない77%

77%が 現業務 に役立 って いないと回答 しているが,面 談で 聞いてみ ると,半

数近 くが,何 等 かの形で役立 ってい ると答え た。
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そ の理 由 は,

(a)設 計 か ら製 作 まで の過 程 を学 ん だ こと。

(b)チ ー ム ワー ク,日 程管 理 が いか に大 切 か を学 ん だ。

(c)新 しい知 識 が 身 につ き,技 術 的 に 向上 した。

(d)そ の 他

イ.レ ポー トの書 き方 を 身 につ けた。

ロ.人 に物 を 聞 くのが うま くな った。

ハ.資 料収 集 の コ ツを お ぼ え た。

二.そ の他

(40%)

(30%)

(20%)

(10%)

要望 として,次 の ものが 出された。

(a)仕 様決めまで は,講 師の助言がほ しい。

(b)出 来 るか ぎり,製 作可能な ものにする。(完 成度 ア ップ)

(q)楽 しいテーマの ものを選ぶ。

また,1グ ル ー プの 構成 人 員 に つ い て は,テ ー マに よ り適 正 人 員 は,ま ち ま

ちで あ った。

卒業研究 にっいて は,卒 業後の業務形態が不明 なため業務 とマ ッチ ングさせ

る ことは困難であ る。

しか し,学 習効果を高めるため には,そ れな りの効果が期待で きる。

なお,シ ステム技術科生が現在,実 施 してい る卒業研究のテーマを表4-5

に示す。

表4-5シ ステム技術科卒業研究テーマ

グループ テ ー マ 概 要

1

(6名)

コ ン ピ ュ ー タ ・グ ラ フ ィ ッ ク 図形をセ ッ トし,回 転,拡 大y縮 小する

(3次 元,2次 元)

2

(6名)

星 座 シ ミュ レ ー シ ョ ン ・ソ フ ト 天体表示

3

(6名)

マ ップガ イ ド 商店街ガイドマップ
(名古屋市栄町地区)

4

(6名)

通信 プログラム 文章,メ ッセージ双方 向受信
(パ ソコン通信)

5

(5名)

天気図作成プログラム ミニ ・ア メ ダ ス

6

(6名)

簡易言語の作成 コマン ドをイ ンプ ッ トして,統 計図形を

描 く
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卒業研究 は,各 テーマ毎 にチームを組み,自 主的に作業を進めてい る。

進 め方は,(a)卒 業研究実施計 画書,(b)作 業進捗状況報告書,(c)作 業工数集計

表(別 紙2)を 提出させ,担 当講獅 が必要に応 じて ア ドバ イス してい る。

③ 現業務に特に役立っている科目

卒業生全員を対象に,複 数回答によ り指摘 していただいた。(計413件)

指摘率を表4-6に 示す。

表4-6(1/2)現 業務 に特 に役立 っている科 目(%)

llllll ll

デ ィジ タル

24%

機械製図
18%

ア ナ ロ グ

16%

CAD

12%

アセンブラ

9%

数学

7%

材

料

力

学
6.5%

電
気
基
礎
6%

その他1.5%ノ

表4-6(2/2)各 科別,各 科 目別 の詳細

デ・ジタルiMESア センブラMES

aj=]][i-]
アナ・グMES軽 互==三=]

匝[=コ 灘 礎M'ES

〔注:鱗 禦 術科 〕

機電技術科卒業生は,機 械製図,CAD,数 学,材 料力学,デ ィジタル,ア

ナログ,電 気基礎が役立 って いると している。

電 子技術科卒業生 はデ ィジタル,ア ナ ログ,機 械製図,ア セ ンブラ,数 学,

電気 基礎が役立 って いる。
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また,シ ステム技術科卒業生か らは,65件 の指摘があ った。

指摘率 を図4-3に 示 す。

シーケンス$lj御3%

電 気 基 礎3%

英 語3%

アナログ

5%

ベーシック

5%

そ
の

他
5%S系 専門科 目

23%

ア セ ンブ ラ

15%

デ ィ ジタル

17%

図4-3役 立 っている科 目(シ ステム技 術科)

S系 専門科 目の他 に,デ ィジタル(17%),マ イ コン(6%),ア ナthグ

(5%),電 気基礎(3%),シ ーケ ンス制御(3%)な どが役立 って いる

よ うである。

これは卒業生の多 くが,機 械産業を中心 とした製 造業の情報処理部門(マ イ

クロコンピュータ制御 システム関係)に 従事 してい るため と思われ る。

なお,上 記 は特 に役立 っている科 目であ って,そ の他の科 目が役立 って いな

いとい う事で はない。

④ 現業務 に直接 的には役立 って いない科 目

卒業生全員を対象 に,複 数回答により指摘 していただいた。(計308件)

指摘率を表4-7に 示 す。
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表4-7(1/2)現 業務 に直接 的には役立 っていない科 目(%)

油空圧

15%

M系 の科 目

15%

E系
の科 目

ll.5%

ア

ナ

ロ
グ
眺

材
料
力
学
眺

物

理

眺

系
の
科

目

眺

S

川

路

刊

ジ

a

工
業
英
語
脳 %

その他

20%

%

%

%

%

ヨ

　
ロ
　

2

3

3

4

生

生
生

生

期

期

期

期

一
二
三

四

第

第

第

第

第一期生20%

第二期生23%

第三期生48%

第四期生9%

第一期生12%
第二期生9%

第三期生18%

第四期生ll%

注)第4期 生は実務経験が少 ない。

表4-7(2/2)各 科別,各 科 目別の詳細

油空圧 M E S－
系の科目M E S －
E系の科 目 M E S オ料力子 M E S

業英語 M E S－
ディジタル M E－

泊空圧にっ いては,現 在講義を中止 している。

専門的にな りす ぎて現業務に役立 っていないようだ。

機電技術科生 はE系,S系 科 目,電 子技術科生 はM系,S系 の科 目が役立 っ

ていないと回答 して いる。

これ ら専門科 目は,あ まり深 く教え る必要 はなさそ うである。

デ ィジタル,ア ナロ グについては,役 立 って いないと した人が機電技術科生

に多 く見 られ るが,一 方役立 っているとい う人 もいる。

現在従事 して いる業務 によ り,差 が見 られ るよ うだ。

工業英語について は,必 要性 はそれ程 ないよ うであ る。

しか し,英 会話 の必要性を痛感 している人達 もあ り,職 場による個人差が見

られ る。
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また,シ ステム技術科卒業生 か らは,43件 の指摘があ った。

指摘率を図4-4に 示 す。

%

他

13
のぞ

数総

別

闘

%

.

サ'
目科系E

5DAC

学

.

力

%

料

7

材

M系 科 目

42%

油空圧

23%

図4-4役 立 っていない科 目(シ ステム科)

システム技術科 において も,油 空圧の授業 は,現 在中止 している。

また,M系 科 目については,CAD教 育で,基 礎 的な機械製 図の講義 のみ に

とどめてい る。

特別講義について は,全 員 と言 って もいいほど,何 を聞 いたのか全 く記憶 に

ない様子であ った。

但 し,メ カ トロ研修セ ンターの先輩 の話は,興 味が あったとの回答が多か っ

た。
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⑤ 希望研修科 目

卒業生全員を対象に,希 望研修科 目を記入 していただ いた。

その結果を表4-8に 示す。

表4-8希 望研修科 目

樹脂関係

15%

英会話

11%

(
ワ

ー

プ

ロ
眺

特 に 無 し
67%

表面処理,複 合材,AI関 係,そ の他

松本(営),大 江事業所,東 部事業部

西部事業部60%
東部事業部13%
中部事業部10%
浜松営業所10%
滋賀営業所7%

希望研修科 目の 中の樹脂 に関す る内容は,樹 脂材料,加 工法,金 型である。

英 会話 に関 して は,客 先で外人 と接す る機会が多 い職場 の人が希望 している。

なお,当 研修所で は,毎 週 金曜 日の午後,外 人講獅 による教育 を行 ってい る。

(9H/人)

また,ワ ープ ロにつ いて も,毎 週金曜 日の午後,教 育 を行 ってい る。(9H

/人)

⑥ 研修中の印象

卒業生は,研 修中に どの よ うな印象を持 ったかを当時を振 り返 って記入 して

いただ いた。

その結果を図4-5に 示 す。
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宿題が多か った

暗記 を必要 とす る授業が多か った

教科書にそって教えるだけの授業が多か った

楽 しか った

会社 と寮 との切換えが出来 なか った

授業の進み方が早 く苦労 した

研修科 目が多か った

01020

図4-5研 修中の印象

30 40 50(%)

宿題 については,実 験 レポー ト作成,朝 の演 習等,量 的にか なり多 く,自 分

の勉強をする時 間が無 か った とい う意見が多か った。

宿題の多さが,研 修 中に一番印象に残 ったよ うで ある。

研修が楽 しか った(10%)と いう回答 もあ り,研 修中 は苦 しいことがあ って

も過 ぎて思 えば楽 しか ったとい う印象が残 っているよ うであ る。

また,労 力を必要 とす る内容が多 く,頭 を使 う内容が少なか った とい う意見

もあ った。

⑦ ヒア リング調査の概要

今回の調査 の主 目的は,「 卒業生の生の声 を聞 くことによ り,今 後の教育 の

方向付けを図る」 ことにあ る。

このため,ア ンケー ト用紙(技 術業務報告書)を 事前 に配布 ・回収 し,そ れ

に もとついて,ヒ ア リング(面 談)を 実施 した。

したが って,ヒ ア リング調査で は,ア ンケー ト調査で質問 しに くい内容 とか,

複雑 な回答 になる恐れのあ るものを中心に した。

ヒア リング は,グ ル ープ毎 にわ け,1グ ル ー プ の ヒア リ ングに3時 間 か け た 。

な お,ヒ ア リン グ調 査 は,メ カ トロ研 修 セ ン ター の ス タ ッフが1グ ル ー プ

(10～15名)当 り2～3名 で行 い,全 国12ヵ 所 で 卒 業 生189名 につ いて 実 施 し

た。
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ヒア リング調査結果 を要約 したのが表4-9で あ る。

表4-9ヒ ア リング調査の要約

調 査 項 目 調 査 の 要 約

ω 授業内容について ①CADの 時間数 を多 くしてほ しい。

② 座学 よ りも実習時間を多 くして ほしい。

③ 数学 は基礎を しっか り教 えればよい。

④ 機械製図 は,も っと実務 にそ った ものを教 えて ほ しい。

(例:は めあいの場合,軸 と軸受 とを示 しなが ら教えて

ほ しい 。)

⑤ 高校の延長のよ うな教え方 でな く,実 物を示 しなが ら

教えてほ しい。

(2)教 育 ・訓練 の 目標 ① 授業 は,目 的をは っき りとさせてか ら,教 えてほ しか

っ た 。

② こうだか らこうな るとい う理屈を教えてほ しか った。

(3)全 般 ① 社会人としての常識を教える科目があってもよいので

は

② 研修科 目が多過 ぎたよ うな気が した。

、

(4)今 後の要望 ① 仕様書,設 計(計 算)書 の書 き方を教えてほ しか った。

②E系 のCADの 授業 は,電 子回路の設計を教 えて ほ し

か っ た 。

現在,CADの 実習時間 は,機 電技術科32H,電 子技術科,シ ステム技術

科各13Hで あ る。

研修科 目にっ いて は,広 く浅 く教えてい くのか,あ る程度は科 目を絞 って深

く教えてい くのか,今 後 の検討課題であ る。

また,社 会人 と しての常識を教える科 目を要望 して いるが,実 務 についてみ

て,社 会人 と しての問題,(1)一 般常識が ない,(2)挨 拶がで きない,(3)マ ナーが

悪い,(4)視 野が狭 い等が実感 された ものと思われ る。

こうした ことは,技 術者以前 の社会人 としての一般常識 に関す る ことであ り,

限 られた時 間の中で教育 を行 って も,実 際の社会経験の裏打 ちが あ って,は じ

めて身につ くものであろ う。
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4.2.2各 種 資料 調 査

(1)調 査方法

愛知県,名 古屋市,名 古屋商工会議所等で実施 され た情報処理 に関する各種 ア

ンケー ト調査を参考 に した。 しか し,「 名古屋地区流通業界の情報化に関す る調

査結果」(1987年12月:名 古屋商工会議所)が 得 られ る最新の もので,期 待 した

ほどの資料 は,得 られ なか った。

む しろ,「 我が国情報処理の現状」(通 商産業省編:1989年11月),

「新版我が国産業の現状 」(通 商産業大臣官房調査統 計部編:1989年11月),

「特定サー ビス産業実態調査報告書」(同:1989年12月)等 の統計 資料を参考 に

した。

(2)調 査結果及 び分析

① 中部地域の産業の現状と特色

(a)現 状

我が国の産業構造は,1970年 以降は,第2次 産業の ウェイ トが縮小 ぎみで

あるのに対 し,第3次 産業のウ ェイ トは一貫 して高 まって いる。

これは,生 活水準の向上等 による消費者 ニーズの変化,情 報化の進展,国

際化の高ま り等 によ って,我 が国の産業構造 の高度化が進み,我 が国経済 の

サー ビス化が進展 していることによる。

図4-6に 産業別国内総生産構成比の推移を示す。

我が国の国内総生産(名 目)に 占める第3次 産業 の構成比 の変化をみ ると,

70年 の51%か ら8S年 には60%を 超え,87年 には61.5%ま でに高ま って いる。

図4-7に 第3次 産業 の都道府県別構成比および県民一人当た り県内総生

産(対 全国平均か い確率)を 示す。
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産業別国内総生産構成比の推移(名 目)

(%
70)

第2次産業
一

707172737475767778798081828384858687年

(注)第1次 産業 とは農林水産業,第2次 産業 とは,鉱 業,製 造業,建 設業,第3次 産

業 とは,第1次 産業,第2次 産業以外 の産業で ある。

(資料)経 済企画庁 「国民経済計算年報」

図4-6 産業別国内総生産構成比の推移

第3次 産業の都道府県別構成比(86年)
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事業所数

礎案者数

北冑若宮秋山栖茨筋騨塙千束神新富石椙山長岐"愛 三磁束大兵東和鳥島岡広山信書愛高福佐貫熊大富商沖
海舟手械田溺高城木鳥玉葉京奈潟山川井泉野卑周知箆賀田飯田負数取頓山島0島 川媛知岡賀崎本分崎児縄
道 川 ↑ 山 島

県 民 一 人 当 た り 県 内 総 生 産(対 全 国 平 均 か い 離 率 、86年)

合計
製造窮

策3次 産 窺
うちサー ビス禦

癖 喜笛畷 栗§塁綴 臨 聯 ‡昌5元2綴織 翻跳 橋 畿4纐 賭
道 川 ↑ 山 島

(資料)総 務庁 「事業所統計調査」,経 済企画庁 「県民経済計算年報」

図4-7第3次 産業の都道府県別構成比および県民一人当たり県民総生産
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85年 の製造業の都道府県別の製造品出荷額 の シェアをみると,愛 知が10.5

%で 第1位,次 いで神奈川,大 阪,東 京の順 で,全 国平均 の2%以 上 を占め

ている県 は15県 あ る。

図4-8に 都道府県別の製造品出荷額 の シェアと構成比の変化を示す。

愛知県下では,最 近,航 空宇宙や ソフ トウ ェア,メ カ トロニ クスなど先端

技術分野の研究 開発拠点づ くりの動 きが 目立 って きた。

都道府県別の製造品出荷額のシェアとその変化

(%)
12

t1'

10

北青若宮秋山福茨田口埼千束神新富有椙山長舷"賃 三滋京大兵茶利島島岡広山徳香愛高福住長日大宮鹿沖
海舟手城田形島城木鳥玉東京豪渓山川井梨野阜岡知重賀田賑厚真歌取恨山島ロ島川媛知円買崎本分岡児縄
道 川 ↑ 山 島

(%)

[構 成 比 の 変 化]

55-・L70

北青若宮秋山椙表板騨tg千 束神新富石椙山長触静愛三沮京大兵奈↓llA:,pa広山婬書愛高福住長煩大宮鹿沖
拘良手械田舟白鷺木鳥玉景泉楽出山川井類野阜間知冠賀鍾飯田貝取取恨山島口島川媛知岡買崎本分崎児縄
辺 川 ↑ 山 島

(資料)通 商産業省調査統計部 「工業統計表 」
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図4-8都 道府 県別の製造 品出荷額の シ ェアと構成比
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製 造 業 の 中 に お け る愛 知 県 の工 業品 出 荷額 を表4-10に 示 す 。

輸 送 品機 械 器 具 が10兆9,451億 円(構 成比39.9%),一 般 機 械 器 具が2兆

5,504億 円(同9.3%),電 気 機 械 器具 が1兆8,580億 円(同6.8%),鉄

鋼 業が1兆7,317億 円(同6.3%),繊 維工 業1兆1,481億 円(同4.2%)

の 順位 で あ る。

また,1988年 度 の商 業 統計 調 査 表 に よ る と,愛 知 県 の 商店 数 は11万2,211

店,従 業 員 数67万9,633人,年 間 販 売額50兆391億 円 とす べ て東 京,大 阪 に

っ いで全 国 第 三位 の規 模 で あ る。

産 業分 類 別 の 構成 比 を み る と,卸 売業 で は機械 器具 卸 売 業が7,060店(構

成 比23.4%)を 占め,つ いで建 築 材 料卸 売 業(同11,,9%),食 料 飲 料卸 売業

(同10.9%)と な って い る。

また,小 売 業 で は,飲 食 店小 売 業 が2万9,248店(構 成 比35,6%)つ い で,

その 他 の小 売 業(同30.4%),織 物,衣 服,身 の 回 り品(同16.7%)と な っ

て い る。
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表4-10愛 知県の工業品出荷額

愛知県(1987年) 工業品出荷額 従 業 員 数

(百万 円)構 成比 (人)構 成比

製造業計 27,437,489100.0 909,171100.0

食料品製造業 1,416,1085.2 58,0636.4

飲料 ・飼料 ・たばこ製造業 509,3781.9 6,3140.7

繊維工業 1,148,1434.2 74,4118.2

衣類 ・その他の繊維製品製造業 260,9891.0 22,5942.5

木材 ・木製品製造業 281,ll21.0 15,6131.7

家具 ・装備品製造業 329,1151.2 18,3362.0

パルプ ・紙 ・紙加工品製造業 456,0411.7 17,8202.0

出版 ・印刷 ・同関連産業 499,3031.8 28,1863.1

化学工業 853,5843.1 19,7062.2

石油製品 ・石炭製品製造業 452,3811.6 1,5740.2

プラスチ ック製品製造業 973,9223.5 43,3184.8

ゴム製品製造業 337,3091.2 13,8011.5

なめ し皮 ・同製品 ・毛皮製造業 25,1840.1 1,8030.2

窯業 ・土石製品製造業 857,4083.1 46,9895.2

鉄鋼業 1,731,7936.3 40,0454.4

非鉄金属製造業 373,9661.4 9,2901.0

金属製品製造業 1,204,9014.4 68,9467.6

一般機械器具製造業 2,550,4689.3 115,41712.7

電気機械器具製造業 1,858,0576.8 82,5299.1

輸送品機械器具製造業 10,945,11139.9 201,55722.2

精密機械器具製造業 172,2650.6 10,6701.2

その他の製造業 200,9510.7 12,1891.3

(工業統計表)
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(b)特 色

愛 知 県 にお け る製造 品 出荷 額等 は,1977年 以 来 連 続 して 全 国 第 一位 を続 け

て い る。

全 国第 一 位 の業 種 をみ る と,輸 送 機 器10兆9,451億 円(全 国 シ ェア31.0%),

一 般機 械 器 具2兆5 ,504億 円(同11.4%),繊 維 工 業1兆1,481億 円(同15

.3%)で あ り,機 械 関連 産 業 の 集積 が 厚 い。

また,商 業構造をみてみ ると,卸 売業で は,機 械器具卸売業,繊 維製品卸

売業の商店の割合が高 く,愛 知県の工業構造を反映 している。

表4-11に 愛知県の工業品出荷額(対 全国比)を 示す。

表4-11愛 知県の工業品出荷額(対 全国比)

愛 知県(1987年) 工業品出荷額 従 業 員 数

(百万円)対 全国比 (人)対 全国比

製造業計 27,437,48910.8 909,1718.5

繊維工業 1,148,14315.3 74,41113.0

毛紡績業 92,77632.2 5,56233.7

毛織物業 206,71259.4 8,41460.4

毛織物機械染色整理業 78,99470.6 4,85971.0

窯業 ・土石製品製造業 857,4089.7 46,98910.4

衛生陶器製造業 19,16524.5 94219.7

食卓用 ・ち ゅう房用陶磁器… 37,67516.1 4,78814.0

電気用陶磁器製造業 106,54345.2 6,66336.9

理化学用 ・工業用 陶磁器… 2,73236.7 53052.8

陶磁器製タイル製造業 61,74732.9 4,18428.5
一般機械器具製造業 2,550,46811.4 115,41710.8

金属工作機械製造業 231,35122.5 10,73021.0

機械工具製造業 167,91723.8 8,16118.6

輸送用機械器具製造業 10,945,11131.0 201,55722.5

自動車製造業 5,886,28235.9 49,24625.9

自動車部分品 ・付属品製造業 3,993,14730.2 117,73123.5

航空 ・機械製造業 221,77552.6 4,80937.6

航空機用原動機製造業 36,97424.4 1,77329.2

産業用運搬車両 ・同部分品 … 119,54038.3 2,86118.8

(工業統計調査:愛 知県集計,工 業統計表)
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(c)今 後 の 展 望

愛知県 におけ る産業経済を展望 してみ ると,民 間設備投資の着実な増 大 と

民間消費支出の順調 な伸びによ り実質経済成長率 は,年 平均4.3%と 相対 的

に高めの成長が見込 まれている。

産業関連表等の資料に基づ き作成 された愛知県の産業の2000年 における産

業別生産額構成比を表4-12に 示す。

物財生産部門

農林水産業,

製造,

建設業等

・全体の構成比 はやや低下す る。

建設業 は若干比率を高める。

・製造業の うち素材産業 は,全 体的 に低 い伸びになる。

化学,窯 業土石は,バ イオテ クノロジー,フ ァイ ンセ

ラ ミックス等先端技術分野への取組が期待で き,比 較

的堅調に推移す る。

・加工組み立て産業 は,集 積の厚 い機械系産業 にお いて,

エ レク トロニ クスを導入 ・活用 したメカ トロニ クス化

を中心 に技術の高度化,先 端化が進 むことによ り,構

成比をさ らに高める。

・輸送機器 は,自 動車産業の海外事業展開の影響等 もあ

って伸 びはゆ るやか とな り,構 成比 は幾分減少す るが,

今後一層の高技術化,高 付加価値化が図 られることに

よ り,引 き続 き基幹産業 としての役割を果た してい く。

・その他の食料品,繊 維,家 具等 の生活関連産業 は全体

的に低 い伸びにとどまり構成比 は低下す るが,消 費者

の嗜好や ライフスタイルにあわせて新 しい時代の生 活

文化 を提案 して い くことが期待 されている。

・繊維産業 は,NIES等 の追 い上 げによ り,厳 しい局

面 に立た され ることか ら高付加価値化への努力が進 む

ものとみ られる。

・農林水産業にっいては,全 体 として低い伸 びにとどま

り,構 成比 は低下す るが,経 営 の大規模化,ハ イテ ク

化等 によ りか なりの成長が見込 まれ る。
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サー ビス

生産部門

商 業,

運 輸,

サ ー ビス業

等

・商業 は,VAN,POS等 情報化への的確な対応 を図

った り,都 心な どで情報,フ ァッション機能等を うま

く活用す る ことによ り,高 い伸 びを示す店 もあれば,

衰退が続 く商店街 もあ るなど,各 業態 や事業者間で大

きな格差がみ られ るものの全体 としては構成比が ほぼ

横ばいである。

・サー ビス業は,サ ービス経済化が進展するなかで,対

個人 ・対事業所 サー ビスのいずれ も高い伸びを示 し,

構成比を大幅に上昇 させる。

と りわけ,対 事業所サー ビスは製造業の高度化,市

場の拡大等に も大 いに役立つ もので あ り,一 層 の発展

が期待 されている。

・名古屋市 は,昨 年 「世界デザイ ン博覧会」を開催 し,

成功 したことによ り,デ ザイ ンの発信基地 になろ うと

している。

・システムハ ウス,情 報,デ ザイ ン,フ ァッション,コ

ンベ ンシ ョン関連の産業など,創 造性,感 性 を生か し

た高付加価値型の産業,多 種多様 なニーズに基づ く産

業 など新 しい都市型産業が成長する もの と思われ る。
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表4-12産 業別生産額構成比

(単位:%)

区 分

生 産 額 構 成 比

1980年 1985年 2000年

物 財 生 産 部 門 66.6 66.3 64.1

農 林 水産 業 ・鉱 業 1.3 LO 0.6

'製 造 業
55.7 56.3 54.2

素 材

加 工 組 立

そ の 他

17.3

26.2

12.2

17.2

28.1

1LO

12.6

32.4

9.2

電 力 ・ガ ス ・水 道 業 2.9 2.9 2.4

建 設 業 6.6 6.1 6.9

サ ー ビ ス 生 産 部 門 33.4 33.7 35.9

商 業 11.2 10.7 11.2

金融 ・保 険 ・不 動産業 5.0 4.7 4.3

運 輸 ・ 通 信 業 4.1 5.8 4.7

サ ー ビ ス 業 13.1 12.5 15.7

計 100.0 100.0 100.0

(注)・'80年 基準,実 質ベース

・'85年 は,県 民経済計算の実績を もとに産業連 関モデルで推計

・2000年/'85年 の年平均実質経済成長率は,4.3%を 前提

・素材 ……化学 ,ゴ ム,石 油 ・石炭,窯 業土石,鉄 鋼,非 鉄 金属

・加工組立……金属製品,一 般機械,電 気機器,輸 送機器,精 密機器

く愛知県21世 紀計画 よ り〉
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② 中部地域のプログラム作成能力の現状

(a)地 域別の事業所数及び年間売上高

1988年11月1日 現在 にお ける情報サ ービス業は,全 国で5,627事 業所で,

これ に従事す る従業者数 は33万3,587人(前 年比38.3%増 加),年 間売上高

は3兆2,973億 円であ った。

表4-13に 事業所数及 び年 間売上高の都道府県順位 を示す。

都道府県別の事業所数でみ ると,東 京が2,096事 業所で,全 国の37.2%と

最 も多 く,次 いで大阪が703事 業所で12.5%,愛 知が368事 業所で6.5%の

順であ り,上 位3都 道府県に全国の事業所の半数以上が集中 して いる。

年 間売上 高で み る と,東 京 が1兆8,711億 円で 全 国の56.7%を 占めて お り,

次 いで 大 阪 が3,528億 円 で10.7%,神 奈 川 が2,818億 円で8.5%で あ り,上

位3都 道 府 県 で全 国 の 約4分 の3の 売上 高 を 占めて い る。

表4-13事 業所数及び年間売上高の都道府県順位

順位 事 業 所 数 年間売上高(百 万円) 従業者数(人)

全 国 5,627 100.0% 全 国 3,297,341 100.0% 全 国 333,587 100.0%

1 東 京 2,096 37.2 東 京 1,871,070 56.7 東 京 169,140 50.7

2 大 阪 703 12.5 大 阪 352,834 1α7 大 阪 38,249 1L5

3 愛 知 368 6.5 神奈川 281,791 8.5 神奈川 25,703 7.7

4 神奈川 340 6.0 愛 知 124,796 3.8 愛 知 13,866 4.2

5 福 岡 208 3.7 福 岡 77,471 2.3 福 岡 9,517 2.9

5都府県計 3,715 66.0 5都府県計 2,707,962 82.1 5都府県計 256,475 76.9

(1988年11月1日 現在)
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(b)市 場規模

愛知県 におけ る情報 サー ビス業市場規模(契 約先産業別 年間売上 高)を

表4-14に 示す。

愛知県における産業別年間売上 高の構成比は,鉱 業 ・製造業が33.7%と 最

も多 い。

(c)情 報 サー ビス業務従事者数の推移

イ.我 が国 の情 報 サ ー ビス業 務 部 門の 従 業者 数 を職 種 別 にみ る と(1988年11

月1日 現 在)「 システ ムエ ン ジニ ア」 が前 年比48.7%増 と高 い伸 びを 示 し

た の を は じめ,全 て の部 門 で 増 加 して いる。

次 に構 成 比で み る と,「 プ ロ グ ラマ ー」が30.9%と 最 も多 く,以 下 「シ

ステ ム エ ンジニ ア 」の29.3%,「 管 理 部 門 」の11.7%の 順 とな って お り,

「プ ロ グ ラマ ー 」 及 び 「シス テ ムエ ンジニ ア」 に 「キ ー パ ンチ ャー 」 と

「オ ペ レー タ」 を加 え た技 術 系 の 従 業者 は,全 体 の約8割 を 占め て い る。

図4-9に 職種別従業者 数の構成推移を示す。

構 成 比 の変 化 を 長期 的 にみ る と,「 プ ロ グラ マ ー」,「 システ ムエ ン ジ

ニ ア」 が ウ ェイ トを高 めて お り,特 に 「システ ム エ ンジニ ア 」 は1986年24

.2%,87年27.3%,88年29.3%と 着 実 に上 昇 して い る。

表4-14情 報 サー ビス業市場規模(契 約先産業別年 間売上高)

(単 位:百 万円)

愛知県(1988年) 売上高 構成比

計 124,796 100.0

農林 ・水産業 438 0.4

鉱業 ・製造業 42,022 33.7

卸売 ・小売業,飲 食店 12,152 9.7

建設 ・不動産業 1,656 1.3

金 融 ・保 険 ・運 輸 ・通 信 ・電気 ・ガ ス ・水 道 業 25,011 20.1

情報サー ビス業以 外のサー ビス業 5,365 4.3

公務 10,495 8.4

一般消費者 515 0.4

その他 5,138 4.1

他の同業者から 19,628 15.7

同一企業内取引 2,376 1.9

(特定 サー ビス産業 実態調査)
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図4-9職 種別従業者数の構成推移(%)

ま た,愛 知 県 にお け る シス テ ムエ ン ジニ ア,

の 推 移 を表4-15に 示 す 。

プ ログラマー数(最 近5年 間)

表4-16に 愛知県の職種別 ・男女別の情報サー ビス業務従事者数を示す。

愛 知 県 にお いて は,「 シス テ ムエ ン ジニ ア」 は,着 実 に増 加 して い るが,

ソ フ ト産 業 は,東 京,大 阪 圏 に過 度 に集 中(1988年 の売 上 額 の 約70%)し て

お り,名 古 屋 市 はわず か3.5%,シ ステ ムエ ンジニ アの数(同 年3,814人)

も,東 京都 の 約1割,大 阪市 の4割 弱,横 浜 市 の8割 で あ る。

このたあ,ソ フ ト産業に従事す る人材 までが,名 古屋 か ら流 出 した り,業

務の一部を他地域に依存 しているのが現状であ る。
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ロ.貿 易摩擦解消の観点か ら内需拡大が当面の大 きな政策課題 とな って いる

が,そ の中心 にな っているのが地域情報化の推進である。

情報化機能 は,表4-13に 示 すよ うに極度な東京集中型で進んで きたが,

これを地方 に分散 させ ることによ り,地 域産業の高度化を図 り,内 需を拡

大 していか なければな らない。

現在,情 報サー ビス産業のほか,自 然科学研究所 やデザイ ン業 など,産

業の 「頭脳」部分を地域 に集積 させ るため,種 々の助成措置が講 じられよ

うと して いる。

昨年名古屋市で開催された"世 界デザイ ン博覧会"は,地 域活性化の一

環 と して成功を収めた。

この成果を継続 させることが今後の課題で ある。

愛知県や名古屋市 の来年度の予算には,

れて いる。

これらの助成措置が盛り込めら

このよ うな政策 目的の地域情報化の推進 とは別途 に,東 京 に比べて成長

性の低い"地 方"の 情報サー ビス産業が今後 どう展 開 してい くか とい うの

が地域情報化問題で ある。

単に地方 自治体業務の電算化だけでな く,地 域産業の発展や地域住民 の

福祉 ・生活水準 の向上のため に,地 域情報サ ー ビス産業が何を な し得 るか

の検討が進め られようとしてい る。

表4-15情 報 サ ー ビス業 システ ムエ ンジニ ア,プ ロ グ ラマ数(最 近5年 間)

愛 知 県 1984年 1985年 1986年 1987年 1988年

計 3,000 3,295 3,969 5,857 8,505

システ ムエ ンジニ ア 計 1,317 1,362 1,579 2,928 4,596

男 (1,294) (1,320) (1,490) (2,614) (4,094)

女 (23) (42) (89) (314) (502)

プ ロ グ ラ マ 計 1,683 1,933 2,390 2,929 3,909

男 (1,213) (1,373) (1,751) (2,114) (2,791)

女 (470) (560) (639) (815) (1,118)

(特定 サー ビス産業実態調査)
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表4-16職 種別 ・男女別の情報サー ビス業務従事者数

愛知県(1988年) 計 男 女

計 13,866 9,615 4,251

管理部門 1,520 1,093 427

研究員 133 114 19

シス テ ムエ ン ジニ ア 4,596 4,094 502

プ ログラマ 3,909 2,791 1,118

オ ペ レー ター 1,101 895 206

キーパ ンチ ャー 1,411 19 1,392

その他 1,196 609 587

(特定サー ビス産業実態調査)
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4.3地 域の求める情報処理技術者 像

中部地区は,軽 工業か ら重工業 に至 るまで,厚 い工 業集積 をな して いる。

全国第一位 を続 けている製造品 出荷額等をみ ると表4-10に 示す よ うに,航 空 ・機

械製造業(対 全国比52.6%),自 動車製造業(同35.9%),電 気用陶磁器製造業(同

45.2%),毛 織物機械染色整理業(同70.6%)な ど,こ の地方を示す代表的な業種が

並んで いる。

21世 紀へ 向けての産業経済を展望 してみると,加 工組み立て産 業 は,集 積の厚い機

械系産業において,メ カ トロニ クス化がさ らに進み,構 成比を高めなが ら,こ の地方

の産業経済 を先導することが見込 まれている。

さ らに製造業においては,消 費者ニーズ,企 業ニーズの変化に伴い,多 様化 ・短サ

イクル化す る需要 に柔軟に対応す る生産体制の整備が ます ます必 要 となってい る。

そのため,CAD/CAM(コ ン ピュータによる設計 ・製造)の 導入拡大,FMS

(フ レキ シブル生産 システム)の 導入 によるFA(フ ァク トリ ・オー トメーシ ョン)

が一層進展 してい くもの と思われ る。

FA化 は,従 来のNC(数 値制御)機 械の導入及び産業用 ロボ ッ トも含める と年 々

拡大 してお り,今 後のIC(半 導体集積回路),電 子計算機等 の小型化 ・大容量化に

伴い,さ らに進展す るもの と思 われ る。

なお,FA化 は,生 産工程 の 自動化であるが,最 近では,計 画 ・設計 ・製造 を自動

化す るCIM(コ ンピューダによる統合生産),さ らに販売等を含めた製造業の活動

全体を 自動化す るIMS(知 的生産 システム)の 検討 ・開発 も進 め られている。

当研修所 にお いて も,CIM導 入検討委員会が設置 され,今 年秋 に稼働 を目指 して

CIMの 試作 ライ ンを導入 すべ く準備を進 めている。

産業の情報化は,エ レク トロニ クスや通信分野を中心 とす る技術革新 を背景 に,ダ

イナ ミックに進展 して きている。

一方
,我 が国産業 のソフ ト化,サ ー ビス化の進展 とともに,国 内総生産 に占め るサ

ー ビス部門の ウェイ トは図4-6に み るように増大 して いる
。

しか し,1986年 の第3次 産業の事業所数及び従業員の都道府県別構成比 は図4-7

で示す ように,東 京が事業所数で12%,従 業者数で16.4%と 全国の1割 以上を 占め,

以下大阪(事 業所数8.0%,従 業者数8.8%),愛 知(同5.2%,同5.4%),北 海

道,神 奈川,兵 庫,福 岡と大都市の所在す る都道府県の構成比が高い。

このよ うに,我 が国の第3次 産業 は,大 都市圏に集中 してい るが,近 年の情報化 の

進展や東京の国際金融都市化等 もあ って首都圏への集中が進ん でいる。
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また,県 民1人 当たりの県内第3次 産業総生 産をみて も,東 京が他 の道府県を著 し

く上回 っている。

経済の高度化,ソ フ ト化 が進展す る中で,情 報処理 サー ビス業等の産 業支援サー ビ

ス業の地方分散を進 めることも地域活性化 を図 るうえでの課題 となって きている。

かか る状況の中で,地 域の求め る情報処理技術者像を描 くと次のよ うになる。

(1)機 械製図のわか る情報処理技術者

機械関連産業の集積が厚い当地域 においては,ア ンケー ト調査 にみ られ るよ うに

機械製図のわか る情報処理技術者が求あ られて いる。

(2)メ カ トロニ クス教 育

当校卒業生 のア ンケー ト調査で,デ ジタル,ア ナ ログ,電 気基礎が特 に役立 って

いるとい う回答があ った。(表4-6,図4-3)

エ レク トロニ クスを中心 として,急 速 に進展 す る我が国産業の技術革新 に対応 す

るために,メ カ トロニ クス教育が必要 と思われ る。

(3)ト ー タル的 な思 考

企業の コンピュータ導入 の目的は,当 初,事 務処理及び生産工程の合理化,効 率

化であ った。 最近で はこれに加えて,企 業 間にまたが る生産,販 売,製 品移動等

の情報を リアル タイムで入手 し,加 工 ・分析す ることによ り生産,輸 送,在 庫 コス

トの削減,生 産計画,販 売計画等へ反映 させる等,情 報を戦略的に利用す る動 きが

み られ るよ うにな ってきた。

したが って情報処理技術者は,こ うした傾 向に対応す るために,個 々の知識だけ

でな く,産 業活動全体 をとらえる トータル的な思考がで きるよ うな技量を身 につけ

る必要があ る。

(4)関 連業務知識の理解

当地域 は,製 造業の構成比が高い。 各企業 は,消 費者ニ ーズの多様化か ら 「多

品種少量生産」 「多頻度納入」 「納期の短縮化 」等が迫 られて いる。

情報化は,企 業 内の生産部門だけで な く,生 産部 門 と下請企業,流 通部 門 と卸売

・小売業 との間を結ぶ受発注業務を行 うためのネ ッ トワークが構築 されよ うとして

いる。

コンピュータの利用形態 は,バ ッチ処理か らオ ンライ ン処理,集 中処理か ら分散

処理,企 業内 システムか ら企業 間 システム,国 内ネ ッ トワークか ら通信衛星を使 っ

た国際ネ ッ トワークへ と進展 して きている。
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こうした動 きに対応で きるよ うに,情 報処理技術者 は,生 産部門か ら流通部門に

至 るまでの問題点 を的確に把握 し,ネ ッ トワークの構築 にあた るように関連業務 知

識を深める必要 がある。

(5)人 材育成の緊急性

中部地域のプ ログラム作成能 力は,す で にみたよ うに,東 京,大 阪圏 に過度 に集

中 しているため人材が不足 している。

この傾 向は,今 後 も続 くもの と思われる。

とくに,シ ステ ムエ ンジニ アの数 は,東 京都の約1割,大 阪市の4割 弱である こ

とか ら,早 急 に人材を育成 しなければ技術革新の著 しい製造産業を支えて い くこと

がで きな くなる恐れがある。

(6)高 度 な技術力

情報 サービス産業の発展 にとって,情 報処理技術者の不足 が問題 にな って いる。

特 に,高 度 な技術力を持 ったSEの 不足が深刻化 してい る。

1986年,情 報サ ー ビス産業の従事者 は19万 人を超えてお り,西 暦2000年 には214

万人の従業者が必要 とされて いる。

現状 のままで は,97万 人 の情報処理技術者の需給 ギ ャップが生ず ると予測されて

いる。

このため,通 産省で は生産性 向上のため,シ グマ システム等の施策を推進 して い

るが,こ れが完成 して もま.だSEが31万 人が不足す ると報告 されている。

そのため,情 報処理技術者 の教育方法の開発,標 準 カ リキュラムの開発 ・普及等

が急がれて いるが,各 企業において も企業 内教育等の充実 など積極的な対応策を早

急 に講 じ,高 度 な技術力を持 った従業員を育成す ることが重要 な課題 とな ってい る。

当研修所 において も,高 度な技術力を持っための カ リキ ュラムを検討準備 中であ

り早急に実施 してい く予定であ る。

(7)女 性SE(シ ステ ムエ ンジニ ア)

当研修所において今年度卒業する大卒,短 大卒の女性約50名 を対象にSE教 育を

実施する予定である。

社会の情報化,経 済の ソフ ト化 は確実に女性の社会進 出を助長 している。

情報サ ービス産業における女性の雇用の増加 は著 しく,全 従業者のほぼ3人 に1

人が女性である。 また,情 報処理技術者試験の合格者 に占める女性 の割合 は1970

年 の7.2%か ら1986年 には,14%に 増加 した。

さらに,通 産省の予測で は,2000年 にお ける女性情報処理技術者 は一旦 リタイア

した主婦の活用等 まで含める と約40万 人 になるとみ られてい る。特 に システムエ ン
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ジニ アの増加が予測 されている。

情報化が産業 ・経済の分野か ら家庭 にまで浸透 してい こうと している将来,情 報

化を担 うの は,生 活者 と しての女性 の感性である。21世 紀 には,家 庭の情報化 は

巨大市場 になる可能性を多分 に秘めている。

こう した社会の潮流の中で,し なやか な女性の感性 は,情 報化社会の発展 に大 き

な力 となる期待が大 きい。

地域の求め る情報処理技術者像を描 いたが,多 岐 にわた るため,こ れ ら全 てを網

羅 した技術者を育成す ることは,困 難 だと思 う。

しか し,学 校教育 は技術動向の変化 に対 し追随が遅 く,産 業界が望 む技術像 との

間で ミスマ ッチが生 じが ちであ る。

顧客の多様なニーズ に応 じた人材育成をす るため には,世 の中の変化 に合 わせて

柔軟 にカ リキュラムを変えて い く必要があ る。

優秀な技術者をいか に育成 してい くか,専 門学校等 における情報化人材育成機関

の役割 は大 きい。

4.4CAROL(ComputerAidedRevolutionOnLearning)カ リ キ ュ ラ ム

4.4.1採 用 状 況

当研 修所 で は,通 商 産 業 省の 「情 報化 人 材 育成 連 携 機 関 」 と して 委 嘱 され た こ と

を機 に,1989年 度 よ り.CAI(ComputerAssistedInstruction)コ ー ス ウ ェアで あ

る 「CAROL」 を採 用 して い る。

CAROLは,コ ンピュータとの対話を通 じて,情 報処理技術を習得するために

使用す る教材 システム(コ ースウ ェア システム)の ことで,5ヵ 年計画,(昭 和61

～平成2年 度)で 開発 ・整備 しよ うとす るのが,CAROL計 画である。

計画では,情 報処理技術者育成用標準 カ リキュラムに準拠 したコースウェア シス

テムを整備することに している。

CAROLは,標 準 カ リキュラムに基づいて,基 礎 コースと専門 コースの二つの

コースか らな ってい る。

基礎 コースは,プ ログラマを中心 とした初級技術者の養成を 目的 と した もので,

情報処理 システム,ハ ー ドウ ェア,ア セ ンブラ,シ ステム開発 と運用などか らな っ

ている。

専門 コースは,シ ステ ム ・エ ンジニア(SE)の 養成を 目的 と して,プ ロジェク

ト管理,人 工知能の応用等か ら構成 されてい る。
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当 研 修所 に お い て は,当 初開 発 済のCAROLコ ー ス ウ ェアを全 て 購 入 し,活 用

す る こ とを考 え たが,各 コー ス ウ ェア を チ ェ ック した と ころ,基 礎 コー ス編 の 「プ

ロ グ ラ ム流 れ 図 の 作 成 」 とrCOBOL」 が 最 も実 用 的で あ る と判 断 して上 記2コ

ー ス ウ ェアを 採 用 した
。

4.4.2CAROLの 活 用

シス テ ム技 術科 の授 業 内容 は表4-2,4-3に 示 す と ころで あ る。

この 中 で,授 業 へ のCAROL活 用 は,次 の よ うに して い る。

(1)関 連 の深 い科 目の中で,授 業の一部 にCAROLを 採用 し,副 教材 と して活用

す る。

(2)COBOLは,コ ンピュー タ言語の中で最 も使用頻度の高い言語であるので,

重点的 に活用を図る。

(3)な お,COBOLは 講義 とプログラ ミング実習の連係を良 くす るため,特 に生

徒 自 ら知識 吸収欲を高めるため活用す る。

なお,こ の 他 に視 聴覚 教 材 と してVTRを 使 ったrIntroductiontoDigital

Logic」(日 本DEC)の 教育 も授 業 の一 部 に取 り入 れ て い る。

これ は,教 科 書 の みの 授 業 で な く,視 覚 的 な効 果 を 得 るため と,学 習 内 容 の 復

習 の ため で あ る。

ま た,今 年 度 か らCAROL基 礎 編 にっ いて は,順 次 購 入 し内容 を充実 さ せ て

い く予 定 で あ る。

4.4.3課 題

(1)初 めてのCAROL利 用のため試行錯誤 的であ ったが,一 斉授業の中に組み込

む ことによ り,講 義を補完 し,生 徒の レベルア ップに寄与す ることがで きた。

とくに,理 解度の遅 い生徒に対 し,有 効 な教育効果を もた らす ことがで きる。

(2)し か し,テ キス ト,マ ニ ュアルの充実感 はあま りな く進度 の早 い生徒 には不満

が残 る。

また,CAROLの 学習は単調で飽 き易い とか,操 作が煩雑であ る等の指摘が

なされている。
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(3)CAROL専 門 コー ス編 に は,ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア,通 信 ネ ッ トワー

ク等 が,準 備 され て い るが,産 業 界,と くに,当 地 域 の よ うに 機械 系産 業が 盛 ん

な地 方 にお いて は,FA(フ ァ ク トリ ・オ ー トメー シ ョ ン)等 の理 解 が必 要 にな

る。

こ う した,情 報 処理 技 術 者 の立 場 か らみ た 機械 系 の コー ス ウ ェアが で き る こと

が 望 ま しい。

(4)製 造業 に従事す る情報処理技術者 は,マ イクロコンピュータ制御 システム技術

者 として,ハ ー ドの知識が必 要になる。CAROL開 発科 目は,OA関 係が主体

であるため こうした要請 には応えていない。

① デジタル(論 理回路,イ ンターフ ェイス)

② アナログ(電 気基礎,OPア ンプ,制 御技術)

③ アセ ンブラ(8ビ ッ ト,16ビ ッ ト)

など,

現場 に密着 したコースウェアの開発が待 たれ る。

4.5効 果的な教育方法

当研修所 のカ リキ ュラムは 「初級情報処理技術者育成指針 」(⑭ 日本情報処理開発

協会 情報処理研修 セ ンター)に お ける標準 的カ リキュラムを基礎 とし,こ れ に産業

界で要請 されてい る情報処理技術者を育成す るたあ必要 と思われ るカ リキ ュラムを付

加 している。

以下 に,当 研修所 で行 っている主 なカ リキュラムの内容及び検討項 目について述べ

る。

(1)CAD教 育

当地域 はすべて に述べたよ うに機 械系産業が盛んである。

そ こで は,CAD/CAM(コ ン ピュータによる設計 ・製造)の 導入拡大,

FMS(フ レキ シブル生産 システ ム)の 導入等 によ るFA化 が進展 している。

こうした中で,情 報処理技術者 と して活躍 して い くためには,CADの 基礎的な

理解が不可欠 となる。

当研修所で は,機 械製図の基礎的 な知識 と,CADの 操作演習のため,CAD教

育を実施 してい る。

なお,CADの 教材 は,IBM5550,5560を 使 って,MICROCADAMの 教育を して

い る。

(2)卒 業研究

卒業研究は,ア ンケー ト調査においてみ られ るよ うに,多 くの人が,現 業務に何

等かの形で役立 っている と回答 してい る。
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テーマの選定か ら完成 に至 るまでの一連の作業を研修生が 自主的 に運営 している。

テーマは,

① 楽 しいテ ーマの ものを選ぶ

② 出来 るか ぎり,製 作可能な ものにす る(完 成度 ア ップ)

③ 独 自性を発揮で きる ものを

選定す るよ うに してい る。

なお,卒 業研究 は,こ れ まで学習 した事柄の集大成であ り,ま た作業を進あてい

く上で必要 な 日程管理 や原価意識を学ぶ場 と して極めて有効な教育方法 といえよ う。

卒業研究の最後 は,研 究発表会であ る。

ここで,研 修生 は発表 の仕方,報 告書の まとめ方等を学ぶ。

優秀作 品には,所 長表彰が与え られ る。

㈲ 制御系,情 報処理 系

システム技術科の授業 内容 は,表4-2,4-3に 示す とお りで あるが,地 域が

要請 している情報処理技術者 は,①OA関 係の情報処理技術者 と,② 製造現場(マ

イ クロコンピュータ制御 システム関係)の 情報処理技術者 に大 別され る。

これを同時 に満足す る技術者 を育成することは,至 難であ る。

したが って,次 のよ うなカ リキ ュラムが考え られ る。

1年 次 カ リキ ュ ラム 2年 次 カ リキ ュ ラ ム

表4-2(共 通)

制御系 専門科 目(注1)重 点

情報処理系 表4-3

注1専 門科目

高級言語 C言 語

アセ ンブラ 8ビ ッ ト,16ビ ッ ト

デ ィジタル 論 理 回路,マ イ コ ンの働 き,イ ン ター フ ェイ ス

アナログ 電気基礎,OPア ンプ,制 御技術

電子回路実習 基礎実習,デ ィジタル実習,ア ナ ログ実習
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(4)OJT(OnthcJobTraining)

当研修所の システム技術科2年 生 は,4月 か ら9月 までの6ヵ 月間,業 務の実態

に触れ,こ れまで学習 した事柄を実地 に応用す るため,OJTに 入 る。

この期 間は,各 自テーマを与 え られ,先 輩技術者が率 いるチームの一員 として,

実際の ソフ ト生産作業にたず さわる。

この半年間のOJTは,研 修生 にとっては,か な り厳 しい教育訓練の場であ るが,

この期間を こなす と,顔 つ きか ら違 って くるようである。

産 業界が要請す る実務能力を限 られ た時間内で教育す ることは,簡 単な ことでは

ないが,こ こで述べた①CAD教 育,② 卒業研究,③ 制御系,情 報系,④OJTは,

考え られ る一方法である。

急速 に変化 してい く技術動 向に対 し,産 業界が望 む技術者像 との間に ミスマ ッチを

避けなが ら,柔 軟にカ リキ ュラムをみっめてい きたい。

次 に,効 果的な教育方法にとって大切な ことは,学 習す る人達のや る気をいかに

確保 し,持 続す るかということであ る。

い くら立派な カ リキュラムを備え,設 備が充実 していて も,そ こで学ぶ人達が学

習意欲 を無 くしていて は,効 果を上げ ることがで きない。

そのためには,ア ンケー ト調査 にみ られ るよ うに,

① 教育 ・訓練の 目標を明確 に定め,授 業 は目的をは っきりとさせてか ら教え る。

② 実物教育

③ 卒業研究のよ うに,テ ーマの選定か ら完成に至 るまで,研 修生が 自主的 に運営

す るようなカ リキ ュラムを加え る。

④ 情報処理技術者試験2種 以上の合格

などが,有 効であると思われ る。

また,学 習効果だけを見 ることな く,日 常生活全般 にわた って,技 術者で ある前

に,一 社会人 と して常識あ る行動が とれ るよ うに指導 してい くこと も教育に携わ る

者 として必要な ことであ る。

そ して,ハ イテ クの時代だか らとい って,人 間の心 まで合理 的にな りす ぎては,

人 々の生活 は無味乾燥 にな って しまう。 「技術の進歩 は常 に人間 らしい生活を実現

するためにある」 とい う原点 を忘れな いでい きたい。
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5.調 査研究の まとめ

本調査研究 は,卒 業生の追跡調査によ り,今 後の教育の参考 に し,併 せ て中部地域の

産業の現状 と今後の展望に明 らかにすることにより,地 域 の求 めてい る情報処理技術者

像を描 くことにある。

い くつかの具体的 な教育方法を提示 したが,各 校の事情 によ りそのままで は実現で き

ない もの もあ り,す でに実施 している もの もあるであろ う。

急速 に展開す る技術革新の中で,産 業界が要請 している情報処理技術者 は,質 ・量 と

もに著 しく姿 を変えてい くであろ うが,教 育 にたず さわる者 と して,で きるだけ先を見

通 した教育内容で これ らの要請に答えてい く必要がある。

当研修所で は,試 行錯誤的ではあるが,少 しで も第一線の職場 に密着 した教育内容を

これか らも追究す るために努力を続 けてい くつ もりである。
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1.調 査研究デーマ

地方の求める情報処理技術者像とその具体的な教育指導方法

2,調 査研究担当者

曽 我 聰 起

井 上 聖 也

経 沢 裕 司

3.調 査研究の概要

最北地の情報処理専 門学校が開校 してか ら,3年 の歳月が過 ぎ去 った。 この間情報処理技術

者試験にある程度の合格者を出 し,ま た就職率 もほぼ100%達 成 という成果を出 しなが ら,一

方情報処理(技 術者)像 に関 し,我 々と地元 との間には当初想像 していた以上のギ ャ ップが存

在す ることを体で感 じて きた3年 間で もあ った。本調査研究か ら,こ のギ ャップの実態を探 り,

地方情報処理専門学校の教育指導方法を検討す る。

4.調 査研究の内容

4.1本 校概要

学校法人旭川大学 旭川大学情報 ビジネ ス専門学校

本学 は,4年 制大学 ・女子短期大学 ・高等学校 ・幼稚園を擁す る学校法人旭川大学 を母体

とし,「 地域 に根 ざ し」 「地域を拓 き」 「地域に開かれた」学園を建学の精神 に掲げ,1987

年4月 に開校 した専門学校で ある。

4.2学 科構成

本学 は,情 報 システム科(定 員80名)・ 情報経理科(定 員40名)の 二学科 を有す る専門学

校であ り,修 業年限はいずれ も2年 としている。

4.3現 在本校 に在学中の学生数

89年卒業生

情報システム科

情報経理科

122名(3ク ラス)

39名(1ク ラス)
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90年2月 末在校生

情報 システム科1年72名(2ク ラス)2年54名(2ク ラス)

情報経理科1年29名(1ク ラス)2年31名(1ク ラス)

教員数7名(シ ステム系教員5名,経 理系教員2名)

なお,本 校は クラス担任制 を採用 している。

4.4使 用設 備

汎用 電子 計 算機NEC

端 末(ワ ー クステ ー シ ョン)

パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ

ACOS3300

NECPC-9801RX4

NECワ ー クステ ー シ ョン

NECPC-9801VM

NECPC-9801RX

台22

台1

台44

台1

4.5通 産省第二種情報処理技術者試 験等の取得状況

87年 入学 二種合格者38名 一種合格者2名

88年 入学 二種合格者22名 一種 合格者1名

89年 入学 二種合格者7名

4.6卒 業後の進路

本校は情報 システム科(定 員80名),情 報経理科(定 員40名)の 二学科を有す る専門学校

で あ り,87年 度 に第一期の卒業生を輩出 し,88年 度 は第二期の卒 業生予定85名(男59名,女

26名)を 輩 出す る。 ここで は卒業生が どのよ うな地域及び業種 に就職 したのかを求人動 向を

含めなが らみていきたい と思 う。

4.6.1求 人動向(地 域別)

89年 卒業生 に対す る総求人件数 は265社 であ り,道 内と道外の割合でみた場合は求人件

数でさほどの違いはない。 これを個別 にみた場合 は東京か らの求人が非常 に高 いのが 目立

つ 。

90年 卒業生に対す る総求人件数 は251社 であ り,89年 卒業生 とほぼ同様な傾向である。

(図4-6-1,4-6-2)
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、4.6.2求 人動 向(業 種別)

89年 卒業生 に対す る総求人件数 は265社 であ り,情 報産業か らの求人が圧倒的 に多いの

が目立っ。

90年 卒業生 に対す る総求人件数 は251社 であ り,89年 卒業生 とほぼ同様の傾 向である。

(図4-6-3,4-6-4)

-251一



)4一6一4

鷹

,
3一6

66

"

.

.

.'

一

80

4図(

6・

ω

加

。。

8。

6。

刊

加

70.OOX

60.OOX

50.OOX

::::::匡=]
20.OOX

10.OO男

O.OO%

鯛 麟 卸類 小頚 製頭 金膿 サービス その地

図4-6-389年 卒業生業種別求人件数

159160

140

120

100

80

60

40

20

70.OO%

60.OO%

50.00%

40.OO篇

30.OO%

数件

%

團

↑

20.00%

10.OO%

00.00%

情報産業 卸売業 小売業 製造業 金融業 サービス その他業

図4-6-489年 卒業生 業種別求人件数

以上の求人傾向か らみた場合,シ ステ ム科の学生であ ることを考えれば情報産業か らの

求人が多いことは喜ば しいことである。 しか し,そ のほとん どが東京及びその周辺であ る

ことに本校 としては もろ手 を上げて喜 べない事情がある。それ は本校の学生 は非常 に地元

志向が強いために東京を含めた道外へ の就職を希望す るものが少ないか らである。なか に

は情報産業以外への就職を希望す る学生 もお り,学 生への対応で いつ も苦慮 しているのが

現状なのであ る。
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もっと地 元の旭川市及 び道内か らの求 人があれ ばよいのであるがなかなか求人掘 り起 こ

しの努力が実を結んでいない とい った ところである。

4.6.3就 職状況(全 学生)

前項においては求人動向をみて きたが,こ こでは,卒 業生の うち情報 システム科 のみを

対象に実 際の地域 別及 び業種別の就職状況をみていこうと思 う。

4.6.3.1地 域別就職状況

これによると,89年 卒業生 は東京都への就職が全体の4割 強 を占あ る高い割合を示 して

いるのが注 目され る。 それに次 いで札幌市が3割 強で続 き地 元旭川市への就職 はわずかに

5%弱 にとどま っている。前 項で も述べたが,地 元志 向が強か ったに もかかわ らず このよ

うな結果がでたのは意外であ る。90年 卒業生 は東京都及 び札幌市へ の就職が減 り,逆 に旭

川市及 びその他道外への就職が多いのが特徴である。 しか し,東 京都及 びその他道外 の割

合を合計 した ものを89年 卒業生 と比較す ると90年 卒業生 のほ うが多 くな ってい る。(図4

-6-5)

45.00%

40.OO%

35,00%

30.00%

25.00%

20.OO%

15.OO%

10,00%

5.OO%

0.00%

旭川市 札幌市

42.86%

東京都 他道内

…
闇

闇
鰯
熱
蕊
離

離

　
　

　

び
ノ

鹸
1

函88年 度

N89年 度

tss"za'AN

劉
他道外

図4-6-5卒 業生地域別就職状況

4.6.3.2業 種別就職状況

ここでは業種別の就職状況をみてい きたいと思 う。89年 卒業生 と90年 卒業生を比較 した

場合,89年 卒業生の50%強,90年 卒業生 の70%が 情報産業へ就職 してい る。 システム科 の

学生であ ることを考えれば当然の結果であるといえよ う。89年 卒業生で情報産業以外の業
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場合で も,職 種 としては企業内の コンピュータ機器の操作 ということで採用 され た ものが

多か った。 いずれに しろ システム科の学生で ある以上,何 が しか コンピュータに関係する

職場に就職す るのが本筋であろう。(図4-6-6)

69%70X

60X

50X

40X

3眺

20X

10X

O%

10×11×9%
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業 ス 信 楽 ス業

匡ヨ89シ ス テ ム 科 目190シ ス テ ム科

図4-6-6卒 業生業種別就職状況

4.6.4就 職状況(情 報処理二種取得者 ・未取得者)

次に システム科卒業生を,さ らに情報処理二種取得者 と未取得者 に区別 し詳細 にみてい

くこととす る。

4.6.4.1二 種取得者

就職先地域 としては,89年 卒業生 は地 元旭川を は じめ,東 京,札 幌 などほぼ平均 してい

る。90年 卒業生 は東京都 を除 く道外地域への就職がやや多いよ うであるが,お およそ各地

域平均 しているといえよ う。業種 として は,89年 卒業生及び90年 卒業生共 に9割 近 くの者

が情報産業に就 職 してい る。 その情報産業の地域の内訳 をみ ると大体各地域平均 してい る。

以上のことか ら,情 報処理二種取得者 の場合は 自ら情報産業への就職を希望 し,そ のため

には地域 にこだわ らないとい う傾向があるよ うに思 う。(図4-6-7,4-6-8,4

-6-9)
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図4-6-9二 種合格者情報産 業地域別就職状況

4.6.4.2二 種未取得者

勤務先 としては,89年 卒業生及 び90年 卒業生共に地元旭川市への就職が非常 に多 く,札

幌等を含めると7割 近 くの者が道内へ就職 してい ることになる。 この ことは二種合格者 と

比較 した場合ま った く違 った傾 向にあ る。業種別にみると89年 卒業生 は情報産業へ就職 し

た ものは4割 もお らず卸売業,小 売業,サ ー ビス業などコンピュータに関係 しない職種に

就いてい るものが多い。90年 卒業生 は6割 近 くの ものが情報産業に就職 している。 これは

89年 卒業生 と比較す ると非常に面 白い結果であ るといえ る。情報産業 に就職 した ものを地

域別にみ ると道 内と道外の比率 はほぼ同 じであ る。(図4-6-10,4-6-11,4-6

-12)
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図4-6-12二 種未取得者情報産業地域別就職状況

以上か ら情報処理二種未取得者 の場合 は,年 々情報産業への就職者がふえて はいるが,

二種取得者 と違 い積極的 に情報産業に就職 しよ うという意識が低い といえ る。 これは,業

種で就職 を選択す るとい うよ りも,地 元の旭川市 に残 りたい とい う意識の ほうが強いため

で あろう。求人動向の ところで も述べたが,本 校に とって はこのよ うな学生への対応が一

番難 しいことであ り,今 後の課題で もあるので ある。

4.7二 種取得卒業生の調査結果

89年卒業生122名 の うち,二 種取得者 は38名 。 この38名 の うち情報産業に就職 した学生 は

31名 で,こ れ らの学生 に対 してア ンケー ト調査を行 った。

回答数 は,21名 であ る。

4.7.1現 在の職種

ほとん どの者が,プ ログラマーと して活躍 している。 ただ,二 種を取得 しているわ けで

あるか ら当然 と言えば当然であ る。(図4-7-1)
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図4-7-1二 種取得卒業生現在の職種

4.7.2活 かされている科 目

専門学校で学 んだ ことが活 かされている者が63.4%,活 かされていないが27.3%と な っ

ている。3割 弱の者が現在の業務に活 かされていないの は,即 戦力の面か らも問題であろ う

う。

活か されていると回答 した もの に,さ らにどの科 目が役に立 ってい るか聞いたところ,

グラフの様な結果にな った。OSが もっと上位 にランクされて もいいので はないか と思 う。

(図4-7-2)
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図4-7-2二 種取 得卒 業 生 か らみ た活 か され て い る科 目

4.7.3二 種 につ いて

二 種取 得 の必 要性 を 聞 い た と ころ,絶 対必 要 よ り必 要 な しの方 が 上 回 って い る し,業 務

の面 か ら も役 に立 って いな い もの の 方 が 多 い。

「役 に た って いな い 」 と答 え た もの に その理 由 を文章 回 答 して も らった。 い くつ か紹 介

す る と,

「二 種 は一 つの 過 程で あ って,す べて で は ない 」

「COBOL,CASLな どは ソフ トウ ェア業 界 で は必 要 で な くな りつ つ あ る」

「仕 事 して い る内容 と二 種 で 勉 強 した こ と とは違 って い る」 な どで あ る。(図4-7-

3,図4-7-4)
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4.7.4二 種取得卒業生就職先の調査結果

前述 した二種取得卒業生31名 の就職先企業28者 に も,同 様 なア ンケー ト調査を行 った。

回答数 は,17社 であ った。

4,7.4.1採 用 した理 由

専門学校生 を採用 した理由をあげて もらった。

「専 門的知識があ るか ら」が42.4%と もっとも多 く,次 いで 「即戦力になるか ら」 「職

業意識が高いか ら」の順であ った。我 々としては,即 戦力 と職業意識の数値が高 くなるよ

うに頑張 らねばな らない。(図4-7-5)
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図4-7-5企 業 か らみ た専 門学 校 生採 用 理 由

4.7.4.2企 業 か らみ た 重要 な科 目

企業 か ら重 要 だ と思 わ れ る科 目を あげ て も らった。 グラ フの通 りで あ るが,前 述 の 卒 業

生 の ア ンケ ー トと比 較 して みて いた だ きたい。(図4-7-6)
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図4-7-6企 業か らみた重要科 目

① プログラム設計 とCOBOLは,企 業 も卒業生 も重要科 目として認識 してい るが,こ の二

つの科 目だ けでみてみ ると,企 業はプ ログラム設計が,卒 業生 はCOBOLの 方が ,そ れぞ

れ重要 だと している点が面 白い。

② 電子計算機概論 に関 しては,違 いがは っきりでた。

卒業生 は,電 子計算機概論 はプログラム設計,COBOLに 匹敵す る程重要 と しいるの に対

し,企 業の方 はそれほどで はない。

③ 企業 は簿記の要請 が結構ある。

4.7.4.3企 業か らみた二種 について

企業が二種 にっいてどのよ うに思 ってい るか聞いてみた。

二種取得 は必要な しと したの は1社 もなか った。 しか し,ど の ような面で必要性を感 じ

るか については,「 関連知識 と して」が33.3%で 通産省 として は,頭 の痛 い結果がでた と

思 う。(図4-7-7,図4-7-8)
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4.7.4.4専 門学 校 に望 む こ と

履 修 して欲 しい言 語 を聞 いた と ころ,rCOBOL」 が,ま だ 必要 と して い る企 業が 多 いよ

うだ 。次 い で 「アセ ンブ ラ」,rC」 で あ る。rC」 が意 外 と要求 され て い る結 果 に な っ

た 。(図4-7-9)
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図4-7-9企 業 か らみ た履修 を望む言語

また,専 門学校 に望む ことを文章回答 して もらった。

・ 「一つの言語を完全 にマスター して欲 しい。数学,会 計,英 語に も力を入れて欲 しい」

・ 「情操教育,国 語 力(文 章作成,漢 字)に 力を入れて欲 しい」

・ 「即戦力化のための教育方法 を考えて欲 しい」

・ 「実習時間を多 くとっていただ きたい」

・ 「一般常識,文 章作成,漢 字 力を身 に付けて欲 しい」

・ 「基礎知識の教育が欲 しい。人 間的 に気持 ちの豊かな人を望む」

・ 「個人的 に能力の優劣差が大 きい。企業人 と しての 目覚 めが遅 い」

・ 「最先端技術者の育成 と共に豊 かな人間性 を育て る場であ って欲 しい」

・ 「言語 の習得を高 レベルに。よ り専 門的な教育の場 にな って欲 しい」などであ る。

専門学校で教えて いる我 々にとっては,耳 が痛いわけであ るが,以 上の意見を聞いて集

約 してみる と三つ あると思 う。

・第一点 は一般教養 を身につ けて欲 しい ということ。

・第二点は人間性 を豊かに育てて欲 しい ということ。
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・第三点は専 門技術を もっと高度 に身 に付 けて もらいたいとい うこと。

これ らのことは,我 々教員の間で も問題 となる ことで ある。ただ,第 一点 目と第二点 目

にづ いてば,専 門学校でや るべ きことなのかど うかである。高等学校で十分指導 して きて

いるので はないか とい う意見があ るの も事実で ある。

4.8本 校が目指す情報処理技術者 とは,

本校 は,建 学の精神 と して 「地域 に根 ざ し」 「地域を拓 き」 「地域に開かれた」学 園 とし

て1987年 に開校 された。

学習鱒 方針としては・国家言式験情報処理技術者試駈 ●二種の取得を目指すこζ、によっ

て,上 級 プログラマ と しての即戦力 となる人材を養 成 し,'ま た,プ ログラム実習 を通 じて創

造力,自 主性及び強調性 を もった人 間性豊 かな技術者を育成する事 と して いる。

4.8.1国 家試験 につ いて

国家試験情報処理技術者試験一 ・二種 に?い て は,い まのところ最大 の 目標 と し,ま た

合格す るよ う学生 に指導 しているこ試験 日前1カ 月か ら試験対策の特別の時 間割 りを編成

し,学 生…に対 して動機づ けを行 っている。

しか し,情 報処理技術者=二 種合格者 とは,教 務サイ ドでは考えていない。本校の カ リ

キュラムを履修す ることによって結果的に国家試験に合格す ると言 うのが望 ま しい。試験

とい うのは,出 題 された問題が解 けた(し か も,満 点で はない)だ けであ って,、絶対 的な

もので はないと考 える。'

ただ,教 育 と経営の間にあ って次の観点か ら国家試験 は無視で きない もの とな って いる。

4.8.1.1学 校の知名度を高め る

本校が設立間 もないとい うことで,学 校宣伝用 に必要である。高等学校の進路指導 の先

生方及 び父 兄方が,単 純 に国家試験の合格者数 ・合格率で学校の善 し悪 しを きめる場合が

多 い。

4.8.1.2就 職 との関連

東京方面の就職先企業か らゐ要請が強い。二種取得卒業生の就職先企業 に対す るア ンケ

ニ ト調査によると
,二 種取得 を絶対必要 と してい る企業29.4%,取 得が望ま しい としてい

る企業 が70.6%,必 要 な しと して い る企 業 は全 くな か った。 ま た同 ア ンケ ー トに よ る と

76.5%の 企業 が資格手当を支給 .Lて いる。以上の ことか ら国家試験至上主義が生 まれてい

る 。
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上記の数値 と比較 はで きないが参考 までに述べてお くと,旭 川の企業1000社 に対する無

差別 アンケー ト調査(一 般企業が主で情報処理産業は数社 しかない)に よると,二 種取得

を必要 としている企業 は22.0%で あるのに対 し,必 要 な しと答えた企業は75.8%も あ った。

それに して も,人 口が36万 あ る都市に して は情報化 に関 して,か な り立 ち遅れている こ

とを,如 実に示 して いると思われ る。

4.8.2即 戦力につ いて

専門学校の宿命の ひとつと して即戦力の人材育成が ある。

職業教育を前提 と している以上 この命題 は避 け られ ない。本校で はコンピュータ実習 に

重 きをな している。

しか し,企 業ニ ーズに応えた情報処理技術者の育成 は極めて難 しくな って きている。 な

ぜな ら,そ の企業ニーズは高度化 して きているか らで ある。プ ログラム言語一つ とって も

全ての言語 を教え ることは不可能 に近 い。また,そ の必要 はない。そ うなると,企 業 によ

っては即戦力 とは考 えず企業内研修を実施 することになる。

専門学校 における即戦力の人材育成 とい うことにつ いて は,再 考の余地があ る。

4.9二 種を合格できる条件

財団法人 日本情報処理開発協会発行の 「初級情報処理技術者育成指針」によ ると,初 級情

報処理技術者を 目指す者の対象者を次のよ うに想定 して いる。

(1)高 等学校普通科2年 終了程度 の学力を持 っている。

(2)情 報処理技術 についての知識が全 くない。

(3)企 業あ るいはその他 の組織体 において,情 報処理 にたず さわ り始 めてか ら日が浅い,

あるいはこれか らたず さわ ろうとしている。

(4)将 来,中 ・上級情報処理技術者 と しての活躍が期待 され る。

高等学校普通科2年 終了程度の学力 とは,国 語,数 学,理 科,社 会,英 語 に関す る基礎学

力である。特 に国語で は,正 しい日本語の読み書 きの能 力 と発表の能力が重要であ る。英語

で は読書力が求め られ る,と して いる。

本校に入学 して くる学生において は,上 記の条件に全てあて はまるのであるが,我 々が問

題 と思 うの は(1)の条件であ る。高校を卒業は して くるが,中 には本 当に卒業 して きたのか疑

問な者 もいるのである。分数 の計算が 出来ない,漢 字を知 らない,人 前で話が出来ない等基

本 的な学力(学 力とは呼べない ものだが)が 欠落 してい る学生 も入学 して くるのであ る。 そ
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こまでではな くて も,か な りの学校格 差があ る。高校か らの調査書を見 ると,5段 階評価 で

4.0の 学生 よりも進学校の3.0の 学生の方が優秀だ った りす るので ある。

本校で はクラス分 けをす るため,数 学のテス トを実施 している。(ク ラス分 けをするのに

なぜ数学のテス トでなければな らないかは,プ ログラ ミングの アル ゴ リズムを構築する事 と

数学的考え方 と似て いるか らである。)そ こで,こ のテス トの結果を もとに学校格差を検証

してみる ことにす る。

まず,過 去3年 間の学生(194名)に 対 して 出身高校か ら提 出された高校調査書の数学の

評価(5段 階評価)を,出 身高校別に平均を算 出 した(図4-9-1の 数学平均 点)。 次に,

過去3年 間の学生に対 して本校で用意 した数学 テス トを出身高校別 に平均を算出 した。そ こ

で,道 内有数の進学校であ るF校 を基準校 と して捉え,次 の ような計算式で補正係数 を出 し

てみた。

補正係数=数 学 テス トの学校別平均点/基 準校の平均点*5/学 校調査書の平均

この補正係数に高校別の数学評価 に掛けて,補 正後の数学評価を算出 した(図4-9-1

の補正後数学)。

補正後の数学が数学平均点 より上 まわ った高校A,C,F,G,H,1,J校 は二種合格

率が高い結果 にな った。(図4-9-1,図4-9-2)
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図4-9-2出 身高校別二種取得状況

前述 した,補 正 した数学評価を二種合格者 と不合格者 に分けて平均を出 してみた。

この ことにより,本 校独 自の考え方ではあ るが,二 種 を合格す るたあには補正数学評価が

4.2以 上 あると多いに期待で きるとい う結果 にな った。(図4-9-3)
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4.10初 級情報処理技術者の条件

情報処理技術者 といって も高度化 ・多様化 して きている現在,一 口で述べ ることは困難に

な って きている。

ここでは,専 門学校の卒業生が,い わゆる初級情報処理技術者 と呼ばれるよ うになるため

には,ど のよ うなことを マスター しなければな らないのかを述べる ことにす る。

知識 ・技術 と人物 の両方の面か ら考察 してみ る。

知識 ・技術面 について は,本 校の カ リキュラムを履修 することによ って,あ る程度,到 達

す ることがで きる。

だが,問 題がないわけで はない。問題点をあげてみ る。

4.10.1実 習の在 り方

「情報処理技術者 」と して最 も大切な授業の一つが 「実習」ではなかろ うか。特に 「ハ

ー ドウェア」や 「ソフ トウェア」等が 「国家試験 」に直結 して いるが故に
,本 来即戦力と

して重要な 「実習」が 陰に隠れているような印象をいつ も抱 く。 しか し,実 習 こそが 「即

戦力」の切 り札 とな りうるのではなか ろうか。

なお,こ こで述べ る実習 とは 「汎用機」を使用 した ものである点をお断 りしておきたい。

4.10.1.1即 戦力と しての実習

いわゆる 「即戦力」につ いて はその定義が曖昧なのだが,文 字通 り 「企業に入社す るな

り業務がで きる」とい うことであろ う。そ うであ るな らば,卒 業生の大半 は(こ の場合当

地は例外 として)ソ フ トウェア業界に入社す るのであるか ら,「 ソフ トウェアを作れるこ

と」が最大の命題であろ う。勿論,実 務を遂行 してい く上で,「 対人関係 」で あるとか

「ビジネス文章の作成」などが必要 となって くるのであろ うが,し か し,ソ フ トウ ェアが

作れな くては何に もな らないはずであ る。

4.10.1.2本 校実習の基本形態

実習課題の提示 を行い,流 れ図の作成 コーデ ィング,ソ ースコー ド作成,コ ンパイル,

実行の順序で作業す ることになる。

本数について は年 間10本 程度 のプログラムを作成す るよ うになっているが,一 本づっ期

限を きって実施 している。

また,教 員 はこれ らプログラムにっ いて採点/評 価 をお こなわなければな らな いのだが,

評価基準 は各担 当によ って まちまちで ある。 しか し,基 本的 には,流 れ図の提 出チェ ック,

コンパイル回数,提 出期 限を採点/評 価の基準 と しているよ うである。
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4.10.1.3現 在の実 習の問題点

この切 り札的 ・IF実習」であるが,現 実 には様 々な問題があ る。

(1)期 限を守 らない/守 れない

期限につ いては問題の難易度 により若干の差 はあるが,大 半の学生 が提 出で きるよ う考

慮 しているはずで ある。 ところが,提 出期限に間に合わない学生 もまた,多 いのであ る。

そ こで,提 出期 限の延長 となるのだが,再 び間に会わない。、

(2)個 別対応の難 しさ

この ように期限を遅れた学生 は勿論,全 ての工程の進捗状況が学生一人一人異 な るため ,

教員一人で これ らに対応するのはなかなか難 しい。また,指 導その ものが大変に難 しい も

のであ る。例えば コンパイル回数が多 く困 ってい る学生 にとっては,文 法上の誤 りを指摘

すれば良 いと思い指摘す ると次回か らも教員の指摘のみ期待 し,独 力でエ ラー探 ししよう

としな くなる。 ∫'`

㈲ エデ ィター機能 と複写

その うち,「 最終提出期限」なるものが現れ る。これ は,こ の 日を境に以後 いか なる実

習の提 出 も受 け取 らないという期限である。

・ さずがに,こ の期限にな るとあわてる学生が 出て くる。提 出物を受け取 って もらえない

と 「進級」 もじくは 「卒業]に 影響す るか らで ある。

・'そこで;遅 れてい る学生はどうす るか
。最 も手 っ取 り早 いの は,既 に完成 して いる他の

学生の リス トを入手 し,逐 一写すのであ る。 もっとも 「逐一」ではす ぐに分か って しま う

と思 ってか,「 変数 」のみ変更する。 ところが,そ この部分で コンパ イルエ ラーが続 出 し

困り切 うて しま うとい うケーズ も多 い。'

このよ うに毎年 「実習」で他人のプ ログラムを失敬す るケースは後をたたない。 このた

・め
,'本 来 ・rエデ ィター」に持 ってい る 「ソース コピー」の機能 は教えて いない。教 えれば

どのよ うな事態 にな るかは明白であ る。 しか し,こ れ は実務 との× きなギ ャップになる。

(4)仕 様書が ない

さ らに,実 務 との違 いを上 げれば,「 問題 」と ・「仕様書」の差が大 きい。 ど うして も,

授業 における 「問題 」は記述の仕方が平文の よ うにな って しまった り,フ ァイル仕様書 も

簡単な図のみで示 され る。 これは学生の理解を考慮 しての ことだが,実 務 との差が大 きい

部分であると思 う。・ ・L・"・t・'..'、t
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(5)創 造性が発揮で きない

さらに,実 習内容が 「これ これの フ ァイルのデー タか らこれ これの計算 を行い,こ のよ

うな帳票 に出力せよ」式の ものが ほとん どで あるので,学 生 自身アイデアを発揮す る部分

が少ないの も困った点である。

4.10.1,4新 たな実習形態 に向けて

以上のよ うな様 々な問題を抱えた実習で はあ るが,最 初に も述べた とお り,本 来 これが

出来な くては,い くら 「国家試験」 に合格 したところで(幸 いそのような例 はないが)所

詮 「絵 に書いた餅」に過 ぎない。

そこでゴ こうした問題を少 しで も解決で きるよ うな 「実習形態」・を現在思案中で ある。

す なわ ち,

(1).学 生のアイデアが活か され るよ うな実 習問題

(2)実 務 に近い処理仕様書,フ ァイル仕様書の使用

(3)よ り実践的な問題

(4)よ り学生が興味 を もて る問題

などで ある。

特に大切 なことは 「学生が興味 を持つ」 ことであ り,そ のためには,よ り身近な話題を

テーマに した り,デ ータ作成 も学 生 自身が行 うよ うな形 になるであ ろう6

このよ うに して一人で も多 くの学生が 「最低で も,自 分 自身で プログラムが作れ る」と

いう自信を持たせたいものである。

4.10.2一 落 ちこぼれをど うす るか

前述の とお り,入 学時点 において情報処理技術者 と して無理 だ と思われ る者 も,少 数だ

がいる。 しか し,大 半 はある程度能力 はあ るが,怠 けているため落 ち こぼれになるケース

である。 いかにこのやる気のない学生 を引 き上 げるかに我 々教 師は,全 精 力を注 ぎ込んで

いるのが現状である。落 ちこぼれがでないよ うにするための対策を考えてみよ う。

(1)魅 力ある授業展開

学生 を引 きつ ける話 し方,話 題を常 に研究 し,創 意工夫が必要で ある。学生が理解で き

ないのを学生のせい に しない。硬軟取 り混ぜて迫力あるもの に しなければな らな い。

'(2)座 学か らの脱却

CAI(ComputerAssistedInstruction)やOHP(OverHeadProjecter)を 有効利用す る。
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4.10.3よ り高度 な情 報 処 理教 育 の 必 要性

4.10.3.1ワ ー クス テ ー シ ョンの進 出

ここ数年の中で ワークステー ≒ヨンが注 目を浴びてい る。 その位置付けはまだまだ不確

定 要素 が多 いの だが,単 な るエ ン ジニ ア リング ワー ク ステ ー シ ョンで はな く,現 在 のパ ー

ソナ ル コン ピュー タの 使 わ れ方 を延 長 し,「 高 性能 パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ」 と捕 らえ た

い 。 これ に よ り 「汎 用 機 」 の シ ェアの一 部 と 「パ ー ソ ナ ル コ ン ピュー タ」 のか な りの部 分

が ワー クステ ー シ ョンに と って変 わ られ るので はなか ろ うか 。 それ はCPUのMIPS値

が 高 いだ けで な く,次 に述 べ る と ころのrGUI」 に優 れ て い る とい うこ と,す なわ ちユ

ーザ ーイ ンター フ・エー ス に優 れ て い る こ とが キ ーであ る。

これ らワー ク ステ ー シ・ヨ ンの ビ ジネ スツ ール は使 い易 い。 す な わ ち ワー クス テ ー、シ ョ ン

は 「マ ル チウ イ ン ドウ」,「 マ ウス 」,「 アイ コ、ン」等 を用 い る こ とで,マ ンマ シ ンイ ン

タ ー フ ェース を大 変 に良 く考慮 して い るか らで あ る。 この ため,従 来 の コ ン ピュー タの イ

メ ー ジを:一一一新 す る可 能 性:1}持 って い る。

後 述す るよ うに,当 地 にお い て は 「パ ー ソナ ル コン ピュ ー タ」 が主 流 で あ り,一 部 苦 労

して使 い始めた人たちが周 りの仕事 を全て引 き受 け,そ れを横 目で見ていた,そ の他の人

達 は 「結構操作が難 しそ うだな」 と考え,後 込 み して しま うケースが多 いよ うである。 こ

うした中で今後の方 向 として は 「ワー クろテー シ ョン」が 当地 に占め る割合 はかな り高 い

もの にな りそ ラであ る。今後 ワー クステー ションがパ ー ソナル コンピュー タにとって変わ

り様 々な分野で利用 されて い くことにな ると思 う。

4.10.3.2使 い易 さの裏で

ところが こうした使 い易 さの裏で プログラマーが大変 な苦労を してい るの も又事実であ

6。 現在,GUI(グ ラフ ィック ・ユーザ ー ・イ ンターフ ェース)の 統一問題が世間をに

ぎわせて いるが,こ れ とて全てのプ ログ ラマニ がただちに使 い こなせ られ る物で はなかろ

う。少なか らず勉強が必要 にな って くるはずである。

さらに,「 オブジェク ト指向」 とい う難題が待ち構 えている。

、このよ うに,従 来のプ ログラマ作成 とは少 々傾 向の違 う要素が新 しし・流 れ として プログ

ラマ ーには必要 とな って くるので13な かろ うか。

4.10.3.3そ の対応

問題 はそれ ら諸問題 に対す る情報処理専門学校の対応 である。

教授方法 もさる ことなが ら,基 本 的にこれ らの技術は従来 のプ ログラ ミング技法 を基礎
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に作 られた 「応用技術」であ る。 この ようにユーザーが楽をすればするほど,情 報処理専

門学校 は一層高度な教育が必要 にな って くる。 しか し,教 員への負担 は大 きくな るか もし

'
れ ないが,こ れ こそ情報処理専門学校の ステータス となるか もしれない。文部省の情 報処

理教育で はで きない,"そ してそれを受 ける形での教育 がそ こにある。∀

4.10,4一 文部省情報処理教育 との問題

4.10,4.1文 部省 と情報処理教育

今回の企業調査によるとコンピュータの操作 を高校卒業生 に行わせた り,今 後 も高校卒

業生の採用を予定 している企業が多 い。

更に,最 近文部省は小学校か ら高校 までの情報教育を推進 してい るが,実 情 はいかなる

ものであろ うか。我 々専 門学校 に入学 して くる学生 の うち情報処理教育 に対す る取 り組 み

が際立 って抜 きん出ているか とい うと,そ うは思えない面がある。

4.10.4.2'指 導者の問題

第一 に上げ られるの は指導者の不足であ る。我 々 も地 元への企業責任の一貫 として コン

ピュー タ講座 を実施 してい るが,最 も関心を もたれ るのは各学校 の先生である。 しか しそ

の中でよ く聞かされるの は,「 コンピュータを覚え ると後が大変」 ということであ る。 こ

れ らコンピュータに興味を もたれ る先生が たは,ご く一部であ り,そ の他大勢の先生 は コ

ンピゴ一 夕を操作で きる先生に仕事を押 し付 けるだけであ り,こ う した 「使える先生」の

転勤 ととも にコンピュータは机 の片隅で ほこりを被 ることになるのだぞ うである。

勿論 コンピュータの中味(ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウェア)を 体系的に教え られ る教員 は

ほとん どいない。

しか も最 も悪い ことはこれ ら教員は コンピュータを取 り巻 く環境にない ことがあげ られ

'
る。現在,『たいていの ビジネス マ ンがほ しい と思 う機能はほ とんど ビジネスツールで揃 う

のではないだろうか。それを知 らないがためにわざわ ざ言語 と格闘 し,言 語 を知 ることが

コンピュータを操作す る絶対条件だ と思 ってい るかのよ うである。

4.10,4.30Sま で必要 か

L

更に問題 はこの中味である。何故 コンビiLタ の中まで教えな くてはいけないのか。何

故OSの 中味 までお しえなければいけないのか。それ は,現 在世の中に出回 ってい る大半

の コンピュータが 「中」を知 り 「OS」 を知 らなければ使用で きないか らで ある。

(1)コ ンピュー タメーカーの怠慢

これが メーカーの怠慢でな くて なんであろ う。 ・''"
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一 例 がrMS-WINDOW」 で あ る。

せ っか'く,rMS-WINDOW」 とい うユ ーザ ー イ ンター フ ェー スに貢 献 す る環 境 が あ りな が

ら,通 常 のrMS-DOS」 の下 で は メ モ リーが不 足 し一般 アプ リケ ー シ ョンは使用 で き ない 。

その ため 一般 ア プ リケー シ ョンを動 かす ため に は,rEMSボ ー ド」が 必 要 にな る。 こ うな

る と多 くの 人 に は手 が 届 か ない もの にな って しま う。 一般 の人 にrEMSボ ー ド」 と 「メ モ

リー」 の違 い が分 か るだ ろ うか 。 この結 果 「知 らな いユ ーザ ー 」 はい っ まで もパ ー ソナ ル

コ ン ピュー タの操 作 性 の 悪 さ に泣 か され るの で あ る。何 故 メー カ ー は最 初 か ら 「EMSボ ー

ド」を 内蔵 した 形 で コ ン ピュー タを発 売 しない ので あ ろ うか 。

(2)汎 用機 の 場 合^

更 に,汎 用 機 とな る と事情 は悪 化 す る。

先 日,本 校 の 二 年 生 に よ る卒 業 研究 を行 った。 その うち2,3の チ ー ムが 汎 用機 を使 用

す る こと にな った。 テ ー マ はチ ー ム ご とで 異 な るのだ が,基 本 的 に は端 末 か らの バ ッチ処

理 を 行 った 。(ち なみ に ほ とん ど の学生 が 二種 取 得 な い しはそれ に近 い者 た ちで あ った 。)

と ころが先 日発 表 を 見 て驚 い た;ほ とん どの チ ームが 画 面 の部 分 の み の 完成 に と どま っ

て い るので あ る。 本 体 処理 にて デ ー タ処 理 を 行 えた の はわ ず か に1チ ー ムで あ った。 聞 く

と ころに よ る と,画 面 の コ ン トロ ールが 出来 るよ うに な った の が卒 業 研 究 修 了 間近 にな っ

て の ことだ った とい う。

しか もイ ンタ ー フ ェー スに関 して は昔 な が らの もの で,い わ ゆ る コー ド表 を 見 なが ら入

力 す る方法 で あ り,ポ ップ ア ップ メニ ューや,プ ル ダ ウ ンメニ ュ ー等 は 当然 採 用 して い な

い 。

今回の卒業研究 はほとん どが学生主体で行 ったため,教 師は手 を出 していない。分か ら

ない部分 は本校 にあ るメーカーか らのマニ ュアルを参考 に作業 を進めて行 った ものであ る。

卒業研究修 了後,汎 用機 グループのあ る学生がこう言 っていた。 「こんな ことな ら,最

初か らパ ーソナル コンピュータを使 っていた ほうがず っと良か った……」 まことに もって

的を得た言葉であると思 う。 これは,ほ とん どの汎用機 ユーザ ーの言葉で はなかろ うか。

同じ会社(実 情 は別会社 と見 るべ きか もしれないが)の 一方でユーザーイ ンターフェー

ズを最大 限に考慮 したUNIXマ シンを作 り,一 方で はメニ ュー一つ作れない(作 る気が し

ない)マ シンを作 ってい るのであ る。メーカーはもっともっと企業努力を行 い,だ れ もが

使え るマ シンを提供すべ きではなかろ うか。,、

一275一



4.10,4.4文 部省情報教育の範 囲

この ような背景があ るものの,文 部省 の情報教育 は精 々 「表計算 ソフ ト!の 利用 と 「通

信 ソフ ト」の利用程度 にとどめてお くべ きではなかろ うか。現在のよ うな 「言語中心 」,

「ハー ドウェア中心 」で は,教 え る側 も学ぶ側 も情報処理の本質を見い出せないまま終 わ

って しまいそ うであ る。

上述 した内容で コンピュータに慣れて きた学生 に情報処理専門学校が情報処理教育 を実

施すれば,よ り効果的指導法 とな るので はなかろ うか。

4.10.5人 格形成面

企業か らの要請をみてみると,人 物的な側面 も見逃せない。そ こで,初 級情報処理技術

者 としてどんな人物が望 まれてい るのか あげてみる。

(1)柔 軟な思考力や理解力を身 に付 け ること

(2)責 任感や正確性 ・強調性を身 に付 けること

1(3)将 来的に上級情報処理技術者 の資質 として,企 画力や表現力を身に付 けるこζ

しか し,人 格形成面 において上記の要件を満たすためには,ど ういう対応 をとればよい

のか,あ るいは,こ れ らの ことは持 って生まれた個人的な資質のみに任せて,学 校 として

教育する必要 はないのか等 暗中模索 の状態である。

本校における例を示 してみよ う。

柔軟な思考力や理解力を養 うための特別の もの はないが,ふ だんの授業の中で培われて

くると思う。二番 目の責任感 や正確性 ・強調性 にっいては,個 人個人に役割を持 たせその

責任を全 うす るように指導 している。また,プ ログラム実習の レポー ト提出には,文 書化

す ることによって正確な ものを要求 してい る。強調性 に関 して もグループによる学習な ら

び に発表を取 り入れて いる。

三番 目の企画力や表現力 は,卒 業研究 な らびに発表 によ って,培 われてい るもの と思 う。

しか し,こ れで果た して よいのか,も っと効果的な方法はないのか問題意識を もって対

応 しで いるのが,現 状であ る。

そこで,こ の一番大事で根本の問題を情報処理技術者育成指針 に盛 り込んでないのは,

いかがな ものか と思 う。言葉を羅列す るだけで な く,ど のよ うな訓練 もしくは指導 をす る

と身に付 くのかを是非示 して もらいたい ものである。

4.10.6教 師面tt

本校 においては,東 京 及び札幌で情報処理技術者 として実務経験豊富な ものが,教 員 と
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して勤務 してい る。

教師に関 して も課題が多 い。い くつかあげてみ ることにす る。

4.10.6.1教 員の確保

新たに教員を採用 しよ うとす るときに,待 遇面がネ ックにな り,質 の高 い人材が得 られ

ない。

4.10.6.2教 員の研修

情報処理の最新技術を 日々授業に取 り入れていかなければな らないのだが,毎 日の授業

または雑務に追われて ままな らないのが現状で ある。

4.10,7初 級情報処理技術者の条件

以上 の問題点を整理 し,初 級情報処理技術者 と呼ばれ るためには,次 に掲げ ることをマ

スターすべ きであ るとい う結論に達 した。

(1)仕 様書 を理解 し,仕 様書に基づきプログラ ミングがで きること。

(2)プ ロ グラ ムの 保守 ・管理 が で きる こ と。

(3)ハ ー ドウ ェア と ソフ トウ ェアの基 礎知 識 が あ る。

(4)関 連 した 一般 教 養 を 身 に付 ける こ と。

4.11旭 川周辺の産業基盤調査か ら

4.11.1旭 川市の人 口

旭川の産業基盤をみてい くにあた り,ま ず旭川市の規模(人 口)に つ いて触れてお く必

要があ ると思われ るため簡単 に述べることと します。旭川市 は北海道 のほぼ中央に位置 し

ており,人pは360,000余 人 と札幌市 に次 ぐ北海道第二の都市であるといわれてい る。 し

か し,近 年旭川市 の人 口は横バ イ傾 向にあるとい うのが現状であ る。 これ は,主 に,北 海

道の中心都市である札幌市 に人 口が集中 してい ることが原因 とお もわれ る。

4.11.2'事 業所数及 び従業者数

旭川市の総事業所数 は19,827事 業所}一総従業者数は一161,741人 で ある。 これを産業別事

業所 数及 び産業別従業者数で見た場合,い ずれ も第三 次産業の割 合が非常 に高い。一般 的

には第一次産業(と りわけ農業)の 割合が高いよ うに思われているが旭川近郊の町村 を含

めた場合の ことであ り,旭 川市内に限 った場合 には低 い割合になる。(図4-11-1,図

4-11-2)
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4113産 業別事業所数及び産業別従業者数

4113.1旭 川 の第一産業

第一次産業において は事業所数が ほほ同数であるに もかかわ らず,従 業者数で は林業が

農業をかなり上 回 ってい る。 これは林業の場合,従 業者数の規模が大 きい事業所か含まれ

ているためである。(図4-11-3,図4-11-4)
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4.11.3.2旭 川 の第 二 次産 業

第二 次産 業 にお いて 事業 所数 及 び従 業者 数 と もに,建 設 業が 製 造 業 を上 回 っ、て い るのが

注 目され る。 この点 は・旭 川市 の第 二 次産 業 の特 徴 といえ る・(図'4-1]一 、5・図4-11

-6)

1,600事 業 所 数1.570事 業 所 数

1.400事 業 所 数

1,200事 業 所 数

1.000事 業 所 数

800事 業所 数

600事 業所 数

400事 業所数

200事 業 所数

0事 業所数

鉱業

図4-11-5

建設業

二次産業別事業所数

製造業

'

20.000人

!8,0eo人

16.000人

14,00d人

12,000人

10,000人

8.000人

6,000人

4.000人

2,000人

0人

一

ー

ー

一

一

19,512人

17.979人

」

'`

126人

鍵・一
燕舗
.・ 、 ⊆"へ ㌔Fr

藻一 ・
考願 ぎ
・⊇・"、'オ≡'竃鍵

災≧ 記
.灘 ガ一工

溺!霞 ζ・≧ .

嚢

.
.

.

.

.

…..…

…
`

i.

・堅
一 一'賠
」一 、
,',A

こ認 蹟
A・

漢蕪
・三'ア 、

字 彙鰺 湾

.

イ
..

.i…i

'

、ii.=

11 1

鉱集 建設 業 製 造葵

図4-11-6二 次産業別従業者数

一280一



4.11.3.3旭 川の第三次産 業

第三次産業においては事業所数及 び従業者数 ともに,卸 売 ・小売,飲 食店 の割合が非常

に高 いが,こ れは全産業でみた場合 において も同様 の ことが いえ る。 ここで注 目すべきは

運輸 ・通信業の事業所数が不動産業の事業所数 より少 ないに もかかわ らず,従 業者数でか

な り上回 っていることで ある。 これ は運輸 ・通信業の場合規模 の大 きい事業所が多 く,不

動産業 は規模 の小 さい企業が多いことを物語 っているといえよ う。(図4-11-7,図4

-11-8)

10,000事 某 所数

9.OOO事 業所数

8・000事業疏註

7,000事 某 所数

6.000事 某所 数

iooorp業 所 数

4000事 業所数

式aao事 業所 数

乙ooo事 某所 数

Laoa事 業所数

0事業所数

9,156事 某所数

之2了o事業 所数

-

4634事 異所数

一

一

ー

一

一

ブ

'

'㌧吃"論s

76事案所数

蓮籔
工
縫-'二 ⊆〉.'、 へ ・パ ー 、

㌫i欝
ぺ'一二ー-三 ぶ=

380事某所数

㎜

・::ン:
∫・鐡峯賠
=肩 ∨木7、 「"一

;遅 麟 ・1艇一,加褒'L網、'

・:v

iiii註 ㌔ さ鯨i繰・
一 「 蔽Fピ 冶518事 某所 数

1・鞍臓 ㎜ 灘ii+
ノ

鐵
郡鰯e魚 拓

lllllll

電気'4ス'木遣en'通 験 卸酬 謬 飲負 金融'購 不撒

図4-11-7三 次産 業別 事 業所 数

サー ビス嘉 公務

一281一



60,000人

50,000人

t■4
.0.OOO人

30,000人

20,000人

10,000人

0人

電 気 ・ガス 運 輸 ・通 信 卸売 ・小売 金 融 ・保険 不動産業 サー ビス業 公 務
・水道楽 楽 業,飲 食店 業

図4-11-8三 次産 業別 従 業 者 数

4.11.3.4規 模 別事 業所 数

旭川の全事業所を 事業所における従業者数の規模によりみた場合ほ 醐1・ 小規模の

事業所が多い ことがわかる。一事業所あた り30人 以上の従業者がい る事業所 は,全 事業所

のわずか4.5%に す ぎないのであ る。 この ことは,'い か に家族主義的な小規模 の事業所が多

いかを示 していると いえ る。(図4-11-9)
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4,11.3.5旭 川の情報処理産業

情報処理産業 については,第 三次産業に含 まれてい る.もの と思われ るが,事 業所数及 び

従業者数の正確 な把握がな されていないのが現状である。北海道 内には大小併せて300強

の事業所があ るといわれているが,そ の うち旭川市内にどれ位 の事業所が あるのか も把握

されていない。我 々の知 っている範囲は,30前 後の事業所で規模 と しては きわ めて小規模

な ものだと思われ る。なお,一 般 的な事業所 における情報処理 に関す る調査等 については

次章を参照 していただ きたい。

4.12旭 川周辺 の情報化の実態 と将来

旭川市 においては第三次産業が 中心であ り情報化,コ ンピュータ化が浸透 し易 い環境 にあ

ると思われ る。 しか し,こ れ ら第三次産業の内訳 をみると従業者数 わずか1～4人 の企業が

その大半を 占めていることが分か る。

こうした産業基盤か ら当地にお ける情報化の立 ち遅れが以下のデー タにより裏付 け られ る。

4.12.1計 算機の使用形態につ いて

ア ンケー トの集計結果か ら旭川市内におけるコンピュータの利用状況を検討 してみたい。

ここかち,旭 川近郊 はどのような情報処理技術者を希望 しているのか,ま た,そ れ に対 す

る情報処理専門学校の とるべ き方 向が見えて くるはずであ る。

4.12.1.1コ ンピュータの利用状況

Xl旭 川市の企業1000社 に対する無 差別 ア ン
、ケー ト調査結果によると,回 答が よせ られた中

では コンピュー タの使用状況87,6%と,低 くない レベルにあると思 う。 しか し低 い回収率

(13%)を 考 えると,コ ンピュータを使用 している企業か らのみ返送 されて来 たと考え られ

な ぐもない。仮 にそのように考え ると,該 当企業1000社 の うち10%程 度の会社が コンピュ

ータを導入 して いるもの と考え られる
。(1000社*0.13*0.876/1000社=0.11388)

(図4-12-1)
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図4-12-1計 算 機 の 使用 状 況

4.12.1.2コ ン ピュー タを導 入 す る予 定'

現 在 コ ン ピュー タを導 入 して い な い企 業 で,今 後 コ ン ピュー タを導 入 しよ う と して い る

企業 は58.8%で あ る。

4.12.1.3コ ン ピュー タを増 設 す る予 定

また,現 在 コ ンピ ュー タを導 入 して い る企 業 にお いて今 後増 設 しよ う と して い る と ころ

は49.1%で あ る。 ・

4.12.1.4今 後 の利 用 状 況

以上 か ら今後 も少 なか らず コン ピ ュー タの利 用 者 は増 え て行 くこ とに は 間違 い ない と思

う。

4.12,1.5業 種 別計 算 機 使用 状況

また業 種 別 に は卸,小 売業 が コ ン ピ ュー タの導 入 に積 極 的で あ る こ とが 分 か る。

(図4-12-2)
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図4-12-2業 種 別 計 算 機 の 導 入 状 況

蝿1・6横 磯 硫?い て'
'使用機種 につい

ての調査か らパーソナル コンピュータを使用 してい る企業が圧倒的に多

く,汎 用機を利用 している企業は,わ ずか に3.55%に す ぎない。(図4-12-3)
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4.12.1.7計 算機の使用 目的

計算機の使用 目的か らは,第 三次産 業を中心 にいわゆる 「事務処理 」にマシンが使用 さ

れている様子が読み取れ る。さ らに,情 報処理産業の事業所数 自体が少 ないことか ら,ソ

フ トウェアの開発が少 ないことも見逃 せない。(図4-12-4)
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経 理 ・ 給 与 計 売 上 ・在 顧 客 管 人 事 管 専 門 計 製 造 自 生 産 菅 ソ升 の 作 文 章 作 教 育 研CAD利 用 そ の 他

財 務 算 庫 管 理 ・ 理 髪 算 勘 理 成 成 修 等

図4-12-4計 算機使用 目的

4.12.1.8使 用言語につ いて

使用言語 は 「計算機の使用 目的」を裏付 けるよ うに,「 事務処理」向け言語 「COBOL」

の使用率が高い。 ところがrBASIC」 の使用率が高い ことは特徴 的であるといえ るので は

ないか。

また・ 「その他・・ 「使用せず ・にはノく・ケージソフ トがかな 膿 まれている もの と推

測できるが この点 について は次の項で検討 してみたい。(図4-12-5)
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図4-12-5使 用 言 語

4.12. 、1.9パ ッケ ー ジ ソフ トにつ いて

表 計 算 ソ フ ト,デ ー ターベ ー ス ソ フ ト等 のパ ッケー ジ ソフ トに関 す る集 計 を 検 証 す る。

表 計 算 ソ フ トにつ い て は合計 で55件,約50%程 度の 企業 にて 使 用 中 。 ま た デ ー ターベ ー

ス ソフ トにつ いて は合計 で30件,約30%程 度 の企 業 にて使 用 中で あ る こ とが 分 か った。 こ

の結 果,先 の使 用 言 語 と併 せ て考 え る と,計 算 機 を使 用 して い る企 業 の46.73%の 企業 が

「BASIC」 を使 用 して い るか,パ ッケー ジ ソフ トを使 用 して い る ことが 予想 で きる。

4.12.1.10使 用 して み た い シ ステ ム形 態

今 後 使 用 して み た い利 用形 態 と して は デ ー ターベ ー スを上 げ た企 業 が43%も い る。 そ

の反 面 マル チ メ デ ィアやLANに っ い て上 げ る企業 が少 な い 点 は注 目す る必要 が あ る。

パ ー ソナル コ ン ピュー タの一 般 的 な 利用 形 態 の流れ と して は,

①BASICに よ る 自作

一 ② ワープ ロ ソフ トの利 用

③ 表 計 算 ソフ トの利 用

④ デ ー ター ベ ー ス ソフ トの利 用

⑤LANの 利 用/メ イ ンフ レー ム との リンケー ジ

とい った 形態 が 一 般 的で あ るが,こ う した流 れ に当地 の 利 用 状 況 を 当 て は めて 見 る と,

そ の コ ン ピュー タ利 用 の初 期段 階 にあ る と言 え る。(図4-12-6)
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図4-12-6使 用 してみたい システム形態

4.12.1.ll調 査不備につ いて

ここで,我 々の不備につ いてお断 り しな くて はな らない。すなわ ち,使 用 してみたいシ

ステム形態を問 う前 に現在の利用形態 も問 うべ きであ ったご

4.12.2今 後の見通 し

今 後 はコンピュー タを新規 に導入,あ るいは増設 しよ うとしてい る企業が多いことや,

情報処理専門学校生 の採用 を増やす企業 も多 くな りそ うであ る。 しか しその利用形態につ

いては当分パー ソナル コンピュータ/パ ッケージソフ トの使用が 中心 とな りそ うである。

システム形態 として もやっとLANを 導 入するといった ところである。

㌧この結果
,将 来的な情報処理技術者像 と して は 「オペ レーター的な技術者 」に対す る需

要が高そ うであ る。

本来我 々情報処理専門学校が育 てるべ き 「初級情報処理技術者」 は当地おいてはオーバ

ースペ ックとも写 るのである。 このよ うな技術者 の就職先 と して当地は希望 は もてそ うも

ない。

4.12.3情 報処理専門学校 に対す る期待

次に当地 において コンピュー タを利用 している企業が情報処理専門学校(生)に なにを

期待 しそ いるかを浮 き彫 りに してみる。
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4.12.3.1採 用現状

現在,情 報処理専門学校生を採用 しているか という問 いに対 し,採 用 して いると答えた

企業は30.4%で あ った。 これ はコンピュータを導入 していると答 えた企業の結果で あるの

に対 し,コ ンピュータを導入 していない企業で は同 じ質問 に対 し採用 していると答えた企

業 はわずかに16.7%で ある。以上 よりコンピュータの現場 に対 しては情報処理専 門学校生

を,と い うことにな っているよ うである。

しか し,当 地 における情報処理専門学校 は本校が始めてであ り,そ の歴史 もわずかに4

年 しか無いという点か らこれか ら専門学校生の大半 は他都市 か らの卒業生であろ う。

(図4-12-7,図4-12-8)
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図4-12-7コ ンピュータ導入企業専 門学校生採用状況
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図4-12-8コ ンピュータ未導入企業専門学校生採用状況
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4.12.3.2コ ン ピュ ー タを使 うに は どの程 度 の 資格 が必 要 か

ここで注 目 した いの は コ ン ピュ ー タを使 用 す る こ とに対 し,特 に必 要 は無 い と答 え た企

業が77.5%も あ る点 で あ る。(図4-12-9)
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婆惣竃 綴虻
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必 要 な し 情報 処 理2種 情 報 処 理L霞

図4-12-9資 格の必要性
/

4.12.3.3情 報処理専 門学校生 を採用す る場合何を優先するか/
〆

更 に今後情報処理専門学校生 を採用す る際の条件 と して,プ ログラム作成能力を上 げる

企業が46%も ある反面,ソ フ トの操作能力を上げる企業が37.9%あ る ことも見逃 せない。

更にここで も二種 にっいて は10.3%程 度の企業 しか期待 していない点 も重要であ る。

(図4-12-10)
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4.12.3.4今 後の採用予定 一

現在 コンピュ三 タを導入 している企業にっいては,専 門学校生の雇用を検討 している企

.業が39.2%と 比較的高い数値を出 してい る。 これは現在 コンピュータを使 って いる人 の最

終学歴が高校生57.7%,専 門学校専門学校9.3%で ある点 と併せて考え ると一層興味深 い。

一方
,現 在 の コンピュー タを利用 していない企業にっ いては,高 校生が圧倒的 に高い率

を示 し,専 門学校生の雇用予定 はわずか15.4%で ある。,

この結果,既 にコ ンピュー タを導入 している企業について は専 門学校生の雇用実績 もま

ず まず あ り,今 後 も貴重な戦力 として雇用 されてい く反面,こ れか ら新 たにコンピュータ

を導入 しよ うとしている企業にっ いては,専 門学校生 はあま り注 目されてな く,む しろ高

校生に注 目 しているよ うであ る。 一

この点 に関 し,今 回の調査か らは結論 は出せないのだが,一 つの推 測 と して次の ことが

考え られ る。今後新規に コンピュータを導入 しようとしている企業について も,計 算機や

使用形態に関す る調査結果 と同様,パ ー ソナル コンピュー タをハ ー ドウェアに しパ ッケー

ジソフ トを使 うとい った ところが多いであろ う。するとこれ らのパ ーソナル コンピュー タ

を使用す るに当た っては高度な専 門知識 よ りもオペ.レーシ ョンを中心 と した簡単な事務処

'理 をこなせ られ る程度の知識があればよ く
,精 々高校の コンピュータ教育を受 けて きた者

でよい とされて いるのか もしれない。(図4-12二11)

60.OO%

50.ooy,

40.OO%

30.ooy,

20.OO%

10.ooy,

0.OO%

一 一

20.98%

一

一

～

一

一 難ii… 妻

'i≡ ・

灘ii

灘
一 議

.灘 ………

8.49%

1灘1繭 劉'汗

ぶ唖 灘i

灘 嚢
ll 1

高卒 専門学校

図4-12-11

高専 短大

今後の採用予定

大卒

一291一



4.12.3.5商 業高校 について

当地における情報処理専門学校の歴史が浅い ことについては再三述べて きたが,'他 方当

地の商業高等学校におけるコンピュータ教育にっ いては大変熱心な ものがある。 これは本

校 における商業高等学校卒業生 の二種取得率が高いことや現役の商業高等学校卒業生の二

種取得率 も大変高いことか ら容 易に推測で きる。

更に商業高等学校 に限 らず近年,本 校 に対 し市 内の各高校か らの情報処理二種 に関する

様 々な問 い合わせがあ り馴文部省を中心 に普通高校 も含あ高等学校における情報処理教育

がさらに進む ことは間違 い無 いであろ う。

4.12.3.6情 報処理専門学校のステ ータス

ここに大 きな問題がある。すなわち,我 々情報処理専門学校はその歴 史 も浅 いことか ら

常 に高校 と大学の狭間にたっているとい うことで ある。

企業の側か らすると専門学校卒業生は高校,大 学卒業隼 とどこが違 うのか に注 目す るは

ずである。

'前 述 したとお り
,塙 校においては文部省の後押 しで情報処理教育が積極的 に進め られ,

一方大学卒業生には応用力の面で魅力があ るはずである。

そこで情報処理専門学校 としては早急に これ ら,高 校,大 学に対す る差別化すなわちス

テータスの確率が求め られ るのではなか ろうか。現在の専門学校のステータスは極めて不

安定な ものであ り,高 校 になりきれず,大 学にな り切れていない。情報処理 専門学校生は

この点が他の教育機関 とは異なるとい うものを見つけな くてはな らない。

(D企 業 と進学競争の狭 間で

現在の専 門学校 は 「企業」 と高校,大 学 における 「進学競争」の狭 間にあり,専 門学

校本来の教育がで きていないよ うに思え る。

それ は,カ リキ ュラムのありかたに大 きく影響 してい ると思われ る。

(2)'国 家試 験対策の弊害

例∫琴 国家試験対策と実習等がそうである・本校の当初のカリキュ弘 においては

「国家試験対策」と言う科目があった。これは情報処理技術者試験二種の取得を目指す

ためのいわゆる受験対策授業であり,過 去問題を解いたり,模 凝試験を したりする授業

であ った。

何故 ここまで して国家試験 に力を いれ るのか。その 目的の一 つが マーケ ッ トに対する

PR効 果を狙 った ものである。 このよ うに書 くと,「 そ うで はない。国家試験 を通 じて
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専門的知識を深め,し いては就職後の即戦力とするのだ。 」とい う声が聞 こえて きそ う

である。 しか し,本 当にそ うで あろうか。

本校の国家試験二種 を取得 した卒業生に対す るアンケー トによると,二 種取得が現在

の業務 に役立 っているか とい う問いに対 して は 「大いに役立 っている」 は0%,「 多少

役にたっている」が71.34%と 大半を 占めて いるのである。

またこれ らの卒 業生 を採用 した企業側では 「二種取 得が望 ま しい」と した企業が

70.59%,「 絶対必要」が29.41%と している。

これに対 し,企 業その もので国家試験を取得 している ものが どの くらいいるか とい う

ことである。我 々の経験か ら述べ るが,確 か に多数の企業が国家試験の取得を従業員 に

対 し奨励 して いる。 しか しその実態 は過酷 な労働に阻まれ満足い く勉強時間が とれず,

また,試 験 当日も勤務 によ り受験で きないという実態があ る。 しか しなが ら,こ れ ら企

業 の人 々が国家試験二種を もた ないがために業務に支障を きた しているか とい うと,全

くそのよ うなことは無 いはずである。また,企 業の人 々が国家試験の勉強で悩むのは何

といって も 「関連知識」で はな いだろ うか。特 にアプ リケーシ ョンプログラム作成 に従

事 している人 々にとって 「関連知識」は千差万別であ り,選 択科 目が存在 しないケース

が まことに もって多 いよ うに思 う。そ こで無理 に 「数学」な り 「英語」な り実際の業務

とは全 く関係のない科 目を,過 去において受 けた高等教育をベースに選択す ることが 多

いはずであ る。

(3)実 習の弊害

一方 コンピ
ュータ実習 にっいてはど うであろ うか。 これは正 に実務に直結 した授業 の

よ うに思われる。

ところが実 際はエデ ィタの使 い方一っ とって も矛盾を含ん でいるのである。例 えば ソ

ースフ ァイル コピーがそ うであ る
。恐 らく本校を含め多 くの専 門学校 では実習において

ソースファイル コ ピーを教えていないはずで ある。何故か。無論,実 務 においては ソー

スフ ァイル コピーは頻繁 に使 う。 しか し,専 門学校 において これを教 えると、一人 の学

生の ソースを コ ピー して提 出す ることで実習を終えて しま う学生が多 くなるとい う,大

変微視的で はあ るが現実問題 と して避けては通れない問題 なのであ る。
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4.13地 方が求める情報処理技術者像 『'‥

今回の調査結果全般か ら推測すると,旭 川の コンピュー タ利用状況 は次 のよ うにまとめ ら

れ ると思 う。

「使用 してみたい システ ム形態」で述べた通 り,旭 川の コンピュー タ利用状況 はいまだ黎

明期にあ るといえる。す なわち中心 となる計算機 はパー ソナル コンビュー汐 であ り,そ の利

用 目的は事務処理 中心 である。ただ しパ ッケージソフ トを中心に した利用形態その もの につ

いては黎明期 とい うよりも,む しろ こうした形態が事務処理 におけ る今後の主流 となるので

はなかろ うか。

この結果当地 における情報処理技術者像 と しては開発技術者 よ りもむ しろ 「市販のパ ッケ

ー ジソフ トを操作で きるオペ レーター」的な技術者 を必要 としているように見受け られ る。

4.13.1地 方密着型指導 方法

ここで は,地 方(旭 川を念頭においた)密 着型の情報処理技術者 として何 を学 び,ど の

ような指導を行えばよいのか考え ることにす る。

4.13.2表 計算 ソフ ト,ワ ープ ロ中心の カ リキュラム

4.13.2.1情 報'処理科 目

表計算 ソフ ト,ワ ープ ロ,BASICの 三科 目をメイ ンにお く。

(1)表 計算 ソフ ト

初歩的な表計算 は もちろんの こと,グ ラフ,デ ー タベースまで使 いこなせ るまで行 う。

総合研究 として,デ ータの収集,デ ータの入力,グ ラフ化,デ ータを読んで解釈す るまで

の一貫 した流れを身に付けさせ る。勿論,見 栄え などをチェ ックす る。

(2)ワ ープ ロ

、文書 入力を身に付 けさせ るのは当然 として,挨 拶文,社 内外文書な どを 自分で作成 し,

入力させ ることを重点 にお く。1・

(3).BASIC

コンピュータ概論 とBASICに よるプ ログラム作成 を行 う。 これ らをマスターす ることに

よrって,情 報処理検定二級 を目指す。

(4)そ の他

上記の科 目はそれ ぞれ独立 して いる訳で あるが,こ れ らの科 目の関連性 を総合的に講義

する必要があ る。例 えば,フ ロ ッピーの取 り扱い,フ ォーマ ッ トのや り方な どを実習 させ

る。
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また,情 報処理の最新の技術や動向を概論的 に講義す る。

4.13.2.2一 般科 目

(1)商 業簿記

簿記 を通 じて,会 社の仕組みな らびに計数感覚を養 う。

簿記検定二級 を目指 したい。

(2)文 書技法

文章が書 けない,漢 字を知 らないなど今の学生共通の課題 を克服 する。前述の ワー

プロの授業 と関連づ ける。

(3)英 会話

国際化 を背景 に,日 常会話をわか る,話 せ ることを目指すが,外 人 コンプ レックスを解

消す るのが大 きな目的である。講師は外国人が望 ましい。

(4)そ の他

販売管理,経 営管理,社 会保険,給 与計算等の科 目も考慮す る必要 があ るだ ろう。

4.13.2.3就 職関連科 目

(1)マ ナー接遇講座

社会人 にな るに当たっての基本的なマナーを身 に付 ける。

挨拶,電 話の受 け答えなどは勿論だが,仕 事 に対す る考 え方をわか らせ るのに重点をお

く。

(2)一 般教養

就職試験の対策を行 う。国語,数 学,社 会,英 語などを行 う。

5.参 考 文 献

*旭 川市統計書平成元年版(旭 川市)

*旭 川地域におけるコンピュータ利用白書(旭 川情報処理研究会)

*経 済白書平成元年版(経 済企画庁)

*初 級情報処理技術者育成指針昭和61年版(財 団法人日本情報処理開発協会情報処理研修

センター)

*情 報化白書1987年 版(財 団法人日本情報処理開発協会)
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1.調 査研究テーマ

地域の求 める情報処理技術者像 とその具体的な教育指導方針

2.調 査研究担 当者

企画部 中山正彦 羽鳥智志

教務部 松木孝幸.

3.調 査研究の概要

3.1ね らい

情報処理技術者に対 する県内、県外 各企業 の要求す る実務能力 の内容を把握 し
、 その実

務能力を育成す る為 の専門学校におけ る具体的な指導方針 および指導方法を研究 し
、明 ら

か にす る。

3.2構 成

本報告書 は、要約 に引続 き求人企業 へのア ンケー ト調査結果、茨城県 内の情報処理サー

ビス産業の概況及 び専門学校 にお ける企業が要求す る実務能力を養成 するための具体策 で

構成 されて いる。

3.3研 究経過

今 回の調査研究 では・先ずア ンケー ト調査項目につ いて検討 を加 え、求人企業の概要、

求人内容、SE的 人材確保 と充足度、専門学校か らの要員採用、SEの 能力開発 と教育、

情報処理技術者試験 に関する情報をア ンケー ト項目に採用 することに した
。

次 に、本学園 の求人企業を対象 としてア ンケー ト調査を行 った
。

なお・業種 によ り多種多様な情報処理技術者像が考え られ るため
、調査 対象地域を県 内

に限定せ ず、県外 に も拡大する ことに した
。

また、 ア ンケー ト調査票の集計 ・分析 に際 しては、 ソフ トは ロ一夕ス1-2-3を 、ハ

ー ドはFMR-60HD
,PC9801VX21を 使用 した。

ア ンケー ト調査票データ入力のプログ ラムは
、簡易言語(マ ク ロ)を 使用 し、 プログラ

ム本数 は3本 で・1つ のファイルに格納 された レコー ドを集計内容 に応 じた41個 の フ
ァ

イルにふ りわ けるプ ログラムが1本 である
。

更 に41個 のフ ァイルを集計するプ ログラム6本 を作成 し
、集計 ファイルを もとに作表

するプ ログ ラム・ グラフ化す るプ ログラムを帳票数
、 グ ラフ数 だけ作成 した。

最後に・ この調査結果を踏まえて、本学園のあるべ き姿を取 りま とめる と共に実現 可能

なモデル システムを提案 した。

4.調 査研究 の内容

4.1ア ンケー ト調査 と調査結果

4.1.1ア ンケー ト調査

(1)調 査の地域 と対象

県内、県外 の本学園への求人企業

② 調査方法

質問紙郵送法
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(3)調 査項目

求人企業 の概要

求人内容

SE的 人材確保 と充足度

専門学校 か らの要員採用

SEの 能力開発 と教育

情報処理技術者 試験

(4)調 査実施期間

平成2年1月10日 ～1月31日

㈲ 回収結果

126/20362%

(注)本 社 が県外にあ って も、勤務地が県内にあるときは、県内企業 の扱 いに した。
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4.1.2ア ンケー ト調査結果

(1)求 人企業 のプ ロフ ィール

① 創立経過年数

本学園への求人企業 の創立経過年数を見ると、県外企業が、 やや若 い傾向が見

られる。全体 的に若い企業が多い情報産業の業種 で もその傾向が下 図の様に顕 著

に見 られ る。

5(20.7ズ)

創 立年 数

情 報 産 業(県 内)

8(3.4Z)
6(6.9Z)

3(37.9ズ)

7(8.2Z)

6(6.8X)

9(11.O之)

創立年数

情報産業(県 外)

3(23.3Z)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

01

3年 未満

3年 以上

5年 以上

10年 以上

15年 以上
20年 以上

25年 以上

30年 以上

40年 以上

無回答

～5年 未 満

～10年 未満

～'15年 未満

～20年 未満

～25年 未満

～30年 未 満

～40年 末 満
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8(8.2Z)

7(8.2Z)

6(6.8X)

9(11.O驚)

創立年数

総計(県 内)

5(17.8Z)

2(6.8Z)

4(13.7X)

3(23.3X)

創立 年 数

総 計(県 外)

9(5.7X)

8(9.4X)

7(3.8Z)

6(5.7X)

5(17.OZ)

2(11.3X)

3(26.4X)

4(13.2ズ)

図4.1-1 創立経過年数
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② 資本金

県 内企業 には資本金が1000万 円未 満の小企業が、情報産業でみ ると別 .1%

全 部の業種で も12.3%を 占める。

県外企業 と比較 すると県 内は中小企業がやや目立 つ。

5(13.8X)

4(17.2X)

資 本 金

情 報 産 業(県 内)

6(3.4Z)

(24.1X)

2(27.6Z)

5(20.O文)

4(17.IZ)

資本 金

情 報 産 業(県 外)

6(2.9X)1(9.qc/e}

2(25.7X)

3(28.6Z)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

1000万 円未満

1000万 円以上 ～

3000万 円以上 ～

5000万 円以上 ～

1億円以上 ～

3億円以上 ～

5億円以上 ～

10億 円以上 ～

50億 円以上 ～

100億 円以上

3000万 円未満

5000万 円未満

1億円

3億 円

5億 円

10億 円

50億 円

100億 円

その他(資 本金該当 しない)

無回答
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5(17.8Z)

資本金

総計(県内)

,(、.1}}(4・IX)1(12.…

4(20.5文)

3(11◆Oズ)

2(28.8X) 5(22.6ズ)

資 本 金

総 計(県 外)

q.(1,9ズ)1(3.8Z)

2(18.9Z)

3(22.6X)

4(18.9ズ)

図4.1-2 資本金
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③ 従業員数

ここで も県内企業に は小企業が多 い傾 向がよ く見 られ る
。 しか し、情報産業 だ

けを見 ると、やや県内企業 の方が従業員数が多い。

4(17.1ズ)

3(25.7Z)

従 業 員数

情 報 産 業(県 外)

5(2.9X)

(22.9Z)

3(41.4之)

従業員数

情報産業(県 内)

1(31.OZ)

2(10.3駕)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

50人 未満

50人 以上 ～

100人 以上 ～

300人 以上 ～

500人 以上 ～

1000人 以上 ～

5000人 以上 ～

10000人 以上

無回答

100人 未 満

300人 未満

500人 未満

1000人 未

5000人 未 満

10000人 未満
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4(20.8駕)

従 業 員数

総 計(県 外)

6(1.9Z)
5(9.4Z)

1(17.OZ)

2(22.6X)

4(11.0ズ)

5(12.3X)

従業員数

総計(県 内)

3(35.6X)

1(24.7X)

2(16.4X)

3(28.3Z)

図4.1-3 従業員数
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② 求人内容

① 平日の所定勤務時間

情報産業も全業種をみても県内企業の方が明らかに県外企業(東 京が40数%

を占める)よ りも平日の勤務時間が長い。

県内企業の65%は 勤務時間が8時 間から8 .4時 間の間である。

3(24.IZ)

平 日勤務時間

情報産業(県 内)

(65.三

3(31.4Z)

平 日勤務時間

情報産業(県外)

2(54.3X)

1

2

3

4

5

6

7

8

8.5H以 上

8～8.4

7.5～7.9

7～7.4

6.5～6.9

6～6.4

5.9以 下

無 回 答
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3(34.OZ)

平 日勤務時間

総計(県 外)

2(49.1X)

3(26.OZ)

平 日勤 務 時1問

総 計(県 内)

4(8.2X)

2(64.4ズ)

図4.1-4 平日の所定勤務時間

一308一



② 一週間の所定勤務時間

この統計からも県内企業の週間勤務時間が県外企業よりも長い事が見て取れる

しか し全企業を通 じて大部分が40時 間か ら41時 間の間である
。

7(45今7文)

週間労働時間

情報産業(県 外)

4・(11.4X)

5(11.4ズ)

6(8、6Z)
7(65.5X)

週間労働時間

情報産業(県 内)

5(3.4X)

6(10.3Z)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

35H以 下

35H～

36H～

37H～

38H～

39H～

40H～

41H～

42H～

43H～

43H以 上

無 回答
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11(21.9Z)

10(1.4Z)

9(4.1X)

8(1.4X)

週 間 勤 務 時 間

総 計(県 内)、'

12(1.4Z)3(2
.7X)

4(5.5Z)

7(50.7X)

5(4.IZ)

6(4.IZ)

週間勤務時間

11(7.5ゐ,

9(5.7X)

7(39 .6文)

総 計(県 外)

2(3.8Z)

3(5.7Z)

6(7.5X)

4(13.2Z)

5(15.1之)

図4.1-5
一週間の所定勤務時間
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⑤ 初任給

初任給 は県内、県外 企業 ともに13万 円か ら16万 円 と巾広 く分布 してい る。

しか し県外企業 の方がやや高めであ り、 これは物価の差 に起因 して いると思われ

る。

15(17.2X)

初任給

情報産業(県内)

16(、.,そ1(3・4X)…6・9Z)

14(20.7Z)

13(13.8X)

(13.8Z)

12(17.2Z)

13(17.IX)

初任給

情報産業(県 外)

10(11.4Z)

11(20。OZ)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

20万 以 上

19.5～19.9

19～19.4

18.5～18.9

18～18.4

17.5～17.9

17～17.4

16.5～16.9

16～16.4

15.5～15.9

15～15.4

14.5～14 .9

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

14～14.4

13.5～13.9

13～13.4

12.5～12.9

12～12.4

11.5～11.9

11～11.4

10.5～10.9

10～10.4

10以 下

無 回 答
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16(15.IX)

15(16.4文)

初任給

総計(県 内)

14(19.2Z)

10(4.IZ)

11(12.3Z)

13(8.2Z)

12(13.7X)

14(20.4X)

13(16.7Z)

初任給

総計(県 外)

9(3.7Z)

＼

12(22.2Z)

10(7.4Z)

11(18.5Z)

図4.1-6 初任給
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④ 勤務地の所在

県外企業の所在地は圧倒的に東京都(40%以 上)が 多 く、次に神奈川県と千

葉県が続いている。県内企業の支店あるいは本店所在地は東京都、神奈川県と千

葉県が大部分である。

8(10.5Z)

6(3.9Z)

5(7.9Z)

4(1,3Z)

3(3.9Z)

9(10.5X)

勤務所在地

情報産業(県 内)

i(23.7之)

8(24 .2之)

7(1.5Z)

6(6.IX)

勤務所在地

情報産業(県 外)

1(42.4駕)

テ(9.1別

-
⊥

り
右

O
O

4

【
0

東京都

茨城県

栃木県

福島県

千葉県

6埼 玉県

7山 梨県

8神 奈川県

9そ の他の府県
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8(21.2Z)

9(12.IZ)

7(1.O駕)

6(5.IX)

勤務所在地

総計(県 外)

5(10.IX)

1(44.4X)

9(8.IX)

勤務所在地

総計(県 内)

8(7.5Z)

7(1.3X)

6(4.4X)

5(8.IZ)

4(2.5X)

3(5.OZ)

1(17.5)ζ)

2(45.6叱)

図4.1-7 勤務地の所在

一314一



⑤ 情報処理技術者の求人数

大部分が10人 か ら60人 の間であるが、県内企業の全体セみると1人 か ら5

人 という小人数の求人件数が多い。

情 頚 処 理 …吾技術 求人 数

情 報 産 業(県 内)

11(6.9X)3(10.3X)

10(6.9Z)

9(3.4Z)

8(20.7X)

7(31.Oズ)

4(6.9X)

5(3.4X)

6(10◆3ズ)

8(22.9ズ)

情 報処 理 技 術 者 求 人 数

情 報 産 業(県 外)

2(5.7X)

3(5.7X)

4(0.Oズ)

5(8.6X)

6(17.1Z)

7(22.9Z)

200人 以 上

150199

100149

99

79

59

39

19
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10(9.4Z)

9(5.7X)

8(17.OX)

情 報 処 理 技術 者 求 人 数

総 計(県 外)

12(3・8叱)2(3 .8駕)

3(9.4X)

7(20.8X)

4(0.Oズ)

5(5.7X)

6(11.3X)

11(23.3Z)

情報処理技術者求人敵

総計(県内)

12(9、6X)

10(!6.4Z)

9(4.IX)

6(6.8X)

8(13.7文)

7(17.8Z)

図4.1-8 情報処理技術者の求人数
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⑥ 情報処理技術者に必要な技能資格

企業 で必要 とされるのは県内、県外企業ともに日本情報処理開発協会が主催す

る情報処理技術者試験1種 、2種 、オ ンライン、及びマ イクロコ ンピュータ応用

システム開発技術者試験である。 これ らはマイコ ンを除いて国家試験であ り、や

はりこれ らが権威ある もの とみなされて いることがわか る。

14(4.1X)

13(15.5叱)

必要技能資格

情報産業(県 内)

12(19.6X)

10(7.2Z)

11(16.5Z)

13(18.3X)

必 要技能資格

情報産業(県 外)

10(6.4X)

11(24.8ズ)

17(4.3Z)

16(5.2Z)

15(3◆8X)

14(3.3叱)

13(9.5Z)

必要技能資格

総計(県 内)

6(5.2X)

10(5◆7X)

11(11.4X)

16(4.5Z)

13(13.6X)

必 要技能資格

総計(県 外)

10(5.2叱)

11(20.1ズ)

12(19.Oズ)

図4.1-9情 報処理技術者に必要な技能資格
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呈

7

ラ多
ブ

マイクロコ ンピュー タ利用者認定試験1級 1

〃2級 2

3級 3

4級 4

日

情

協

情報処理技術者能力検定試験 プログラマ1級 5

〃 〃2級 6

〃 コンピュータ3級 7

専
協
振

情報処理能力認定試験A級 8

〃B級 9

呈
情
報
処開
理発
協
会

マイクロコ ンピュータ応用 システム開発技術者

試験

10

情報処理技術者試験(国 家試験)1種 11

〃2種 12

〃 オ ン ラ イ ン 13

日
本
商
工
会
議
所

一

日本語文書処理能力検定(ワ ープロ)2級 14

〃3級 15

簿記検定2級 16

〃3級 17

日話
本検
英定

実用英語技能検定2級 18

〃3級 19

実
務
技
能
検
定
協
会

秘書技能検定2級 20

〃3級 21

トレース技能検定3級 22

〃4級 23

レタ リング技能検定 24
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㈲SE的 人材確保 と充足度

①SEの 育成確保

育成確保す るル ー トと しては、専門学校、短大/高 専、大学/大 学院、情報処

理関連の他 職種、中途採用が主 にあげ られ るが、その中で も専門学校が主 なルー

トとされてい るし、又、今後雇 うルー トとして も最大 とみな され る。

10(17.O駕)

5(12.1Z)

従来のSE確 便数

情報産業(県 内)

1(19.1文)

2(14.9文)

10(15.O之)

7(2.OZ)

6(4.6Z)

5(11.IZ)

従 来 のSE確 保 数

情 報 産 業(県 外)

11(7.8Z)12(0.OZ)

1(21.6文)

2(16.3X)

3(17.6Z)

10(14.9Z)

8(2.2Z)

7(2.5X)

6(4.7Z)

従来 のSE確 保 数

総計(県 内)

1(20.Oズ)

2(16.OZ)

10(14.2Z)

7(2.8X)

6(5.5Z)

従来 のSE確 保 数

総 計(県 外)

lI(7.8XJ

5(8.7X)

4(3.2X)
3(17.9Z)

1(20.6竃)

2(16.5X)
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10(16.IX)

6(3.9Z)

11(9.7X)

今 後 のSE確{里 数

情 報 産 業(県 内)

4(3.9X)

3(17.4X)

2(14.8X)

10(16.4寒)

6(4.4Z)

11(9.4X)

5(11.3ズ)

今後のSE確 保数

情報産業(県外)

4(1.gz)

1(20.1文)

3(17.6X)

2(15.7Z)

10(13.3X)

9(1:3X)

8(2.OX)

7(1。3Z)

11(7.6X)

今後 のSE確 保数

総計(県 内)

1(20,6X)

3(17.9文)

2(15.9X)

10(14.7X)

6(5.4Z)

11(8.92)

5(10.3Z)

今後 のSE確 保数

総計(県 外)

1(20.5X)

3(17.4X)

2(16.5X)

図4.1-10 SEの 育成確保
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1 新規採用 一 専門学校卒

2 〃 一 短大/高 専卒

3 〃 一 大学/大 学院卒

4 〃 一 その他

5 他職種か ら 一 情報処理関連(プ ログラマ、オ ペ レータ等)

6 "一 抱部門の技術職

7 〃 事務職

8 〃 一 営業職

9 〃 一 その他

10 中途採用 －SE職 から採用

11 〃-SE以 外の職種から採用

12 〃 一 その他
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② 情報処理技術者の充足度

情報処理技術者は絶対的に不足していることは各グラフから歴然としている。

情 報 処 理技 術 者 要 員 充 足 度

情 報産 業(県 内)

4(3.6X)

情報処理技術者要員充足度

情報産業(県 外)

3(88.6文)

2(11.4X)

3(96.4Z)

情 報処 理 技 術 者 要 員 充 足 度

総 計(県 内)

1(1.4Z)4(9
.6Z)

3(74.OX)

情 報 処 理 技 術 者 要 員 充 足度

総 計(県 外)

4(3.8Z)2(9
.4Z)

3(86。8ズ)

-

り
ム
3

充分要員がいる
どちらともいえない

要員が不足している

図4.1-11 充足度
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(4)専 門学校か らの要員採用にっいて

① 専門学校からの採用状況

70

60

田

40

㎝

田

-o

o

■継続的に採用している

■懸 押 し嫌 今蜘 の予

田今後採用する予定である

田今後も採用の予定はない

口何ともいえない

皿無回答

{}≦≧三十県内 左≡≧言†県タト

図4.1-12専 門 学校 か らの採 用状 況

県 外 で は・ 「継続 的 に採 用 」が 、90%を 超 え て い る。 「今 後 採 用 の 予 定 」 も

含め ると、 全体 で95%を 超え ることになる。

② 従来 の入社直後の担当業務 と今後

今後の専門学校卒の担当業務今までの専門学校卒の担当業務

1ee

そ
の
他

ソ
フ
ト
ワ
エ
素

八
一
ド
ワ
エ
ア
系

販
藁嚢一撃

慧

■舞詩興

■椅計県

図4.1-13

go

80

…

…

藁警 雪 覆
ア ア
系 系 ・

従来の入社直後の担当業務と今後

全体か らす るとわずか数%で あ るが、r－ 般事務」か ら 「販売 」へ、今後 の担 当

業務 に変化が起 こるとみ られ る。
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③ 従来のSE配 置までの年数と今後

艶

18

16

14

12

10

6

今までのSE配 置年数

蝋置
な
い

う
」

0

唾

。

数年直配ESの後今

直
な
い

e年
～

1010
年
↑
漕手

頒

18

16

14

12

10

8

6

4

2

(U

図4・1-14従 来のSE配 置までの年数 と今後

情報処理サー ビス ・ソフ トウ ェア業 の うち約10%の 「無回答」の理 由と して、

fSEと プ ログラマの明確な区分を していない」が 目立 った。

④ 仕事面での各 プログラム言語 の必要度

吻

90

80

η

60

50

胡

30

㎝

10

0

室 姐 ・ソフ トウェア

言語必要度 ・胸内
一

.

裁 ・＼・‖/
P

鱒1 遣 口無回答

'/

1一
1 /1　

圏不要

■低い
・

`

■普通
・1

1 / ■高い
声`

1/一

`

`

|

/
翻 `

声

1・ii

`

|

/…i

/ `睦i

呼iξ ぼT黎 悟 露 都
言語

働

90

80

m

60

田

飽

飽

鋤

-o

言言吾4≧醗 ◆県タト

『iξ ぼT黎 悟i望 鶴
言語

図4.1-1 .5 各プログラム言語の必要度

COBOLの 必要度が 「高 い」 と した企業 は65%あ り、 同様 にC言 語にっ いて

は54%を 占めている。
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全業趨i繧≧言t

㎜

90

80

η

60

田

姻

30

田

10

言言吾の必要度 ・県内

ロ無回答

図不要

■低い

■普通

■高い

89
⊇

悟
フ

五
〇
莞謝簿⑭L

間

90

80

η

60

田

姻

田

田

10

図4.1--16

言語の必i蔑度・県外

の
の
語

そ
他

言

悟誓願⑭
L

各プログラム言語の必要度

尚、平成2年 度 のカ リキ ュラムを見直 した際、電子情報学系で はフォー トランを廃 し、
コボル とC言 語 の時間数を増 や した

。

また・ デザ イ ン学系で も、 フォー トラ ンを廃 してC言 語にその時間をふ りわけた
。

●
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(5)SEの 能力開発と教育にっ いて

①SE要 員教育内容の重要度

a.SE基 本 動 作

6

「
∨

1

T織

つ
」

3

十 報○ソフ頃
中 野 ソフト県

工

A

図4.1-17SE基 本動作

特に県内では 「OJT」 重要視が 見 られ る。

1

9
右
3

4

rO

C
U

》糟 ξ舗難論善蓮ト徹
エ ンドユーザー教育

SE作 業におけるOJT
SEマ ナー
その他(具 体的 に)

b。SE基 礎知識

1

6

5

十
・⊥

4

う
」

3

{苦 報'ソ フト県

'噺 報4ソ フ鴫

1

9
レ
9
d

4̀

5

ρb

OS
ハー ドウェアの基礎

ソフ トウェア の基礎
データベースの基礎
通信技術の基礎
その他(具 体的に)

図4.1-18SEi基 礎知 識

「ソ フ トウ ェアの基 礎 」 「デ ー タベ ース 」が いず れ も80%を 超 え て い る。
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C.シ ス テム技 法

1

9

8

6
図4.1-19

「回路 網設 計 」 「運 用管 理 」

3

4

市 報◆ソフト県

市 報'ソ フ頃,

計設・
計霞

鰭

・

翻

イ

の
テ

ム
リ

(

テ

ユ

)

ス
キ
理

に

賢
暗
幕
麟

分
ム
計

=

'・ク
技
技
上
具

ム
ラ
設

ユ
ユ
エ
上
積
向
(

テ
グ
網
ピ
ピ
ジ
向
見
性
他

発
酵
諸
醸
頴
初

システム技法

「セキュ リティ」にお いて県 内 と県外の意識の差が

み られ る。

d.業 種 ・業務 システ ム

1

'8

6 5

3

図4.1-20業 種 ・業 務 システ ム

一 瞥 ●ソフト県

一 算報 ●ソフト県

財務会計システム製造業
システム
システム

生産 システム
務効率化
システム
システム

県内と県外で は、ターゲ ッ トとす る業種 ・業務が明 らか に異 な って いることがわ

かる。
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e.そ の 他

1

52

一 幣'ソ フト県

㌧
{饗 ソフ・県

1企 業経営全般 への理解
2ビ ジネスマ ンとして の常識
3対 人関 係、マネ ジメ ン ト能 力

a34一 般教養そ
の他(具 体的 に)5

図4.1-21そ の他

fビジネスマ ンと して の常識 」 「対人関係
、マネジメン ト能力 」の重要視がみ ら

れ る。

②

㎜

90

蘭

η

60

50

胡

羽

田

.-o

SE要 員教育の担当部門

結 綿 ・ソフ ト唄内

図4.1--22

目 無回答

日特に専門の担当は
いない

臼専門の担当者はい
る

■専門の部門がある

f青輪台ソフト1貝タト

SE要 員教 育 の担 当部 門

全体では約79%の 企業が、 なん らかの教育方法 を持 ってい る。
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③ 研修会 ・セ ミナ ー等の受講 日数

社外 ての研修会 ・セ ミナー

㎜

90

80

η

田

田

藺

羽

田

le

社内 での研 修会 ・セミナ ー

撒 ◆ソフ腎 ㈱ ◆ソフ繋

目無回答

皿25日 ～

口組略 日

田15百 〕日

GlO～15日 未満

■s・-le日 未満

■ ～5日 未満

商

90

80

η

60

50

胡

錫

議 鱒 　{

匙

ー田
10

:・.Lt・ ,

情報◆ソフ情 願 ◆ソフ堺

図4.1-23 研 修会 ・セ ミナー等の受講 日数

9

社外で受講 させ られ るの は、短期(10日 未満)に な らざ るを得ない ことがみ られ

る。

④SE的 人材育成の教育 ・研修方法

1

も

9

8

6

3

4

十 報◆ソフト県
一 際 'ソフト県

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

社内のインストラクターによる講習会
外部の専門家による講習会
メーカの実施するユーザむけのセミナー

§嬰纏 饗 欝 凝 セミナー

憩 曝 黍8三㍑ どは る個別学習
専門書やテキス トなどによる個別学習
業務を通しての育成
その極(具 体的に:

図4.1-24SE的 人材育成の教育 ・研修方法

「業務を通 しての育成」が、最 も現 実的 な教育方法にな ってい る。
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⑤SE的 業務 に必要な能力 ・資質

1

7

8

{情 報'ソ フト県

{算 報◆ソフト県

橘 離見黎罐 鰍 ●発動
3ニ ーズへの感知力
4変 化対応能力
5コ ミュニケーシ ョン能力

(情報収集能力、文書化能力、発表 ・説得能
力)

6コ ンサルテ ィング能力

1離 石:翻
9管 理能力
10理 解力
11決 断力 ・実行力
12計 画力 ・評価力
13調 整力 ・折衝力

14
15
16
17
18
19
20
21

耀i召継 召
企画 ・総合力
判断力視
野の広さと経営的視点
迅速性

確
論理性

纏 縫さ(忍肋)
協調性
責任感体力
・気力

図4.1-25SE的 業務に必要 な能力 ・資質

「発想力」 「コミュニケー ション」が、業務遂行上、重要な力 とみ られ る。
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(6)情 報処理技術者試験について

① 情報処理技術者試験に対する評価

㈹

90

羽

稲

60

印

㊥

田

田

10

0

リ
タ

ヰ
コ

　

　

そ

エ

の

　

竃
鶴
翼

懸
蕊
灘
`
き

■
よ
、

田 関心がな{「

口5寺に有用でばなし)

E1国 家試験である

畦 業イメニジ?向

目
、個人の動機付げ

田技術者の評価
.

:☆ 語 さ:〉…{ ベ ミご:1こ ・…
.'i衰灘 ぷ

一

情報・ソフト県内 情報・ソフト県外 総計県内 総計県外

図4.1-26情 報処理技術者試験 につ いて

県内 ・県外 ともに80%以 上が 「有 用であ る」としてい る。

二 ご'注)r国家試験(国 家試験であ るため
、他の試験よりも高 く評価でき有用であ る)、

個人の動機づ け(勉 強 しよ うとす る意欲を起 こす)、 技術者の評価(技 術者 と して

評価の基準 に使用で きる)。

② 受験者 に対す る援助"^-tA'iぺ

糊

田

田

.
η

60

駒

胡

..

30

田

-o

o

巳そめ他

§受験を奨励して↓、ない

自特別な援助はしない

㍗ 部セミ才㌦ 通徹 育の噺 負
ロ

畷 部セミナ「瀧 鮪 の全額

園社内講習会,勉 強会の開催

.■受験料の一部負担 .

■受験料の全額負担

■受験の一括申込

†青線・ソフト県内 骨青報・こノフト県タト

図4.1-27受 験 者 に 対 す る援 助

情報サービスツ フトウエア勤 外の業風 よ ・受験を特に翻 していない」が

10件 ほど(約8'%)み ちれた。'
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③

m

泊

簡

冗

句

50

咀

30

田

10

0

合格者に対する処遇

情報・ソフト県内 情報・ソフト県9ト

図4.1-28合 格 者 に対 す る処遇

.特 に情報 サ ー ビス ・ソ フ トウェア 業 で は、 ほ とん どの企 業 が本 人 に対 す る何 らか の

処遇 を行 って1,る'。

④ 各資格に対する手当て

1[Mlee

笥

8080

n70Zo,無 回答

6060園10～

5050冒 ～le
,

皿^ノT咀40

口{る

3030 臼 ～4,

2020目 ～3
,

191e囹^v2

■ ～i(手

鞠 鵡 響 聯 繋 雪裡購 準 嫌 円)

図4.i-2'9各 資 格 に対 す る手 当 て

ビ 敵 力・勘 ためかtオ ンライ
ン技術者」に対する手当てが薄い。
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(6)情 報処理技術者試験について

① 情報処理技術者試験に対する評価

1go

go

飽

m皿 関 心 が な い

西 寺に 有 用 で 曇さな い
60

ロ 国議 緩である
co

呼 集イメづ の向

6鰍 の鯛 恒
,

30 国樹有者の評価 ご

頒

.le

ロ 　
情報・ソフト県内 情報・ソフト県外 総計県内 総計県外

図4.1-26情 報 処 理 技 術者 試験 につ いて1

県 内 ・県 外 と もに80%以 上 が 「有 用 で あ る」 と して い る。

4t';':c注ツ国 家試 験 工(国家試 験 で あ るため
、他 の 試験 よ り も高 く評価 で き有 用 で ある)、

個 人 の動 機 づ け(勉 強 しよ う とす る意 欲 を起 こす)、 技 術 者 の評 価(技 術 者 と して

評価 の基 準 に使 用 で きる)。

② 受 験 者 に対 す る援 助'』 ∵ ぷ

晒

90

田

.
η

60

田

姻

。.

羽

田

-o

0

囲そめ池

園受験を奨励していない

自特別な}鋤 はしない

仰蟹 セミ㌔ 通儲 育の噺 負
,

『塾部セミナ「 興 育の全額貝

田社内講習会,勉強会φ開催

国受騨 の噺 負担

■受験料の全額負担'

■受験の一括申込

情報・ソフト県内 情報・ソフト県外

図4.1-27受 験 者 に対す る援 助

情報サー ビス ・ソフ トウェア業以外の難 で`a
.r受 験を特 に奨励 して いない」が

10件 ほど(約8%)み ちれた。
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③

疏

泊

穴o

m

団

団

姻

30

鋤

10

0

合格者に対する処遇

情報・ソフト靹 情報.ソフト醐 、'

図4.1-28合 格者 に対す る処遇

特に情報サー ビス ・ソフ トウェア業で は、 ほとん どの企業が本人に対す る何 らかの

処遇を行 ってい る。

④ 各資格に対す る手当て

間

組

田

m

60

田

田

㎝

鋤

-o

口端櫻聯鞠
手
外
の
県
種

・

二
当刈渠郵

オ
手責

の
県

、

種

・
一
当
手
外
の
県
種

・
彗

て当手るす対に格資各9214
'図

　い
.

薄がて当手るす対に　者術技ンイラ
・ン
・
オ「かめ

.
たい浅が史歴
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(6)情 報処理技術者試験について

① 情報処理技術者試験に対する評価

100

go

渕

領 脚!笥心 がない

60ロtl・tこ 有用て{さない

口 国嘉 鵡 員であ る

50
口許 メニジの『

旦個人の翻制寸け
泊 町 編 者の緬:

四

.1e

ビ 　
情報・ソフト県内 情報・ソフト県外 総計県内 総計県外

図4.1-26情 報処 理 技 術者試 験 につ い て

県 内 ・県 外 と もに80%以 上 が 「有 用 で あ る」 と して い る。

'パ 注∫
国家試験 ↓(国家試験であるたあ、他の試験よりも高く評価でき有用である)、

個人の動機づけ(勉 強 しようとする意欲を起こす)、 技術者の評価'(技術者として

評価の基準に使用できる)。'

② 受験者に対する援助 … ∴ ㌧

s
,'.べ

晒

90

飽

.
η

60

艶

姻

..

羽

田

-o

0

翅その他

囚受験を奨励していない

目特別な援助はしない ,

㍗ 部セミ才「 通信教育の噸 ・「
」 「

ロ塾部セミ九 瀧 糖 の全額負

9社内識絵・雌 釦 嘩 ・
・受験料の一部負担

■受験料の全額負担'

■ 受験の一括申込

t青報・ソフト県内t青 報 ・こノフト県タト:'

図4.1-27受 験 者 に 対 す る援 助

情報サービス・ソフトウェア業以外の難 で{よ ・頚 を特に期 していない」が

10件 ほ ど(約'8'%)み ち れ た。

一331一



③ 合格者に対する処遇

m

泊

旬

m

60

関

咀

30

鋤

10

0

ほその住

田特別な処遇はしない

§受亘藁費用の負担

扇研修会への派遣等

皿表彰または社内報での発…i…

ロ トツブによる夕食会(昼 食会)を

開く

圏一時金の支給

国手当を増額する

田基本給の増額

■昇給または昇進

情報◆ソフ限 内 情拒 ソフト醐 ・

図4.1-28合 格者 に対す る処遇

特 に情報サービス ・ソフ トウェア業で は、 ほとん どの企業が本人に対す る何 らかの

処遇 を行 っている。

④ 各資格に対する手 当て

欄

鍋

田

m

60

田

田

㎝

㎝

-o

手
外轟響露諸教

92
・
-

●
4い図 各資格に対する手当て

歴史が浅いためか'「オジライン技術者」に対する手当てが薄い。
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4.2茨 城県 内の情報サ ー ビス産業

4.2.1情 報 サービス産 業の企業数

ソフ トウェア業62企 業

計算パ ンチ業9企 業

システムハウス業10企 業

ア イー フー8企 業

4.2.2情 報サー ビス産業 の特徴

ω 事業所 の所在地

水戸市62社 ・ 日立市53社 、土浦市21社 、勝 田市23社 、つ くば市29社 で

全体 の83%を 占めて いる。

(企疾数)

::::桑i

図4・2-1県 内情報サービス業所在地

雌 ・「繍 サー ビス麟 難 縦 結顯 告書
、

(63年3fi)茨 願 中小企業願 公社 中rJ・企業情 報セ ンター
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(2}創 業音像

5

40

30

20

IO

語 語ii2㌶ 竪㍉
動|産 κ ン 勧 ピ 学

務 タ 集 肋 ピ 務 ユ 院
メSC務A1の

図4・2-2創 業 者 像 出典:前 掲

創業者の創業年代 は、30才 台が49%、 またその前職 は情報処理産業

に勤務が27%と な っている。

(3)設 立年代

100

昭
和

45
～

49
年

昭
和

40
～

44
年

昭

和

30

年

代

3一24図

昭
和
55
年
以
降

昭
和

50
～

図
年

代年立設

デ

ィ
ー
ラ

ー

シ

ス
テ
ム

ハ
ウ

ス
土栗

計
算

パ

ン
チ
業

ソ

フ
ト
ウ

エ
ア
業

出典:前 掲

計算パ ンチ業 は、 昭和55年 以前 にほぼ設立 され ているが、 システムハ

ウス業の90%は 、昭和55年 以降に設立 されてい る。
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4.2.

(4)資 本系統 ・従業員規模

ソ フ ト づ エ ア 業

計 算 パ ン チ 業

シス テ ムハ ウ ス業

デ ィ ラ

資 本 系 統

.....

/＼
言言譲/

ご 難……………馨…難 一
/＼

■.● ●■■■ ■■

藁ii:::,:….・==:・...

・㌔'・'・㌔.・'・∵ ・'・','.㌔'.・.'∴、...'.'.'.'.'.㌔..'.㌔ ・.・.・.・.・,・,^.・・・・…'・ ∵ ・'・'.'.㌔'.'.'.'.

＼

塞
ユ
ー

ザ

ー
系

4図

メ

ー

カ

ー

系

そ

の

他

独

立

系

4「2

'7ト ウ エ ア 業

`日 算 パ ン チ 業

シ ス テ ムハ ウ ス 業

デ ィ ラ

従 業 員 規 模

・ilO30

・～1～

92949

人 人.人'

50100

パ'人

99以

人.・ 上

資本 系 統 ・従 業 員 規 模

,出 典:前 掲

資本系統 では、独 立系が大半を占めてお り、システムハウ ス業 では100%

独立系 である。

従業員規模 は、デ ィー ラーとシステムハウス業が1～9人 の人数 であり、

ソブ トウェア業、計算パ ンチ業では大 規模、小規模 の二極分化 がみ られ る。

3職 種別従業員構成

;

∫

管 研 『・ シ プ キ 保 評 言

.tt;・ 理 窟 、 スo・1守 べ 足
部1ユ テ グ'"良 レ'」$

門 ム ラ ンt務
工7十 タ

ン、1 .◆`
ジ し 　

;

H...図4.2-5職 種 別 従X員 橘.成,出 典:前 掲
L
,ρ 、 ・4◆

全 従 業員 に 占め る技 術 者 ・(研究 員 、SE、 プ ログラ マ、・保 守 員)の 割 合 は、,

ソフ トウ ェア業61%、 計算 パ ンチ業40%、 システ ム ハ ウス業56%、 デ ィ

ラ一一・52%と な って い る。
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4.2.4保 有 設備
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中小型 コンピュータ86%、 大型 コ ン

ピュー タは、仕事の内容 より計算パ ン

チ業が56%の 保有率 にな ってい る。

図4.2-6保 有 設 備 出典:前 掲

4.2.5受 注地 域

●地元企業の地区別売上高

(通産省一特定サービス

産業実態調査)

二
次

城

県

)

●県内マーケ ットに対する

地元企業と他県企業のシ

ェア

(通産省一特定サービス

産業実態調査)

東京都以外
他県1% 出典:前 掲

図4.2-7地 区別 売.ヒ高 及 び他 県企 業 の シ ェア

県 内情報 サービス産業 の売上高の4%は 東京都 よ りの受注であ り、 また、

県 内マーケ ッ トに占める地元企業 の シェアは78%と な って いる。
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4.2.6受 注 先

表4.2-1受 注
.先 業 種 (単位:%)

回答企業数
.

計

親 企 業

電 算機

メーカー

同 業

他 社

一般の

製造業

一般の

卸小売

サービス業

金融機

関 ・証

券会社

官公庁 海 外 その他電算機

メーカー
その他

会 社 設 立 当 時

ソ フ トウ ェ ア業 100.0(62) 4.8 9.7

'

40.3 19.4 3.2 8.1 0 12.9 0 1.6

計 算 パ ンチ業 100.0(9) 0 22.2 0 0 lL1 33.3 1U lL1 0 22.2

システ ムハ ウス業 100,0(10) 10.0 0 20.0 10.0 50.0 10.0 0 0 0 10.0

一
ア ィ ー ラ ー 100.0(8) 0 0 25.0 12.5 37.5 25.0 0 37.5 0 0

合 計 100.0(89) 4.5 9.0 32.6 15.7 12.4 i2.4 L1 13.5 0 4.5

現 在

ソ フ ト ウ ェ ア 業 100.0(62) 3.2 12.9 45.2 17.7 12.9 12.9 4.8 24.2 0 1.6

計 算 パ ンチ業 100.0(9) 0 22.2 11.1 0 11.1 22.2 1U 11.1 0 22.2

システムハ ウス業 100.0(10) 10.0
馳

0 30.0 30.0 50.0 0 0 10.0 0 10.0

デ ィ ー ラ ー 100.0(8) 0 0 25.0 0 12.5 37.5 12.5 25.0 0 0

合 計 100.0(89) 3.4 11.2 38.2 15.7 16.8 14.6 5.6 2L3 0 4.5

今 後

ソ フ トウ ェア 業 100、0(62) 4.8 8.1 30.6 ll.3 24.2 9.7 19.4 33.9 0 4.8

計 算 パ ンチ 業 100.0(9) 0 22.2 0 0 11.1 44.4 0 33.3 0 22.2

システムハ ウス業 100.0(10) 10.0 0 20.0 10.0 30.0 20.0 0 20.0 0 0

一
ア ィ ー ラ ー 100.0(8) 0 0 25.0 0 12.5 37.5 12.5 25.0 0 0

合 計 100.0(89) 4.5 7.9 25.8 9.0 22.5 20.2 14.6 3L5 0 5.6

(注)1.()内 は回答企業の実数を示す

2.複 数回答 出典:前 掲

受注先 の業種 は、 ソフ トウェア業で はコンピュータメーカ、官公庁が、計

算パ ンチ業で は親会社、小売サービス業 となっている。
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4.2.7経 営 上 の問 題

∀
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図4・2-8経 営 上 の 問 題 点(複 数回答)

出典 二前掲

経験者 ・熟練者 の確保が最大の問題点 とな っている。

4.2.8.今 後 の 方 針

%
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注
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現
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理
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そ
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少
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は
他
分
野
へ
の
転
換

一
層
の
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門
化

デ
テ
ム

計

算
フ
ト

図4.2-9今 後 の 経 営 方 針(複 数回答)

出典:前 掲

利益率の向上、受注の量的拡大、取り扱い分野の拡大が3本 の柱になって

い る。
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4.2.9業 界 の今 後 の 課題

(1)入 職 率、 離 職 率

表4.2-2 入職率、離職率.平 均年齢および平均勤続年数

産 業 別 ⑧(%)

離職率

⑧一⑧(%)

入職超過率

男子平均

年齢(歳)

男子平均勤

続年数(年)

A(%)

入職率
うち

新卒

うち

中途採用

全 産 業 14.9 3.7 11.2 14.1 0.8 38.6 11.9

う ち 製 造 業 14.1 3.4 10.7 12.4 1.7 38.7 13.1

う ち サ ー ビ ス 業 17.0 4・2
.
12.8 15.7 L3 38.9 9.5

情報サービス産業 35.6 23.5 12.1 9.8 25β 28.3 4.4

(注)入 職(離 職)率 は,1984年 における入職(離 職)者 数の在籍従業者数に対する割合

資料:全 産業は・労幽 「雇用動向調査」,「賃金センサス」,融 サービス産業は ,労 働
省 「情報処理サービス業の地方醐 を促進するための雇用労働面における対応のあ

り方に関する調査研究報告書(1986年3月)

出所)情 報サービス産業白書 イ

情報 サ ー ビ ス業 は、 他 産 業 に比 べ離 職率 が 低 く、 平均 年 令 が低 く、 平 均 勤 続年 数 も

短 い。

(2)ソ フ ト技術者 の不足の有無

表4.2-3・ ソフ ト技術者不足の有無と在籍ソフ ト技術者に対する不足率

項 目
P

合 計

(社)

1 2 在籍 ソフ ト

技術者に対

する不足率

不足 して

い な い

不足 して

い る

計 1034 13.7 86.3 25.5

、

従

業

員

規

模

0～9人 115 27.0 73.0 69.8

10～29人 299 1LO 89.0 51.6

30～99人 377 11.9 88.1 33.0

`

100～299人 165 10.9 89.1 23.8

300人 以 上 73 19.2 80.8 15.9

(注)(1)無 解 答 を除 く,(2)不 足 率 は,

「不足 していない」企業 を含

めた在籍 ソフ ト技術者に対す

る不足数の割合

資料:情 報サービス業調査研究報告書

出所)情 報サービス産業白書

ソフ ト技術者不足 は、従業員規模が少ないほど深刻 にな っている。
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4.3専 門学校における企業が要求す る実務能力養成 のための具体策

4.3.1実 務能力養成のプ ロセス

1.入 力 は生徒

2.出 力 は実務能力を

もった学生

3.機 能は実務能力を

つ ける

生徒 一 ‖
‖

＼

BLACK

BOX

実務能力

→ をもった

生徒

専門学校では、入学 して きた生徒を2年 間かけて教育 し、実務能力 ・知識を身に

つけた生徒 として社会に送 りださなければな らない。 そのためにはBLACK

BOXの 解 明を してい く必要がある。

次に、 この与え られ た命題に関 し、ユーザ要件を把握 し、授業支援 システム開発

の必要性 と可能性を吟味の上、計画立案する。

より具体的には、本学園における授業 の現状 とそのメカニズムの分析を行い、ま

た、ユーザ要件調査分析を行 って、教育 に必要な入出力要件、主要機能要件を明 ら

らかに してい く。

これ らの分析結果を踏まえて、新 しい教育 システム構想 を立案するというプロセ

スを とる。

4.3.2学 習の現状分析

(D教 授 と学習

学習は教師が行 う教材研究 ・生徒研究 ・教授活動 と生徒が行 う学習活動、教師に

対する活動、生徒 の相互活動によって行われる。学習内容を もう少 し分析すると、

教師サイ ドでは学習を通 して知識の習得(生 徒の性格や学力をとらえ る、教材提示

法、教材 に対す る知識)、 技能の習熟(得 た知識を うま くいかす諸技能に習熟す る

)、 能力の形成(教 材選択能力、収集資料を もとに して生徒 の理解度 などを推測す
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一
る能力、教材を使い分ける能力の向上)、 態度の形成(教 材研究をすすんで行 う、

各種評価をすすんで行 うなどの態度)が 行われる。

生徒サ イ ドで も学習を通 して知識の習得(教 材に対する知識、教師の性格や学力

他の生徒の情報を収集する技能)、 能力形成(提 示された教材の良否の判断、教師

の特性を推測判断する能力、他の生徒の特性を推測、判断する能力)、 態度の形成

(教師に対する働きかけ、意欲的に学習に取 り組む、他 の生徒に積極的に働 きかけ

る)が 行われる。

② 心理的機能領域における学習

① 知覚学 習

以前知覚できなかったことが知覚できる。つま り何 回か見ていると見分けるこ

とがで きるようになる。

② 運動学 習

運動の反復によって、運動ができるようになる。例えば、 コ ンピュータ機器の

操作など。

③ 記憶学習

未知の知識や記憶の仕方が新たに習得されること。

④ 思考学習

推理・判断、問題解決を繰 り返す ことにより、新 しい思考方法が身につ く。

⑤ 要求学習

経験 によ り今 までなか った要求が新たにできること。 さまざまな行動をお こな

ってみた くなる。

⑥ 感情学習

経験 の反復によって、特定の対象に新たな感情をいだ く。

特定 の科目が好きにな ったり、グループ学習により友達が好 きになる。

⑦ 社会的学習

共同設計、集団問題解決を重ねてい くことにより、新 しい対人行動ができるよ

うになり、相手を説得するための身ぶり、手ぶりが上手になる。

これ ら7つ の学習を通 して、色 々な知識 ・技能 ・能力 ・態度 の向上を はか り、 その

統合されたものが生徒の総合力になる。

そのため・教える科目を01レ ベル、02レ ベル、03レ ベル と細分化 し、(4.

3・4(3)③ の構造化WBS参 照)、7つ のうちのどれ とどれに該 当す るかを見極 める

必要が ある。

知識の習得 一 記憶学習

技能の習熟 一 知覚学習、運動学習、思考学習

,能力の形成 一 思考学習

態度の形成 一 要求学習s感 情学習、社会的学習
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学 習行動 の理想 は、生徒 自身が自ら問題を発見 し、学習目標 を設定 して目標に到達

するよ う行動 し、結果 と目標をチェックして 自ら評価を行 うことにある。

しか し、経験の全 くない場合、浅い場合には、非常に難 しく、そのため、教師が指

導 していかねばな らない。

つま り、教師が教育目標をたて、教材を用意 し、授業実施プ ログ ラムを作成 して授

業を行い、 その結果についての評価を生徒に返 してやる。勿論 ただ返すだけでな く、

具体的 な処方をつ けて(例 えば、問題解説、理解度の程度によ り類似 の問題をまた生

徒に渡すなど)返 す必要がある。

㈲ 教授学習過程

教授学習の過程 は、教師 と生徒の間の情報伝達であり、以下のよ うに整理 されてい

る。 ＼

一

教 情 評
報 価
① 処 ・三 一 ・一 一 ・ ⑦ 〈 〉

師 理
}

「
⊥ ⊥ 1一

情 診 K

報 断 R

② 提
示

⑥ ⑧

⊥ 工 一

§
反応

③ 受 ⑤
容
一

、

、!

、!

生 情報

徒 ④
処
理一

教育目標

教育内容

図4.3-1教 授学 習過 程

(注)KR(KnowladgeofRもsults)フ ィー ドバ ック

出典:教 育 工学 の原理 と方 法 坂 本 昂 明治図 書

① ～⑧の実践によって、教師は確信を もって教授活動を行 うことができ、生徒の方

も、 自身を もって学習をつづ けてい くことができる。教育工学 の研究課題 として、1
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っ に は情 報 を流 し、 情 報 を キ ャ ッチ し、 いか に してKRに 結 び つ けて い くか、2つ に

は科 目ごとの情報 の流れの解明、3つ には授業のシステム化、4つ にes ,KRを だすタ

イ ミングであ るが、 このメカニズムを解明 し、汎用コ ンピュータを利用 した 「授業支

援 システム」で の対応を考えてい きたい。

(4)学 習指導 の型

① 誘導型

.、'.教材提 示 と反応統制に重みをかけたや り方で、 内容説明のあ と練 習問題 をどん ど

んや らせ る。

② 発見型

反応喚起 と生徒へのKRに 重みをか けたや り方で、例えば指名を して生徒 に発言

させ、評価 した うえでKRを 与えてい く。

③ 誘導発見型

誘導型 と発見型の中間で、発問 によ り生徒 の反応喚起を させてKRを 与えてい く

が、発問 の内容 は、ある程度細か く決め られている。

(5)教 育媒体 とその内容

教授機能、評価機能 と教育媒体 は以下 の様 な関連を持つ

舵機、価評

る†
簡閲詮にと某某効収校報散宿

ト
ト

接
察スーテノ面観

タ
ピ

クーンーソコユ
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＼
'
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ン

ラ

ラ

析ラ・9メグ分ノモシカリ応

匠カメ一・ポ7反装反応測定機器

る
断ず診関とに集も奴ど思子柵

視

察

接迫間机奴面

ポ

シ

ーラ・一レ・トタユブフ一、、、

ポイロレシラLライユM室一習LドパミT教タ手駒練機器

御慶示能投機報御情割求要応仮

剖縫応反

り

情

本ぷ鼓手身示示導指教胡

危機

送ピオR機敏レジT音内テラV緑枝放送教育機器

起喚応反

い

示合波陶問名

図発指令

機

外麟

㌫
頗

イ

リ

リ

リ

投

Pラミミミ勧Hス8816実0投映教育機器

ムテ江川C

勧提示能提殿原示情迂遠伝容的

nのヘ白子

定
容
怨
め育受感とまり認否ぷ情.確挺身表

授教

示提88教

化
示劇演

示堤体明説官媒鋭培助36

川プ異物ス体示示板イ媒提提愚デ尉旬報手動印情情電可

ー

教
材教

具
教
育
機
器

内

容

ー

図4.3-2教 授 ・評価機能と教育媒体

出典:前 掲
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⑥ 指導形態

一斉指導、個別指導、小集団指導があ り、それぞれ長所 ・短所が あるので、 その特

性をよ く理解 したうえで、 その長所に あった指導形態を選んでいかなければな らない

4.3.3授 業の システム化

(1)企 業 ニーズへの対応 と授業 の システム化

本校 は、筑波 の地 を背景 に各界 の協力を得て、産学協同 の理念 によ り設立 された

情報系総合教育機関であ り、

① 柔軟で豊かな人間性を培 う教育

② 基礎学力 と専門技術 の調和ある学習.

③ 個 性を伸 ば し創造性 を育て る教育

④ 多様化す る社会 に対応できるた くま しい根性の育成

を 日常 の教育 に実 践 している。

今回の調査研究の中核になる専門学校における企業が要求す る実務能力 は、 ア ン

ケー ト調査結果では、以下の通 りである。

・COBOL及 びC言 語 によ るプ ログラミング能力

・柔軟性 ・弾力性 の ある思考力、発想力

・問題発見 ・形成 ・解決能力

・コ ミュニケー シ ョン能力

(情報収集能力、文書化能力、発表 ・説得力)

、・根気強さ(忍 耐力)

・責任感'

'
・体 力㍉気力'
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ア ンケー ト調査結果を踏 まえて、実社会(企 業)の 意向を教育 に反映 させ る必要

があ り・ これ は今後 の力 艸 ユ ラム編成 に大きな影響をあ頻 ることになる
。

次に・教育工学 でい うところの授業 のシステム化 は教科の教授 目標 を効率的に達

成するため、 目標行動、教授内容、教授方法、施設 ・設備、媒体、教師集 団、生徒

集団・学習形態 などを うま く組合せて授業を行い、評価 して最適 の組合せ求 めてい

くことにある。

そのために は、以下 のよ うな手段で事業の システム化を進めていかなれればな ら

ない。
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し

図4・3-3シ ス テム化 の手順

出典:前 掲

4.3.4授 業支援 システム

教育過程における学習 は、教師 の教材研究、生徒研究、教授活動 と生徒が行 う学

習活動・教 師に対す る活動、生徒 の相互活動によってすすめ られてい る
。 そこでは

具体的に どんな学習が行われ、 その結果、教師及び生徒のスキル レベルが どのよ う

な状態 にあるかを教科 ごとに把握 した うえで目標値 に達するための方策を考えなけ

ればな らない。

また・ よ く小 テス トを行 うが、個人 ごとに理解の範囲、 レベルが異 なってお り、

個別対応が必要 とな り、2ク ラス～3ク ラスの生徒全員 に対 して教師 自身が納得す

る対応が と られて い るか とい うと現実 は非常 に厳 しい
。言 い換え ると、不十分 な対

応 を してい るケースが多 く、授業 につ いていけない 「オチコボ レ」が でてい る
。 こ

のよ うな課題 はた くさんあ り、教師 自身を悩ませてい るが、 これを解消す るために

考えたのが授業支援 システムである。
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この授業支援 システム は、い くつかのサブシステムよ り構成 され、データ量 と処

理量 によ ってパ ソコン又 は汎用 コンピュータを使用 して運用す ることになる。

授業支援～ 一 「

(1)教 師/生 徒 スキル把握サブ システム

① サ ブシステムの概要

教師/生 徒スキル把握サブ システム

教授学習サブ システム

指導法サブ システム

授業 の中の学習を通 して得 られるデータを もとに して、教師及び生徒のスキル

レベル(理 解 レベル)を 把握 し、教師 自身、生徒個人 ごとの教育研修計画をたて

るのに役立てる。

② 入出力関連図

スキル調査票
(教師)

スキル調査票
(生徒)

キル

(教師)

表面
)
計
徒
育
生
教
(

図連関力出入

表面
)
計
師裏

教
(

43左図

スキル

(生徒
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③ スキル項 目

(教 師)

教
材
研
究
活
動

知識の習得

技能の習熟

能力の形成

態度の形成

教材に対する知識

資料発見

教材適否の識別

教材研究への取組み

コ
生
徒
研
究
活
動

知識の習得

技能の習熟

能力の形成

態度の形成

テス ト方法

観察諸技法

学習者特性推測能力

評価を積極的に行う
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教材提示法

各種提示を積極的に行う

上記 の項目を ファイルに登録 し、 ランク付 けデータを入力す る。

た とえば、 レベル0全 く知識がない

'"1多 少知識がある

2自 分一人で活動ができる

3他 の先生 に教え られる

この ラ ンクを見て、教師 は自己研修計画を たとることができる。

また・撃 こ?いても囎 呵 別 借 る抵 同じ考筋 を翻 する

こ とが で き る。
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(生 徒)

態度の形成 積極的な学習活動

技能の習熟

能力の形成

態度の形成

教師観察必要技能

教師特性判断能力

教師への積極的働きかけ
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技能の習熟

能力の形成

態度の形成

他生徒の知能 ・性 格

他生徒の資料収集技能

他生徒の特性推測能力

他生徒への積極的な働きかけ

一350一



(2)教 授学 習サブ システム

① サブ システムの概要

授業 は、教師の情報処理、情報提示、生徒の情報受容、情報処理、反応、教師

の診断、評価、情報処理、KRと 一連のプロセスをたどる。

教師 は、生徒一人一入 とこれを実践することによって確信を もって教授活動 を

行 うことができる。

生徒の数が少 なけれ ば、情報を流 し、情報をキ ャッチ し、KRに 結 びつ けてい

くのは容易であるが、生徒の数が多ければ、充分な対応を とる ことは困難で ある

よ り具体的な問題点 として

・授業 目標が不明確

・情報 の流れが一方通行

・生徒 の個人差を無視 した展開

が あげ られて いるが、 これ らの問題点をコンピュータを利用 して、少 しで も解決 し

よう とす るのが 当 システムであ る。

例えば、A君 が システム設計の授業でバッチ処理時間の見積がで きない とい うこ

とが判明す る。原因を調 査 してみ ると、指数の計算方法がわか らない とい うことが

わか ったので、副教材の ファイルよ り指数計算のプ リン トを出力 し、それに関す る

テス ト問題をテス ト問題 ファイルよ り出力す る。同時 にフ ィー ドバ ック情報を出力

し、それを もとにA君 を指導す るとい うやり方である。

② 入出力関連図

生徒に関する情報

E離

副教材

教育効果に関する情報

ト
ト

ー

ス
ポ
察
接

テ

レ
額

面
[

醐麟 纏

問題の解説 テス ト問題

フ ィー ド
バ ック情 報

フ ィー ド
バ ッ ク情

図4.3-5入 出力関 連 図
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(3)指 導法サ ブシステム

① サブシステムの概要

ベテラ ン教師 は、長年 の経験 によ り独 自の指導案をつ くり、実践 してい るが、 この

技術(指 導法 と指導細葉の作成捕をベテラ ンでない教師が学ぶ ことによ って、毎 日

の授業を納得 い くものに近づけることが できる。

そのためには、授業評価尺度を設定 し、 それを教師全員の もの として いか なけれ

ばならない。

② 入出力関連図

指導細葉 教授法 授業評価

ll

コ ンピゴ 一夕

◇
指導
}'

・1
'

授業評価

Lノ(
指導教授法

!

図4.3-6 入出力関連図
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③ .教 授法 の項 目

科 目名

教育項 目(細 分化 され た内容),NO

学習領域 記憶学習

知覚学習

運動学習

思考学習
・要求学習

感情学習

社会的学習

教授機能 提示機能

制御機能

　 E

KR

反応喚起 一

⊇二1:∴ 下野

⌒-竃

説明

解説

助言

媒体提示

劇化

演示

確認

拒否

身ぶり

表情

肯定

受容

感想

まとめ

発問

指名

合図

問合

演示

指示

教示

誘導

身ぶり

表情

手本
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教育媒体

㌔

教材提示

KR

反応喚起

反応統制

情報収集

教育効果

の収集

、
、、s・

印 刷 媒 体 －T㎜ 一 本

テ キ ス ト

・・,　 雑 誌1:

・新 聞

'ビ' t・{×'.L'パ ン フ レ ッ ト

.一.・ ・ ご カ タ ロ グ

^「:プ リ ン ト

ワ ー ク ブ ッ ク

切 り 抜 き

∵曙蔑
情報提示物 掛図

チ ャー ト

模型

標本キ ッ ト

ミニチュア

模範演技=⊃ 攣
こ㍗

喘ぎ1 ,
　 鴎
竪

反応纏 一[㌶
析装置

情報㌶ 一 二詰 ユータ1

指導形態 一斉指導

個別鱒
㌧._㌻ 、 、 」.・.∴

.1小 集団指導

㌔ 様]・

学習指導 の型
,,, ,"鍵 裂 。__∴ 、1

発 見 型;1、'1・i'パ:

一ぶ 一一1

三言 誘導発見型

教授法のチ ェック項 目は以 上であるが、教育項 目については構造化WBSに よって

次のよ うに細分化で きる。(ハ ー ドウェアの例)
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電子情報学系 専門科目 構造化WBSLEVEL1/3
科目:ハ ー ドウェア(細 分化 された内容 の鯉

LEVEL1 LEVEL2 LEVEL3

一 電子計算機の機能と特徴

電子計算機 電子計繊 の領

主内容1
一 電子計算機の歴史

データ表現

主内容2

数値の表現 数値データの種類

バイ トの概念

2進 数

10進 数

桁あふれ ・桁落ち

浮動少数点数

固定少数点数

パ ック10進 数値

文字 ・記号 の

表現 コー ド

2進 数の性質

数値を変換するた
めの各種操作

ゾー ン10進 数値

補数の性質

2の 補数

1の 補数

補数加算

数値の範囲 ・大 きさ

論理 シフ ト

魎
主内容3

記憶の原理 と
しくみ

記憶装置の種類

補助記憶装置

主記憶装置

動作速度

記憶容量

補助記憶装置 磁気テープ ・カー ド・デ ィスク装置等

主記憶装置、
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電子繊 系
八一ドウき9縮 … ヒWBS興 嘔Li/3

LEVEL1 LEVEL2 LEVEL3

演算 ・制御

装置 、

論理演算と
論理回路

制御方式

演算の基本回路

論理演算

各種の制御

入出力制御

演算制御装置の仕組みと働き

命令め種類

条件付き分岐命令

無条件分岐命令

シラ ト命令

複合命令

入出力命令

繊 命令…

論理海 輪 令

;四則演算命令

四則演算

全加算器

加算器

AND回 路

フリップフ助ブ回 路

排他的論理和

.論理演算

真理値表

先行制御

論理否定

－f
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電子情報学系 専門科 目

科 目:八 一 ドウエ、ア

構造化WBSLEVEL1/3

LEVEL1 LEVEL2 LEVEL3

入出力装置

主内容5

デ ータ通信 シス

テムのための端

末装置

入出力装置の
種類

入出力装置の

機能

装置の構成

データ通信 システム

入出力装置

出力装置

入出力装置の機能

入力装置の構成

一
タ イム シェア リング シス テ ム

一 処理方式 〉

オ ン ライ ン リア ル タ イム シス テム

バ ッチ システ ム一

一

ー

一

一

ー

一

機能分割システム

マルチプロセ ッサ システム

デ ュアルシステム
計算機
システム,

システム構成
.

デ ュプ レックス システム→

主内容6

ぐ

シ ェア ドフ ァイル シス テ ム

マ ス タ ス レイブ システ ム

一

ー

一

・一

問合せ システム

デ ータ交換 システム
一'シ ス テ ム の形 成L

デー タ分配 システム
w

デ[タ 収集 システム'
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5.調 査研究のま とめ

5.1調 査の成果 ・.・1、

本調査 は、 「専門学校における企業が要求する実務能 力養成 の為 の具体策をたて る」 こ

とが主要な目的である。

企業 の協力を得やす いよ う調査項 目をある程度 しぼ ったが、下記 に示す成果を得 ること

ができた。

(1)県 内及び県外企業の幅広い二tl"を 把握することがで きた。.

(2曄 査対象難 は特 に限定 しなか6?c'が 、当学園 の糠 星がか なり多 く就職 している情報

処理産業のニーズがより明確 にな った。

(3)本 学園では各種の資格取得 を奨励 しているが、業種 別に技能資格 の要 ・不要が明確にな

った。

(4)専 門学校生の採用予定 は、県内 ・県 外0)企 業 とも広 く門戸を開放 して いることが判明 し

た。

㈲ 専門学校卒業生 の担 当業務 は、ハー ドウェア系 とソフ トウェア系で50%を こえてい る

が、高度情報化社会 における情報処理技術者 に対す る充足度 はまだまだみた されて いない

ことが鮮明にな った。

㈲ プログ ラム言語 の仕事面での必要度 は、県外 では予想通 りコボルが最 も高 く、 コボル重

点教育をあ らためて再認識 した。また、県内にお けるC言 語につ いて も同様 である。

(7)業 種、業務 に関 する教育 は広 く行われてお り、本学園 において もカ リキュラムの見直 し

時には、業種、業務 に関す る科 目を取 り入 れていきたい。

(8)SE的 業務を遂行する際 の能力s資 質を どのよ うに習得 させてい くか、単 に知識、技能

だけで な く能力の形成、態度 の形 成について考え させ られ るものが あ った。

(9)情 報処理技術者試験第2種 に対する資格手当は、金額の差はあっても県内で25%、 県

外では53%の 企業が支給 している。

特に情報サービス ・ソフ トウェア業 において手 当を支給 する傾向が強いので、 この業種

を希望す る生徒には、強 く資格取得 をすすめたい。

5.2今 後 の課題

以上のような成果が得られたわけであるが、今後、以下の様な課題を解決しなければな

らない。

(1)ア ンケー ト調査結果のよ り詳細な分 析

(2)教 育工学等の徹底的研究(参 考文献(1),(4),(7))

(3)実 践 に移すための基本計画、実施計画 の策定 とレビュー

(4)上 記2計 画のコ ンセ ンサ スを いかに得 るか

㈲ ソフ トウェア開発費用、 ハー ドウェア(メ モ リー二、磁気 デ ィスク≒ イメー ジリーダ、

OMR、 高速NLP)及 び ソフ トウェア(イ メージ処理)、 開発要員 をど うす るか。

(6)マ スターデータの作成 、(恐らく最低1年 は必要)

(7)実 務能力養成のプロセスで述べ た ことであ るが・生徒 をいか にブラ ックボ ックスにいれ
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るか、つま り、毎 日学校 に来 させ、 また必ずま じめに授業 にで るよ うどのよ うに して指導

す るか。 、

これ はや る気 をいかにお こさせ るか とい うことであり、石桁正士氏(参 考文献7)に よ

れば、次の2通 りのル ー トがあるとされて いる。 、

外界または他人

からの情報で

自分で自分に

いいきかせて

価値観が

刺激されて

やる気が

起こる

(a)第1の ル ー ト

価値観にかかわりなく

他人や外界の情報で気

持ちが刺激されて

価値観にかかわりなく

自分で自分の気持ちに

働きかけて

やる気が

起こる

(b)第2の ルー ト

しか し・ どのよ うな価 値観 を もたせ るか、外界または他人か らのどのよ うな情報で刺激

す るか とい うの も解 明 していか なければな らない
。
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6.参 考文 献 －t':..、i'.、 ㌧

(1)教 育 工 学 の原 理 と方 法

1・ 坂 本 昂'i著 ・ 明治 図 書tl・"

(2)高 度 情 報 処理 技 術 者 育 成 に関 す るニ ー ズ調査 報 告書(6、2、/3)

財 団 法 人 日本 情 報 処 理 開 発 協 会情 報 処 理研 修 セ ンター

(3)情 報 化 白書(1988)

財 団法 人 日本情 報処 理開 発 協 会

(4)改 訂 版 企業 内教 育 訓 練 実 務便 覧

㈱ 日本 コ ンサ ～レタ ン ト ・グル ー プ 、

(5)初 級情報処理技術者育成指針 、

財団法人 日本情報処理開発協会情報処理研修センター

(6)情 報サービス産業実態調査結果報告書

茨城県中小企業振興公社 中小企業情報センター

(7)教 育情報処理

大阪電気通信大学 教育情報研究会

・ 、
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1.調 査 研究 テ ー マ

情報処理教育における学習目標分析と到達度の評価方法の検討

2.調 査研究担 当者

情報処理科 坂場 潔
情報処理科 小林 直人

3.調 査研究の概要

3.1ね ら い

情報処理科目での評価を考えるとき、その学習内容はかなり広範囲にわたってお り、そ

の領域も知識 ・理解に関連した領域から、 プログラミング能力、 システム構成能力等まで

とかなり広がってくる。そこで、今回の調査研究では、領域、単元をできるだけ限定 し、

到達度評価の手法を持ち込むことで、①単元の学習目標を具体化すること、② 目標の到達

度の判定を明確にすることを中心に単元学習終了時の総括的評価の具体例を検討 してみた。

さらに、評価の結果は学習者に単元全体の目標とその到達度を出来るだけわかり易いか

たちで速やかにフィー ドバックすることが肝要であり、 この点での具体的な方法も検討し

てみた。

3.2構 成

本調査研究は次の条件で実施した。

(1)単 元の設定

本研究 では以下の単元を調査対象 とした。

科目 『ハー ドウェア』の一部

①プアイルの基本概念

②磁気テーププアイルの作成と処理

③磁気ディスクファイルの作成と処理

(2)対 象学 科 ・学 年 ・人 数

情 報処 理 科!年 生42名 を対象 と した。

(3)調 査 単元 の授業 実 施 状 況

『ハ ー ドウ ェア』 は、 週1コ マ(1コ マ90分)実 施 してい る。 今 回、 調 査 対 象

と した単 元 に関 して は後 期 に7コ マ(約10時 間)の 授 業 を実施 して い る。 また、

情報 処 理 技 術者 試 験 二種 の 頻 出範 囲 とな っ てい る ため、 二種 対 策 の補 講 にお いて

適 時 と りあ げ そ い る。 た だ し、 この 補 講 は希望 者 の み が 受 講 して い る。
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(4)調 査用試験の問題量 ・時間

問題量 ・時間は、事前に同様の試験を情報処理科2年 生 を対象に実施 した結果に

よ り決定した。調査用試験の問題量 ・時 間は以下のとお りである・

第一回 問題数7問 下位 目標 行動対応小間数23試 験時間60分

第二 回 問題数8問 下位 目標行動対応小間数!7試 験時間60分

(5)調 査用試験の実施時期

調査用試験は後期授業が終了する2月 上旬 に実施 した。

(6)調 査用試験の問題作成におけ る考 慮点

調査用試験の作成に関しては、以下の観点を考慮した。

・問 題 は調 査 単 元 よ り偏 りな く抽 出す る。

・妥 当性 の高 い問題 とす る。

この た め に、 問 題 は 以下 の手 順 で作 成 した。

① 目標行動の割 り出し、論理分析

② ①の作業により抽出された下位目標行動項 目の大部分が網羅されるように問

題を作成。→偏 りのない問題

③ 情報処理科の二年生に対し②で作成した問題で試験を実施 した。

試験の結果より問題の内容 ・レベルが今回の研究に適当か検討し、い くつか

の問題に関しては修正を加えた。→妥当性の向上

(7)デ ー タ解 析用 ハ ー ド ・ソフ ト

今 回 の調 査 で は、 パ ソコ ンを利 用 してデ ー タの解 析 を行 った。 使用 したパ ソコ ン

の機 種 お よび ソフ トウ ェア は 以下 の とお りであ る。

・コ ン ピ ュー タ機 種 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タPC9801

・使 用 ソ フ トウ ェ ア 日本 語1三2r3リ リ ー ス2・1J

4.調 査研究 の 内容

4.1学 習 目標 につ い て

4.1.1学 習 単 元 と 目標

調査 の対 象 と したの は、 ① プ アイル の 基 本 概念＼ ② 磁 気 テ ー プ フ ァ イル の作 成 と処 理・

③ 磁気 デ ィス クフ ァイル の作 成 と処 理、 と い う3単 元 の領 域 で あ る。 また、 その 学 習 内容

∫初 級情 報 処理 技 術 者 育 成 指針 」(P.203rP.204)が 考 え られ る。 単例 えば、と して は、

元 に は学習 指 導 時 ま た は学習 時の テ ー マ(主 題)が あ り、 学 習 が この 主 題 に沿 っ て展 開 さ
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れ るま と ま りと して の意 味 あ いが あ る。

したが って、 評 価 を考 える場 合 に も単 元 内での 目標 に 合 わせ た評価 が な され て しか るべ

き であ る。 そ こ で、 評 価 す る こと を意図 した単元 内の学 習 内容 を次の9小 単 元 で扱 うこ と

と した。

(1)フ ァイルの基本概念

(2)磁 気テープでの記憶 法
(3)磁 気テープでの記憶 容量

(4)磁 気テープ記憶 でのテープ長

(5)磁 気テープ記憶 でのデー タの入 出力時間

(6)磁 気デ ィスク装置の原理 と機能

(7)磁 気デ ィスク装 置での記憶容量

(8)磁 気デ ィスク記憶 での シリンダ数

(9)磁 気デ ィスク装置 でのアクセス時間

4.1.2教 育 目標 の分 類 につ い て

学習 によ り達 成 され る 目標 は、 教 育 目標 の分 類 とい う観点 か らみ る な ら、 良 く紹 介 され

る ブル ーム、 ク ラス ウ ォール によ る と大 き く、 ① 認知領 域(cognitivedomain)、 ② 情 意

領 域(affectivedomain)、 ③ 精神 運 動 的 領域(psychomoしordomain)の3領 域 に分 け ら

れ、 さ らに 中分 類、 小 分類 と して細 分 化 さ れ る。 今 回の 調査 対 象 の 目標 は この分 類 に した

が えば、 ① の認 知領 域 に関す る もの で、 さ らに、 この領 域 を① 知 識② 理 解 ③ 技 能④ 思考 ⑤

応 用思 考 の5つ の 区分 に分 け てみ た。

この分 類 での、 どこ に位 置 付 け られ るか は、 後 の 目標 行 動一 覧 表 の 記述 の 後 ろに 付 記 し

てお いた。 本 調 査 に 関連 して は、 「知 識 」 とは、 ファイ ル、 磁 気 テ ー プ、 磁 気 デ ィ ス クに

関 した用 語 の意 味 か らは じま る 内容 であ る。 「理 解」 で は、 各 装 置 の 記録 メデ ィア と して

の構 成 的理解 や 単位 の定 義 的理 解 等 の 内容 とな っ てい る。 「技 能 」 に 関 して は、 知 識 ・理

解 に基 つ"い た計 算技 能 とい うこ とに な ろ う。 「思考 」、 「応 用 思 考 」 に つ い て は知 識 ・

計 算 能 力 にの っ とった全 体 的 な応 用 能 力が 対 象 と なっ て い る。

今 回、 この分 類 を した理 由は、 直接 分 類 領 域 での評 価 をす る とい う意 図 か らで は な く、

第1に 分 類 を してお くこ とで テ ス トの手 法 と して どの様 な方 法 が適 切 か を判 定 す る 目的 と

第2に この 結果 を9小 単 元 で の 目標行 動 が 基 礎 的 目標 の 領 域 に 入 るか、 発展 的 目標 の領 域

に入 るかの 判 断資 料 にす る とい う 目的の た めだ け であ る。 したが っ て、 この後 の評 価 対 象

と した もの はあ くまで、 各単 元、 小 単元 内 での 評価 に関 した 目標行 動 につ い て で あ る。

4.2目 標 行動 につ い て

4.2.1上 位 目標行 動 と下位 目標 行動

教育目標、指導 目標にのっとって授業等の教育活動を展開したのち学習者が実際にどの
ような行動ができるようになるかを行動様式のことばで記述したものが目標行動である。

この場合、対象を具体化する(何 を)、 方 法 ・手段をあ げる(何 で)、 水準 を示す(ど の

程度)、 行動の次元 で表現す る(何 が でき る)と い うことが 目標行動 を表現す る場合の4

条件 だとされている。今 回の 目標行動割り出しに関しても出来るだけこの条件に沿って劃
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り出す様考慮 している。

さらに単元内での学習に関連した目標行動ということを考えるなら、学習の進行にとも
"な
った1つ1つ の小さな目標 ゴール と、 これ らが集約されるかたちで到達されるゴールが

ある。学習者の理解は、よ り達成 し易い目標か ら順次進行 し、どこかで集約された目標を

達成、 さらに理解や思考を高めた広領域での目標に到達するというプロセスで進むものと

思われる。そこで、学習での評価を考える場合も、例えば理解の過程のなかで目標行動を

集約的な性質をもつ上位 目標行動と、要素的な性質をもっ下位 目標行動の2種 類 に分 けて

扱 うことができるであろう。

そこで、下位 目標行動をどの程度に細分化するかということになるが、 もし形成的な評

価 を目的とするなら、出来るかぎり行動要素を具体的かっ細かく分ける必要があるし、ま

た今回の様な単元末での総括的な評価を対象とした場合には、学習内容や評価対象ある程

度代表するような、 しぼ りこんだ目標行動を書き出すことになる。

つぎに、個々の 目標行動の割だしに関してであるが、 これはやはり学習者の立場からみ

て自分の認識や理解が深まり自己変容につながったと自ら確認できる性質のものを、具体

的に単元項目と単元で扱われる内容を出来 る限り網羅す るかたちで演繹的に割だしていく

方法にならざるをえない。ここでの作業は、単元学習での指導計画を作成する場合での方

法が役にたつ。そして、授業を担当する数名の教師が、別々に検討したものをつき合わせ

るかたちで整理することが望ましい。 さらに、 できるな らばまったく異なった立場にある

専門家に別途検討 してもらう方法を用いるならより理想的であろう。

以上、9小 単元 での 目標行動 を リス トアップし一覧表にすると次の様になる。
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表4-1目 標 行動 一 覧表

・上位 目標 行 動

① フ ァイル の 基本 概念 を説 明 で き る。

目標領域

基礎的 目標

下位 目標行動
ψ

① 一1ビ ッ ト、 バ イ ト、、ア イ テ ム(フ ィ ー ル ド)、 レ コ ー ド、

プ ア イ ル の 関 連 を 説 明 で き る。

① 一2ブ ロ ッ ク の 構 成 ・機 能 を 指 摘 で き る。

① 一3レ コ ー ド、 ブ ロ ッ ク、 ブ ロ ッ ク化 係 数 の 関 係 を 式 で 表

わ す こ と が で き る。

知 識、 理 解

知 識、 理 解

知識、 技 能

上位 目標行動

② 磁気テープ装置の記憶法について説明できる。

イ

基礎的目標

下位 目標 行動

② 一1記 録 密 度 につ い て計算 が で き る。

② 一2テ ー プ走 行速 度 の定 義 計算 が で き る。

② 一3デ ー タ転送 速 度 の定 義 計算 が でき る。

② 一4起 動 ・停止 時 間 とブ ロ ック、IBGと の 関係 を説 明 で

き る。

② 一5磁 気 テ ー プ(ボ リューム)と フ ァイルの 関 係 を説 明 で

き る。

知識、 技 能

知識、 技 能

知識、 技 能

知識、 理 解

,知識、 理 解

上位目標行動

③ 磁気テープ装置の記憶容量の計算ができる。 発展的 目標

下位目標行動
鵬

③ 一1記 録 密度 と1レ コー ドの バ イ ト数 よ り1レ コー ドの テ ー

プ長 を求め る こ とが でき る。

③ 一21レ コー ドの テ ー プ長 とブ ロ ック化 係数 よ り1ブ ロ ック

のテ ー プ長 を求 め る こ とが で きる。

③ 一3磁 気 テ ー プ1巻 に入 るブ ロ ック数 とブロ ック化 係数 よ り

磁 気 テ ー プ1巻 に入 る レコ ー ドの件 数 を求 め る ことが で

き る。

知識、 技 能

知識、 技 能

技 能、 思 考
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上位目標行動

④ 磁気テープ長の計算ができる。

下位目標行動

④ 一1フ ァ イル の 全 レコー ド数 とブ ロ ック化 係 数 よ りプ アイル

の全 ブ ロ ック数 を求 め る こ とが でき る。

④ 一2

④ 一3

IBGを 含 め た1ブ ロ ックの テ ー プ長 を求 め る こ とが で

きる。

フ ァイル の 全 ブ ロ ック数 とIBGを 含 め た1ブ ロ ッ ク

の テ ープ長 よ りプ アイル 全 体 の格 納 に必 要 なテ ー プ長

を求 め る こ と が でき る。

上位目標行動

⑤ 磁気テープの入出力時間の計算ができる。

下位目標行動

⑤ 一1

⑤ 一2

⑤ 一3

⑤ 一4

⑤ 一5

テー プ走 行速 度 と記 録密 度 よ りデ ー タ転 送 速度 を求 め る

ことが で き る。

1ブ ロ ックの バ イ ト数 と1バ イ ト当 りの デー タ転 送速 度

よ り、1ブ ロ ックのデ ー タ転送 時間 を求 め る ことが で き

る。

起動 ・停 止 時 間 を含 め た!ブ ロ ッ クの デ ー タ転送 時 間 を

求 め る ことが で き る。

フ ァイル全 体 のデ ー タ転 送 時間 が ブ ロ ッ クのデ ー タ転 送

時 間 の和 であ る こ とを指 摘 で き る。

プ アイル 全体 の デー タ転 送 時 間 を求め る こ とが でき る。

上位目標行動

⑥ 磁気ディスク装置の原理と機能が説明できる。

下位目標行動

⑥ 』1

⑥ 一2

⑥ 一3

⑥ 一4

シ リン ダと トラ ック及 び1デ ィス クパ ッ クの概 念 を説 咀

でき る。

読 み書 き ヘ ッ ド、 ア クセ ス ア ーム、 記 録面 の動 作お よ び

シー ク時 間、 サ ー チ時 間 を 説 明 で きる。

磁気 デ ィス クの トラ ッ クで の記 録 法 を指 摘 でき る。

磁 気デ ィス クで の読 み 書 き ヘ ッ ドにつ い て説 明 で き る。

領域

発展的目標

知識、 技 能

知識、 技 能

技 能、 思 考

発展的目標

知識、 技 能

知 識、 技 能

知 識、 技 能

知 識、 理 解

技能、 思 考

基礎的目標

知 識、 理 解

知 識、 理 解

知識 、 理 解

知 識、 理 解
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上位目標行動

⑦ 磁気ディスク装置の記憶容量の計算ができる。

下位 目標行動

⑦ 一1ブ ロ ック と トラ ックの 関係 を説 明 でき る。

⑦ 一21デ ィス クパ ック当 りの最 大記憶 容量 を求 め る ことが

でき る。

上位 目標行動

⑧ データファイル格納に必要なシリンダ数を求めることができ
'る
。

下位目標行動

⑧ 一1

⑧ 一2

⑧ 一3

⑧ 一4

レコー ド長、 ブ ロ ック化係 数、 ブ ロック間 隔 の長 さ よ

り、1ブ ロ ックの記 録 に必 要 なバ イ ト数 を求 め る こ と

が でき る。

1ト ラ ック当 りの バ イ ト数 と、1ブ ロッ クの 記録 に必

要 なバ イ ト数 よ り、1ト ラ ックに記録 で き るブ ロ ック

数 を求 め るこ と が でき る

1ト ラ ックに記 録 でき るブ ロ ック数 と1シ リン ダ当 り

の トラ ック数 よ り、1シ リン ダに記 録 で き る ブ ロ ッ ク

数 を求 め る こ とが で き る

フ ァ イル の全 ブ ロ ック数 と1シ リン ダに記 録 で きる ブ

ロ ック数 よ りフ ァイル 全体 の各綱 に必 要 な シ リン ダ数

を求 め る こ とが でき る。

上位目標行動

⑨ 磁気ディスク装置の平均アクセス時間が計算できる。

下位目標行動

⑨ 一!

⑨ 一2

⑨ 一3

⑨ 一4

⑨ 一5

磁気 デ ィス ク装 置1回 転 に 要す る時間 よ り平 均 回転 時

間 を求 め る こ とが で き る。

1回 転 に要 す る時 間 と1ト ラ ック当 りの バ イ ト数 よ り

デ ー タ転 送 速 度 を求 め る こ とが で きる。

ブ ロ ッ ク長 とデ ー タ転送 速 度 よ り、1ブ ロ ックの 転送

時間 を求 め る ことが で き る。

1ブ ロ ックの平 均 ア クセ ス時 間 と レコー ド件 数、 ブ ロ

ック化 係 数 よ り、 フ ァイル 全体 の デー タ転 送 時 間 を求

め る こ とが で き る。

磁気 デ ィス ク フ ァイル での 平均 ア クセ ス 時 間 を求 め る

ことが で き る

領域

発展的目標

知 識、 理 解

技 能、 思 考

発展的目標

知識、理解

技能

知識、理解

技能

知識、理解

技能

技 能、 思 考

発展的目標

理解、 技 能

理解、 技 能

理解、 技 能

能
考
按

思

ヘ

シ

解

解
能

理
理
技

一369一



4.2.2目 標行 動 の論 理 分 析

目標行動の論理分析とは、下位 目標行動の上位 目標行動到達への形成関係を明 らかにす
ることである。調査の対象とした9小 単元 では、大き くは、 「ファイルの基本概念」の理

解を基礎として、その上に 「磁気テープファイル」や 「磁気ディスクプアイル」での理解

が形成されるものと判断できる。したがって、単元での目標、上位 目標行動から下位 目標

行動を割り出すなかで、前段階とレて形成されていなければならない目標行動と、段階的

位置付けではなく横に並ぶかたちでの要素 として考えられる目標行動を区分することを通

して、形成関係を図式化することで、全体の構造がみえてくるものとおもわれる。 この形

成関係図はあ くまで目標到達への過程を概観するものであり、学習者へ学習ゴールへの道

す じを示すことになろう。

さてここで、今回の調査目的である評価での到達度を設定するという視点からこの形成

関係をとらえるなら、形成関係の把握と同時に何 らかの方法で到達度段階を数量化 しなけ

ればならなくなる。下位目標行動の到達に関しては到達 されたか否かの判断が適切である

が、上位目標に関しては単に到達、未到達 だけではなく数個の段階での評価があってもし

かるべきである。 この場合に留意しておくことは、図**の 例で考 えてみるに、上位 目標

行動MG1の 下位 にM11が あ り、 そのま た下位にM12が あ り、M15とM!6は それ

ぞれM1!、M12と 並列に位置付 け られ る様 な形成関係の場合、 もしM11が 到達され

ていなければ、 当然MG1は 到達され ていない ということになる。そこで、結果としては

MG1を 最終 目標 とする単元 においては、全目標行動5つ の うち2個(M12とM16)

か、 または3個(M15が 到達されている場合)の 目標行動がク リアーされ たことになり

40%ま たは、60%の 到達度 と結論 できることになる。 ここでは、個々の目標行動には

同一のウェイ トをおいて数量化 していることになる。後で、到達度を数量解析する場合、

下位 目標行動対象設問には同一得点を与え、上位 目標の到達度に11値 を与 える根拠は こ
こにある。

いずれにしても、論理分析をしておくことは目標行動到達状況を質的、量的に判定する

うえで必要なことがらなのである。

【MG1】 【M11】

1

【M!5】

【M12】

1

【M16】

図4=1目 標行動形成関係の例
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一1

目標行動の論理分析(形 成関係図)

〈 形成関係図の見方〉

形成 関 係 図 を見 る と きに は、 次 の ことが らに留 意 して い た だ き たい。

(1)【 】・は上位 目標 行 動 をあ らわ す。

(2)[]は 下位 目標 行 動 をあ らわ す。

(3)横 線 は左 方 向 に形 成 され る過程 の向 きが あ る。

(4)縦 線 は要 素 と して並 列 に位 置付 け らる行動

(5)【 】 ま た は[]の 右 に*が あ るの は、 こ の下 に① か ら⑨ の いず れ か の

形 成 関係 が 続 くと い う意 味 であ る。

〈目標行動〉 ①ファイルの基本概念を説明できる。

【① 】 [① 一2]

1

[① 一3]

[① 一1]

〈目標行動〉 ②磁気テープ装置の記憶法について説明できる。

[② 一5]

【② 】 [② 一3]

1

[② 一2]

[② 一4]

1

[② 一!] 【① 】 *

〈目標行動〉 ③磁気テープ装置の記憶容量の計算がてきる。

【③ 】

1

[③ 一3] [③ 一2] [③ 一1] 【② 】 *

注)③ と③ 一3が 並列にあるの は、 プアイル単位 での容量計算と一般での容量

計算を区別したため
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〈 目標行動〉 ④磁気テープ長の計算ができる。

【④】 　 ]∴:「
【②】…

注)こ の形 成 で は、 ② は④ 一1、 ④ 一2両 者あ 下位 にあ る・

〈 目標行 動〉 ⑤ 磁 気テ ー プ の 入 出 力時 間 の計 算 が で き る。

【⑤ 】 一[⑤ 一5]一[⑤ 一3]一[⑤ 一2]一[⑤ 一1]一 【② 】 一*-

1
[⑤ 一4][② 一4]

注)こ こで は、 ⑤ の メ イ ンな流 れ とは別 に⑤ 一4の 下 位 に② 一4が 入 っ て くる。

〈 目標行動 〉 ⑥ 磁気 デ ィ ス ク装置 の原理 と機 能 が説 明 でき る。

【⑥ 】

[⑥ 一!]

[⑥ 一2]

[⑥ 一3]

[⑥ 一4]

注)⑥ 一!か ら⑥ 一4、まで のす べ てが、 ⑥ の要 素行 動 と して位 置付 け られ る。

-372一



〈 目標 行動〉 ⑦ 磁気 デ ィ ス ク装 置 の記憶 容 量 の計算 が で き る。

【⑦ 】[⑦ 一2][⑦ 一1]【 ⑥ 】*

't注)す 紅

、順 次繊 され て い く醜 的 な関係 とな っ て い る・

<』噸 ⑧データフアイ{緻 シリン興 を求めることがでぽ

、 【⑧ 】
Al

[⑧ 一.4]一[⑧ 一3]一[⑧ 一2]一[⑧ 一1]一 【⑥ 】 一*一

注)⑧ と⑧ 一4を 並 行 に位 置 付 けた の は、 フ ァイル単 位 での 目標 と一般 的 に シ リ ン ダ

数 を求 め る場 合 を 区分 す る ため

く 目標行 動〉 ⑨磁 気 デ ィス ク装 置 の 平均 ア クセ ス時 間 が 計 算 で き る。

【⑨ 】

1

[⑨ 一5]一[⑨ 一4]一[⑨ 一3]一[⑨ 一2]一'[⑥ 】 一 ・ 一

[④ 一1]

注)・ ⑨ と⑨ 一5を 並 行 に位 置付 け たの は、 フ ァイル 単 位 での ア クセ ス時 間 と一 般 で の

ア クセ ス時 間 を求 め る場合 を区 別す るため
・⑨ 一4の 下位 に④ 一1が 位 置 付 け られ る
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4.3到 達度 の基 準の 設 定

今 回の調査 には、 学 習者 の 到達 度 を何 らかの方 法 で位 置 付 け る とい う目的が基 本 に はあ

る。 ま た、 その 目的 に沿 っ て 到達 度 測定 の ため の 目標 領 域 を設定 して調 査 試験 を実 施 し、

各 領 域 での 到達 度 を0か ら10ま で の1ユ 値 であ らわ してみ た。 これ を も とに、 評 価 しよ

う とい う試 み であ る。

した がっ て到達 度の 度 合、 極 端 に い うな らあ る行 動 的 な 目標 が達成 され た か否 か の 判定

に は、 その基準 であ る分 割 点(CuttingScore)の 設定 が必 要 不可 欠 な もの とな る。

この点 に関 して は、 橋 本 の 紹 介 の よ うに、 質 的基 準(criteTion)と 、 量 化 され た到 達 基

準(performancestandard)が 区 分 され て いる こと、 ま た量 的 な基 準 を設 定、 そ れ に従 い

学 習 者 の到達 度 を判定 しての ち初 め て 到達 度 評価 が成 立 す ると い う立 場 か らの 到達 度 の 基

準 を考 えてい る。 も とよ り、 到達 度 を 能 力や 理解度 を測 る意 味 で、 連 続 した測定 数 値 の な

か で位 置づ け る方法 と、 あ る 区分1(階 級).に 入れ て位 置 づ ける方法 の どち らか を選 択 す る

こ とに なるが学 習集 団 と して の 到達 状 況 ま で判定 し、 実 際の 授業 の な か で評 価 結果 を フ ィ
ー ドバ ックす る こ と等 を考 え る な ら、 学習 集 団での評 価 一 覧 表 を作成 した ときに集 団 的傾

向 が概 観 し易 い よ うな区分(階 級)で の位 置付 けの ほ うが よ いよ うに思 われ る。

今 回 の調 査 テ ス トの 全体 構 成 は前 述 の よ うに、 ① フ ァ イル の 基本概 念、 ② 磁 気 テ ー プ フ

ァ イル の作 成 と処 理、 ③ 磁気 デ ィス クフ ァ イルの作 成 と処理 と い う3単 元、 授 業 時 数 で も

10時 間以上 の単 元 内容 での テ ス トとい う こ とにな って い る。 したが って、 テ ス トの 位 置

付 は単 元学 習 終 了時 での 総 括 的 評 価 テ ス トとい うことに な る。 形成 的 評価 では1つ の ア イ

テ ム に たい して80～85%の 到達 度 基 準 が 一般 的 な よ うであ る。 本 調 査 では、 上 位 目標

行 動 での到達 度 を意 識 してお り、1っ1っ の 単元 では数 個 の 小 間が あ り、!つ の小 間 は 目

標 行 動 での分 類 を した様 に、 ① 知 識 ②理 解 ③ 技能 ④思 考 ⑤ 応 用思 考 の5領 域 にま た が る と

い う構 成 にな る。

さ らに、1ユ 値 での 得点 を 求 め たの は、 論理 分析 で の 下位 目標行動 ¢ 達 成状 況 を も とに、

上位 目標行 動 の到 達度 を数量 化 し、 到 達度 基準 に従 って 到達 段 階 を、 十分 到達(到 達 度A

)、 おお むね 到達(到 達 度B)、 到達 不 十 分(到 達 度C)と い う3段 階 に 区分す る と い う

意 図 か らであ っ た。、 、 ・ 一・

到 達 度の基 準 の決 め方 に は諸 説 が あ る。 今 回の 調査 で は、 総括 的評 価 テ ス トで あ り、 目

標 行 動 の形成 関 係 を論理 分 析 してみ た こ と な どか ら、 目標 行 動 の基礎 的 な もの と発 展 的 な

も のの2区 分 も考慮 して、 次 の様 な達成 度 の基準 を設 定 した。

(A)基 礎的な行動 目標に関 して

1.到 達 度A

2.到 達 度B

3.到 達 度C

08

上

O

下

以

～
以

0

0

0

8

6

6

0

(∪

0

(B)発 展的な行動 目標に関 して

へ
、

、

1.到 達 度A

2.到 達 度B

i,-3c到 達 度C

57の

上

O

下

以

～
以

5

5

5

7

5

5

0

0

0

なお、総 合 評 価 に関 した基 準 に つ い てはBに 準 じた。
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4.4調 査i試験 につ い て

4.4.1調 査 試 験 の構 成

調査テス ト問題は、個々の 目標行動にもとつ"い て設問を設定 していった。 したがって、

その内容はまず上位 目標行動と対応 した9小 単元 と、 さ らにその各々の少単元内の複数の

小間から構成されることになる。

小間レベルでの問題は、1つ1つ の下位 目標行動に対応す るものであり、上位 目標行動

の形成要素となるものである。今回の調査テス トでは下位 目標行動に対応する設問は最低

!～2問 までとなっている。 実際に実施したテス トの代表的な設問を後ろに別紙として付

けておいた。前段の構成のところで述べたように、下位 目標行動の大部分が網羅されるよ

うに問題の作成をおこなっている。数量化 を意図して11値 で表す ために下位 目標 レベル

での配点は同じにしてある。 しかし、設問の個数では、例えば 「知識」領域に関しては、

完成法、多肢選択法、選択完成法etcの テ ス ト手法の違 いによ りその個数にはかなりのば

らつきがある。参考に、各領域でのテス ト手法をあげておく

①知識領域 ・単純再生法 ・選択完成法 ・多肢選択法

②理解領域 ・選 択完 成 法 ・多肢 選 択法 ・完 成 法

③技能領域 ・単 純再 生 法 ・完成 法

(い ずれ も内容 は、 定 義式、 単位、 定 義量 の計 算etc)

④思考領域 ・再 生 法 ・応用 問 題テ ス ト

4.4.2調 査 テ ス トの 標 準化 につ い て

今回の調査テス トの標準化ということに関連 して妥当性と信頼性の検討がある。 しか し、

信頼性にふれるなら非学書辞と学習群を対象に、同一問題でプレテス ト、ポス トテス トを

実施する必要があ り今回の調査では検討できなかった。今後の検討事項としたい。

妥当性に関してであるが、 まず第1に テ ス トの内容的性格である内容的妥当性としては、

行動目標及びその細目分類に関して、本校情報処理担当の教師2名 が まった く別途 に、 テ
ス ト項目と行動 目標分類表のセルとの結び付きを検討 し、80%以 上の一致度 をみ ること

が できた。 さらに、テス ト問題に関 しては前述 したように本校2年 生 に実施 した後、 再検

討 をかさねて問題を作成 した。第2に 、 得点解釈のため に必要 とされる構成的妥当性に関

してであるが、本校で実施 している定期試験と、その他外部試験に関連させて特徴的な学

習到達度にある5名 の学生の成績結果と比較 してみるにとどめてお く(目 標行動到達状況

表に記入)。 この単元分野でのテス トは、 一一般に市販されている問題集等にも標準的な問

題をよくみかけるものである。今回のテス トでは、 日常の授業において良 く学習ができて
いる学生なら正解でき、学習不十分な者が陥り易い問題を選んで作成 してみているので、

構成的妥当性はかな りたかめることはできたのではないかと思う。今後、 これも指導群、

非指導群との結果を比較 したもので結論づけたいとおもっている。
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4.5デ ー タの 解析 手順 ㌧

本 調 査研究 で のデ ー タ解 析 の手順 を述 べ る こ とにす る。 この手 順 に従 うと、 次 の 表お よび

グ ラフが作 成 され る。

・素点 表(下 位 目標 行 動 単位 に分類)

』;11値 原 表

㌦ABc3段 階 によ る到 達 度評 価 表

・得 点度 数 分 布 グ ラフ

ご 目標 行動 到 達状 況 グ ラフ

・論述 したよ うに、A表 ・グ ラフ の作成 は全 て 『日本 語1-2-3リ リー ス2.lJ』

を利 用 した。

('1)素 点 表

素点表の配点は原則として1小 間(一 つの下位 目標行動に対応)に 対 し5点 とし
Lた
。1項 目が複数の解答欄よ り成 る場合には、各解答欄に均一点数を配点す るこ

ととした。 ∵

採点結果は、調査用試験の問題の順番に素点表に入力した。問題の順番は、 目

標行動一覧表の順番に従っているわけではないので、素点表をそのままリス ト出

力したのでは↓ 目標行動一覧表との対応が面倒である。 このためぺ入力が完了し

た素点表を小単元別に並び替えた後 に出力することにした。表の並び替えは表計

算ソフ トを利用することにより容易におこなうことができる。

素点表を表4-2に 示す。 この表 で小単元 にあたる目標行動は表4-1の 目標

行動一覧 に対応 している・問題番号}ま・ 調胡 鵡 の問題 に通番 として割 り振っ

た番号である。

(2)11値 原表"tl

本調査研究では!1値(O～10)で 評価す る単位 を前述 した9小 単元と した。

11値 原表は、 次の手順 で作成 した。

①(1)で 作成 した素点 表はすでに9小 単元で分類 され ているので、 さらに小単元

単位に小問得点の集計を行 う。

②(1)で 集計 した樺 を11値 に?ぎ の式で変換す る・`

'小 単 元 の 得 点 値

×-t2

.小 単元 の項 目数:

(1)で 述 べ たよ うに項 目の 配点 は5点 とな っ てい るの で10点 満 点 に変 える ため

に2倍 して いるL'求 め た結 果 は フ ロ ッ ピィに は実 数値 の デ ー タと して記 録 さ れ る、

、霧 稟議 霊 鑑 警㌣ro桁 の固定噸 と指定することに訓

…、表鵠 興 到達騨 定の評嗣 料となる表やグラフを作成する上での原

11値 原 表 を表4-3に 示す 。
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表4-2素 点表(1/3)

卜

1 2 3
'

目縫 揚 11 12 13 21 22 23 23 24 25 3 31 32 34

問 題 番 号 1 24 37 6 2 3 4 7 5 23 8 9 10

1 S.A 5.0 5.0 5.0
'4
.O 5.0 5.0 5.0 5.O 2.1 0.0 5.0 5.0 0.0

2 S.1 3.O 5.0 5.0 3.0 5.0 5.0 5.0 5.0 3.5 2.5 5.0 5.0 0.0

3 K.1 4.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 0.0 つ .5 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0

5 H.U 3.0 5.0 5.0 2.0 5.0 5.0 0.0 1.3 3.5 0.0 5.0 5.0 5.O

7 Y.』O 4.0 5.0
'
0.0 3.0 5.0 0.0 0.0 0.0 2.8 0.0 5.0 0.0 0.0

'
8 H.O 4.0 5.0 0.0 3.0 0.0 O.0 0'.0 5.0 2.8 0.0 5.0 5.0 0.0

9 K.、K 3.0 0.0 0.0 0.0 5.O 5.0 5.0 3.8 1.4 0.0 5.0 0.0 0.0

10 Y.K 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.O 3.8 2.8
.

0.0 5.0 5.0 5.0

11 A.K 5.0 5.0 5.0 1.0 5.0 0.0 0.0 2.5 0.7 0.0 0.O 0.0 0.0

12 M.K 3.0 5.0 5.0 3.0 5.0 5.0 5.0 5.0 2.1 0.0 5.0 5.0 5.0

13 K.K 5.0 5.0 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0 3.8 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0

14 T.S 5.0 5.0 5.0 3.0 5.0 5.0 5.0 5.0 2.1 0.0 5.0 5.0 0.O

15 T.S 5.0 5.0 5.0 3'.0 5.0 5.0 5.0 5.0 3.5 0.0 5.0 5.0 5.0

17 H.T 3.0 5.0 5.0 3.0 5.0 0.O 5.0 5.0 0.7 0.0 5.O 5.0 0.O,

18 J.T 5.0 5.0 5.0 2.0 5.0 0.0 5.0 5.0 3.5 5.0 5.0 5.0 5.0

19 .S .T 3.0 0.0 5.O 2.0 5.0 5.0 5.0 1.3 2.1、 0.0 0.0 5.0 0.0

20 N.T 3.0 5.0 0.0 3.0 5.0 0.0 0.0 5.0 1.4 0.0 5.0 5.0 0.0

21.' K.T 4.0 5.0 5.0 5.0 0.0 0.0 0.0 5.0 1.4 2.5 5.O 5.0 5.0

22 K.N 3.0 0.0 0.0 LO 5.0 0.0 5.0 3.8 0.7 0.0 5.0 0.0 5.0

25 J.N 3.0 5.0 0.0 4.0 5.0 0.0 0.0 5.0 1.4 0.0 0.0 0.O 0.0

26 M.H 5.0 5.0 5.0 3.0 5.0 5.0 0.0 5.0 4.2 0.0 5.0 5.0 0:0'

27 Y.H 3.0 5.0 0.0 1.0 5.0 0.O 0.0 3.8 2.1 0.0 0.O・ 0.0 0.0

28 M.H 4.0 5.0 5.0 4.0 5.0 5.0 5:0 5.0 3.5
.

0.0 、5.0 5.0 5.0

29 H.M 0.0 5.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 1.3 1.4 0.0 5.0 5.0 0.0

30 M.M 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 3.8 3.5 0.0 5.0 5.0 0.0

31 T.M 5.0 5.0 5.0
.

3.0 5.0 5.0 5.0 5.0 2.8 5.0 5.0 5.0 5.0

32 T.M 3.0 5.O 5.0
.

0.0 5.0 0.0 0.O L3 0.7 0.0 5.0 5.0 0.0

33 H.M 2.0 5.0 5.0 4.0 5.0 0.0 0.0 2.5 2.1 0.0 5.0 5.O 0.O

34 K.Y' 3.0 5.0 5.0 3.・0 5.0 0.0 5.0 5.0 2.1
'0
.0 5.0 5.0 0.0

35 S.Y 3.0 0.0 5.0 2.0 5.0 0.0 0.0 5.0 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0

37 Y.Y 3.0 5.0 5.0 3.0 5.0 0.0 0.0 5.0' 1.4 0.0 5.0 5.0 0.0

39 K.Y 1.0 5.0 0.0 1.0 5.0 0.σ 0.0 1.3 2.8 0.0 0.0 0.0 0.0

40 H.Y・ 4.0 5.0 0.0 5.0 5.0 0.0 5.0 5.0 2.8 0.0 5.0 0.0 0.0

111 .T.S ワ .0 2.5 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0 3.8 0.7 0.0 5.0 5.0 0.0

114 R.S 3.0 0.0 0.0 2.0 0.0 O.0 0.O 5.O 2.1 0.0 5.0 5.0 0.0

117 K.S 5.0 0.0 0.0 1.0 5.0 5.0 5.0 5.0 2.1 0.0 5.0 5.O 0.0

121 R』.T 5.0 5.0 5.0 1.0 5.0 0.0 0.O 5.0 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0

126 H.N 5.0 5.0 0.0 3.0 5.0 0.0 0.0 3.8 0.7 0.0 0.0 0.0 0.O

131 ,M.M, 5.0 5.0 5.0 2.0 5.0 0.0 0.0 3.8 1.4

.

0.0 5.0 5.0 0.0

134 S.Y 2.0 5.0 5.0 1.0 0.0 0.0 0.0 5.0 2.8 0.0 0.0 0.0 0.0

137 R.R 4.0 0.0 0.0 2.0 5.0 5.0 5.0 2.5 1.4 0.0 5.0 5.0 0.0

138 R.R 2.0 5.0 0.0 3.0 0.0 5.0 5.0 1.3 2.8 0.0 5.0 510 0.O.
・

平 均 3.6 4.1 3.0 2.7 4.0 2.0 2.3 3.9 2.1 0.4 3.7 3.3 1.1
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表4-2素 点表(2/3)

小 単 一 4 5 6

月 標行 41 42 42 5 5] 52 53 54 ・55 6]62 63 64

'問 題 号
25 26 27 22 28 29 30 31 32 33 34 35 36

1・ S.A 5.0 5.0 5.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 5.0 5.0 5.0 0.0

2 S.1 5.0
噛5

.0 5.0 5.0 0.0 5.0 2.5 5.0 0.0 5.0 5.0 5.0 5.0

3 K.1 5.0 5.0 5.0 0.0 5.0 5.0 0.0 5.0 0.0 5.0 5.0 5.0 5.0

5 H.U 5.0 5.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.O 5.0 0.0 5.0 0.0

7、 Y.O 0.0 0.0 0.O 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.O 1.6 5.0 5.0 0.0

8 ・H
.O

『5
.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.O 0.0 2.4 5.0 5.0 5.0

9' K'.K 5.O 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.O 0.0 2.4 5.0 5.0 0.0

10. Y.K 5.0 5.0 5.0 0.0 0.O 5.0 5.0 5.0 0.0 5.0 5.0 5.0.0、0

11 A.K 5.0 5.0 0.0・ 0.0 0.0 2.5 2.5 5.0 0.0 1.6 0.0 5.0 0.0

12 M.K 5.0 5.0 5.0 5.0 0.0 0.0 2.5 5.0 0.0 5.0 5.0 5.0 5.0

13 K.K 0.0 0.0 0.0 0.0 0..0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.4 5.0 5.0
5.09

14' T.S
-5
.0 5.O 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0

15 T.S 5.0 5.0 5.0 0.0 5.0 5.0 5.O 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 0.0

17 H.T 5.0 0.O 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.2 5.0 5.0 0.O・

18., J.T 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 0.0 2.5 5.0 0.0 5.0 5.0 5.0 5.0

19 S.T 0.0 0.O 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 5.0 5.0 0.0

20』 N.T 5.0 0.0 0.0 0.0 O.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 5.0 0.0

21' K.T 5.0 5.0 5.0 0.0 0.0 2.5 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0

22. K.N 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0・ 0.0 2.4 0.0 5.0 0.0

25 J.N 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.O 5.0 0.0 5.0 0.0

26 M・.H 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0..0 5.0 5.0

27 Y.H 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.・0 2.5 0.0 0.0 4.0 0.0 5.0 5.O

28 M.H 5.0 5.0 5.0 5.0 0.0 0.0 2.5 5.0 0.0 5.0 5.0 5.0 0.0

29 H..M 5.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.O 1.6 5.0 0.0 51◆0

30 M.M 5.0 5.0 5.O 5.0 0.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0

31 T.M 5.0 5.0 5.0 5.0 5.O 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0

32 T㌔.M 5.0 5.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 5.0 5.0 5.0 0.0

33 H.M 5.0 5.0 0.O 0.0 0.0 2.5 0.0 0.0 0.0 3.2 5.0 5.0 5.0・,

34 K.Y 5.0 0.0 0.0 0.O 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 5.0 5▲0 5.0
"35

S.Y 5.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 5.0 5.0 0二 〇

37- Y.Y 5.O 0.O 0.0 0.0 O.0 2.5 2.5 5.0 0.0 2.4 5.0 5.0 5.0

39 K.Y 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.2 5.0 5.0 5.0

40.
'H
.Y 5.0 5.0 0.0 0.0 0.0 2.5 0.O 0.0 0.0 3.2 5.0 5.0 5.0

111 T.S 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6 0.0 5.0 0.0

114
『R
.S 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.8 5.0 0.0

、

0.0

117 K.S 5.0 5.0 5.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 2.4 0.0 5.0 0.0

121 R.T 5.0 5.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6 0.0 5.0 0.0

126 .H.N 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.O 0.0 0.8 5.0 5.0・ 0.0

131 M.M 5.0 0.0 0.O 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 5.0 5.0 0.0

134、. S.Y 5.0 5.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 5.0 0.0

137 R.R 5.0 5.0 5.0 0.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.O 3.2 0.0 5.0 0.0

138
『　 R

.R 5.0 5.O 5.0 0.0 5.0 5.0 0.0 5.0 5.0 2.4 2.5 5.0 5.0

平 均 4.2 2.9 2.1 1.1 1.0 1.5 1.4 2.3 0.8 3.5 3.5 4.8 2.3
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表4-2素 点表(3/3)

小 単 元 7 8 9

目標 行 動 72 71 8 81 82 83 84 9 91 92 93 94 95 9

問 題 番号 12 11 38 13 14 15 16 39 17 18 19 20 21 40

1 S.A 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.O 5.0 5.0 5.0 5.O 5.0 0.0

2 S.1 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.'o 5.0 5.0 0.0 5.0 3.4 0.0

3 K.1 5.0 5.0 3.8 5.0 5.0 5.0 5.0 0.O 5.O 5.0 5.0 5.0 5.0 0.0

5 H.U 5.0 5.0 0.0 5.0 5.0 5.0 5.0 0.0 5.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0

7 Y.O 0.0 5.0 1.3 0.0 0.0 0.0 5.0 5.O 5.0 5.O 0.0 0.0 3.4 0.0

8 H.O 5.0 5.0 2.5 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

9 K.K 0.0 0..0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10 Y.K 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.O 5.0 5.0 O.0

11 A.K 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0

12 M.K
.

0.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.O 5.0 5.0 5.0 5.0 0.0

13 K.K 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 5.0 0.0 O.0 0.0 0.0 0.0

14 T.S 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.O 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 0.0

15 T.S 0.0 5.0 3.8 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.O 5.0 5.0 5.0 3.4 0.0

17 H.T
.

0.0 5.0. 0.0 0.0 5.0 5.O 0.O 0.0 5.O 0.O 0.0 5.0 5.0 0.0

18 J.T 0.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 0.0 0.0 5.0 3.4 5.0

19 S.T・ 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 5.0 0.0 5.O 0.0 0.O 0.O

20 N.T 0.'0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.O 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

21 K.T. 5.0 5.0 3.8 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.O 5.0 5.0 3.4 0.0

22 K.N 5.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 5.0 0.0 5.0 0.0 1.7 0.O

25 J.N 0.0 0.0 0.0 0.0 0.O 0.0 5.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.7 0.O

26 M.H 5.0 5.0 2.5 0.0 5.0 5.O 5.0 5.0 5.O 0.0 5.0 0'.0 5.0 0.0

27 Y.H 0.0 0.0 0.0 O.'0 0.0 0.0 5.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

28 M.H 5.0 5.0 5.0 5.0 5.O 5.0 5.0 5.O 5.0 5.0 5.0 5.0 5.O 0.0

29 H.M 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.5 0.0
'0
.0 0.0 3.4 0.0 0.0

30 M.M 5.0 5.0 3.8 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.O

31 T.M 5.0 5.0 3.8 5.0 5'.0 5.0 5.0 5.O 5.0 5.0 5.O 5.0 5.0 0.0

32 T.M. 0.O 5.0 3.8 5.O 5.0 5.0 5.Q 5.0 5.0 5.・0 5.0 0.0 3.4 0.0

33 H.M 5.0 5.0 3.8 0.O 5.0 5.0 0.0 0.0 0.O 0.0 5.0 5.0 0.O 0.0

34 K.Y 5.0 5.0 2.5 5.0 5.0 5.0 5.0
.

0.0 5.0 5.O 5.0 5.0 1..7 0.0

35 S.Y 5.0 5.0 1.3 5.0 5.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0

37 Y.Y 0.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.O 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

39 K.Y 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.O 0.0 0.0 0.0 0.O 0.0 0.0 0.0 0.0

40 H.Y' 0.0 5.0 0.0 5.0 5.O 5.0 5.0 0.0 5.0 0.0 0.0 5.0 3.4 0.0

111 T.S 0.0 0.0 0.0 5.0 5.0 0.0 5.0 0.0 5.0 0.O 5.0 5.0 0.0 0.0

114 R.S 0.0 5.0 0.0 5.0 5.0 0.0 5.0 0.0 5.0 0.0 5.0 5.0 0.0 0.0

117 K.S 0.0 0.0 0.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 0.O 5.O 5.0 0.0 0.0

121 R.T 0.O 0.O 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.O 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

126 H.N 5.0 5.0 0.0 5.0 5.0 5.0 5.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

131 M.M 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 5.0 0.0 0.O 0.0 0.0 0.0

134 S.Y 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.'0 0.O 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.O 0.0

137 R.R 0.0 5.0 0.'0 5.0 5.0 5.0 5・.O 5.0 5.0 5.0 5.0 5'.0 5.0 0.0

138 IR.R 5.0 5.0 2.5 0.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 3.4 0.0

平 均 2.1 3.9 1.9 2.7 3.2 2.9 4.0 2.2 4.0 2.0 2.7 2.7 2.1 0.2
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'

11値 原表表4-3

順位 氏 名

目 標 行 動
1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 31T.M 10

1

9 10 10 10 10 10 10 9

2 30M.M 10
』9

5 10 8 10 10 10 10

3 14T.S 10 8 5 10 10 10 10 10 9

4 15T.S 10 9 8 10 8 8 5 10 8

5 10Y.K 10

.

9 8 10 5 8 10 10 9

6 28M.H 9 9 8 10 4 8 10 10 9

7 2S.1 9 9 6 10 6 10 10 10 7

8 18J.T 10 7 10 10 6 10 5 10 7

9 12M.K 9 8 8 10 4 10 5 10 9

10 21K.T 9 4 9 10 6 10 10 10 8

11 1S.A 10 9 5 10 2 8 10 10 9

12 3K.1 9 6 0 10 5 10 10 10 7

13 138R.R 5 6 5 10 7 7 1Q 7 8

14 137R.R 3 7 5 10 8 4 5 8 9

15 34K.Y 3 7 5 3 0 10 10 9 6

16 32T.M 9 2 5 7 3 8 5 10 7

17 26M.H 9 7 5 3 0 8 10 7 6

18 5H.U 10 6 8 10 0 5 10 8 3

19 40H.Y 9 8 3 7 1 9 5 8 4

20 117K.S 6 8 5 10 2 4 0 8 6

21 33H.M 3 5 5 7 1 9 10 6 3

22 37Y.Y 9 5 5 3 3 9 5 10 0

23 17H.T 9 6 5 3 2 7 5 4 4

24 8H.O 6 4 5 3 2 9 10 3 1

25 35S.Y 5 4 0 7 0 5 10 5 3

26 126H.N 7 4 0 3 0 5 10 8 1

27 131M.M 10 4 5 3 0 8 5 2 1

28 114R.S 2 3 5 0 2 3 5 6 4

29 22K.N 2 5 5 3 0 4 10 2 3

30 1gS.T 5 7 3 0 0 7 5 2 3

31 7Y.O 6 4 3 0 0 6 5 3 5

32 111T.S 3 3 5 0 2 3 0 6 4

33 20N.T 5 5 5 3 0 5 5 2 1

34 11AI.K 10 3 0 7 3 3 0 2 1

35 27Y.H 5 4 0 3 1 7 0 2 1

36 9K.K 2 7 3 3 0 6 O 0 1

37 13K.K 7 3 0 0 0 9 5 2 1

38 25J.N 5 5 0 0 2 5 0 2 2

39 121R.T 10 4 0 10 0 3 0 0 0

40 29H.M 3 2 5 7 0 6 0 0 2

41 134S.Y 8 3 0 10 0 3 0 0 1

42 39K.Y 4 3 0 0 0 9 5 0 O

平 均 ・ 7 6 4 6 3 7 6 6 5
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(3)ABC3段 階による到達度評価表

!1値 原 表 をも とに、ABC3段 階 に よ る到達 度 評 価 表 を作 成 す る。 上 述 したよ

うに11値 原 表 の各 デ ー タは、 フ ロ ッピィ 内で は実 数 値 と して記 録 され てい る。

この ため、ABC3段 階 の分 割点 は実 数値 で設 定 す る こ とが で き る。

表 計算 ソフ トで は、11値 をABCの3段 階 に変 換 す る条 件 式 を入 力 す る こ と

に よ り、!1値 原 表 か ら到達 度評 価 表 を 自動的 に作 成 す るこ とが で き る。 この こ

とによ り、 教 師 が分 割 点 を主 観 によ り様 々 に変 え て評 価作 業 を進 め て い くこ とも

で き る。

到 達度 評 価表 を表4-4と 表4-5に 示 す。 分 割 点 の値 に関 して は、4.6

調査 用試 験 の判 定 で述 べ る。 表4-4は 、11値 を小 単 元の 番 号順 に並べ た 表 で

あ り、 表4-5は 、9小 単 元 を基 礎 的 目標 行動(1、2、6)と 発 展 的 目標 行動

(3、4、5、7、8、9)に 並べ た表 であ る。

(4)得 点度数分布 グラフ

姦

調査用試験では、個人の総合得点を、!1値 原表 よ り求め た9小 単元の得点(実

数値の各!0点 満点のデー タ)の 合 計を、100点 満点 に換算 して算 出した。
この換算値により、得点度数分布グラフを作成した。

得点度数分布 グラフを図4-2に 示 す。

4

3

2

1

0

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

1

1

41
11
1

9102030405060798090

得点

図4-2得 点度数分布 グラフ

(5)目 標行動到達状況 グラフ

!1値 原 表 よ り求 め た9小 単 元 別 の クラ ス平 均 値 とあ る生 徒 の成 績 を線 グ ラフ

お よび レー ダチ ャー トで表示す る こ とに よ り、 生 徒 の 小 単元 単 位 の 到達 度 お よ び

到達度 の バ ラン ス を評 価す る ことが でき る。 線 グ ラ フ では、 基 礎 的 な小 単 元(1、

2、6)と 応 用 的 な 小 単元(3、4、5、7、8、9)で の 達 成 度 の違 い が わ か

るよ うに した。
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到達度評価表 その!表4-4

順位 氏 名 総 合1121314}5

1 31T.M AAAAAAAAA A

2 30M.M` AACAAAAAA' A

3 14T.S AACAAAAAA A

4 15T.S AAAAABCAA A

5 10Y.K AAAACBAAA A

6 28M.H AAAACBAAA A

7 2S.1 AACA・CAAAC A

8 18J.T ABAACACAC A

9 12M.K AAAACACAA A

10 21K.T ACAACAAAA A

11 1S.A AACACBAAA A

12 3K.1 ABC'ACAAAC A

13

.

138R.RCCCACBACA A

14

.

137R.RCBCAACCAA B

15

.

34K.YCBCCCAAAC B

16 32T.M ACCCCBCAC B

17 26M.H ABCCCBACC B

18 5H.U ACAACCAAC B

19 40H.Y ABCCCACAC B

20

.

117K.SBBCACCCAC B

21
.

33H.MCCCCCAACC B

'22
37Y.Y ACCCCACAC B

23 17H.T ABCCCBCCC C

24

.

8H.OBCCCCAACC C

25

.

35S.YCCCCCCACC C

26

.

126H.NBCCCCCAAC C

27 131M.M ACCCCBCCC C

28

.

114R.SCCCCCCCCC C

29
.

22K.NCCCCCCACC C

30 19S.T
.

.

CBCCCBCCC C

31 7Y.0 BCCCCCCCC C

32
.

111T.SCCCCCCCCC C

33 20N.T ECCCCCCCC C

34 11A.K ACCCCCCCC C

35
・

27Y.HCCCCCBCCC C

36
.

9K.KC・BCCCBCCC C

37
・

13K.KBCCCCACCC C

38 25J.N
'
CCCCCCCCC C

39 121R.T ACCACCCCC C

40・

.

29H.MCCCCCCCCC C

41 134S.Y ACCACCCCC C

42 39K.Y [iCCCCACCC C
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到達度評価表 その2表4-5

順位 氏 名
目 標 行 動

総 合112161314卜5171819

1 31T.M AAA《AAAAA A

2 30M.M AA∧CAAAAA A

3 14T.S AAACAAAAA A

4 15T.S AABIAAACAA A

5 10Y.K AABiAACAAA A

6 28M.H AABiAACAAA A

7 2S.1 AAACACAAC A

8
'18J

.T ABA畑ACCAC A

9 12M.K AAA畑ACCAA A

10 21K.T ACA込ACAAA A

11 1S.A AABCACAAA A

12 3K.1 ABACACAAC A

13 138R.R
■`
CCBCACACA A

14 137R.R
・
CBCCAACAA B

15 34K.Y
.

CBACCCAAC B

16 32T.M
l

ACBCCCCAC B

17 26M.H ABBCCCACC B

18 5H.U
l

ACC畑ACAAC B

19 40H.Y ABACCCCAC B

20 117K.S
.I

BBCCACCAC B

21 33H.M
.

OCACCCACC B

22 37Y.Y ACACCCCAC B'
23 17H.T ABBCCCCCC C

24 8H.O 厄CACCCACC C

25 35S.Y CCCCCCACC C

26 126H.N
.'

BCCCCCAAC C

27 131M.M ACBCCCCCC
.

C

28 114R.S CCCCCCCCC
4

C

29 22K.N
.

CCCCCCACC C

30 19S.T
.

CBBCCCCCC C

31 7Y.O
.

BCCCCCCCC C

32 111T.S CC層CCCCCCC C

33 20N.T
.l

CCCCCCCCC C

34 11A.K ACCCCCCCC C

35 27Y∴H
.

CCBCCCCCC C

36 9K.K CBBCCCCCC・
.

C

37 13K.K BCACCCCCC C

38 25J.N
.

CCCCCCCCC C

39 121R.T ACCCACCCC C
40 29H.M CCCCCCCCC C
41' 134S.Y ACCCACCCC C
42 39K.Y

・
CCACCCCCC ℃

基 礎i発 展
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4.6調 査用 試験 の判 定

前節 で述 べ たデ ー タ解 析 法 に よ り、 調査 試 験 の 結果 を解析 ・評価 して み る。

表 計算 ソフ トを用 い たデ ー タ解析 で は表 ・グラ フの パ ラ メー タ、 例 えば分 割 点 の 値や

得 点 度数 分布 グラ フの得 点 間 隔 な ど を容易 に変 更 す る こ とが で き、 瞬 時 に、 表 ・グ ラフ

と して表示 す る こ とが で き る。 デ ー タ解析 にお い ては、 適 時 これ らの パ ラメ タを変 更 し

て さ ま ざまな表 ・グラフ を表 示 す る こ とに よ り、 特徴 的 な点 を うきぼ りに し評 価 をお こ

な うこ とにな る。

4.6.1ク ラ スの総 括 的 な評 価

クラスの 総括 的 な評 価 は、 まず、ABC3段 階 に よ る到達 度評 価 表 お よび

得 点度数 分 布 グラ フ を用 い てお こな っ た。

到達度 評価 表(表4-4お よび 表4-5)の 分 割 点 は つ ぎの よ うに設 定 した。
・ 基 礎的 目標行 動 番 号1 、2、6

A:〉=8.O

B:〉=7.O

C:〈7.0
・ 発展 的 目標 行動 番号3 、4、5、7、9

A:〉=7.5

B:〉=6.5

C:〈6.5
・ 総合 点 数

A:〉=7.O

B:〉=6.O

C:<6.0

a.学 習 困難 学生 の 学習 しに くい項 目

到達度評価表は、個人総合得点の大きいものから順に上から下へと並び替えてい

る。小単元単位に表をみてみると、到達度のランクが明瞭に分かれている小単元と

分かれていない小単元に分けることができる。明瞭に分かれている小単元は、学習
困難学生の学習 しに くい小単元 と判定することができる。

小単元3、5、9す なわ ち磁気テー プ装置 での記憶容量 ・磁気テープでのデータ

の入出力時間 ・磁気ディスク装置のアクセス時間は成績順位が20番 以降でほ とん

どがCで あ り、 これ らの小単元があき らかに学習困難学生の学習 しに くい小単元と

判定することできる。

b.学 生 の グル ー プ分 け

図4-2に 、 得 点 度 数 分 布 グラ フを 示す 。 この グラ フよ り、 学 生 が3群 に

分かれ てい る こ とが読 み 取 れ る。 さ らに、 各 群 の学 生 につ い て到 達度 評 価 表

お よび11値 原 表 を検 討 す る こ とによ り書辞 の 学生 の特 徴 を読 み 取 る こ とが

できた。 各 群 の特徴 を次 に示 す。

1群 …80点 台を中心 とする群 でほぼ全ての 目標行動について達成 している。

情報処理2種 半年合格者 は全 てこの群 に属 している。

2群 …50点 台を中心 とす る群 で、 計算問題 である程度の正答がある

群である。磁気テープ長の計算および磁気ディスク装置の記憶

一384一



容 量 の 計算 が で きれ ば1群 に入 るこ と が で き る。

3群 …30点 台 を 中心 とす る群 で、 計算問 題 が ほ とん ど で きな い。

4.6.2個 入成 績 の評 価

個人成績の評価は、学習者がその小単元の到達度 を知 り、次の学習目標をたてる
ためのものであるので、学習者にとってわかりやすい形で提示する必要がある。個

人成績はABC3段 階による到達度評価表で提…示す る。

学生の不得意領域の抽出、学習バランスの評価には目標行動到達グラフを用いる。

このグラフは、つまずいている項目があきらかになるため、試験返却時においてグ

ラフをそのまま学生にフィー ドバックすることによ り、学生が次の学習目標を自覚

することができ有効と思われる。

何人かの学生についてサンプルを考察した例を以下に示す。
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図4-3目 標 行 動 達 成 状 況 グ ラ フ
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行動 目標
一 平均 …・・31

、T.M

図4-4目 標 行 動達 成状 況 グ ラフ

＼

学生番号
成績順位

評価

資格

31氏 名T.M

!位 総合評定A

全ての小単元 で目標行動が達成 されている。

学内成績

情報処理能力認定試験(以 下認定試験 と略す)A級

第二種情 報処理技術者 試験(以 下情 報処理二種 と略す)

ソフ トウェアBハ ー ドウェアB
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目標 行 動 達成状 況 グ ラフ

♂ ＼/
ξト5・9＼

ゴ26345789

行動目標
一 平均 …・12

、M.K

図4-6目 標行動達成状況 グラフ

学生番号12氏 名M.K

成績順位9位 総合評定A

評価 基礎的な小単元は達成 され ている。磁気テープ長の計算問題お

よび磁気デ ィスク装置の記憶容量の計算問題に関し復習の必要が

ある。

資格 認定試験A級 、情報処理二種

学 内成績 ソフ トウェアAハ ー ドウェアA
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図4-7 目標行動達成状況グラフ
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行動 目標
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図4-8目 標 行 動 達 成状 況 グ ラフ

学生番 号19氏 名H.Y

成績 順位19位 総 合 評 定B
'評価 '・＼レー ダチ ャー トよ り、 学 習 バ ラ ンス が ア ンバ ラ ン スなの が わ か

る。 基 礎 的 な小 単 元 は達 成 され てい るが、 発 展 的 な小 単 元 は 平

均 を下 回っ て い る。 発 展 的 な計算 問題 は基 礎 か ら復 習す る必 要 が

あ る。

資 格 認定 試 験 「1科 目合 格

学 内成 績 ソフ トウ ェ アAハ ー ドウェ アA
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図4-9 目標行動達成状況グラフ
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図4-10目 標行動達成状況 グラフ

学生番号132氏 名M.M

成績順位27位 総合評定C"

評価 基礎的な小単元では磁気テープの記憶法が達成されていない。

発展的な小単元 に関する問題に関 しては、全般的に未達成であ

る。 まず、磁気テープに関する基礎知識を復習する必要がある。

資格 認定試験1科 目合格

学内成績 ソフ トウェアA ハ ー ドウ エ アA
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図4-11目 標 行 動 達成 状 況 グ ラフ
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図4-12目 標 行 動達 成 状 況 グ ラフ

学生 番号20氏 名N.T

鞠 順位 墓誌 こ未籠 謬 る三基礎的な小徹 り謝 る腰 があ
る 。

資格'能 力認定試験 未受験

学 内 成 績 ソ フ トウ ェ アBハ ー ドウ ェ ア・タB
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1調胡 謙 郵

①問題番号1

単元 『ファイルの基本概念』 に関する問題
基礎的分野:配 点 各1点

「1」 フ ァイル の 基本 概 念 に関す る次 の 記述 の(・)に 入 れ るべ き字 句 を

,解答群 の 中か ら選 べ。

コ ン ピ ュー タ内部 にお け るデ ー タの最 小表 現 単位 は()で あ り

8()で1(b)と な る。 通 常、1(b)で1つ の 文字

を表現 す る。 そ して、1(b)以 上 の集 ま りによ っ て(c)が

構 成 され る。 す なわ ち、)は 、 何桁 か の 数字 や 文字 で氏 名 だ と

か売 り上 げ数 量 だ とかの 特定 情報 を表 してい る。 また、 相互 に 関連 性 の

あ る複数 の(c)に よ っ て(d)が 構 成 され る。 さ らに、 特 定

の 使用 目的 に基 づ い て集 め られ た レコー ドの集 合 体 で()が 構成

され る。

目頭

ド

タ

ー

ー

コ

デ

レ

毛

かク

ド

ツ

一

回

ワ

ブ

群

、

、

答

ア

オ

解

プ ア イル

ビ ッ ト

②問題番号8、9、10

単元 『磁気テープでの記憶容量』 に関する問題

発展的分野 配点(1)5点(2)5点 (3)5点

(1)記 録 密 度64列(バ イ ト)/mm、 レコー ド ・サ イズ512バ イ ト

の磁 気 テ ー プ の1レ コー ド当 りの テー プ長 を求 め よ。

(2)記 録 密 度64列(バ イ ト)/mm、 レコ ー ド ・サ イズ512バ イ ト

ブ ロ ッ ク化 係 数5の 磁 気 テー プの1ブ ロ ック 当 りの テ ー プ長 を求 め よ

IBGの 長 さは考 慮 しな くてよ い。

(3)磁 気 テー プの有 効 長180m、IBGの 長 さ15mm、 ブ ロ ック化

係数5、1ブ ロ ックの 長 さ20mmの とき、 磁 気 テ ー プ1巻 の 記録 容

量(レ コー ド件 数)を 求め よ。
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③問題番号39

単元 『磁気デ ィスク装置 でのア クセス時間』に関する問題

発展的分野 配点 各2.5点

「7」 磁 気 デ ィス ク装置 に 関 す る記 述 であ る。()を 埋 め よ

の
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表
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平均シーク時間 、

平均回転待ち時間
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秒

秒

秒
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[調査用試験例]

①問題番号1

単元 『ファイルの基本概念』 に関する問題

基礎的分野't配 点 各1点

「1」 ラ ア イル の 基本 概念 に 関す る次 の 記述 の()に 入 れ るべ き字 句 を

解答 群 の 中か ら選 べゴ ご.

コ ン ピュ・]'タ内部 に お け るデ ー タの最小 表現 単 位 は(a)で あ り

8(a)で1(b)と な る。 通常、1(b)で1つ の文 字

を表 現 す る。 そ して、!(b)以 上 の集 ま りに よ っ て(c)が

構成 され る。 す なわ ち、(c)は 、 何 桁 か の 数字 や 文字 で氏 名 だ と

か 売 り上 げ数量 だ とか め特 定情 報 を 表 して いる。 ま た、 相 互 に関連 性 の

あ る複 数 の(c)た よ って(d)が 構成 され る。 さ らに、 特 定

の使 用 目的 に基づ いて 集 め られ た レコー ドの集 合 体 で(e)が 構 成

され る。

目頭

ド

タ

ー

ー

コ

デ

レ

毛

九ク

ド

ツ

ー

ロ

ワ

ブ

群

、

、

答

ア

オ

解

ウ、 プ ア イ ル エ 、 バ イ ト

キ、 ビ ッ ト

②問題番号8、9、!0

単元 『磁気テー プでの記憶容量』 に関する問題

発展的分野 配点(1)5点(2)5点 (3)5点

「4」 磁 気 テ ー プ に関 す る 次の 計算 をせ よ。

(1)記 録 密度64列(バ イ ト)/mm、 レコー ド ・サ イ ズ512バ イ ト

の 磁 気 テ ー プの1レ コー ド当 りの テー プ長 を求 め よ。

(2)記 録 密度64列(バ イ ト)/mm、 レコー ド ・サ イ ズ512バ イ ト

ブ ロ ッ ク化 係 数5の 磁 気 テ ー プの1ブ ロ ック当 りの テー プ長 を求 め よ

IBGの 長 さ は考 慮 しな くて よい。

(3)磁 気 テ ー プの有 効 長180m、IBGの 長 さ15mm、 ブ ロ ック化

係 数5、1ブ ロ ッ クの長 さ20mmの とき、 磁 気 テ ー プ1巻 の記 録 容

量(レ コー ド件数)を 求 め よ。
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③問題番号39

単元 『磁気ディスク装置 でのア クセス時間』に関する問題

発展的分野 配点 各2.5点

「7」 磁気 デ ィス ク装置 に 関す る記 述 であ る○()を 埋 め よ

"
下表 の よ うな仕 様 の磁 気 デ ィ ス ク装 置 に、1レ コー ド2400バ イLの

デー タが ブ ロ ック化 係 数1で10000件 格納 され てい る。 ζの 中 のア・一

タ500件 を1件 ず つ ラ ン ダム に読 み 取 る と き、1件 あ た りの 平 均 ア クセ
`ス 時 間 は(a)ms .・500件 全 部 の 読み 取 りに必 要 な時 間 は(b)

秒 となる。

平均シーク時間

平均回転待ち時間

データ転送速度
秒

秒

秒

/

m

m
朴

O

O

バ

3

1

000021
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5.調 査 研 究 の ま とめ

本校でρ定期的な試験は年間、、前期と後期の2回 である。 この2回 の試験 では長期的、
広範囲での評価となってしまい、なかなか資格試験や学生の理解を深めるために利用しに
くいといった問題があり、指導法上直接利用できる様なテス トを担当の教師が授業にあわ

せて個々に実施 しているのが実状である。やはり、授業の申で必ず扱われる内容について

は、出来るだけ、学内だけででも標準化したスタンダー ドな試験問題を作成 しておき、授

業の中で適切に利用 したいという意図があった。今回の調査研究をきっかけに教員相互の

意志疎通に基づいた評価法、試験法を確立してい くなら授業進度の調整、学生の学力の正

確な把握、本校独自の資格試験資料等として利用できるものとおもわれる。

ね らいでも述べたように、情報処理の学習内容はかなり広範囲にわたっており、 そのな

かでも今回調査対象とした単元は主に計算能力が要求されている。この能力は高校 ・中学

か らの蓄積が大きなウエイ トをしめており、学習 目標を具体化する論理分析を通 してかな

り下位まで目標行動を設定できることがわかった。さらに、 目標行動の割 り出しと論理分

析の検討を通じて教師間の指導法の相互理解を深めることができたと思う。今回は総括的

評価の手法を検討 してみたのであるが、もっときめの細かい領域での評価もほしいところ

である。総括的評価、形成的評価は評価の両輪のようなものであろう。両評価を日常の授

業に上手に組み込むことが、先の目的を達成する最良の方策であるとの印象をうけている。

到達度の評価に関しては、11値 原表を基にABC3段 階 による到達度達成表お よび 目

標行動達成グラフを作成するという手法を用いた。到達度達成表においては分割点をどこ

に設定するかが問題となる。11値 原表か ら到達度達成表 を作成す るのに表計算ソフ トを

導入することで、分割点の設定を教師がさまざまに設定 してシミュレーションすることが

でき、 より現実に即 した評価ができることが確かめ られた。 目標行動到達状況グラフは、

生徒自らが未達成の学習領域を確認するのには最適な表現法だと思われる。

今後は、 さらに評価対象とする単元を広げることも考えているが、今回の調査でのかな

り荒削 りなところ、例えば、 「採点の簡略化」 「データ処理法の定型化」 「テストの標準

化の精度を高める」こと等を検討していきたいと思っている。

最後に本調査研究を進めるにあたって、11値 での評価法 に関 して御指摘 をいただいた

京都教育大学の西之園晴夫先生、CAITの 浅井宗海先生をは じめ中央情報専門学校 ・情

報処理科の学生諸君、教職員一同に感謝します。
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